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プロローグ







　怪かい談だん　　→　幽ゆう霊れいとか、化け物とかが出てくる、怖こわい話のこと。

　怪談師　→　それで生計を立ててる人のこと。怖い話のプロ。

　？？？　→　怪談がまったく怖くない怪談師。ただの怪談オタク……？




「……いや、なんだそれ……」

　ぴたりと止まってしまったペンを放り投げ、私は小さく背せ伸のびをした。

　凝こり固かたまった肩かたの筋肉をほぐしながら、ノートに書き殴なぐられたいくつもの没ぼつ案を眺ながめて眉まゆをひそめる。

　たかが名前一つ付けるだけなのに、ここまで難航するとは思っていなかった。

「怪談師もどき？　違ちがうか。怪談師見習い……うーん、だめだ。よくわかんないな……」

『？？？』の文字を指でなぞりながら、ここに嵌はめ込こんで最もしっくりくる言葉を探す。

　しかし適した言葉はなかなか見つからず、気づけば既すでに日が暮れ始めていた。

「んー……あー……だめだぁー。なんっも出てこないぃぃ……」

「……そんなゾンビみたいな声を出して。何を長いこと悩なやんでるんですか？」

　ノートに突つっ伏ぷして呻うめいていると、カウンターの奥おくから声がかけられる。顔を上げると、私を悩ませていた張本人がこちらを見下ろして、不思議そうに首を傾かしげていた。

「宿題出てたじゃん。アカウントを作る前に、まずはお客さんに覚えてもらえるように、印象に残るキャッチフレーズを考えてこいって」

「ああ、あれですか！　それならもう私がいいのを考えてますよ。たとえば、そうですね。『次世代のオカルトファンタジスタ怪談師』とかどうでしょう？」

「長っ」

　しかも語感が気持ち悪いし、何より図ずう々ずうしいことこの上ない。

　そもそも怪談師のファンタジスタってなんなんだ。どんなスーパープレーを繰くり出すつもりだ。

「えー、だめですか？　じゃあ『オカルト銀河の超ちよう新しん星せい☆宇宙怪談師』とかどうです？」

「私が恥はずかしいから絶対やめて」

　全然意味がわからないし、相棒として宇宙怪談師の隣となりに立つなんてまっぴらごめんだ。

　私がその奇き天て烈れつな案をばっさり切り捨てると、彼かの女じよは「これもだめですか」と呟つぶやいて、不服そうに唇くちびるを尖とがらせていた。

　そんな間ま抜ぬけな表情にさえ、油断するとつい目を奪うばわれてしまうのだから、美人というのはずるいものだと改めて思う。

　黙だまっていれば非の打ちどころがない美少女だというのに、どうして怪談のことになると途と端たんに残念な感じになってしまうのか。

　学校の同級生たちは、きっと夢にも思わないだろう。孤こ高こうの存在だったはずの彼女が、まさかこんなポンコツな素す顔がおを隠かくし持っていたなんて……あっ。

「……もっとシンプルで、身みの丈たけに合ったやつの方がいいよ。たとえばさ――――」

　かくして偶ぐう然ぜんの閃ひらめきによって生まれたキャッチフレーズは、我ながら彼女を表す言葉としてぴったりだった。

　初めて二人で出で掛かけた日のことを思い出して、じんわりと頬ほおが熱くなる。

　彼女に抱いだくイメージは、あの夜から少しも変わっていない。




　……きっとあのときから、私はもう、完全に囚とらわれてしまっていたのだ。

　私の世界を青々と彩いろどる、彼女の下手くそな怪談によって――









第一章　ポンコツ怪談師に誘われて







　青春という言葉が嫌きらいだ。

　くしゃくしゃになったプリントに名前を書きながら、私はつくづくそう思った。

　誰だれが作った言葉か知らないけれど、『特別な毎日を送りなさい』っていう圧力というか、押おし付けがましい正義感のような、親切ごかしの煩わずらわしさを感じる。

　しかもその誰かの中には、ちゃんと青春の正解の形があるのだ。スポーツとか、バンドとか、友情とか、恋こいとか……。

　それにそぐわない場合、たとえ本人がどれだけ充じゆう実じつしているんだと主張したとしても、その人の生活は灰色になる。周りから灰色の絵の具で塗ぬりつぶされてしまう。

　何もない毎日ってそんなにだめなのかな。無難に、波風を立てずに生きていくのって、結構大変なことだと思うんだけど。

　現実じゃ、生きてるだけでは誰も褒ほめてくれない。世せ知ち辛がらいことだ。

「ずずずぅ……」

　パックのトマトジュースを飲み干すと、ストローから情けない音が鳴った。

　昼休みに一人で、プリントを仕上げながらの寂さびしい昼食。せっかく女子高生になったっていうのに、やってることは中学の頃ころと何も変わらない。人はそんなに簡単には変われないのだ。

　チョコレート味のシリアルバーをかじる。咀そ嚼しやくしながら、『あなたが高校生活で一番してみたいことは何ですか？』というアンケートに答える。特になし、と。

　覇は気きのない、ミミズののたくったような字に顔をしかめていると、不意に前の席の椅い子すが引かれた。誰かがこちらに体を向けて、覗のぞき込むようにして座すわってくる。

「またそんなの食べてる。それだけじゃ栄養足りないよー？」

　いきなり私の昼食にケチをつけてきたのは、同じ中学出身の女子生徒、花はな咲さき結ゆい花かだった。貶けなされたそんなのをもう一口かじる。

　結花は名前に恥じない花のような笑えみを浮うかべて、可愛かわいらしく小首を傾げている。

　彼女は今のところ、この学校で唯ゆい一いつの私の友人だ。といっても彼女にとっては、私はたくさんいる友人たちの中の一人でしかないのだが。

「そんな戦力外みたいな言い方はひどいと思う。美味おいしいのに」

「でも、毎日同じものばっかり食べるのは良くないよ。バランスよく食べないと」

　そう言って、結花は自分のお弁当箱を膝ひざの上で広げると、プチトマトのヘタをつまんでこちらに差し出してくる。

「はい、あーん」

「……やらないから。トマトジュース飲んだし」

　顔を背そむけると、彼女は不満げに口を尖らせて、プチトマトを自分の口に収めた。

「それで、どうしたの？　一応言っておくと、結花の席ここじゃないよ」

「自分の席くらい覚えてるよぉ！　そうじゃなくて、ちょっと相談したいことがあるの！　……ねえー、この席少しだけ貸してもらってもいいー？」

　後半は私ではなく、教室の反対側で談だん笑しようしていた女子生徒に向けられた台詞せりふだ。

　声をかけられた女子生徒は、声の主が結花だとわかると笑いながら許可を出す。その目が一いつ瞬しゆんだけ私に向けられて、すぐに逸そらされるのを、視界の端はしで見ていた。

　中学のときから、結花は誰にでも好かれる、いわゆるクラスの中心的な人物だった。

　背がすらっと高くてスタイルがいい。顔も整っている。気立てがよくて話しやすいし、誰とでもすぐに仲良くなれる。そんな『理想の美少女コンテスト』の審しん査さ項こう目もくみたいな要素をあれこれ詰つめ込んだような女子生徒である。

　これで素の性格までいいんだから、神様が平等だなんて口が裂さけても言えないな。

「それで、大事な話って？」

「あー……えっとね。ちょっと言いにくいんだけど……」

　結花の声が若じやつ干かん低く、小さくなる。歯切れも悪くなり、気まずそうに視線を左右に泳がせ始めた。

　……それだけで、なんとなく察してしまった。

「また、あれ関連？」

　尋たずねると、結花は渋しぶい顔をしながら頷うなずいた。

〝あれ〟というのは、つまるところ幽霊とか、怪かい奇き現象とか、そういった類の話のことだ。

　私は子供の頃から強い霊れい感かんがあって、普ふ通つうの人間を見るのと同じように、それらを認にん識しきしていた。触さわろうと思えば触れたし、話そうと思えば話せたし、殺そうと思えば、殺すことだってできた。

「青あおがこの手の話題を好きじゃないのはわかってるの。だけど友達から相談されちゃって……できたら、話だけでも聞いてあげてもらえないかな？」

　結花が申し訳なさそうに手を合わせて、深々と頭を下げてくる。

　正直なことを言えば、確かに私はこの手の話題が好きじゃない。というより、できる限り避さけるようにしていた。いい思い出がまるでないから。

　だけど結花には普ふ段だんからお世話になってるし……それに、友達のためにこんなに真しん剣けんになって頼たのみ込める彼女のことを、私は密ひそかに尊敬していた。できることなら、力になってあげたいと思う。

　それに結花の友達なら、面おも白しろ半分で私のことを周囲に言いふらしたりはしないだろう。もししようとしても、結花が止めてくれるはずだ。

　数秒考えてから、意を決して頷いた。

「私でよければ、話くらいはいつでも聞くよ。解決してあげられるかはわからないけど」

「ほんとっ!?　ああ、よかったぁ。青が協力してくれるなら百人力だよー！」

「いや、そんな期待されても。とりあえずは話だけ、ね」

　私の言葉に、結花はにこにこ笑って上じよう機き嫌げんに返してくる。

「そう言って、いつも助けてくれるんだから。弟のことを助けてくれたときからずっと、青は私のヒーローだもん。期待しちゃうよ」

「あれはたまたまなんとかなっただけだから……」

　曇くもりのない美少女の視線に晒さらされて、居た堪たまれなくなった私は窓の外へ顔を背ける。

　薄うすく広がったかすみ雲を眺めていると、去年の今ごろ、結花の弟さんが悪あく霊りように取り憑つかれてしまったときのことを思い出した。あの事件がきっかけで人気者の彼女と交友を持つようになったのだから、人生何が起こるかわからないものだ。

「そんなに謙けん遜そんしなくてもいいのに。実際すごいと思うんだけどなぁ……私には霊感とかそういう力はないし、幽霊だって青と一いつ緒しよのときじゃないと見たことないもん」

「あ、ああそう……あの、ちょっとだけ声を抑おさえてもらえると」

　物ぶつ騒そうな台詞が耳に届いて、背筋が冷える。私の能力のことは、クラスメイトにはできる限り知られたくなかった。

　霊感とか、幽霊とか、そんな単語を教室で軽々しく発さないでもらいたい。ただでさえ馴な染じめていないのに、さらに奇き異いの目で見られるようになったらたまったもんじゃない。

　灰色には灰色なりの、理想とする日常があるのだ。

「あっ、ご、ごめんね……でもね、私本当に尊敬してるんだ。〝自じ称しよう霊れい能のう力りよく者しや〟みたいな人は何人も見てきたけど、弟を助けてくれた本物のヒーローは青だけだったから」

「わ、わかったから、教室であんまりそういう話は――」

　――ガタンッ、と斜ななめ後うしろの方から、勢いよく椅子を引く音が聞こえた。思わず言葉が詰まり、心臓がドクンと跳はねる。

　おそるおそる振ふり返ると、クラス一の美人であり、クラス一とっつきにくいと評判の孤高の女子生徒、夏なつ目めさんが立ち上がっていた。そしてその大きな目を限界まで見開いて、こちらを凝ぎよう視ししている。ぶわあっ……と音を立てて、血の気が引いていくのがわかった。

　……まずい。聞かれてしまっただろうか。

　一瞬そう考えて冷ひや汗あせを流すが、よく見ると夏目さんは耳にイヤホンをつけていた。コードの先はブレザーのポケットに伸のびている。

　夏目さんみたいな人がどんな音楽を聴きくのかは知らないが、こちらの話が聞かれたということはなさそうだ。断だん片ぺん的てきな単語を拾われただけなら、まだいくらでも誤ご魔ま化かせる。

　高速でいくつかの言い訳をシミュレーションしていると、夏目さんは椅子を机の中にしまい、こちらに向かってツカツカと歩いてきた。恐きよう怖ふで体が硬こう直ちよくし、背筋が縮こまる。

　……うう。なんだ。何を言われるんだ。

　夏目さんは私の机のすぐ横で立ち止まると、機械のような動きでこちらに体を向ける。そのままじっと私のことを見下ろして、小さく口を開いた。

「…………今夜、私の家に来てください」

「…………えっ。わ、私？」

　長い沈ちん黙もくの末に続けられた言葉に、教室中がざわついた。

　気持ちはよくわかる。愛あい想そのなさで有名な、孤高の美少女である夏目さんが、自分から誰かに声をかけ、あまつさえ自宅へ招待するなんて。しかもその相手が腫はれ物というか、クラスでも浮いた存在の厄やつ介かい者ものなのだ。私だって逆の立場なら驚おどろかずにはいられない。
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　私が自分を指差して尋ねると、夏目さんは無言のまま頷いて、ブレザーの内ポケットから小さな手帳とボールペンを取り出した。

　急いで何かを走り書きしたあと、丁てい寧ねいにページを切り取ってこちらに差し出してくる。

　おずおずと受け取ると、夏目さんは満足そうに一息ついて、また早足で自分の席に戻もどっていった。そしてイヤホンを装着して、机に突っ伏してしまう。追加の質問を受け付けてくれそうな気配はない。

「あ、青？　夏目さんと面識あったっけ？」

「……いや、一度も喋しやべったことないと思うけど……」

　呆ぼう然ぜんとしながら結花の質問に答える。夏目さんの肩がピクリと震ふるえた気がした。

　二人で頭に大量の疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴る。その音に、結花がハッとして立ち上がった。

「じゃあ青、友達には名前は伏ふせたまま青のこと伝えておくね。その子が青に相談させてほしいって言ってきたら、また詳くわしく話すから」

「あ、うん。わかった」

　結花が手を振って、自分の席に戻っていく。残ったお弁当を大急ぎで食べていた。

　午後の授業が始まる前に、私も早くプリントを出しに行かないと……と考えながら、ふと夏目さんからもらったメモに視線を落とす。

　そこには夏目さんらしい上品な筆ひつ跡せきで、住所と建物の名前が書かれていた。

　……話したこともないのに、いきなり家に来いだなんて……夏目さん、いったいどういうつもりなんだろう。

　ちらりと様子を窺うかがうと、夏目さんは眠ねむそうに顔を持ち上げて、イヤホンを外しているところだった。見ているのがバレないうちに、視線を外して前を向く。

　……まあ、とりあえず行くだけ行ってみるか。ここで問いただして、またクラスメイトの注目を集めたくないし。もし何かあればすぐに帰ってしまえばいい。

　そう思いながら、私は皺しわだらけになったプリントを持って席を立った。




「――で、夏目さんのメモを頼たよりにここまでやってきたわけだけど……」

　昼間の出来事を思い返しながら、やたらとお洒落しやれな町の通りを歩いていく。

　既にすっかり日は暮れて、街灯と、家屋から漏もれ出る薄うす明あかりが、趣おもむきのある石いし畳だたみで舗ほ装そうされた路面を照らしていた。

　左右の建物には様々なお店が立ち並ぶが、そのほとんどは営業時間が終わり、シャッターを下ろしている。まだ営業中の看板を提さげているのは、一部のスナックや、こぢんまりとした居酒屋ばかり。あとは二十四時間営業のコンビニくらいだろうか。

　夏目さんから貰もらったメモに書かれていた住所は、私の最も寄より駅から電車で十五分ほどの場所にある、賑にぎやかな繁はん華か街がいを有した町の一角。『せせらぎ通り』という商店街の中だった。

　小川に架かかった石造りの橋を渡わたり、よく手入れされた背の低い街路樹の並ぶ通りを抜ぬけ、さらに奥へと進んでいく。街並みがハイセンスすぎて、なんだか落ち着かない。

「えっと……ここ、だよね……？」

　やがて辿たどり着いたのは、商店街の奥まった場所にある裏路地の、さらに最さい奥おうまで進んだ先にある雑居ビル。どんよりとした暗がりの中で、人目を憚はばかるように聳そびえ立っている。

　かなり古びた建物で、二階部分から上の窓には、ガラス飛散を抑よく止しするテープがびっしりと貼はられていた。もし私がこの商店街で買い物をするとしたら、絶対にこの建物には足を踏ふみ入れないし、そもそも近付きすらしないだろう。

　そんな建物に、クラスメイトに呼ばれたからと、ほいほい入っていっていいものだろうか。外観はほぼ廃はい墟きよだし、とても人が住んでいるとは思えないのだけれど。

　しばらくその建物を矯ためつ眇すがめつ眺めていると、正面に設置された小さなエレベーターの右脇わきに、地下へと続く細い階段があるのに気がついた。

　こわごわと覗き込んでみると、階段は途と中ちゆうで狭せまい踊おどり場ばにぶつかり、左に曲がってさらに下へと続いている。そしてその踊り場に、真っ黒の体に金色の目をつけた招まねき猫ねこと、木製の立て看板が置かれていた。

〈怪談ＢＡＲ　スリラー・キャット〉

　看板に太文字で書かれた店名を読んで、思わず首を傾げる。

　怪談ＢＡＲとはなんだ？　聞いたことがない。どんなお店なんだろう。

　とりあえず、ＢＡＲと言うからにはお酒を飲むための場所なのだとは思う。

　……では、怪談とは？　お酒となんの関係が？

　少しだけ階段に近づいて、看板を見ながらあれこれ考えていると、店名の下に小さな文字で『営業中』と書かれているのがわかった。

　振り返って、エレベーターの横にあるテナント看板を見る。Ｂ１のところには『怪談ＢＡＲ　スリラー・キャット』と書かれており、それ以外がすべて空白だった。

「てことは、やっぱりここなのか……」

　ただでさえ重かった足取りが、さらに重みを増す。

　ほぼ廃墟の外観というだけでも入りづらいのに、中は未成年に馴染みなどあろうはずもないＢＡＲ。しかも何やら怪談つき。陰いん気きな女子高生にはいささかハードルが高すぎる。

「夏目さん……せめてお店の名前くらい書いておいてくれればいいのに……」

　というか、そもそも『私の家に来てください』と言っていたはず。これでは騙だまし討うちもいいところだ。

　何か悪いことをしているような気分になって、無む駄だにきょろきょろと辺りを見回してしまう。電柱の陰かげから三メートルほどの血ち塗まみれの女がこちらを覗いているくらいで、特に変わったものは何もない。

「……呼ばれて来たんだから、堂々としてればいいんだ。よし、入ろう……」

　そう自分に言い聞かせて、震える足を懸けん命めいに動かしながら、ゆっくり階段を下りていく。

　踊り場を左に曲がると、奥には重じゆう厚こうな黒くろ塗ぬりの扉とびら。そしてその左右に置かれた椅子に、赤と青の着物を着た二体の日本人形が、ちょこんと正座していた。

　その間を抜けて、扉についている鉄製のプルハンドルを握にぎる。ひんやりとした感かん触しよくが手のひらから伝わってきた。ハンドルを握ったまま深く息を吸って、緊きん張ちようと共に思いっきり吐はき出す。肺が空っぽになったらまた息を吸って、勢いよく顔を上げた。

「行くぞ……！」

　覚かく悟ごを決めて、腕うでに力を入れる。重い扉を引くと、おそるおそる店内へ足を踏み入れた。

「……ご、ごめんくださーい……」

　店の中は薄うす暗ぐらく、赤みの強い間接照明が朧おぼろげにフロアを照らしている。

　扉を閉めて中へ進むと、金きん木もく犀せいの淡あわい香りが漂ただよってきた。まだ開花の時期ではないはずなので、お香こうでも焚たいているのだろう。

「――こんばんは」「うわあっ！」

　左耳のすぐ側からいきなり声をかけられ、飛び上がって驚いてしまう。

　慌あわてて声が聞こえた方を振り向くと、木製のカウンターの向こう側に、バーテン服を着た壮そう年ねんの男性が立っていた。

「……あ、こ、こんばんは。すみません、気づかなくて」

「いえいえ。驚かせてしまい申し訳ありません。それよりも――」

　男性は一度口を閉じると、見定めるように私の全身に視線を走らせる。

「――当店は、未成年の方の立ち入りはお断りさせていただいてるんですよ。お客様……本日、年ねん齢れい確かく認にんができる身分証などはお持ちですか？」

　そう言って、私の顔を見つめながら柔にゆう和わに微笑ほほえむ。が、その目は一いつ切さい笑ってない。

　冷や水を浴びせられた気分になって、先ほどまで固めていたはずの決意はあっけなく消しよう沈ちんしてしまう。

　着き替がえる時間はあったはずなのに、面めん倒どうだからと横着して制服のまま来てしまったことを心から悔くやんだ。

「……えっと、私はその……知り合いから、ここに来るように言われて……」

　しどろもどろになりながら、何とか自分の状じよう況きようを説明しようとする。しかし私が言葉を発するたびに、男性の目元の皺は深くなっていく。

　男性がいよいよ訝いぶかしんでいることを隠そうともしなくなったとき――

「白しろ春はるさん！」

　後ろから、私の名前を呼ぶ声が聞こえた。反射的に振り返ると、そこには上品な臙えん脂じ色いろの和服に身を包んだ夏目さんが、丸型のトレーを胸に抱かかえて立っていた。

　どうやら夏目さんはこの店の従業員らしい。いや、自分の家と言っていたので、家業のお手伝いといったところか。

「白春さん、ごめんなさい。今ちょっとだけ忙いそがしいので、座って待っていてもらえますか。お父さん、この人は私のお客さんで、白春青さん。何か出してあげてください」

　そう言い残して、夏目さんはパタパタと奥の部屋に戻っていく。扉に『スタッフルーム』と書いてあるので、何か裏作業をしているのだろう。

「咏うたのお友達だったのか。不ぶ躾しつけな目で見てしまってすまないね。どうぞ、座って。飲み物は何がいい？」

「あっ、こ、こちらこそちゃんと説明できなくてすみません。あの、何でも大だい丈じよう夫ぶです」

　男性の表情から険しさが消えて、人の良さそうな優やさしげな雰ふん囲い気きへと変わる。ひとまず怒おこられはしなそうだと安心して、六席あるカウンター席の一つに腰こしを下ろした。

　一息ついて余よ裕ゆうができたので、改めて店内を見回してみる。

　そして――その異様な光景に息を呑のんだ。

　お洒落な通りの裏路地にひっそり佇たたずむ、廃墟のような雑居ビルの地下空間。

　そこは、まさしく異世界だった。

　入り口から入って、左側にカウンター。右側にスタッフルームとお手洗い。そして奥に進むと、左側の壁かべに三つ、右側の壁に四つのソファー席。各テーブルは、幾いく人にんかのお客さんで埋うまっている。

　これだけなら普通のお店なのだが、真正面……入り口の対面側に、横よこ幅はば三メートルほどの小高いステージがあった。落語家さんの座る高座台を横に引き伸ばしたような形だ。

　そして何より特とく徴ちよう的てきなのが、店内の至る所に配置された特とく殊しゆなセット。不気味な人形や骸がい骨こつ、作り物の墓石などが置かれ、壁には血ち飛沫しぶきと思わしき染しみが飛び散っている。

　店内に流れていた幽ゆう玄げんなＢＧＭはよく聴くとホラーテイストだし、赤みの強い照明は、お洒落というより悍おぞましさを感じさせる。巨きよ大だいな蜘蛛くもの巣に搦め捕られるように、Ｆｒｅｅ Ｗｉ‐Ｆｉと書かれたチラシが貼られているのがなんともシュールだった。

「驚いたかい？」

　呆然として店内の様子を窺っていた私の前に、男性がスイカ色の液体が入ったグラスと、小皿に盛られたクッキーを置いてくれた。

「あ、ありがとうございます、いただきます。……すごいお店ですね」

「この辺りでは珍めずらしいだろうね。個人的な趣しゆ味みで始めた店だから。都会の方には最近増えてきてるらしいけど」

　話を聞きながら、グラスに入った液体を一口飲んでみる。スイカ色に見えていたのは照明のせいだったようで、中身は冷たいオレンジジュースだった。喉のどの奥で酸味が弾はじける。

「店長さん……ですか？」

「ああ。一応この店のオーナー兼けん、怪談師をやっている。夏目妖よう二じだ。娘むすめと被かぶるだろうから名前でいいよ。よろしくね、白春さん」

　バーテン服の男性――妖二さんは、そう言いながら自分の胸につけているネームプレートを指でコツコツと叩たたいた。

　怪談師という耳馴染みのない職業に目を瞬またたかせていると、妖二さんが再び口を開く。

「白春さんは、咏の学校のお友達かな？」

　咏、というのは夏目さんの名前だろうか。今初めて知ったが、これまで夏目さんと関わったことなんて一度もないのだから仕方ない。

　そんな具合なので、はっきり『友達』と言い切るのは憚られる。

「あー……ええ、クラスメイトです」

「そうか……咏と仲良くしてくれてありがとう。あの子が自分から誰かを家に呼ぶなんて初めてだから、嬉うれしいよ。咏が来るまで、自由に寛くつろいでくれていいからね」

　妖二さんはそう言いながら、私の前に温かいおしぼりを置いてくれた。

　お礼を伝えていると、テーブル席の方から「三番さん、オムライス二つお願いしまーす」という男性の陽気な声が上がる。

「むっ、タイミングの悪い。じゃあ白春さん、何かあったらいつでも声をかけてね」

「あ、はい。お気き遣づかいありがとうございます」

　ペコリと頭を下げると、妖二さんはにっこり微笑んで、キッチンの中へ消えていった。

　一人になって所在がなくなった私は、おしぼりで手を拭ふいてから、クッキーを一つ摘つまんで口に放ほうり込む。濃のう厚こうなチョコレートの香りが口いっぱいに広がった。

「それにしても、このお店はいったい……ん？」

　オレンジジュースで口をリセットしてから、ステージの方に視線を向ける。すると私の足元に、小さな黒くろ猫ねこが一匹ぴき佇たたずんで、じっとこちらを見上げているのに気がついた。

　まったく気配がなかったが、いつからそこにいたのだろうか。

　猫にクッキーをあげても大丈夫なものか悩んでいると、今度はその猫のあとを追うように、小さな足が視界の端に割わり込んできた。

「猫にチョコレートはだめだよ」

　声に反応して顔を上げると、そこには小学生くらいの小こ柄がらな女の子。目元など、どことなく夏目さんに似ている気がする。

　女の子は口をぽけーっと開けて、私の顔を不思議そうに見つめていた。

「お姉さん、だあれ？」

　足元の猫を抱き上げながら、女の子がそう訊きいてきた。

　一瞬、なんと答えたものかと思案する。お店の客でもないし、私を呼び出した夏目さんはこの場にいないし。とりあえず、無難に自己紹しよう介かいをしておこう。

「こんばんは。私は白春青っていうんだ。あなたの名前は？」

　名乗って、怖がらせないように笑え顔がおで問いかける。こんな物騒な店の中で、私の笑顔にどれほどの効果があるかはわからないけれど。

　私が笑顔を向けると、つられて女の子もぱあっと笑って、嬉しそうに隣の席に座った。

「わたしは夏目かな！　この子はイナっていうんだ。よろしくね、青ちゃん！」

　純じゆん真しん無む垢くな笑顔、とはこのことを言うのだろうか。口角を思いっきり上げてはしゃぐかなちゃんの膝ひざ元もとで、イナと呼ばれた黒猫が短く「にゃあ」と鳴いた。

　二人に「よろしくね」と返してから、さらに質問を続ける。

「かなちゃんはここで何してるの？」

「あのね、お父さんとお姉ちゃんがまだお仕事中だから、イナが邪じや魔ましないようにわたしが見てあげてるの！」

「そうなんだ。お手伝いできてえらいね」

　褒めると、かなちゃんは「えへへ」とはにかんで、照れ臭くさそうにイナの頭を撫なでた。

　名字が夏目ということは、やっぱりかなちゃんは夏目さんの妹のようだ。

　それにしても、こんな小さな子がこのホラーとバイオレンス満まん載さいの店にいていいのだろうか。明らかに情操教育に良くないと思うのだが。

「かなちゃんは今いくつなの？」

「ええっとー……七歳さい！」

　七歳ということは……小学二年生か、最近誕生日を迎むかえたばかりの一年生かな。

　……いやいや、そんな年ねん齢れいの子供に骸骨とか、血飛沫とかは流石さすがに早すぎないか。猫の可愛さだけでは中和しきれないだろう。

　どうか将来、かなちゃんが歪ゆがんだ性せい癖へきに目覚めたりしませんように……と願わずにはいられない。

「七歳かー。じゃあ、小学校に通いながらお家の手伝いもしてるんだね。学校は――」

　楽しい？　と質問しようとしたそのとき、『バチンッ』と音が鳴り、店内の照明が落ちた。

　先ほどまでの赤みがかった世界が消えて、一瞬にして静せい寂じやくと暗くら闇やみに包まれる。

「わあっ。始まるよ、青ちゃん！」

「えっ!?　な、何が!?」

　わけがわからず困こん惑わくしていると、かなちゃんが興奮した様子で甲かん高だかい声を上げた。

　ヒュ～、ドロドロドロ。どんどん、どどどん。

　いつの間にかＢＧＭが消えていると思ったら、そんな聞き覚えのある効果音が大音量で流れてくる。やがて太たい鼓こを叩く音がだんだん減速していき、最後にドドン、と締しめられた。

　そのタイミングで、ステージ上に薄うす青あお色のスポットライトが当たる。ステージにはいつの間にか、長い金きん髪ぱつを夜会巻きにした綺き麗れいな女性が、目を瞑つぶって座っていた。水色の生き地じに桜の刺し繍しゆうが施ほどこされた和服を着て、手元には扇せん子すを携たずさえ、凛りんとした姿勢で正座している。

　女性はゆっくり目を開けると、客席を左から右へと一いち瞥べつし、カウンター席にも視線を送ってから、ニタリと笑って口を開いた。

「皆みなさま。本日はご来店、誠まことにありがとうございます。スリラー・キャット、怪談師のアキナでございます……ああ、今夜は初めてのお客さまもいらっしゃるんですね。ではせっかくなので、皆さまにも馴染み深ぶかいある場所についてお話させていただきましょうか」

　怪談師――アキナと名乗った女性が、こちらに蠱こ惑わく的てきな笑みを向けてきた。初めてのお客さんとは私のことだろうか。突とつ然ぜんの指名に驚いて、思わず背筋が伸びる。

　いったい何が始まったのかと慌てていたのに、たった一言で完全に意識を持っていかれてしまった。ステージから放たれる重厚な空気に圧あつ倒とうされ、世界が彼女の色へと塗り替かえられていく。

「――『心しん霊れいスポット』と聞いて、皆さまは何を想像するでしょうか。このようなお店に足を運んでくださる物好きな皆さまのことですから、頭に浮かぶ言葉も一つや二つでは足りないかもしれません。今こ宵よいはそんな、悍ましい曰いわくの残るある神社についてのお話です」

　アキナさんは静かな、だけど聴き取りやすい声こわ色いろで、朗々と語り始めた。

　落語とも、漫まん談だんとも異なる、独特の語り口調。

　照明や店内の雰囲気も相まって、不思議な緊張感が生まれる。彼女の発する言葉の数々、一挙手一投足に、知らず知らずのうちに惹ひき込まれていく。

「ここから少し歩いた場所にある、牛うし山やま神じん社じや。住宅街の中で、時代に取り残されたようにぽつんと佇むあの古い神社は、実は昔からとある儀ぎ式しきに用いられてきた、呪のろいの神社と呼ばれているのです。ときに皆さま……『丑うしの刻参り』という呪じゆ詛そをご存じでしょうか？」

　テーブル席に座る何人かの客が、もちろん、と言うように頷いていた。

　アキナさんはそれを見て満足そうな笑みを浮かべ、目元に不ふ穏おんな影かげを落とす。

「藁わら人形に釘くぎを打ち付けて憎にくい相手を呪い殺す、有名な呪詛の一つです。当時の牛山神社には御ご神しん木ぼくとして大きなスギの木が植えられており、これが夜な夜な丑の刻参りに用いられ、大量の藁人形が打ち付けられてきました。スギの木は今から五十年前に切り倒たおされてしまいましたが、その中には錆さびた五ご寸すん釘くぎが、人々の強い怨おん念ねんを刻きざみ込むようにぎっしりと詰まっていたそうです」

　……時代の垣かき根ねを超こえて、幾いく度どとなくその老木に憎ぞう悪おの込もった槌つちを振り下ろしてきた昔の人たち。彼かれらがどんな顔をして釘を叩いていたのか、つい想像してしまう。

　その怨念の痕こん跡せきが木の中からボロボロと溢あふれてきたら……うう、それは気味が悪いかも。

「――スギの木が切り倒されて、今では『丑の刻参り』は行われなくなりました。しかし代わりに、この神社でとある噂うわさが広まり始めたのです。それが、『丑の刻に呪いの願がん掛かけを行うと、その願いが成じよう就じゆする』というものでした。普段は他の神社と同じように参拝客を迎えているのですが、丑の刻に誰かの〝死〟を願ってお参りをすると、その相手が本当に死んでしまうというのです」

　客席の空気が、にわかに色めき立った。

〝死〟というわかりやすいフレーズに、否いや応おうなく緊張感が高まる。

「そんな噂の真しん偽ぎを確かめるべく、私の先せん輩ぱいだったあるオカルト研究家の女性が、実際に呪いの願掛けを行いました。そのときに起こった出来事を、私は本人の口から直接聴かせてもらう……約束だったのですが……」

　アキナさんが少し間を置いて、舐なめるように客席に視線を這はわせる。

　焦しよう点てんの定まらない昏くらい瞳ひとみを向けられた客の一人が、ごくりと生なま唾つばを飲んだ。

「……神社から帰ってきた彼かの女じよは、ひどく怯おびえた様子で自室に籠こもり、そこで何があったのかを一切語ろうとしませんでした。虚うつろな目で何もない場所を見つめ、突然我に返っては子供のように泣きじゃくり、些さ細さいな物音にも敏びん感かんに反応して、その度にガタガタと震えているのです」

　アキナさんの語り口が、次し第だいに剣けん呑のんなものになってきた。先ほどまでの緩ゆるやかで沁しみ込こむような口調とは打って変わって、薄はく氷ひようのごとく鋭するどい冷れい淡たんな声が肌はだを撫でる。

「私の声も、ほとんど耳に届いていない様子でした。私は彼女が心配で、次第に彼女の家に泊とまり込むようになりました。そんな状態が数日続いた、ある夜のこと。真っ暗な部屋で彼女がふらっと立ち上がり、裸足はだしのまま家の外へ出て行ってしまったのです」

　カチ、カチ、と照明が瞬き、乾かわいた血液を彷ほう彿ふつとさせる暗赤色に切り替わる。

　暗闇の中に浮かび上がったアキナさんの、一切の感情が抜け落ちた人形みたいな顔に、客席中が怖おぞ気け立った。

「私は慌てて彼女を追いかけました。しかしいくら声を掛かけても返事はなく、腕を掴つかんで引き止めようとしても、すごい力で振り払はらわれてしまいます。やがて諦あきらめた私は、黙って彼女の後ろをついていきました。それからどれくらい歩いたでしょうか……気がつくと、私たちは牛山神社の境けい内だいに立っていました」

　アキナさんが声のトーンを落とす。

　気づけば誰もが身を乗り出して、彼女の話に聴き入っていた。

「私のことなど気にも留めず、彼女は一心不乱に何かを探し始めました。あまりに常じよう軌きを逸いつした様相に、私は見ていることしかできなかったのですが……ふと、彼女が小さく何か呟つぶやいていることに気がつきました。何だろう？　と思い、耳をそばだてると――」

　一瞬の静寂。そしてすぐに、アキナさんの不気味な台詞が耳に届く。

「『――名前がない、名前がない』と、何度も同じ言葉を繰くり返しているのです。彼女は素す手でのまま地面を掘ほり返したり、木の周りをぐるぐると歩き回りながら、絶えず同じ言葉を呟き続けていました。その声は次第に大きくなり、やがて怒ど声せいに変わっていきました。

『――ない！　ないよぉ！　名前がどこにもない！』と、鬼おにの形相で叫さけび続けるのです」

　人格が丸ごと入れ替わってしまったように、いきなり声や表情が激しく変化して、反射的に肩かたがびくりと跳ねる。

　テーブル席では前のめりになっていたお客さんが、声を上げて体を仰のけ反ぞらせていた。

「流石にまずいと思い、無理やりにでも止めようと彼女に一歩近づいたそのとき……彼女は突とつ然ぜん黙だまり込むと、這いつくばった姿勢のまま空中を見上げ、何かを目で追い始めました。しかし彼女の視線を辿ってみても、私の目におかしなものは何も映りません」

　休む間もなくアキナさんが畳たたみ掛けてくる。

　緊きん迫ぱくした空気に呑まれ、呼吸をするのも忘れてしまう。

「彼女は私には見えない何かに怯え、犬のような唸うなり声を上げて激しく震えていました。しかしボソッと『間に合わなかった……』と呟くと、勢いよく立ち上がってこちらを振り返り、甲高い悲鳴を上げながら私の方へ走ってきたのです！」

　ドンッ！　と擬ぎ音おんを口に出しながら、自らの拳こぶしと手のひらをぶつけて鈍にぶい音を鳴らす。

　アキナさんと女性が激しく衝しよう突とつする光景が見えた。

「咄とつ嗟さのことで避けられず、私は絶ぜつ叫きようする彼女に突つき飛ばされて、気づけば星一つ見えない夜空を見上げていました。急いで起き上がり、境内を捜したのですが――――……彼女は、どこにも見当たりませんでした。牛山神社から、忽こつ然ぜんと姿を消してしまったのです」

　唐とう突とつにもたらされた恐おそろしく長い沈黙に、張り詰めていた店内の空気がふわっと浮いて、一瞬完全に停止した。たっぷりの間を挟はさんだあと、また緩やかな口調で話を続ける。

「……周辺をくまなく捜してみても、彼女は見つかりませんでした。もちろん電話も繋つながりません。もしかしたら家に帰ったのかもしれないと思い、私も神社を出て彼女の家に向かおうとしました。そこで何気なく、出たばかりの牛山神社を振り返ったのですが――」

　一呼吸置いて、顔に一層暗い影が落ちる。……そして、無機質な声で告げた。

「――境内に祀まつられた小さな祠ほこらの後ろから、頭に蝋ろう燭そくを刺さした女の顔が、じっと私を見つめていたのです」

　きゃああああっ！　と、テーブル席の一角で悲鳴が上がる。女性客の一人が、隣となりに座る男性客に震えながらしがみついていた。

「私は逃にげるように先輩の自宅へ戻り、彼女が帰って来てくれるのを待ちました。しかし結局、彼女はそのまま行ゆく方え不明となり……今でも連れん絡らくはつかず、安否すら定かではありません。皆さまも、牛山神社にお参りに行く際は充じゆう分ぶんにご注意ください。あの不気味な女が、闇やみの中からあなたを見つめているかもしれませんから――」

　ご清せい聴ちようありがとうございました、と締め括くくって、アキナさんの怪かい談だんは終わった。

　ステージで婉麗なお辞じ儀ぎを見せると、客席から割れんばかりの拍はく手しゆと歓かん声せいが上がる。

　アキナさんがステージの袖そでに退場し、また標準の照明に戻ったところで、かなちゃんがふはぁー……と大きく息を吐いた。

「……やっぱりアキちゃんのお話はすごいなー……青ちゃん、どう？　怖こわかった？」

　椅い子すの上で体を反転させてこちらに向き直り、きらきらと目を輝かがやかせて尋ねてくる。

　私は強こわ張ばった体を背もたれに預け、頷きながら答えた。

「うん……すごく怖かったよ。怪談ってテレビやラジオでしか聴いたことなかったけど、生で聴いてみるとこんなに違ちがうものなんだね。声だけじゃなくて、間の取り方とか、表情にまで迫はく力りよくがあって、アキナさんの世界観にそのまま引きずり込まれるというか……」

「そうでしょ！　アキちゃん、すごいんだよ！」

　自分のことのように喜ぶかなちゃんを見て、興奮していた私もいくらか落ち着いてきた。

　なるほど……『怪談ＢＡＲ』とはこういうことか。スタッフが実際にステージに立って、怪談ライブを披ひ露ろうする場所。お客さんはそれを観ながら、お酒や食事を楽しむ。

　ただの怖い話なら、誰だれもが一度くらいは聴いたことがあるだろう。それを卓たく抜ばつした話術と物語のクオリティによって、これだけ上質なエンターテインメントに昇しよう華かさせるとは。

　――だから、怪談師。

　紛まごうことなきプロの技をまざまざと見せつけられて、私は自分の世界が少しだけ広がったような気分になった。




　怪談ライブが一段落して、店内は感想を語り合うお客さんたちの熱気に包まれていた。

　その熱に当てられて火ほ照てった体に、冷たいオレンジジュースを流ながし込む。瑞みず々みずしい柑かん橘きつの香りが弾けて、脳が蕩とろけるような多幸感に満たされた。

「……んっ……くうぅ～……はあぁ。最高だ……」

　締まりのない声を漏らしながら、店内の様子を流し見る。

　スタッフとお客さんがテーブル席を挟んで談だん笑しようしている。そこには先ほど見事な怪談を披露していたアキナさんや、彼女を尊敬の眼まな差ざしで見つめるかなちゃんの姿もあった。

　妖二さんはキッチンの中に籠り、いくつか入った注文を一人で捌さばいている。

　すっかり手て持もち無ぶ沙さ汰たになった私は、カウンターに寝ね転ころがるイナの顎あごの下をくすぐって時間を潰つぶしていた。

　ガリガリと氷を噛かみ砕くだきながらしばらく待っていると、スタッフルームの方で何やら物音が聞こえてくる。やがて勢いよく扉が開いて、慌てた様子の夏目さんが飛び出してきた。

「――白春さん、本っ当にすみません！　お待たせしました……！」

　私と顔を合わせるや否いなや、心底申し訳なさそうに頭を下げてくる。

　そして父親の代わりにカウンターの向かいに立ち、グラスに水を注ぎ始める。と思ったら、その水を一息に飲み干した。

「ぷはぁ。はー、疲つかれました……週の真ん中なのに、今日に限ってなぜか妙みように忙しくて」

「お疲れさま。私も楽しんでるし、気にしないでいいよ」

「ありがとうございます……」

　夏目さんは気落ちした様子で項うな垂だれる。本当に新しん鮮せんで、楽しい思いをさせてもらっているので、まったく気にしなくてもいいのだが。

「でも、夏目さんの家が怪談ＢＡＲをやってるなんて知らなかったな。ていうか怪談ＢＡＲっていう存在自体、ここに来るまで知らなかったんだけど」

「学校では言ってませんからね。白春さんの他には誰も知らないはずですよ」

　夏目さんはそう言って、妖二さん譲ゆずりの柔やわらかな笑えみを浮うかべる。

　和服なのもあってかやけに色っぽく見えて、ついドギマギしてしまう。本当に同い年なのだろうか、この人は。

　自宅での彼女は、学校にいるときとは打って変わって話しやすい。そんな彼女の一面を知れたことに、なんだか優ゆう越えつ感かんのようなものがあった。

「そ、そうなんだ。……どうして私には教えてくれたの？」

　浮うわついた内面を隠かくしつつ、話題を本筋へ寄せていく。今夜、なぜ私はここに呼ばれたのか。改めて尋たずねると、夏目さんの目が鋭く尖とがり、身に纏まとう空気がピリッと張り詰つめた。

「……その前にですね、白春さん。質問に質問で返して申し訳ないのですが……先ほどのアキナさんの怪談、いかがでしたか？」

「えっ？　いかがでしたか、って……そりゃあ怖かったし、演出も見たことないくらいに凝こってて、怪談師ってすごいんだなって思ったけど……なんの話？」

　いまいち要領を得ない問いかけに、首を捻ひねりながら答える。

「……あの、ですね……実は私、将来はあんな風に、怪談師になりたいんです」

「えっ？　あ、ああ。そうなんだ。なるほど、怪談師か……すごいね。まだ高校に入ったばかりなのに、そこまで具体的に将来の目標が決まってるんだ」

　どうして私にそんなことを打ち明けるのかと戸と惑まどいながらも、素す直なおな感想を伝えてみる。

　正直、夏目さんが怪談師を目指しているというのはちょっと意外だった。普ふ段だんは寡か黙もくな彼女が、人前で話をしている姿が想像できなかったから。

　だけど言われてみれば見た目も声もとびきり綺麗だし、人の目を惹くオーラのようなものもある。和服姿もよく似合っていて、いつも学校で見る彼女よりずっと大人びていた。

「夏目さん、ステージ映ばえしそうだもんね。私は怪談師のこととかよくわからないけど、夏目さんの怪談なら聴いてみたいかも」

　こういうのを〝華はながある〟と言うのだろうか。

　私に怪談師としての向き不向きなんてものはわからないけれど、少なくとも夏目さんがどんな怪談を披露するのかには興味があった。

　しかし私が振ふった話に、当の夏目さんは苦虫を噛み潰したように表情を歪ませている。

　……なんだろう。何かまずいことでも言ってしまったのかな。

「夏目さん？」

「私の怪談を……そう、ですね……確かにその方が話が早いかもしれません」

「は？　どういうこと？」

　夏目さんは一人で勝手に覚悟を決めたような顔をすると、私を見て重々しく口を開いた。

「……白春さん。ちょっと、私の怪談を聴いてもらえませんか？」

「え……怪談を？　うん、別に大丈夫だけど……」

「ありがとうございます。では――」

　急な要望に戸惑いながら頷うなずくと、夏目さんは神しん妙みような顔つきのまま、深く息を吐き出した。

　なんだかおかしな話だ。なぜ自宅に呼ばれたのかを訊こうとしたら、いきなり同級生の怪談を聴きくことになるなんて。

　だけどそれはそれとして、非常に楽しみでもあった。夏目さんの怪談を聴いてみたいと思った矢先、早さつ速そくその機会が訪おとずれたのだから。

　先ほどのアキナさんの怪談を思い出して、私も自然と背筋が伸のびる。

　夏目さんは目を閉じたまま何度か咳せき払ばらいをして喉の調子を整えると、静かに瞼まぶたを開く。

　張り詰めた緊張感の中、すうっと息を吸う音がして、怪談が始まった。

「――この話は、私がまだ小学生の頃ころ、とある怪談イベントを観に行ったときの話です」

　ふむふむ、怪談イベントか。小さい頃からそういうのが好きだったのかな、夏目さん。

「そのときやっていたイベントは『百物語』を題材にしたものでした。新しん進しん気き鋭えいの怪談師たちが集まり、お客さんから募つのった体験談や、自らが用意してきた怪談を披露して、その場で百個のエピソードを語る……そうして語り終えたあと、本当に怪かい奇き現象が起こるのかを検証するという趣しゆ旨しのイベントでした」

　怖い話をしていると死者の霊れいが集まってくる……というのはよく聞く話だ。

　そういうのが好きな人の集まりならなおさら、何か不思議な出来事が起こってもおかしくないのかもしれない。

「――イベントの参加者には、あのダルマ山怪談で有名な〝百ひやく万まん石ごく狂きよう四し郎ろう〟先生や、デジタル地下アイドル怪談師の〝どっぺる★どろっぷ〟さん、そして脱だつ法ぽうサンタクロースとしても大だい活かつ躍やくしている〝赤鼻ピーナッツ〟先生までいらっしゃいました。そしてなんと！　シークレットゲストとして、自じ称しよう天てん狗ぐの息むす子こでお馴な染じみの〝ブルーベリー梅田〟先生までお越こしくださったんです！」

「…………んっ!?」

　ちょ、多い多い！　情報が多い！　しかも一つも意味わからん！

　なんで夏目さんがテンション上がってるのか知らないけど、『あの有名な』とか言われても、私には少しも響ひびかない。ダルマ山ってなんなんだ。どこの地方の山だ。

「これはとんでもないことです。ブルーベリー梅田先生がわざわざ来てくださるなんて。ものすごく豪ごう華かなキャストが集結していました。さながらハッピーセットです。ハッピーセットではないか。選せん抜ばつチームみたいな……あ、オールスター。オールスターでした」

　ずっと何を言ってるんだ、こいつ。

　怖い話でハッピーセットなんて単語聞いたことがない。何を楽しそうに話してるのか。

「それで、その四人で怪談イベントが行われたんです。錦きん糸し町ちようで。総武線でした。そして数々の恐ろしい怪かい談だん噺ばなしや、お客さんから寄せられた体験談が語られていったのですが……突然、耳をつんざくような轟ごう音おんが響き渡ったのです！

『ずどーん！　がっしゃーん！　ぶわっしゃーん！　どんがらがっしゃぁぁぁん！！！』…………お客さんが、スマホを床ゆかに落としてしまう音でした」

　いや嘘うそつけぇ。

　スマホでその音は無理があるだろ。何十メートルの高さから落とせばそうなるんだ。

「近くの席に座すわっていた私は、そのスマホを拾って、落とし主のおばあちゃんに届けてあげました。するとおばあちゃんは『まだ小さいのに偉えらいねぇ』と褒ほめてくれて、なんと！　飴あめ玉だまを分けてくれたのです！　それで、結局そのあとは何も起こらず、イベントは普ふ通つうに終わりました」

　テンションと内容が全然合ってない……雰囲気だけ怖くすればいいってもんじゃないと思う。というか普通に終わっちゃったけど、この話はいつになったら怖くなるんだ。

「――そのイベントからの帰り道。辺りはすっかり暗くなって、濃こい口くちのお醤しよう油ゆをこぼしたように真っ黒な夜道でした。それで、えっと、その道を歩いていると、背後に気配を感じました。『誰かいるのかな？』と思い振り返ってみましたが、どこにも人ひと影かげは見当たりません。しかし前を向いて歩き始めると、またすぐ後ろから、何者かの視線を感じるのです」

　おお、夜道で背後から視線が……。

　小学生の頃と考えると、確かにかなり怖いかも。色々な意味で。

「『この世のものではない何者かが、会場から私の跡あとをつけてきたのだろうか？』……そう思うと恐ろしく、私は走り出しました。あの会場で小学生だった私に目をつけるなんて、どう考えても普通の感性ではありません。強い身の危険を感じました」

　あ、これ本当にそういう話なのか？　いや、幽ゆう霊れい的な恐きよう怖ふ？　どっちだこれ……？

　思ってたのとは違ったけど、ようやく怖い雰囲気になってきた。

「私が走ると、小さな足音が一いつ緒しよになってついてきました。どれだけスピードを上げても振り切れず、足音はつかず離はなれず追いかけてきます。やがて逃げきれないと悟さとった私は、その場にしゃがみ込んで、『そのまま通り過ぎてくれますように』と必死に祈いのりました」

　おお、追い詰められてしまった。いったいどうなるんだろう。

「私が動かないとわかると、足音はゆっくり歩いて、私のすぐ真後ろで立ち止まりました。そして腰に柔らかい何かが触ふれたかと思うと、背中を這い上るように、首元までじわじわ上ってくるのです。そしてその何者かは、震ふるえる私の耳元で、こう囁ささやいたんです……っ！」

　夏目さんの声が一ひと際きわ大きくなった。

　いよいよクライマックス。絶体絶命の中、果たして幽霊は何を――――

「――にゃあ～♡　にゃんにゃん♡　にゃ？　にゃ～！　にゃあ～！　んにゃにゃにゃ。にゃにゃ？　ふんふんっ。にゃっ。んにゃ～♡　んにゃにゃ♡　ごろごろ。うにゃ～お。にゃんにゃんにゃ！　んにゃにゃ！　うにゅにゃあ！　にゃっ♡　にゃっ♡　にゃっ♡　にゃにゃにゃん！　にゃにゃにゃん！　にゃにゃにゃんにゃ！　ん～にゃっにゃあ～！　にゃんにゃ？　にゃ？　にゃぁあああ♡　にゃーんにゃにゃーん！　にゃんにゃんにゃ！　にゃ？　ん～にゃ♡　ふにゃ。ふにゃにゃ。うにゃ！　うー！　にゃー！　にゃあー!!」

　…………え、ええ…………。

「――私は大慌てで背中にしがみつく何者かに手を伸ばし、抱え上げました。するとそこには、なんと一匹の可愛い黒猫が！　前の飼い主に捨てられて迷子になっていたところ、たまたま通りかかった私についてきて、しかも甘えてきたのです！」

　……いやいや……。

　何をしれっと『恐ろしいものを見てしまった！』みたいなテンションで話してるんだ。

　猫ねこ撫なで声ならぬ〝猫の声〟を好き放題に浴びせられて、私はどう反応すればいいんだ。

「暗かったのと、足元を見ていなかったせいで振り返っても気づけませんでしたが、実は黒猫はずっと私についてきていたのです。もしかしたら、私が最も寄より駅の改札を出たそのときから！　……で、結局ずっとついてくるので仕方なく、我わが家やは猫を飼うことになったのでした。ご清聴ありがとうございました」
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「……えっ!?　終わり!?」

「え、はい……終わりですけど」

　とんでもないところに話が着地した。なんだそのハッピーエンド。

　よくもそんな『もう終わりましたけど、何か？』みたいな顔してられるな。気は確かか。

「あの、白春さん。私の怪談、いかがでしたか？」

　……え、嘘でしょ。感想求められてる？　今の怪談に？　…………いや、嘘でしょ？

　どんな心臓してたら今の話のあとで感想を聞こうと思えるんだ。しかも今日初めて話すクラスメイトを相手に。

『夏目さんの怪談なら聴いてみたいかも～』とか能天気なことをほざいてたさっきまでの自分をぶん殴なぐってやりたい。それが地じ獄ごくの入り口だとも知らず、平和ボケしやがって。

「あの……やっぱりどこか、問題がありましたか……？」

　夏目さんが不安そうに俯うつむいて、上うわ目め遣づかいでそう尋ねてきた。

　問題？　問題かぁ……。

　無かったといえばもちろん嘘になるし、かといってどこがかと問われても答えられる気がしない。というか、最後のインパクトが強すぎて一つ一つの問題点なんて覚えてない。

　どう答えても不正解のような気がして、なかなか適した言葉が見つからなかった。

　そんな私の葛かつ藤とうなど露つゆ知らず、夏目さんは不安と期待が入り混じったような赤ら顔で、チラチラとこちらの反応を窺うかがってくる。

「…………あの……声はよく出てたと……思う…………」

　やっとの思いでそれだけ絞しぼり出してから、いったい自分は何を言っているのかと頭を抱えた。声がよく出てたってなんだ。応おう援えん団だんじゃあるまいし。

「ありがとうございます。でもやっぱり、アキナさんの怪談と比べると全然だめですよね」

　夏目さんが、謙けん遜そんするように笑ってそう言った。

　比べるのもおこがましい気がするけれど、藪やぶ蛇へびになりそうなので固く口を閉ざしておく。

「……自分でもわかってるんです。私の怪談はまだちょっと未熟だなって。お父さんにもいつも言われてますから。私の怪談には、リアリティが足りないって」

　妖二さん、いつもこれ聴かされてるのか。かわいそうに。

　リアリティ……。リアリティってなんだっけ。何もかも、みたいな意味だっただろうか。

「だから、白春さんにお願いがあるんです。今日はそのためにここに来てもらいました」

「は？」

　夏目さんの言葉に、勢いよく顔を上げる。……お願い？　私に？

「今日の本題についてお話しますね。どうして白春さんをお呼びしたのか」

　彼女の真しん剣けんな顔を見て、なぜだか猛もう烈れつに嫌いやな予感がした。

「今朝、花咲さんとお話しされてましたよね。そのとき聞いてしまったんです。『白春さんには霊れい感かんがある』ってこと」

　――心臓が、一気に冷たくなった。

　やっぱり聞かれていたのか。あのとき結花が話していたことを。

「……ごめん、なんの話？　霊感？」

「誤ご魔ま化かさないでください。白春さんは本物の霊れい能のう力りよく者しやなんですよね？」

「ああ、もしかして学校でのこと？　あれはゲームの話だよ。結花と一緒に遊んでるゲームで、私のキャラの職業が霊能力者なんだ」

「花咲さんの弟さんを助けてあげたんですよね。それに今度、花咲さんのお友達の除じよ霊れいをしてあげるとか」

「……だから、ゲームの話だって。結花の友達も一緒に同じゲームを……」

「白春さんと一緒にいたら、幽霊が見えるって本当ですか？」

　――――逃げられない。

　夏目さんの視線が私を捉とらえて離さない。それを見て、悟ってしまった。

「私、最初から全部聞いてました。お願いです。正直に教えてください」

　彼女の目は真剣そのものだ。どこか縋すがるような必死さすら感じられた。

　私がいくら認めなかったところで、彼女は決して諦めず、何度でも追及してくるだろう。

　……もし学校でそんなことをされたら、それこそ最悪だ。

「……はあ。あーもう、なんで聞かれちゃったのかな。夏目さんイヤホンしてたじゃん」

「あれは誰かに話しかけられないように付けてただけです。周りの声は聞こえてました」

「ええ、何それ……」

　項垂れる私を気遣う素そ振ぶりも見せず、追い討うちをかけるように質問が飛んでくる。

「で、本当なんですか？　霊感があるとか、除霊ができるとか」

「……お願いって、なに？」

　睨にらみつけながら小さく頷いて、不ふ機き嫌げんな声でそう言った。

　そんな私を見て、夏目さんが驚おどろきと喜びの混ざった笑みを浮かべる。

「本当なんですね！　やった！　すごい！」

　喜色満面にはしゃぐ夏目さんとは裏腹に、私の気分は急速に冷ひえ込んでいく。

　よくもまあそんなに喜べるものだ。霊感なんて、あっても良いことは何もないのに。

「ねえ、お願いってなんなの？　用がないならもう帰りたいんだけど」

「あっ。す、すみません、取り乱してしまって。あのですね……」

　強めの口調で言い直すと、夏目さんはハッと息を呑のんで、恥はずかしそうに咳払いをした。

　私を見下ろして姿勢を正し、一呼吸おいて可か憐れんに笑う。そして、意い気き揚よう々ようと告げた。

「怪談噺の収集を手伝ってもらいたいんです。白春さんのその素晴らしい能力を活かして」

「……は？」

　何を言われたのか咄嗟に理解できず、間の抜ぬけた声を漏もらす。

　怪談噺の収集？　なんだそれ。つまりどういうこと？

『意味がわからない』と困惑する私を見かねてか、夏目さんが「えっとですね」と呟き、丁てい寧ねいに説明を加えてくれる。

「まず、怪談にはいくつかの種類というか、系統があります。それは創作怪談だったり、都市伝説を基にしたものだったり、海外から伝来した話に由来する翻ほん訳やく怪かい談だんだったり……近年ではネットを中心に広まったものなども多く、本当に多種多様なのですが――」

　夏目さんはそこで一度言葉を切ると、フロアで談笑するアキナさんを横目で見やった。

　数秒後、憧しよう憬けいの念が滲にじんだ瞳をこちらに戻もどして、熱っぽい口調でまた語り出す。

「……私はやっぱり、〝実話怪談〟と呼ばれる類のものが大好きなんです。実話怪談とはその名の通り『誰かが実際に体験した怪談』のことなのですが……その中でも怪談師本人の実体験に基づく話というのは、何にも勝るリアリティを持っていると思うんです」

　……実体験に基づく？　まさか。

「最さい恐きようの怪談を語りたければ、自分で最恐の体験を獲かく得とくすればいい……なので白春さん。私と一緒に、恐怖体験をしに行ってくれませんか？　曰く付きの心霊スポットを巡めぐったり、幽霊に取り憑つかれている人に会ってみたり……そうやって私が怪談噺を集めるのを、手伝ってもらいたいんです」

「……ごめん、それは無理。私帰るね」

　冷ややかに告げて、すぐ席を立った。

　あまりに素っ気なく断ってしまったせいで、夏目さんがぎょっとした様子でこちらを見つめている。

　それを無視して扉とびらの方へ歩いて行くと、夏目さんは大慌てでカウンターから飛び出してきて、私の左ひだり腕うでを掴んだ。

　睨みつけるように、彼女の狼ろう狽ばいした顔を見上げる。

「ま、待ってください、白春さん！」

「放して。悪いけど、手伝いはできないから」

「そんな……せ、せめて理由を聞かせてもらえませんか？　条件があるなら聞きますし、必要ならお金だって……」

「あのね……」

　夏目さんの的外れな発言に、私は眉み間けんに皺しわを寄せて深く息を吐はいた。

「学校で盗ぬすみ聞きしてたならわかると思うんだけど、私は自分に霊感があるって、周りに隠してるんだよね。あんまりそういう話はしたくないの。だから夏目さんの手伝いも無理」

「で、でも、花咲さんからの除霊の相談は聞いてあげてましたよね？」

「結花は信用してる友達だし、それに本当に取り憑かれてるなら、放っておくと危険な可能性があるからね。今日初めて話す夏目さんの趣しゆ味みに付き合うのとはわけが違うでしょ」

　私の言葉に、夏目さんは泣きそうな顔で俯いてしまう。

　ちょっとだけ罪悪感を覚えて胸が苦しくなるが、だからと言って安やす請うけ合いはできない。

　平へい穏おんな日常を守るためには、ときに冷れい酷こくな決断も必要なのだ。

「というわけで、申し訳ないけど他をあたってくれるかな」

「……他に当てなんてありません。お願いします、私には白春さんしか頼たよれる人が……」

「だから無理だってば……ちょっと」

　私の左腕を握にぎる夏目さんの手に、徐じよ々じよに力が込められていく。ぴきっという痛みを感じて、思わず顔を歪ゆがめてしまう。

　――どうしてそこまで必死になるんだ。たかが怪談のために。

「ねえ、放してよ」

「……白春さん」

　腕うでを振り解ほどこうとすると、俯いた夏目さんが暗い声で呟いた。

「協力してくれないなら、白春さんには霊感があるって、みんなにバラしちゃいますよ」

「は？」

　……何を言ってるんだ、こいつは。

　感情が乗らないその声に、寒気がした。いくら頼れる人が他にいないからって、こんな脅きよう迫はくめいたことまでするものだろうか。何が彼女をそこまで駆かり立てるんだ。

　深く影が差した夏目さんの瞳が、頭上からまっすぐこちらを見下ろしていた。

「……あなた、なんなの。なんでそこまで私にこだわるわけ？」

「お話した通りです。怪談師になるために、実際に恐怖体験をしに行って、よりリアルで恐ろしい怪談を集めたいんです。そして私には、その伝つ手てが白春さんしかありません」

　抵てい抗こうするのを止やめたからか、夏目さんが私の左腕を解放してくれた。強く握られていた箇か所しよがジンジンと痛んで、熱を帯びている。ひりつく左腕を背中に隠しながら尋ねた。

「……怪談を集めたい？　それだけ？」

「それだけです。それだけですが、それが私にとっては何よりも重要なことなんです」

　その声色から、夏目さんが本気で語っていることは充分に伝わってきた。

　あまりにも真しん摯しで、ひたむきなその言葉に気け圧おされる。

「私はどうしても怪談師になりたいんです。白春さんからすればただの趣味に見えるかもしれませんが、子供の頃からずっと変わらない、私の夢なんです」

「あ……ごめん、そんなつもりじゃ」

　自分の失言を思い出して、やってしまったと思った。頭に血が上って冷静じゃなかったとはいえ、真剣に頑がん張ばっている人を腐くさすようなことはしたくない。

「いえ。私も自分のことを、ちゃんとお話していませんでしたから。だけど、それくらい大事なことなんだと……遊びではなく、本気で白春さんにお願いしてるってことだけはわかってほしくて」

「……それはわかったけど……でも、私はやっぱり……」

　夏目さんが本気なことは理解したが、それでも気は進まない。

　私にとって霊感とは、この世に生まれついた瞬しゆん間かんに刻まれて、一生消えることのない、出来損そこないの烙らく印いんのようなもの。

　そして延々と繰り返される自己否定の根源となっている、忌いむべき呪いでもあるのだ。

　この体質のせいで、たくさんの人に迷めい惑わくをかけてきた。昔から大だい嫌きらいだったこの能力を、たまたま頼られたからといって、都合よく利用していいものだろうか。

　自分のどうしようもない過去を振り返ると、また同じ失敗を繰り返すだけのような気がして、軽々に頷くことはできなかった。

「……じゃあこうしましょう。一回だけ、お試ためしでいいので、私と心しん霊れいスポットに行ってもらえませんか？」

「一回だけ？」

　やがて痺しびれを切らしたのか、夏目さんがそんな妥だ協きよう案あんを出してきた。

「はい。白春さんも突とつ然ぜんのことで驚いていると思いますし、私も実際に心霊スポットに行くと何が起こるのか、まだ想像がつきません。まずは一緒に出で掛かけてみて、どんな感じになるのかを試してみませんか。後のことはそれから考える、というのはいかがでしょう？」

　胸の前で手をわちゃわちゃと動かしながら、早口で説明してくる。このままなんの収しゆう穫かくもなく帰られるのだけは避さけなければ、とでも考えているのだろうか。

　とはいえ、一度の外出で済むのであればまだマシかもしれない。学校で四六時中付き纏まとわれるよりは、一回一緒に心霊スポットに行ってハイさよなら、の方がよっぽど穏おん便びんに片付きそうだ。少なくとも、教室で幽霊がどうのとかいう話をされるよりはずっといい。

「……ん。まあ、一回くらいなら」

　しばらく悩なやんでからそう答えると、夏目さんはぱあっと面を輝かせる。それから子供のようにはしゃいで、私の両りよう肩かたを力強く掴んできた。

「わあっ、ありがとうございます、白春さん！　楽しんでもらえるように頑張ります！」

「いや、怪談の収集なのに楽しんじゃだめでしょ。……はあ、まあいいや。それで、私はどこで何をすればいいの？」

　ぶんぶんと前後に揺ゆすってくる手を雑に振り解いて、左ひだり肩かたで壁かべに寄りかかる。

　夏目さんは私の隣に立って、うーんと唸ってから、ぽんっと手のひらを合わせた。

「白春さん……今夜って、まだお時間ありますか？」

「そりゃ夜に予定なんて入れてないけど……え？　まさか、これから行こうとしてる？」

　嫌な予感と共に尋ねると、夏目さんは「ふふふ」と妖あやしく微笑ほほえんで、首を縦に振った。

「せっかくですから、先ほどアキナさんの怪談に登場した牛山神社に行ってみませんか？　丑うしの刻にはまだ余よ裕ゆうで間に合いますし、前々から行ってみたいと思ってたんです」

「……明日も学校なんだけど……」

「どうせ白春さん、授業中はいつも居い眠ねむりしてるじゃないですか。まあ無理にとは言いませんけど、その場合はまた日を改めて来てもらうことになっちゃいますよ？」

　夏目さんにそう言われて、面めん倒どうくさいという感情が顔に出てしまったらしい。私の顔色を窺っていた夏目さんが、「やっぱり！」と言うように口をへの字に曲げてみせた。

「あとで気が変わったとか言って、また断られたりしても嫌ですし。早く済ませてしまった方がお互たがいのためですよ」

　……なんか、ただ夏目さんが早く心霊スポットに行ってみたいだけのような気もして、若じやつ干かん腑ふに落ちないけれど。言ってることは一理あるかもしれない。

　しばらく悩んでから、家の布ふ団とんに後うしろ髪がみを引かれつつ、諦め半分の低い声で返事をした。

「……わかった。どうせ暇ひまだし、付き合うよ」

　上手うまく丸まるめ込こまれてるなぁと思いながら頷くと、夏目さんは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて、その場で小さくガッツポーズをした。

「やったぁ！　ありがとうございます、白春さん！」

　ぴょこぴょこと爪つま先さき立だちになって、心が弾はずんでいる様子を全身で表現しているようだった。屈くつ託たくのない笑顔を見せる彼女に手を引かれて、再度カウンターに連れ戻される。

「今夜は私が奢おごりますから、好きなものを頼たのんでください！　私は怪談収集の前に色々と準備してきますので！　お店を出られるようになったら、また声をかけますね！」

「あー……うん。ありがと」

「こちらこそですよ！　それではちょっとお仕事してくるので、また後ほど！」

　矢や継つぎ早ばやに告げた夏目さんが、私にメニュー表を手て渡わたして、そのままスタッフルームに消えていった。普段の様子とは似ても似つかないテンションの高さに圧あつ倒とうされてしまう。

　しかしまさか、呼び出されたその日のうちに、いきなり心霊スポットに行くことになるなんて。思い立ったが吉きち日じつとは言うけれど、向かう場所が心霊スポットの時点で、既すでに大だい凶きようを引いている気がする。

　もう開き直って、初めてのＢＡＲを満まん喫きつしてやろう……とメニュー表を開いたところで、夏目さんがスタッフルームからひょこっと顔を覗のぞかせて、「白春さん！」と声をかけてきた。

「勝手に帰ったら、白春さんのお家まで迎むかえに行きますからね！」

　ニコッと笑ってそう言われた。

　こっわ。さっきの下手な怪談なんかよりよっぽどゾッとした。

　皮肉の一つでも言ってやろうかと思ったが、何も思いつかず、ただ引きつった笑みを返すことしかできなかった。




　ようやく仕事と諸もろ々もろの下準備を終えて、私服に着き替がえた夏目さんが声をかけてきたのは、日付を跨またいで少し経たった頃だった。深夜の牛山神社を目指して、二人でお店を後にする。

　牛山神社は、舞まい川かわという大きな河か川せんに沿って延びる大通りと、閑かん静せいな住宅街との境に建てられた、そこそこ広めの神社である。神社まで続く川沿いの遊歩道を、水面に反射する古風な街灯の灯あかりを眺ながめながら、夏目さんと二人でゆったり歩いていた。

　この時間だから当たり前なのだが、周囲に人の気配はない。微かすかに耳に届く清流の音と、あとは隣から聞こえてくる夏目さんの息いき遣づかいだけが、薄うす明あかりの中に小さく反はん響きようしていた。

「こんな時間に付き合っていただいて、ありがとうございます。白春さん」

　隣を歩く夏目さんが、視線だけをこちらに向けてお礼を言った。

　既に何度も謝意を伝えられているので、軽く相あい槌づちだけ返して、そのまま足を進める。

　しばらく歩いたところで、また夏目さんが控ひかえめに声をかけてきた。

「あの……今日はすみませんでした。いきなり怪談噺の収集を手伝ってもらいたいなんて、不ぶ躾しつけなお願いをしてしまって」

「……まあ、ご馳ち走そうしてもらったし、それはもういいんだけど。今さらどうしたの？」

「改めて考えると、かなり強ごう引いんな頼み方をしてしまったなと思いまして……」

「ああ、よかった。自覚はあったんだね」

　やや尖り気味の口調で返してやると、チクリと胸を刺さされた夏目さんが「あうっ！」と怯ひるんだ様子を見せた。その姿に免めんじて、僅わずかに残っていた不満は水に流すことにする。

　密ひそかに笑いながら溜りゆう飲いんを下げていると、夏目さんがしおらしく口を開いた。

「……あの、白春さん。さっきの話、もう少しだけ詳くわしく説明させてもらいたいのですが」

「さっきの話って？」

「私が何を考えて、白春さんにあんなお願いをしたのかについてです」

「怪談師になりたかったからじゃないの？」

「それはそうなんですが、そこに至るまでの経けい緯いと言いますか……」

　夏目さんが顔をこちらに向ける。眉まゆを八の字に曲げて、寂さびしそうに笑って言った。

「……ちょっとだけ、私の話をしてもいいですか？」

　無言で頷くと、彼かの女じよは「ありがとうございます」とお礼を述べて、足元に視線を落とす。

　そして呟つぶやくようなか細い声で、訥とつ々とつと語り始めた。

「もう随ずい分ぶんと前の話になるんですけど……私の家、お母さんが亡なくなってるんです。私が小学校に上がってすぐ、妹の出産のときに、医い療りよう事故で息を引き取りました。それからはお父さんが、私と妹を男手ひとつで育ててくれたんです」

「え……」

　それなりに心の準備をして頷いたはずなのに、いきなり重い話が飛び出てきて、動どう揺ようが口から漏れてしまった。

　そんな私とは対照的に、夏目さんはもう気持ちの整理がついているのか、涼すずしげな顔でこちらを見つめている。気き遣づかうように私の顔色を窺うと、薄うすく微笑んでまた話を続けた。

「お父さんは当時から、怪かい談だん師としてかなり有名でした。東京に住んでた頃はテレビにもたくさん出てましたし、本を出したり、イベントに出たりもしていました。娘むすめ二人を育てながら、色んなメディアで大活躍するお父さんは、私の憧あこがれでした」

　……知らなかった。妖二さん、有名人だったんだ。

　子供の頃はテレビなんて見られる環かん境きようじゃなかったし、何より本物の幽霊が四六時中その辺りにうようよしていて、わざわざテレビの怪談特集なんて見る必要がなかったから。

「そんな父の背中を見て育った私は、当たり前のように、将来は自分も怪談師になるんだと信じていました。学校ではいつも怪談集を読んだり、お父さんから聴いた怪談を友達に披露したりして……でも、それを楽しいと思えるのは、私だけだったみたいです」

　緩ゆるやかに足を運びながら、沈ちん痛つうな面おも持もちで語る夏目さんをこそっと盗み見る。

　その表情は、昔どこかで見た覚えのある、心細い孤こ独どく感を纏っている気がした。

「有名人の娘という肩かた書がきは、普通の公立校では想像以上に疎うとまれました。まあ、私が周りを見られていなかったせいもあるのですが……気づいたら、私は学校でひとりぼっちになっていました。誰だれも遊んでくれなくなったし、話もしてくれませんでした。今まで怪談を聴いてくれていた友達も、みんないなくなりました」

「……それは……」

「中学に入ると、無視からいじめに変わりました。『おばけ女』なんて言われて……詳しくは言いませんが、まあ、色々なことをされました。……あ、これ、お父さんには内ない緒しよでお願いしますね。言ってませんから」

　夏目さんは、冗じよう談だんっぽく笑ってそう言った。私は何も答えられず、ただ頷くことしかできない。そんな私を見て、夏目さんが目を細めてまた笑った。

「……別に、友達ができなかったり、学校でいじめられる分にはまだ耐たえられました。だけどある日、私の写真と個人情報をクラスメイトがネットに載のせてしまって……ストーカーが家まで来たことがあったんです」

「なっ……！」

　言葉が出なかった。中学生の女の子にとって、それは一体どれ程ほどの恐怖だったのだろう。

　思わず拳こぶしに力が入る。やりきれない思いを吐き出したくて、深く息をついた。

「流石さすがに限界がきて、学校にいけなくなりました。友達が悪ふざけでネットに載せてしまったということで、代わりにお父さんに対処してもらいましたが……クラスメイトがその後、どうなったのかはわかりません。私たちは東京を離れて、今の家に引っ越しました。……ふふっ。ここは星が綺き麗れいですよね」

　夏目さんが空を見上げて微笑む。つられて私も顔を上げた。

　息の音さえ聞こえてくるような静せい寂じやくの中、夏目さんと二人きり。一緒に同じ星空を見上げる。夜の天てん井じように一筋の流れ星が走り、涙なみだの跡のような軌き跡せきを描えがいた。

「――学校も転校しました。とはいっても……まあ……色々とあって、しばらくは不登校の引きこもりだったんですが……でも、いじけてる暇はないなって。たくさん傷ついて、家族のことも傷つけて……それでも私は、怪談師になる夢を諦あきらめられなかったんです。ほんと、自分でも馬鹿だと思いますけど」

　そんなことない、とは言えなかった。今初めて事情を知った私ごときが、軽々しく口を挟はさめる内容じゃない。

　妖二さんとかなちゃんの顔を思い出して、胸が締しめ付けられるように痛んだ。あの二人は部屋に閉とじ籠こもってしまった夏目さんを、どんな気持ちで見守っていたのだろうか。

「新しい学校では、とにかく必死になって自分のことを隠かくしてました。お父さんのことも、将来の夢も、誰にも語りませんでした。学校では一人で過ごして、家では怪談師になるための勉強と練習をして……そうやってずっと努力してきたつもりだったんですが、どうやら私、才能なかったみたいで。向いてないからやめておけって、色んな人に言われました。お店のスタッフにも、お客さんにも……それにお父さんにも」

　私に才能の有う無むなんてものはわからないが、確かに向いているとは思えなかった。

　だけど、それだけつらい思いをした夏目さんが再起できたのは、間ま違ちがいなく大好きな怪談があったからだ。夢を追いかける力が、彼女を奮い立たせてくれたんだ。

　怪談師になりたいと願い、どれだけ傷ついても立ち上がって、前を向いて歩いている夏目さんが、私にはたまらなく眩まぶしく見えた。

「才能がなくたって諦めるつもりはありませんけど、それでも落ち込んでしまって。自分でも限界を感じて、どうすればいいのか迷っていたとき、白春さんに出会ったんです」

「……え？　私？」

　いきなり名前を呼ばれて、呆ほうけた声がこぼれた。夏目さんがおかしそうに笑う。

「はい、あなたです。……私が、自分のことを隠してるからですかね。すぐにわかったんです。『ああ、この人も私と同じ、自分を曝さらけ出すことに怯おびえてる人だ』って」

「…………そっか」

　心の奥おく底そこに沈しずめたはずの内面を的確に言い当てられて、当たり障さわりのない言葉を返すことしかできなかった。それ以上何を言えばいいのかわからず、そのまま閉口してしまう。

　私はたまたま結花との会話を聞かれたのが、夏目さんに目をつけられた原因だと思っていた。だけどそうじゃない。もっと前から、彼女は私のことを見み抜ぬいていたんだ。

「それから白春さんのことを、自然と目で追うようになりました。そして今日のお昼に、花咲さんとのお話を偶ぐう然ぜん聞いてしまって……『これは運命だ！』なんて思っちゃったんです。この人と一緒なら私も怪談師になれるかもって、藁わらにもすがる思いで声をかけました」

「……そうだったんだ」

　教室で、目を見開いてこちらを凝ぎよう視ししていた夏目さんを思い出す。

　あのとき私が怯えていた裏で、そんなことを考えていたのか。

「でも、そんなに必死で自分のこと隠してたんでしょ。妖二さんのこととか、バレたらまた大変なことになるよね。私に教えちゃってよかったの？」

「そうですね。先ほども言った通り、どうしても怪談師になりたくて必死だったというのもありますが……白春さんになら、言っても問題ないと思ったんです。その……私も白春さんの秘密を知っていましたから」

「あー、なるほど。夏目さんも私の弱みを握ったから、一方的にバラされる心配はないだろうと。いざとなれば脅おどせばいいわけだしね。打算的だなぁ」

「い、言い方悪くないですか!?　……まあ、でも、そういうことです……」

　軽く冗談を言ってみると、夏目さんはしゅんとして、深く肩かたを落とした。

　その反応がやたらいじらしく見えて、つい口角が上がってしまう。

「でも、自分の過去まで含ふくめてそれを私に話したってことは、もう脅すつもりはないってことだよね？」

「……もともと本当にバラすつもりなんてありませんでした。あまりにも取り付く島がなかったので、なんとか話を聞いてもらう取っ掛かかりはないかと、焦あせって言ってしまっただけです。だけど、まさか白春さんが、あんな反応をするなんて思っていなくて……」

　夏目さんが眉まゆ根ねを寄せて、気遣わしげにこちらに視線を向けてくる。

「白春さん、顔を真っ青にして、とてもショックを受けた様子でした。あのときは本当にごめんなさい……」

「いや……秘密にしておいてくれるなら、もういいんだけどさ」

　律りち儀ぎに立ち止まって、深々と頭を下げる夏目さんに、逆にこちらが恐きよう縮しゆくしてしまう。

　夏目さんの長い髪かみの毛が、街灯の灯りを受けてきらきらと輝かがやいていた。艶つやのある綺麗な黒くろ髪かみに目を奪うばわれていると、彼女は顔を上げて柔やわらかに微笑む。

「……長くなりましたが、私が白春さんに声をかけた経緯は以上になります。聴きいていただいてありがとうございました」

「あ、うん……こちらこそ話してくれてありがとう。でも、なんで私にこんな話を？」

　こちらを見つめる夏目さんに尋たずねると、彼女は軽く首を傾かたむけて、斜しやに構えた顔に深い影かげを落としながら言った。

「だって白春さん、今夜の怪談収集が終わったら、もう私に関わる気ないですよね？」

　心臓が、どきりと跳はね上がった。

　私は一度心しん霊れいスポットに一緒に来れば、夏目さんも満足するだろうと思って同行を了りよう承しようしたのだ。今日を犠ぎ牲せいにしてこの先の平穏が買えるなら安いものだ、と。

　ばつが悪くなって、そろーっと目線を逸そらしながら答える。

「……そんなことはないよ？」

「本当ですか？　『こんな面倒な女、一晩付き合ったらすぐに捨てちまえばいいか』とか思ってませんか？」

「いや言い方！　流石にそこまでは思ってないから！」

「『そこまでは』ってことは、やっぱりもう協力はしないつもりだったんじゃないですか」

　……しまった。あまりに悪意のある言い方につい突つっ込んでしまった。

　誰かに聞かれたら誤解されるようなことを言わないでもらいたい。心臓に悪い。

　夏目さんのジトッとした視線が責めるように私を射い貫ぬく。気まずくなって、ぽりぽりと頬ほおを掻かいた。

「だから、今夜のうちにできるだけアピールしておきたかったんですよ。私は真剣に怪談師を目指しているので、どうか協力してくれませんかって伝えるために」

「な、なるほどね……」

　誤魔化すように相槌を打つと、夏目さんは短く息を吐いて、また足を動かし始めた。

　彼女の横顔をちらちらと見上げながら、私もその隣となりに並んで川沿いの遊歩道を歩く。

　しばらくそのまま歩いていると、二人の間を冷たい風が吹ふき抜けていった。夏目さんの黒髪が舞まい上がって、星明かりに照らされながらしなやかに翻ひるがえる。

　流れた髪の毛を耳にかけると、夏目さんは隣を歩く私を見下ろして、街灯の灯りを背に浴びながら言った。

「――私は今でも、白春さんが私の『運命の人』だって信じてますよ。……怪談収集の件、前向きに考えておいてくれると嬉しいです」

「…………はい」

　――――運命の人、なんて。なんでわざわざそんな言い方をするんだ、この人は。

　何か言ってやりたいのに、楽しそうに星空の下を歩く彼女の姿があまりに幻げん想そう的てきすぎて、わけのわからない感情が喉のどに詰つまってしまった。絞りかすみたいな声で短く返事をする。

　夏目さんは満足そうに笑うと、また前を向いて歩き出した。

「じゃあ、行きましょうか！　もうすぐ到とう着ちやくですよ！」

　真夜中の遊歩道に、聴き心ごこ地ちのいい透すき通った声が響ひびく。

　……夏目さんがあっちを向いてくれてよかった。

　熱くなった顔が見られないように、数歩後ろから彼女の背中を追いかけた。




　丑の刻を迎える少し前に、私たちは牛山神社に到着した。

　神社の境けい内だいは小高く盛り上がっていて、周囲を二メートルほどの石いし垣がきと、その上に設けられた玉たま垣がきでぐるりと囲われている。入り口の傍かたわらに建てられた小さな祠ほこらに一礼してから古びた階段を上り、『牛山神社』と彫ほられた立派な鳥居を潜くぐった。

　丑の刻を現在の時間に当て嵌はめると、午前一時から三時の間。周囲に人の気配はなく、深夜らしい静けさと、ゾッとするほどの暗くら闇やみだけが、清せい冽れつな空気の中に漂ただよっていた。

　しめ縄のかかる鳥居を抜けると、奥おくに拝はい殿でんが見えた。左側にはシャッターの下りた箱形の倉庫と手水舎ちようずや、右側には土が剥むき出しになった小道の先に境内社がある。『牛山稲いな荷り社』と書かれた赤い社の中に、朽くちた祠がぽつねんと祀まつられていた。

「この牛山神社はですね。千年以上も昔、平安時代に創建された、市内でも最古の神社の一つとして数えられる由ゆい緒しよ正しいお社なんですよ」

　参道に足を踏ふみ入れたところで、夏目さんがお店で調べてきたという心霊スポットの情報を語り始めた。境内の様子を注意深く観察しながら、語られる情報を頭に入れていく。

「小倉百人一首にも登場する、ある有名な歌人を祭神として奉ほう祀ししていることで知られるこの神社ですが……実は県の神社庁にも明記されているほど、丑の刻参りで有名な心霊スポットでもあるんです」

　そこまで時間はなかったはずなのに、随分と詳しく調べてあるな。フィールドワークでは事前準備が重要だと授業で習ったけれど、怪談収集にも同じことが言えるのだろうか。

　もしかしたら、初めての怪談収集で張り切っていたのかもしれない。そう考えると、遠足に浮うき足あし立だつ子供みたいでちょっと可愛かわいい。

「いやー。ここで実際に呪じゆ詛そが行われていたと考えると、なんだか感かん慨がい深ぶかいものがありますね！　何なにを隠そう、私も子供の頃ころに、東京のある神社で丑の刻参りを試そうとしたことがあるんですよ。お父さんにこっぴどく叱しかられちゃいましたけど」

　違ちがった。全然可愛くなかった。この女、さらっととんでもないことを言ってるな。

「丑の刻参りね……普ふ通つうの神社にしか見えないけど」

　周囲を見み渡わたしながら小声で呟く。境内には藁人形も落ちていないし、幽ゆう霊れいの姿も見当たらない。どこにでもある、なんてことない普通の神社としか思えなかった。

　私の声を耳みみ聡ざとく聞きつけた夏目さんは、残念そうに肩を落として軽く嘆たん息そくを漏らす。

「白春さんの目から見てもそうなんですね……まあ、丑の刻参りが実際に行われていたのはかなり昔の話らしいので、当たり前といえば当たり前かもしれませんが……」

「確か、五十年前に木が切り倒たおされちゃったんだっけ。それって今はもう残ってないの？」

「あ、根株なら残ってるみたいですよ！　こちらです！」

　なんとなしに尋ねてみただけだったのだが、夏目さんは『よくぞ訊きいてくれました！』と言わんばかりの笑顔になって、嬉き々きとして案内してくれた。

　拝殿の裏側――本ほん殿でんへと繋つながる道の途と中ちゆうに、私と夏目さんを二人合わせたよりも太い、立派な大木があった。大木は石の仕切りに囲われて近づけないようになっている。

　長い年月により育まれたであろうその巨きよ体たいからは、確かに言葉では言い表せない神秘的な生命力が感じられた。

　枝葉の先まで漲みなぎる自然のエネルギーに触ふれながら、私は茫ぼう然ぜんとして呟く。

「……すごいね。これだけ立派なら、そういう儀ぎ式しきとかに使われるのも納なつ得とくかも」

「あ、いえ。それは普通のケヤキなんですけど」

　これじゃないんかい。

　じゃあなんでここに連れてきたんだ。

　恥ずかしくなってまた顔を赤くしながら、夏目さんを睨みつける。

「そんな目で見られましても……その木の裏側です。ほら、見えますか？」

　夏目さんが場所を空けてくれたので、一歩横にずれる。

　ケヤキの裏側を覗き込んでみると、その足元にはさらにもう一回り太い、切り株の虚うろがあった。空くう洞どうになった切り株の中から若いスギの木が根を垂らして、呪のろいの残ざん滓しなど感じさせぬほど健すこやかに聳そびえ立っている。

「……これが？」

　念のため確かく認にんしてみると、夏目さんは苔こけむした切り株を見つめながら頷うなずいた。

「はい。ここから実際に、錆さびた五ご寸すん釘くぎなどが見つかっています。落らく雷らいの影えい響きようで空くう洞どう化かしてしまい、危険だったので伐ばつ採さいされたそうですが、かつてここで丑の刻参りが行われていたことは事実でしょう」

　夏目さんは熱っぽく語ると、ポケットからスマホを取り出して眼前に構え、パシャリと一枚写真を撮とった。

「この朽ちた切り株に、たくさんの人たちの怨おん念ねんが詰まっているんですねぇ……」

「そんなしみじみと言うことかな……ていうか、今さらなんだけどさ。なんでこの神社、丑の刻参りがそんなに流行はやったの？　何か所縁ゆかりでもあるわけ？」

　写真を撮り続ける夏目さんにそう尋ねてみると、彼女はスマホをポケットにしまって、「うーん……」と悩んでから口を開いた。

「これはあくまで私の推測なんですけど、単に都合がよかったんじゃないでしょうか？」

「都合？　呪うのに？」

　呪いの儀式が、そんな俗ぞくっぽい理由で流行ることなんてあるのか。

　驚きの声を上げると、夏目さんが周囲の景観を見回しながら説明してくれた。

「丑の刻参りって、時代とか地方によって細かな違いはありますけど、なんとなく頭に思おもい浮かべるイメージは共通してるじゃないですか。白しろ装しよう束ぞくを着て、顔に白粉おしろいを塗ぬって、頭には五徳を被かぶってそこに蝋ろう燭そくを立てて、高たか下げ駄たを履はいて……みたいな」

「ああ……うん。なんかわかるかも」

「そういう作法が完成して、庶しよ民みんの女性たちの間で大流行したのが、江え戸ど時代の頃だと言われてるんですけどね。その定着したルールの中に『七日間、人に見られることなく続けること』というものがあるんです」

「えっ。丑の刻参りって一晩で終わるんじゃないの？」

　私は『一回だけ』という約束で怪談収集に付き合うことを了承したのだ。それなのに、七日間も通い続けなければならないなんて。それは詐さ欺ぎではないだろうか。

「何を考えてるのかは大体わかりますけど、あくまで丑の刻参りのルールの話ですからね。……続けていいですか？」

「あ、ああ……そうだよね。ごめん。お願いします」

　そっか。そういえば今はもう、違う形で呪いが引き継つがれてるんだっけ。

　早はや合が点てんしてしまったばつの悪さを飲み下しつつ、夏目さんの話に再度耳を傾ける。

「私も気になって、仕事の合間に文ぶん献けんを漁あさってみたんですけど。どうやら江戸時代、この辺りは一面が田畑で、周囲に民家がなかったみたいなんですよ」

　そう話しながら、夏目さんがスマホを取り出して私に画面を見せてきた。

　そこには『寛かん文ぶん町内絵図』と題された地図が表示されていて、夏目さんが編集してつけたであろうマーカーの周りには、ぽっかりと余白が広がっていた。

「それにこの神社、平地より少し高い場所にありますし、周囲を木で覆おおわれているので、外からだとほとんど中の様子が見えないんです。街の外れで人が立ち寄らず、上手い具合に死角になっている。加えて、丑の刻参りで必要な『スギの大木』という要素も備わっていた。当時の女性たちにとって、流行りのおまじないを試すのに最適な条件が揃そろっていたからこそ、この神社は丑の刻参りの舞ぶ台たいに選ばれたのではないでしょうか」

「なるほど……だから都合がよかった、か」

　私の言葉に、夏目さんは「そういうことです」と頷いて、くるりと身を翻した。

「それじゃ、そろそろアキナさんの怪談の検証を始めましょうか！」

　そう言って拝殿の方へ歩いていく。早足で追いかけて、私もその隣に並んだ。

「検証って、具体的に何をするの？　わざわざ調べなきゃいけないことなんてあったっけ。普通によくできた怪談だったと思うけど」

「んなっ、何を言ってるんですか、白春さん！　気になるポイントがたくさんあったじゃないですか！」

　軽い気持ちで問いかけてみたら、すごい剣けん幕まくで怒おこられた。

　どこに怒いかりのスイッチがあるかわからなくて困る。これだからオタクってやつは。

「アキナさんは語りが上手いので、聴いてるだけで怖こわくはあるんです。だけど絶対に話を盛ったり、脚きやく色しよくしたりすることはなく、見聞きした事実を正確に語るタイプの人なので、お話自体には疑問点がたくさん残ってるんです」

「えーっと……たとえば？」

「いくつかありますけど……今回のお話だと『名前がないとは何のことだったのか』とか。『先せん輩ぱいには何が見えていて、神社で何を探していたのか』とか。あとは何より、『その後、先輩はどうなってしまったのか』とかですかね」

　私がスルーしていた疑問点を、夏目さんが指折り数えていく。

　確かに、なんとなく怖い雰ふん囲い気きに呑のまれて満足してしまっていたけれど、よく考えれば肝かん心じんなところは何もわかっていない。

　アキナさんが創作した物語ではなく、実際に観測した事実だったからこそ不ふ明めい瞭りようだった箇所を、夏目さんはこの怪談収集で詳つまびらかにしようとしているのだ。

「アキナさんに確認したところ、どうやらその先輩は『自分自身』を対象に呪いの願がん掛かけを行ったそうです。なので私たちも同じように、自分たちの〝死〟を願ってお祈いのりしてみましょう。何かが起こるかもしれません」

「ええ……」

　この人、自分が何を言ってるのかわかってるんだろうか。とんでもなく気が進まない。何が悲しくて『私を殺してください』なんて神に祈らなきゃならないんだ。

　私が抗こう議ぎの視線を向けると、夏目さんは少したじろいで、困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「ど、どうしても嫌いやなら私だけでやりますから……その、後ろで見ていてもらえると」

　譲じよう歩ほのつもりなのか、そんなことを言ってくる。

　……夏目さんって、自分にバチが当たるとか考えないのかな。

　この謎なぞの行動力と思い切りのよさが一番怖いのだけれど……。

「……はあ。いいよ、私もやる。一人でやらせるのは心配だし」

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます、白春さん！」

　しぶしぶ承しよう諾だくすると、夏目さんは嬉しそうに破顔して、私の左手をぎゅっと握にぎってきた。

　上下に激しく揺すられる鬱うつ陶とうしい手を振ふり解いて、また歩みを進める。

「そもそも、そんなお祈りで本当に効果あるの？　なんか丑の刻参りより随分とお手軽な気がするんだけど」

「うーん、どうなんでしょうね。私はあると思いますけど。現にアキナさんの先輩は行ゆく方え不明になってしまっているわけですし」

「そうなのかなぁ……」

　そんな簡素な手順で、呪いなんて大それたものが誰にでも扱あつかえるとは信じられなかった。

　よくは知らないけど、もっと、なんかこう……複雑な工程を踏まないといけないものなんじゃないだろうか。

　訝いぶかしむ私を見て、夏目さんが「まあまあ」と声をかけてくる。

「そんなに難しく考えなくても。それを言い出したら、そもそも〝呪い〟とはなんぞや、みたいな話になってきちゃいますから」

「それはそうだけど……じゃあ、夏目さんはどう考えてるの？　呪いの効果について」

「私ですか？　そうですねぇ……」

　夏目さんは顎あごに手を当ててしばらく考えたあと、私の前に人差し指を突き出してきた。

「たとえばですよ、白春さん。常人の七倍の怨念を抱かかえている人が、丑の刻参りの手順を一日で終わらせた場合。その呪いは成じよう就じゆすると思いますか？」

「え……いや、わかんないけど……しないんじゃない？　ちゃんと七日間やらないと」

「そう思いますよね。ところが色々と調べてみると、一日でも効果があった、という話もちらほら見つかるんです。もちろんそれが真実なのかはわかりませんが、私は呪詛というものは、形式に縛しばられるものではない気がするんです」

　形式に縛られない……いまいちピンと来ないけれど、要は『不ぶ恰かつ好こうでも形より気持ちが大事』的なことだろうか。呪いってそんな、不器用なりに頑張って選んだプレゼントみたいなものなのか？

　下手くそな手料理を気き恥はずかしそうに振る舞う夏目さんを幻視して首を捻ひねっていると、私のしょうもない妄もう想そうの気配を察知したのか、現実の夏目さんがまた声を上げた。

「イメージで言うと、弓矢ですかね。矢が呪いで、弓が呪詛の形式です。弓が木でも鉄でも、怨念という弦つるを強く引き絞しぼれば、とりあえず矢は飛んでいくでしょう？」

　あ、ああ……なるほど。急にわかりやすくなったな。

　自分の馬鹿みたいな妄想が恥はずかしくなる。

「古式ゆかしい作法に則のつとることもあれば、自分に合うようにチューンアップすることもある。どちらが正しいというわけではなく、どちらがその人により適しているかで、呪いの強度は高められるのだと思います。そういう柔じゆう軟なんさがあるから、丑の刻参りをはじめとした呪詛の数々は、現代でも広く親しまれているんじゃないでしょうか」

　好きな物のことを語っているからか、夏目さんの言葉には不思議と説得力があった。

　……親しまれているかなぁ、という疑問はさておき。どちらかと言うと『根付いている』とか『こびり付いている』の方が近い気がする。

　怪談オタクの贔ひい屓き目めは見ないふりしつつ、ようやく到着した拝殿の前で、夏目さんの右みぎ隣どなりに並ぶ。

「ですから、軽けい率そつに呪詛を試ためしてはいけないと言うことです。どんなに簡略化したものであっても、そこに相手を呪う気持ちが僅かでもあれば、効果がないとは限りませんから」

「いや、よく言えるね!?　今まさに軽率に試そうとしてるのに！」

「私はいいんです。怪談師になるために必要なことですから」

　胸を張ってそう言い切る夏目さんを、白けた目で見つめる。

　夢を叶かなえるためというお題目で、実際は本人の嗜し好こうが存分に発揮されている気がしないでもないけれど、まあ黙だまっておいてやろう。

「……じゃあ、もう試すの？」

「そうですね。とりあえず、噂うわさにならってお参りしてみましょうか」

「ん、了りよう解かい」

　軽く返事をして拝殿に向き直る。賽さい銭せん箱ばこが置かれていなかったので、今回は形式的なお参りだけ、ということになった。「その分たくさん気持ちを込めましょう！」と聞こえだけはいい夏目さんの言葉を真顔で無視して、不本意な祈りのために精神を集中させる。

「……で、どうすればいいの？」

「普通に参拝してください。あー……えっと、白春さんが普ふ段だんやってる通りにお参りすれば大だい丈じよう夫ぶです、多分」

　夏目さんはそう言って、日本人の体に染しみ付いた手順で参拝を始める。慣れた様子で二礼二拍はく手しゆ一礼を行う彼女を横目に、私も嫌いや々いやではあったが、ペコリと小さく頭を下げた。

　目を閉じて、心の中で願いごとを唱える。

　願いごと……自分自身の〝死〟か……。んー、神様なのかな、この場合。

　まあ誰でもいいんだけど、もしそんな存在がいるなら、私に〝死〟を――――
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「……は？」

　いきなり隣から、人間の言葉とは思えない、不気味なしわがれ声が聞こえてきた。

　目を剥いて隣に視線を向けると、夏目さんが一仕事終えたあとのようなすっきりした顔をして、静かにこちらを見下ろしていた。

「な、何？　夏目さん、どうしたの？」

「はい？　何がですか？」

「いや……今なんか、変なこと呟いてたから……」

「変なこと？　何か言いましたっけ……？」

　――気づいてない？

　不思議そうに私の顔を覗き込こんでいる夏目さんを見て、もしかしたら私の勘かん違ちがいだったのかも、という気になってくる。

　だけど空耳だったと断ずるには、あの気持ち悪い言葉が妙みようにはっきりと耳に残っていた。

　気のせいじゃなければ、あの声は明らかに私たちへの〝悪意〟に満ちていたと思うんだけど……いったい何だったんだろう。

「白春さん、本当に大丈夫ですか？　何かありました？」

「ああ……ごめん、大丈夫――うわっ!?」

　夏目さんに返事をしようとして、顔を上げた目線の先を見て、全身に悪お寒かんが走った。

　境内の至るところに、節々の草くた臥びれた、三十センチほどの藁人形が打ち付けてあったのだ。参道脇わきの木や拝殿の壁かべはもちろんのこと、石いし灯どう籠ろうに鳥居、果てはそこら中の地面に至るまで、とにかく目に付くすべての場所に藁人形が磔はりつけにされ、私たちを取り囲んでいた。

「どうしたんです……わっ!?　すごい、何ですかこれ！」

　少し遅おくれて異常に気づいた夏目さんが、なぜかちょっと嬉うれしそうに声を上げる。

　能天気なものだ……と呆あきれてしまう。アキナさんの怪談の通りなら、これから私たちは行方不明になってしまうかもしれないのに。

「夏目さん……一応、私から離はなれないでね。何があるかわからないから」

「――白春さーん！　すごいですよこれ！　なぜか外に出られなくなってますー！」

「ちょっとは危機感持ってくれないかなぁ!?　お願いだから！」

　私の忠告を無視して……というより私が口を出すよりも先に、夏目さんはいち早く駆かけ出して、玉垣の外に身を乗り出していた。
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　慌あわててあとを追いかけて、すっかり浮かれた様子の夏目さんを捕つかまえる。

　さっきまで街灯の薄明かりに照らされていた玉垣の外側は、おどろおどろしく蠢うごめく漆しつ黒こくの靄もやに覆われていた。

「これ、いったい何なんでしょう？　見たことない動きしてますけど」

「え、ちょっ……」

　私が止めるよりも早く、夏目さんがどす黒い靄の中に自分の腕うでを突っ込んだ。

　あまりにも躊ちゆう躇ちよのない猛もう進しんっぷりに、開いた口が塞ふさがらなくなる。

「うーん……何か、壁みたいなものがありますね。これ以上外へ出られません」

「……よくそんな得体の知れないものを、一いつ切さいの迷いもなく触れるね……」

　ここまでくるともう脱だつ帽ぼうものだ。彼女の好こう奇き心しんは一いつ般ぱん人じんのそれを遥はるかに凌りよう駕がしている。

　とてもじゃないけど、私には真似まねできそうにない。

「怪談として話すときに、ちょっとでも詳しよう細さいな情報をお客さんに届けたいじゃないですか」

「お客さんもそんな奇き行こうの話をされたら引くと思うけど……」

　実際、私はかなり引いていた。夏目さんは気づいてないみたいだけれど。

「それで、白春さん。これが何なのかわかりますか？」

　靄の中で腕をモゾモゾ動かしながら、夏目さんが訊いてきた。

　外の異様な光景に視線を送って、改めて状じよう況きようを確認する。

「……神社全体が〝霊れい域いき〟になってるね。さっきお祈りしたときに連れて来られたのかな」

「霊域？　何ですか、それ？」

　湧わき立つ好奇心を隠そうともせず、夏目さんが詰め寄ってくる。

　説明が難しいな……と悩なやみながら、なんとか言葉を選んで話を継ぎ足していく。

「いわゆる『幽かく世りよ』みたいな感じかな。強い怨念を抱いだいている悪あく霊りようだったり、その場所に深い繋がりを持った幽霊は、外部と隔かく離りされた特とく殊しゆな空間を形成することがあるんだよ。それを私は〝霊域〟って呼んでるんだけど」

「霊域……初めて聞きました。だけど確かに、さっきまでとはどこか空気が違いますね。温度が少し下がったというか、肌はだがゾワゾワする感じがします」

「人にもよるけど、慣れてないと結構きついかも。夏目さんは大丈夫そう？」

　結花なんかは、初めて霊域に入ってしまったときは、かなりつらそうにしていた。

　霊れい感かんが強い私は耐たい性せいがあるのか苦にならないけれど、そういうのに無む縁えんな人だと、背筋を氷のブラシで撫なでられるような気持ち悪さがあるらしい。

　そのことを思い出して夏目さんの身を案じるも、彼かの女じよは私の心配などどこ吹く風といった様子で、嬉しそうにニコニコと笑っていた。

「なんだか身体が内側から勝手に震ふるえてきます。この場所の空気に本能的に恐きよう怖ふを感じてるんですかね。怪談的にはいい感じです！」

「……あっそう、よかったね……」

　どっと肩の力が抜ぬけてしまった。

　こんなに『心配して損した』と思うことってなかなかない。

「ところで、霊域に入るとどうなるんでしょう。閉じ込められるだけですか？」

「あー……この中でなら、霊感がない人でも境界がなくなって、霊れい的てきなものと干かん渉しようし合えるんだよ。幽霊の目もく撃げき談だんとかは、大体が霊域に迷まよい込んだ人たちによるものなんだって。聞いた話だけど」

　こんなこと言ったらまた不用意にはしゃぎ回りそうだな……と思いながら説明すると、案の定夏目さんは目を輝かせて、口からよだれでも垂らしそうな勢いで歓かん喜きした。

「――つまり、私にも幽霊が見えたり、触さわったりできるってことですか!?」

「念のため言っておくけど、干渉できるってことは襲おそわれることだってあるんだからね？　ほんと気をつけてね……？」

「もちろんです！　任せてください！」

　返事だけは百点だけど、この人絶対にわかってない。右から左に聞き流してる。

　私がいつも以上に気を張っておかないと……。

「とりあえず、このままじゃ帰れないからさ。どうにかして霊域化した原因を探さない？」

「むっ、それもそうですね。もっと色々調査してみましょう！」

　なんか根っこの部分で噛かみ合ってない気がするけれど、疲つかれそうだからスルーした。

　ひとまず舗ほ装そうされた参道の上へ戻もどろうと、反転して歩き出す。

　夏目さんは靄の中からズボッと腕を引き抜くと、くんくんと指の匂においを嗅かいで、ぺろりと一口舐なめてから、私のあとをついてきた。

「……夏目さんって、本当にすごいと思う……」

「えっ？　どうしたんですか急に。えへへ、褒ほめてもなんにも出せませんよー？」

　私の言葉に、夏目さんは照れた様子ではにかんで、顔を赤く染めた。

　……怪かい談だんさえ絡からまなければ、文句のつけようがない美少女なんだけどなぁ。

　いつか彼女の奇行が原因で、えらい目に遭あいそうな気がしてならない。そんな不安に駆られながら、また拝殿の前に戻ってきた。

「さて、それじゃどうしましょうか。白春さんは霊域から脱だつ出しゆつする方法について、何か心当たりとかありますか？」

「いや……私はそういう小難しいことはあんまり……目の前に幽霊が出てきてくれれば、いくらでもぶっ飛ばせるんだけど」

「幽霊相手に脳筋タイプってなかなか聞かないですね。まあでも、わかりました。それなら手がかりは、やっぱりこの藁人形しかなさそうですね」

　夏目さんはそう言いながら、参道の側に生えている小こ振ぶりな樹木へ歩み寄った。

　木の幹には足元から天てつ辺ぺんまで、びっしりと藁人形が打ち付けられている。

　しっかり人の形が模かたどられた藁人形には、赤い糸がぐるぐると執しゆう念ねん深ぶかく巻きついていた。一つの人形に、五寸釘が五、六本突き刺ささっていて、簡単には外せそうになかった。

「……おや？　これは……」

　夏目さんが手近な藁人形の一つに手を伸のばす。

　頭の部分からほつれた糸のようなものが飛び出ていて、それを優やさしく摘つまんだ。

「夏目さん、どうかしたの？」

「いえ、ちょっと気になって……えいっ」

　ずるり、と不快な音が聞こえてきそうな動きで、夏目さんがその糸を引っ張った。

　藁人形の中から長い糸の束が引っ張り出される。

「……うわっ」

「ああ、やっぱり。髪の毛ですね、これ」

　ずるずると引き摺ずり出される髪の毛の束を見て、背筋がぞわりと粟あわ立だつ。

　同時に、それを淡たん々たんと報告してくる夏目さんの胆たん力りよくにも驚おどろいた。怖い、怖くないという以前に、気持ち悪いとは思わないのだろうか。

　誰だれのものとも知れない髪の毛に生理的な嫌けん悪お感を抱きながら、夏目さんの作業を見守る。やがて引き摺り出された髪の毛の先っぽには、くしゃくしゃに丸まった紙の札が絡みついていた。脂あぶらのような染みがついて、少し湿し気けっている。

　夏目さんはその紙の札を手の上で開くと、目を落として小さく呟つぶやいた。

「……『呪　下しも浦うら涼りよう子こ』……名前ですね。丑うしの刻参りの被ひ害がい者しやでしょうか」

　私にも見えるように紙の札を広げてくる。黒ずんだ赤い文字が、古びた紙に乱雑に書き殴なぐられていた。使われているインクは、おそらく呪詛を行った者の血液だろう。

　空想のものではない、あまりにも生々しい人間の憎ぞう悪おと悪意の塊かたまりを目にして、一いつ瞬しゆん言葉を忘れてしまう。その名前に宿る負のエネルギーが、こちらを睨にらんでいるような気がした。

「……実物を見ちゃうと、結構すごいね……」

「そうですね。この文字から伝わるただならない情念は、自分の目で見ないと永遠に理解できなかったでしょう。本当に来てよかったです……そして、謎も一つ解けました」

「えっ？」

　何のことだろう、と思って夏目さんの顔を見上げる。

　本物の呪じゆ物ぶつを手にした感動にじんわりと目を細めていた彼女は、しれっとその紙の札をポケットにしまって、私に視線を戻した。

「アキナさんの先輩が血ち眼まなこになって探していたもの……おそらく『自分の名前が書かれた藁わら人形』だったのでしょう。『名前がない』とは、つまり『自分の藁人形が見つからない』という意味だったのではないかと」

　そう言われて、アキナさんが語っていた怪談を思い出す。

　アキナさんの先輩は、何度も『名前がない』と叫さけんでは、アキナさんには見えない何かを必死に探していたという。それが、この藁人形だった、と。

「……でも、何のために？　見つけてどうするつもりだったの？」

「呪いから逃のがれるためでしょうね。丑の刻参りは、呪いが成就するまで誰にも見られることなく遂すい行こうしなければなりません。呪詛に用いられた人形を見つけて処分すれば、呪いから解放される……そう考えたんだと思います」

　夏目さんの説明を聞いて、得心がいく。

　アキナさんにだけ何も見えていなかったのは、彼女が呪いとは無関係の立ち位置にいたからだろう。そして自分の藁人形を見つけられなかった先輩は……いや、待て待て。

　だとしたら、まずいのでは？

「あのさ、夏目さん。ひょっとしてこの中のどこかに……」

「はい。私たちの名前も入ってるでしょうね」

　やっぱり！　余よ裕ゆうかましてる場合じゃない！　私たち、がっつり呪われてる！

「きっと自分たちの人形を見つけさえすれば、霊域からも脱出できるでしょう。さながら宝探しですね！」

「いやいや、そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃないから！　早く探さないと！」

　初めての怪談収集に赴おもむいて、まさかこんなにスムーズに呪われることになるなんて思わなかった。飛んで火に入る夏の虫とはこのことだ。

　霊れい能のう力りよく者しやである私は大丈夫だろうけど……夏目さんはどうなるかわからない。幽霊が出てきてくれるならいいけど、呪いの力で祟たたられるとなると、私にはどうすることもできない可能性だってある。一刻も早く、夏目さんの藁人形を見つけないと。

「どっちが先にお互たがいの名前を見つけられるか、競争ですね！」

「なんでそんなに楽しそうなの……」

　自分がどんな状況に置かれてるか、理解してるのだろうか。怪談師って、そんなに頭のネジを外さないとやっていけない職業だったっけ。

　私の呟きは興奮した夏目さんの耳に届かず、深夜の宝探しの開かい催さいが高らかに宣言された。

「いきますよ、白春さん！　よぉーい……スタート！」

「あ、見つけた」

「――ってなんでですかぁ!!」

　足元に転がっていた藁人形のお腹なかから、『呪　白春青』と書かれた紙がはみ出していた。

　探すまでもなく見つかってしまった藁人形を拾い上げると、隣から夏目さんの恨うらみがましい視線が向けられる。

「呆あつ気けなく見つかりすぎですよ！　何を一歩目から見つけてくれちゃってるんですか！　こんなの、怪談にするときにどう怖く語ればいいんです!?」

「そ、そんなこと言われても……見つかっちゃったんだから仕方ないじゃん」

　まさか見ないふりをしろとでも言うのだろうか。それは多分、ヤラセというやつだ。

　すっかり出鼻を挫くじかれた夏目さんは、不満そうにその形の良い唇くちびるを尖とがらせると、私から藁人形を奪うばい取った。

「私の分も見つけなきゃ帰れませんからね！　一人だけ先に帰っちゃだめですよ！」

「そんなことしないよ……早く見つけて、一いつ緒しよに帰ろ」

　何しろもう真夜中だ。いつまでも神社で人形探しなんてしていられない。

　明日の学校はずる休みしちゃおうかな……なんて思いながら、夏目さんの名前が書かれた藁人形を探して、境内を歩き回った。




　――そうして探し続けること、一時間あまり。

　境内をどれだけ捜そう索さくしても、夏目さんの名前は一向に見つからない。

　最初は触るのに抵てい抗こうがあった藁人形も、今では無感情に手を突っ込んで髪かみの毛をほじくり返すようになっていた。必要に迫せまられると、人間は驚くほど早く順応する生き物らしい。

「あーもう、疲れた……これだけ探してないってことは、ここにはないんじゃないの？」

「白春さんの名前はあったんですから、私のだけないってことはないでしょう。それにまだ、全部の藁人形を調べたわけではありませんよ」

「それはそうだけど……」

　がっくりと項うな垂だれながら、情けなく泣き言を漏もらす。

　ちらりと境内に視線を送って、深くため息をついた。

「探すのはまだいいんだけどさぁ……これ、一生終わらなくない？」

　私が弱気になっている理由。それは目の前に広がる、先ほどより三倍近くまで増えた、境内を埋うめ尽つくすほどの大量の藁人形のせいだった。

　私たちがちょっと目を離した隙すきに、藁人形はどんどん数を増していく。今やどこを見ても藁人形が視界に入るし、手を伸ばせば必ずどれかには届くといった具合だ。心が折れるのも当たり前だった。

「一度探した場所にまで新しく増えられたら、きりがないって……はぁ。もう全部燃やしちゃえば？」

「何を物ぶつ騒そうなことを言ってるんですか。道具もありませんし、神社で火を放つなんてバチが当たってしまいますよ」

「もう充じゆう分ぶん当たってると思う……」

　私がその場で膝ひざを折ると、夏目さんは駄だ々だをこねる子供に手を焼く母親のように一息ついて、こちらへ歩いてきた。

　足を引っ張って申し訳ないとは思うけれど、正直もう、手が痛くて限界だった。ぎちぎちに縛ってある藁人形から紙の札を取り出すのは、それなりに重労働なのだ。

「まあ確かに、このままでは埒らちが明きませんね。何か方法を考えないと」

「ぜひ考えて……私はその間、周りを見張ってるから」

「もう、調子いいんですから……うん？」

　私を見下ろしていた夏目さんが、急に何かに気づいたような声を上げて、私の少し前に座すわり込んだ。地面を指先でなぞったあと、何かを追うように視線を走らせる。

「夏目さん？　どうしたの？」

「……白春さん、ちょっとこれ見てください」

　首を傾かしげながら立ち上がり、しゃがみ込む夏目さんの隣となりに並ぶ。

　夏目さんが指差す場所を見ると、苔むした地面の中に、小さな模様が浮き出ていた。

「……何これ？」

「私の足あし跡あとです。そしてその上から、細長い板のようなもので踏みつけられています……多分これ、一本歯の高下駄です」

　彼女は顔を上げ、まっすぐ私を見て言った。

「――この神社、私たち以外に誰かいますよ」

　その言葉に、身み震ぶるいがした。

　今まで二人きりだと思っていたこの場所に、見知らぬ第三者がずっと隠かくれていたと？

　いつからだ？　いつから私たちは、そいつにつけ回されていた？

「……そういえば、夏目さんさ。お祈りしたとき、自分が何を言ったかって覚えてる？」

「いえ、私は何も言ってません。心の中で自分の〝死〟は願いましたけど、声には出さなかったはずで――ああ、もしかして」

「……そのときだ。私たちのすぐ隣にいたんだ、そいつ。それで、霊域に連れてこられて、すぐに隠れちゃったんだよ」

　目を瞑つぶってたから気づかなかったけど、あのとき私たちの真横で、何かを祈られたんだ。

　憎にくしみの気持ちも抱かず、ただ〝死〟を願うだけで呪われるなんて流石さすがにないだろうと思っていたけれど、これは私たちの願いによる呪いじゃない。ちゃんと私たちに対する害意を持った、何者かの攻こう撃げきだったんだ。

「だとしたら、私たちの目を盗ぬすんで藁人形を足していってたのも、その誰かですかね？」

「だと思う。うわぁ、そう考えるとムカつくな。そいつのせいでこんなに探し回る羽目になったのか……」

「まあまあ。こうして手がかりも見つかったことですから」

　夏目さんはそう言って、地面に刻まれた足跡を写真に収める。つぶさに地面を観察しながら、うっすら残った高下駄の跡あとを追って、ゆっくりと境けい内だいを移動し始めた。

「なんか、怪談師というより猟りよう師しさんみたいだね」

「獲え物ものを捕とらえるという意味では、あながち間ま違ちがってないかもしれません。まさか幽ゆう霊れいの棲家を探すことになるとは思いませんでしたが」

「え、捕まえてどうするの？　多分、夏目さんの家では飼えないよ……？」

「飼いませんよ！　どんな変態ですか、私は！」

　夏目さんが顔だけをこちらに向けて突つっ込んできた。

　自覚がないだけで、結構なレベルの変態ではあると思う。怪かい奇き現象に大興奮してたし。

　教えてあげた方がいいかな……と悩んでいると、夏目さんはまた足元に視線を落として、ぽつぽつと語り出した。

「牛山神社には、きっと数百年分の呪じゆ力りよくが堆たい積せきしているんでしょうね。この女性はそれを利用して参拝客に呪じゆ詛そを送っているのでしょう。私も自分の名前を見つけられなければ、呪いによって命を落とし、この藁人形たちの一つに加えられてしまうのかもしれません」

「待って。なんで幽霊が女性ってわかるの？」

「アキナさんの怪談に出てきたじゃないですか。『頭に蝋燭を刺した女の顔が、じっと私を見つめていたのです』って」

　ああ……そういえば、そんなことを言っていたかも。

　その女が犯人である確たる証しよう拠こはないけど、可能性は限りなく高そうだ。なんたって、頭に蝋燭を刺している。

「それなら幽霊を探すより先に、夏目さんの藁人形を見つけないとじゃない？」

「いえ。藁人形の場所なら、もうおおよその見当はつきました」

　さらっと告げられた言葉に、目を丸くして驚いた。

　いったい、いつの間にそんな糸口を掴つかんだんだろう。

「この幽霊、ずっと姿を見せずに隠れて儀ぎ式しきを行ってるじゃないですか。しかも霊能力者である白春さんの藁人形はすぐに見つけさせて、意図的に霊域から追い出そうとしているように見えました。言ってしまえば、相当臆おく病びような性格だと思うんですよ」

　なるほど。運が良かったのではなく、あれはわざと目の前に置かれていたのか。

　確かに『目の前に出てくればぶっ飛ばせる』とか言っちゃってたもんな……。

　無力な夏目さんを呪のろい殺すのに、私は邪じや魔まな存在だったというわけだ。

「そんな幽霊ですから、この限られた境内で本命を隠す場所といえば……自分が一番安心できる、目の届く場所。つまり棲家の近くに隠そうとするはずです」

「ああ、だから足跡を追ってるのか……本当に猟師さんみたいだね」

「足跡を見た限り、幽霊はある一箇か所しよを拠きよ点てんにして、出たり戻ったりを繰くり返してるようでした。それが――この祠ほこらです」

　夏目さんが顔を上げて立ち止まる。目の前には、赤い玉たま垣がきで縁ふち取どられた境内社があった。

　石段の上に祀まつられた境内社の中に、朽くちた祠が佇たたずんでいる。

　夏目さんはその中にずかずかと足を踏ふみ入れると、祠の周りを入念に調べ始めた。

　祠の裏側に回り、こんもりと盛られた土の中に手を差し入れる。ごそごそと探さぐるように腕の先を動かすと、ニヤリと笑って何かを掴み、勢いよく引き抜いた。

「――藁人形、見ーつけた！」

　土だらけの手を頭上に掲かかげ、嬉しそうにそう宣言する。

　その手の中には、赤い糸が厳重に巻き付いた藁人形が、がっしりと握られていた。

「おお……すごい。まさか本当に見つかるとは」

　石段を下りてくる夏目さんの手元を見つめながら、感かん嘆たんの声を漏らす。

　藁人形からズルズルと紙の札を引っ張り出すと、そこには赤い字で『呪　夏目咏』と書かれていた。

「ふふふ……苦労して見つけた分、感かん慨がいもひとしおですねぇ……」

　その藁人形をまるで大切な宝物のように愛めでながら、夏目さんはポケットをまさぐって、小さく折り畳たたんだビニール袋ぶくろを取り出した。

「いや、ちょっとちょっと。何してるの、夏目さん」

「えっ？　せっかくの記念品なので、うちに持って帰ろうかと……」

「そんな危ないもの持って帰らないでよ……ていうか、それ処分しないと霊域から出られないんじゃないの？」

　私が指し摘てきすると、夏目さんは「ぅえあっ!?」と何語かもわからない謎の言葉を叫んで、悔くやしそうに歯は噛がみした。

「そ、そんな！　持って帰りたいのに、持ってると帰れないなんて！　これがヤマアラシのジレンマというやつですか……！」

「よくわかんないけど、多分違ちがうと思う。それより、ほら。それ貸して。まとめてお祓はらいしちゃうから」

「ううう……残念ですけど、仕方ないですね……」

　悔し涙なみだを浮うかべる夏目さんを呆れた目で見ながら、二つの藁人形を――受け取ろうとして、そのまま地面に落としてしまった。

「白春さん？」

　夏目さんが人形を拾って、不思議そうに私の名前を呼ぶ。

　しかし私の視線は、彼女の後ろにある祠に釘くぎ付づけになっていた。いや……正確に言うと、見ているのは祠のさらに奥おくだ。朽ちた祠の陰かげから、私たちを見つめる黒い二つの眼――

　頬ほおのこけた骸がい骨こつのような女が、祠の屋根に両手を添そえて、私たちを覗のぞき込んでいた。

　白しろ装しよう束ぞくを身に纏まとい、顔には真っ白になるほど白粉おしろいを塗ぬって、爪つめの剥はがれた指からは血が滴したたっている。ボサボサの蓬ほう髪はつを振り乱し、頭には直接蝋ろう燭そくが埋め込まれて、まるで角のようになっていた。

　背筋はほとんど直角に折れ曲がっていて、首や上半身が異様に細長い。

　落ち窪くぼんだ眼がん窩かに嵌はめ込まれた、ガラス玉のように黒光りしている不気味な瞳ひとみが、夏目さんが持っている藁人形に向けられる。ややあって、白装束の女がニタリと笑って言った。

『……ナカッタ……マニ……アワナカッタ……』

　そのしわがれた声で、ようやく夏目さんも女の存在に気がついた。霊域にいるからか、今度はちゃんと声を聞き取ることができたらしい。

「きゃあああっ！　し、白春さぁぁぁん！　なんかすごい見られちゃってますけど……!!」

「見られてるね。夏目さん、私の後ろに。絶対に側から離れないでね」

　一歩前に出て夏目さんを背中に隠すと、警けい戒かい心しんを露あらわにして白装束の女と対たい峙じした。

　女はニタニタと笑いながら、再度薄うす汚よごれた歯を剥むき出しにして口を開く。

『……クル……クル……〝ウシクビサマ〟ガクルゾ……』

　うしくびさま？　何それ……と思っていると、後ろから夏目さんの切せつ迫ぱくした声が届いた。

「白春さん！　いつの間にか丑の刻を過ぎちゃってます……！　多分、時間切れになって呪いの力が発動してしまったのかと……！」

　時間切れ……ああ、『間に合わなかった』とはそういうことか。

　先ほどの、夏目さんの言葉を思い出す。確か強い恨みがあれば、一日でも丑の刻参りの呪いは成就するんだっけ。

　アキナさんの先せん輩ぱいは数日かかったっていうのに、私たちの場合は一時間あまりでこれか。

　そうかそうか。そんなに私たちのことが嫌きらいか。

「……奇き遇ぐうだな。私も大だい嫌きらいだよ。お前たちみたいな迷めい惑わくなやつら」

　私の小さな呟きは、突とつ如じよとして本ほん殿でんの中から響ひびいてきた『ゴボゴボゴボ』という唸うなり声にかき消されてしまった。

「しっ、白春さん！　何か出てきますよ……！」

　怯おびえた声を上げながら、夏目さんが私の服の裾すそを引っ張ってきた。

　ちゃんと危機感とか、怖こわいって感情もあるんだな……と思いながら、夏目さんを庇かばうように数歩前に出る。

　本殿が、そこだけ大おお地じ震しんでも起こっているみたいに、ガタガタと激しく揺ゆれ始めた。

　白装束の女はそれを見ながら、下げ卑びた喜き悦えつに醜みにくく顔を歪ゆがめて『クルゾ……クルゾ……』と何度も呟いている。

　揺れと唸り声は加速度的に激しさを増し、やがて正面の扉とびらが弾はじけるように開かれた。

　そうして中から現れた化け物の姿を見て――夏目さんは、顔を真っ青にして私の背中に飛びついてきた。

「――っ!!　し、白春さん！　逃にげましょう!!」

　あの怖いものが大好きな、夏目さんの声が震えていた。

　それもそのはずだ。生きた人間なら誰だって、あの姿を見れば本能的に命の危険を感じてしまう。それくらい、化け物は異様な見た目をしていた。

　本殿から飛び出してきた化け物。それは、見上げるほど巨きよ大だいな〝牛の首〟だった。

　人間の顔と、牛の顔が混ざったような中ちゆう途と半はん端ぱな造形が、見る者の不安と恐きよう怖ふ心しんを強く掻かき立ててくる。そこにびっしりと生えた黒い毛の一本一本が反り返り、毛虫のように鋭く尖っているのだから、その不気味さは計り知れない。

　角の先は蝋燭のように火が灯ともり、目玉はぎょろりと左右に飛び出している。

『喰くってやる』と言わんばかりに剥き出しになって、ガチガチと打ち鳴らされている巨大な歯を見て、過去に呪われた人たちがどうなったのかは大体察してしまった。

「し、白春さん……！」

「ちょっとだけ下がってて、夏目さん」

　夏目さんも私と同じ想像をしたようで、背中を引っ張る力が強くなっていた。すぐにでも逃げ出したくて堪たまらないのだろう。

　そんな夏目さんの手をやんわりと振ふり解ほどいて、さらに数歩前に出る。

　数メートルほどの距きよ離りまで近付いた巨大な牛の首は、完全に私に狙ねらいを定めて、一気に速度を上げて襲いかかってきた。

「危ないっ!!」

　後ろから夏目さんが声を張り上げる。

『――ヴブオぉオオォオオオオオォオオオォオオオッ!!』

　牛の首が私のすぐ目の前まで迫る。どす黒く濁にごった眼球に嗜し虐ぎやく的な色を乗せて、勢いよく口を開くと、真っ赤な舌が視界いっぱいに広がった。

　巨大な歯が私を噛み殺そうと振り下ろされる――瞬しゆん間かん、鉄を叩たたきつけたような金属音が鳴り響き、牛の首が放物線を描えがいて吹ふき飛んでいった。

「……え？　え、ええっ!?」

　背後から、夏目さんの戸と惑まどう声が聞こえてくる。

　足元には砕くだけた牛の歯が散らばって、その周りに血だまりを作っていた。

「な、何をしたんですか!?」

「……いや、特に何も。あいつ程度じゃ、私には傷一つつけられないってだけ」

　砕けた歯を踏み潰つぶして血だまりの中を通り、地面に伏ふせる牛の首に向かって歩いていく。

　牛は口から大量の血を吐はき出して、恐怖に震えながら私を見つめていた。

　怯えを孕はらんだその視線には見覚えがあった。幼い頃ころから、何度も、何度も晒さらされ続けてきた視線だ。幽霊からも、人間からも。

「――私さ。子供の頃から霊感が強くて、昔からこういうのに襲われることが多かったの。そんな私を見かねて、霊能力者だったおばあちゃんが私のことを引き取って、修しゆ行ぎようをつけてくれたんだ」

　私の母方の家系は、たまにそういう力を持った人間が産まれてくることがあるらしい。

　ただ、母や妹は一般人だ。私と同じ世界が見えている人間は、私の周りにはおばあちゃんしかいなかった。

　母からすれば、私は毎日何かしらの事件を起こしては、幽霊のせいだと言って泣き喚わめく厄やつ介かい者もの。それが真実かどうかもわからず、原因が見えないせいで対策することもできない。

　母が私を疎うとましく感じ、やがて限界を迎むかえて、妹だけは守ろうと半ば無理やりおばあちゃんの家に引き渡わたされたのは、当然のことだったと思う。

「私が自分の力を使いこなせるようになれば、また家族で一緒に暮らせる。仲が良かったあの頃に戻れる――なんて思って、おばあちゃんの下で必死になって修行した。そしたらなんか、めちゃくちゃ強くなっちゃったんだよね」

　偽にせ物ものばかりのこの業界で、おばあちゃんは非常に有能な一流の霊能力者だった。

　そんなおばあちゃんをして〝異い端たんの忌いみ子〟と言わしめた霊れい能のうの才は、望んでもいないのに、大きすぎる力を私に与あたえてくれた。

　ちゃんと制せい御ぎよできるようになるために、地じ獄ごくの日々を過ごしたものだ。

　……そんな力を、ほんの少しだけ解放する。

『――ッヂィアアアァアアアアァアアァアァァアアアァアアアア!!』

　巨大な牛の顔が私を見て恐怖に泣き叫び、全力で暴れ出した。

　きっとこいつの目には、私の方こそが凶きよう悪あくな化け物にでも見えているんだろう。

　こういう光景を見るたびに思う。ああ、やっぱり私は普ふ通つうではいられないんだと。

「……うるさい、なあっ」

　ささくれだった心を鎮しずめるように、憎しみを込めて地面に転がる黒い顔を思いきり踏み潰した。呪いの力と言っても、形を持って私の前に出てきた時点で、その他の有う象ぞう無む象ぞうと変わらない。せめてコソコソ隠れておけば、こうして潰されることもなかっただろうに。

　潰れた牛の顔は、私の足の下で大きく膨ふくれ上がると、恐怖で顔を歪めたまま勢いよく破は裂れつした。血と骨と肉にく片へんが水風船みたいに飛び散って、やがて赤い霧きりになって消えていった。

「……あんたの〝ウシクビサマ〟とやらは消えたけど……まだ、やる？」
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　頬に返り血がついているような気がして、服の袖そでで拭ぬぐいながら、祠の奥を睨みつける。

　白装束の女はびくりと震えると、口をぱくぱく動かして、逃げるように消えていった。

　その瞬間、霊域が解かれて、神社の空気が春の暖かさを取り戻す。

　空を見上げると、そこにあるのは黒い靄ではなく、綺き麗れいな星空だった。

「し、白春さん……？」

　遠えん慮りよがちに声をかけられて、ゆっくりと振り返る。

　少し離れた場所から、夏目さんが両手を震わせて私を見つめていた。

　……ああ、やっぱり怖がらせちゃったかな。

　あんなものが見えているなんて……あんなものからすら、恐おそれられているなんて。

　気持ち悪いと思われても仕方ない。距離を置かれて当然だ。

　やっぱり、こんな化け物は独りでいるべきだったんだ。私と一緒にいたがる人なんて、どうせどこにもいないんだから。

　そう、それが普通の反応だ。ずっとそう思って生きてきたはずだった。

「わ、藁人形が消えちゃいましたぁ！　私の怪談収集の成果がーっ！」

　――だけど、夏目さんは普通じゃなかった。

　藁人形を失ったショックで震える両手を固く握にぎり締しめて、そのまま力なく頽くずおれる。

　私を怖がるどころか、霊域から出ると同時に消えていった呪いの藁人形を惜おしんで、わけのわからない悔し涙を流していた。

　そんな姿を見て――不安に感じていたことが馬鹿らしくなって、思わず笑ってしまった。

　怪談のためならどんなことでもやりそうなこの人が、ちょっと怖い思いをしたからって、私を気持ち悪がって突き放はなそうとするわけがない。むしろ……。

「白春さん、もう一回！　もう一回だけお祈いのりしてみましょう！　また藁人形がボコボコ湧いてくるかもしれません！」

　――むしろ、余計に夢中になるに決まってる。夏目さんの前でなら、私は本当の自分を曝さらけ出すことが許される。何も不安に思う必要なんてないのだ。

　だって彼女は私と同じ。こんなにも普通じゃないんだから。

「もう丑の刻は終わったよ。また違う日に来ればいいじゃん。それより、ほら。帰ろ」

「そんなぁ！　……え？　違う日って？」

　夏目さんが悲ひ愴そうな嘆なげきを響かせたあと、すぐにきょとんと呆ほうけた表情を浮かべた。

　……怪談師見習いの、サポート役か。

　彼女のために、最さい恐きようの怪談を集める。どんな色になるのかはわからないけれど、それも考えようによっては、青春の一つの形なのかもしれない。

　そんなことを思いながら参道を歩き、出入り口に続く階段を下りていく。

「早く来なよ。置いてっちゃうよ」

「あっ、待ってくださいよ！」

　夏目さんが小走りでついてきて、私の左ひだり隣どなりに並んだ。

　それがなんだかやけにしっくり来て、自然と口元が緩ゆるんでしまう。

　にやけているのがバレないように、夏目さんから顔を背そむけて後ろを向いた。

「……うわっ」

　たまたま視線を向けた先に、大量の髪の毛が絡みついた赤い境内社があった。

　蜘蛛くもの巣のように張り巡めぐらされた髪の毛からは、ポタポタと血が滴り落ちている。

　行き場を失った呪いが、あの白装束の女に返ったのだろうか。

「白春さん？　どうしたんですか？」

　夏目さんには見えていないようだった。不思議そうな顔で、私と赤い社を見比べている。

　……これ、伝えたらまた長くなるだろうな。

「ううん、何でもない。帰ろ」

　そう言ってまた帰路に就ついた。お店に帰ったら、今見たことを話してやろう。

　夏目さんの悔しがる顔を思おもい浮かべながら、薄うすく笑って口を開く。

「怪談、期待してるからね」

　綺麗な横顔を見上げて言うと、彼女は一瞬大きく目を見開いてから、これまでで一番の笑え顔がおを見せた。

「はい！　楽しみにしていてください！」

　自信に満ちたその声を聞いて、私も密ひそかな充じゆう足そく感を得ていることに気がついた。

　――大嫌いだった個性や欠点が、誰かの役に立つこともある。

　満天の星々の下、深夜の神社を二人で歩きながら、少しでも夏目さんの怪談の役に立てていたらいいな、と思った。




　次の日の夜、私は再度『スリラー・キャット』を訪おとずれていた。相変わらず電柱の陰から血ち塗まみれの女がこちらを覗いているし、赤と青の日本人形は今にも動き出しそうだ。

　黒くろ塗ぬりの重たい扉を開けると、ホラーテイストのＢＧＭが耳に飛び込こんできた。

「白春さん！　お待ちしてました！」

　店の奥から、着物姿の夏目さんが嬉うれしそうに駆かけ寄ってくる。よく懐なついた犬みたいだ。

「お邪魔します。……まさかこんなにすぐ呼ばれるとは思わなかったよ」

　先日と同じカウンター席に座って、夏目さんからおしぼりを受け取る。

　今朝、学校でいきなり「今夜また家に来てください」と言われたときは驚いたものだ。

　二回目の呼び出しに、クラスメイトたちからの視線が痛かった。別に悪いことをしてるわけでもないのに、何となく居い心ごこ地ちが悪く感じてしまうのは、私が小心者だからだろうか。

「いらっしゃい。よく来てくれたね」

「こんばんは、妖二さん。すみません。何度もお邪魔して」

　カウンターの奥でグラスを磨みがいていた妖二さんに挨あい拶さつをする。

　そういえばこの人、有名人なんだよな……と思うと、なんだか少し緊きん張ちようしてしまう。

「いやいや、白春さんならいつでも大だい歓かん迎げいだよ。今日は何を飲む？」

「なんでも大だい丈じよう夫ぶ……あ、いえ。オレンジジュース、いいですか？」

「もちろん」

　あの爽さわやかな後味が妙みように癖くせになって、またオレンジジュースを頼たのんでしまった。

　妖二さんは朗ほがらかに微笑ほほえんで、オレンジジュースを注いだグラスを差し出してくれる。

「咏の手伝いをしてくれたんだってね。あの子が迷惑をかけなかったかい？」

「そういうのは、私のいないところで訊きいてくれます!?」

　心配そうに尋たずねてきた妖二さんの言葉を遮さえぎって、夏目さんが割わり込んでくる。

　今日は人も少なくて、割と手が空いているようだった。

「ほら、私は白春さんと大事な話がありますから、お父さんは仕事してきてください」

　しっしっと手を振って、妖二さんをカウンターから乱暴に追い出す。

　妖二さんは「ゆっくりしていってね」と言い残して、スタッフルームに消えていった。

「そんな無理やり追い出さなくても。もしかして今夜は妖二さんが怪談ライブをするの？」

「…………むぅ」

「……？　夏目さん？」

　なんか変な声が聞こえてきたので振り返る。

　カウンターの奥から、夏目さんが不満げに目を細めて私を見つめていた。

「えーっと……何かな？」

「いえ。お父さんのことは名前で呼ぶんだなーって思って。随ずい分ぶんと仲が良さそうでしたね」

「はあ？」

　夏目さんが怒おこっている理由がわからず、首を傾げてしまう。

　名前で呼んでくれと言われたから呼んでいるだけで、別に他意はないのだが。

「最初に会ったときに、夏目さんと被かぶるから名前で呼んでくれって言われたんだよ」

「……なら、私を名前で呼べばいいんじゃないですか？」

「は？　……ああ、やきもち焼いてるってこと？」

「んなっ……！　ち、違いますよ！」

　夏目さんが顔を真っ赤にして否定してくる。なんてわかりやすいのだろう。

　名前くらいで大おお袈げ裟さな、とは思わなくもないが、なんだか可愛かわいいので良しとしよう。

「じゃあ……咏。これでいい？」

「そ、そんなあっさり……！　もう、白春さんはデリカシーの欠片かけらもないですね！」

　ぷんすかと怒おこり始める夏目さん――咏だが、その口元が僅わずかににやけているのは気のせいだろうか。

「私のことは名前で呼んでくれないんだ？」

「ぅええっ!?　え、えっと……その……」

　咏はしどろもどろになりながら両手の人差し指をつんつんと突き合わせて、視線を左右に泳がせる。何をそんなに照れることがあるのか知らないが、面おも白しろいので黙だまって見ておく。

「……ぅぅ……あ……青……さん……」

　ぎりぎり聞き取れるかどうか、くらいのか細い声で、私の名前が囁ささやかれた。

　名前で呼ばれるのも、仲が深まったような感じがして、まあ、悪くはない。

　歪む口元を見られないように、オレンジジュースの入ったグラスを持ち上げて隠した。

　ああ、顔が熱い。

「あー……呼び捨てでいいよ。それで、今夜はどうして呼ばれたの？」

　冷えたグラスを頬に当てながら尋ねると、あたふたしていた咏がキッと真面目な顔になって、ぱんぱんと顔を叩いた。

　咏の顔はまだ赤いが、照明のせいかもしれない。多分私もそうだ。

「昨夜の怪かい談だんを練習したので聴きいてもらいたかったのと……返事を、聞こうと思いまして」

「返事？　ああ……」

「今後、私の怪談収集に協力してくれるのかについてです」

　咏の目が不安そうに下を向く。カウンターの上に置かれた茶色いコースターの縁ふちを指でなぞりながら、ちらちらとこちらの様子を窺うかがってくる。

　私は昨夜の神社での出来事を順番に思い出しながら、どう答えたものかと思案していた。

「……私は昨日、すごく楽しかったです。初めて本物の幽霊を見ることができましたし、青さん……ぁ……あ、青とじゃないとできない経験を、たくさん積むことができました」

　黙ったままの私を見かねてか、咏がぽつぽつと喋しやべり出した。

　名前の呼び方は、まだぎこちない。

「昨夜も言いましたけど、私はまだ信じてますよ。……青が、私の運命の人だって」

「いや……だから言い方」

　オレンジジュースをぐいっと口元に押おし当てて、飲むふりをする。

　名前くらいで恥はずかしがるくせに、変なところでロマンチストというか、乙おと女めチックというか……。天然って怖いな。

「私から言いたいことは、昨日すべて伝えました。あとは青に任せます」

　咏の手がぎゅっと握りしめられた。よく見ると、親指の先が小さく震ふるえている。

　浅い呼吸を数回繰り返したあと、私を見つめながら言った。

「――青。私が怪談師になるのを、どうか手伝ってくれませんか？」

　言い切って、薄い唇を固く引き結ぶ。震える指先が白くなっていた。緊張しているのがありありと伝わってくる。

　こんなに真しん剣けんに、こんなに強い想おもいで、誰だれかに求められたのは初めてだった。

　……私の答えは、もう決まっている。

「私さ……昨日の夜、怪談師の生の怪談を初めて聴いて、結構本気で感動したんだよね」

　なんの話だろうと、咏が眉まゆ根ねを寄せる。

　世界が広がった気がした、あの怪談ライブ。あれはきっと、気のせいじゃなかったんだ。

「これまで私が見てきた世界を、咏があんな風に、かっこよく怪談にしてくれるなら……一緒に怪かい談だん噺ばなしを集めるのも、まあ悪くはないかな」
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　そう言って、またグラスで表情を隠した。

　自分が素す直なおじゃないことはわかっているけれど、今はこれが精せい一いつ杯ぱい。

　いつか、咏にちゃんと言えたらいいな。私を誘さそってくれて、ありがとう、って。

「あ……」

「あ……？」

「青さぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

「うわぁ!?　ちょっと、ジュース溢こぼれるから！」

　カウンターから身を乗り出して、咏が私に抱だきついてきた。

　頭を胸むな元もとに抱き寄せられて、慌あわてて手に持っていたグラスをカウンターに置く。

　こんな高級そうな着物にぶっかけでもしたら……と考えると、心臓が止まりそうだ。

「ぅぅぅ……よかったですぅ……！」

　涙をぽろぽろ零こぼしながら、咏が私の頭をぎゅっと自分の胸に押し付けた。こちらの気持ちなど知ったことかと、彼かの女じよの方の心臓はバクバク動きまくっている。

「ほらほら、泣かないでよ。昨日の怪談を聴かせてくれるんでしょ」

　赤あかん坊ぼうをあやすように背中をぽんぽん叩いてやると、咏は私の頭に顎あごを乗せて、しばらく腕うでに力を込めてから、ようやくゆっくり解放してくれた。

　濡ぬれた目め尻じりを拭ぬぐって、いつもの、花が咲さいたような笑顔を見せる。

「任せてください！　背筋も凍こおる、私の渾こん身しんのオリジナル怪談、披ひ露ろうしてみせます！」

　自分の胸をドンと叩いて、自信満々にそう宣言した。

　火ほ照てった体を冷ましてくれるのを期待して、私は今夜も咏の怪談に耳を傾かたむけるのだった。




「――ずしーん！　ずしーん！　ウシクビサマが少女に襲おそい掛かかります！　ばちこーん！　少女がウシクビサマを弾はじき返しました！　飛んでいく、飛んでいく！　ウシクビサマが飛んでいくぅ！　少女が勝利を確信して歩き始めました！　このまま決着となるのかー!!」

　数分後、私は頭を抱かかえていた。……なんでだ。なんでなんだ、咏……。

　どうしてあの経験が、そんなプロレスの実じつ況きようみたいな、冷気の欠片も感じさせない熱々のデスマッチになるんだ……っ！

　もしかしてこの怪談収集は、咏が一人前の怪談師になれるまで続くのだろうか。

　だとしたら……先は非常に長そうである。









第二章　クマとハサミは使いよう







　四月も折り返しを過ぎて久しい、ある日の午後。

　昼休みのチャイムが鳴った教室は、一気に騒さわがしさのピークを迎えていた。

　購こう買ばいに向かって駆け出す運動部の男子生徒。陣じん取とりゲームのように俊しゆん敏びんに机を動かす女子たち。職員室に逃げる先生。廊ろう下かから聞こえてくる阿あ鼻び叫きよう喚かんの声。四階だというのに、外から窓ガラスを叩き続ける謎なぞの八本指の手。そわそわした様子で、自席からこちらの動向を窺う女子生徒、咏うた。

　私はいつものようにそれらすべてに無関心を貫つらぬきながら、鞄かばんからビニール袋を引っ張り出して、朝のうちに購買で買っておいたサンドイッチを取り出した。くしゃくしゃのラップに包まれたそれは、教科書の重みでぺちゃんこに潰れていたが、食べられないわけではないので問題ない。

「あ……しまった……」

　ラップに貼はられたテープを剥がしたところで、飲み物を買っていないことに気がついた。

　午前に体育があったこともあって、少し喉のどが渇かわいている。このまま昼食に挑いどむのはいささか無む謀ぼうが過ぎるかもしれない。

　仕方ない、買いに行くか……と腰こしを上げようとして、すぐ隣となりに人の気配を感じた。

「青あお！　お昼、一いつ緒しよに食べに行きませんか？」

　親しげに声をかけてきたのは、クラス一の美人で、クラス一とっつきにくいと評判のはずの女子生徒、夏なつ目め咏だった。

　うさぎのキャラクターが描かれた、手て提さげ付きの可愛らしいお弁当袋を両手で胸の前に抱えて、恥ずかしそうにはにかんでいる。これのどこがとっつきにくいんだか。

　――最近、学校でも咏がよく話しかけてくるようになった。

　てっきり怪談の話をするときだけ、彼女の家が営業している怪談ＢＡＲで集まるものかと思っていたのだけれど、私が考えていた以上に咏は人との会話に飢うえていたらしい。

　勇気を出して声をかけてみましたよ、褒ほめてください！　みたいなオーラを出してくる咏を見上げながら、私は小さく息を吐いた。

「……私、教室以外で食べるの、あんまり好きじゃないから」

　にこやかだった咏の顔が、ピキィッと音を立てて凍りついた。

　この学校はとても不便で、部活動でもしていない限り、空き教室は使用禁止のルールだ。食堂などのフリースペースは自由に使えるが、そういう人が多い場所だと、遠巻きにじろじろ見てくる人がいるのであまり得意ではない。そして外で食べていると、必ずと言っていいほど何かしらの幽霊がちょっかいをかけてきて、落ち着いて食事できないのだ。

　結果として、教室の自分の席が安定、ということになる。

「え、えっと……」

　咏が困った様子で、おろおろと周囲を見み渡わたす。

　この場合、たとえば結ゆい花かなら、「そっかー」と一も二もなく頷うなずいて、近くの席の人に声をかけ、壮そう絶ぜつなネゴシエーションの末に昼休みの間の座席使用権を得るだろう。

　だけど私や咏みたいな人種は、そんな高度なコミュニケーションなど想定して日常生活を送ってきていない。初級の教科書に載のっていない会話はできないのだ。

　要は、自分から誰かに声をかけるのが死ぬほど苦手ということである。それが頼みごとであればなおのこと。

　咏は縋すがるように私を見下ろしてくる。放っておけばすぐにでも泣き出してしまいそうだ。

　……仕方ない。咏の気持ちはわかるし、それに飲み物も買いに行かないといけないし。

「あー……わかった。一緒にどこか行こっか」

　潰れたサンドイッチをビニール袋に入れ直して席を立った。

　咏が嬉しそうに顔を輝かがやかせて、腕に飛びついてくる。

「行きましょう、行きましょう！　どこがいいですか？　私はどこでも大丈夫ですよ！」

　わかりやすくテンションを上げる咏の姿に、クラスメイトたちが目を丸くしているのが見えた。みんな、彼女のこんな顔を見るのは初めてなのだろう。

　むず痒がゆい羞しゆう恥ち心しんと、ほんの僅かな優ゆう越えつ感かんが、私の胸中でせめぎ合っていた。




　食堂まで移動してきた私たちは、窓まど際ぎわの、光がよく差し込む席に腰を落ち着けた。

　ものの数分で卵サンドを食べ終えた私に、咏が丸テーブルの向こうから声をかけてくる。

「青、お昼それだけですか？　それで足ります？」

　野菜ジュースを飲みながら頷くと、咏は信じられないといった様子でかぶりを振った。

「主食だけじゃなくて、お肉やお野菜も食べないとだめですよ。育そだち盛ざかりなんですから」

「卵なら食べたし、今も野菜ジュース飲んでるじゃん」

「その卵サンド、ほとんど脂し質しつと糖質ですよ。食べる前に栄養成分表示とか見てますか？」

　えっ。そうなの？　卵が使われてればなんでも健康にいいもんだと思ってたけど。

　目を見開いて固まっていると、咏が呆あきれたように苦言を呈ていしてくる。

「商品によって栄養価が異なるのは当たり前じゃないですか……青、ＰＦＣバランスとかちゃんと考えてます？」

「も、もちろん。馬鹿にしないでよ。それくらい考えてるって」

「……ちなみに、ＰＦＣとは何のことでしょう？」

「……ぱ……ぺっ……別にさぁ、なんでもよくない？」

　咏の追及から逃のがれるように、ストローを咥くわえて顔を背けた。

　テーブルの上に身を乗り出していた咏は、私の不ふ貞て腐くされた態度にスッと目を細める。

「……ずっと思ってましたけど、青って食生活、かなり杜ず撰さんですよね。ひどいってレベルじゃないです。家でちゃんとしたもの食べてますか？」

　咏の責めるような物言いが、後ろめたさを煽あおる。というかしれっと『ずっと思ってた』とか言ってるけど、入学してからずっと私が食べるものを監かん視しでもしていたのだろうか。

「生きてはいけてるんだし、食べてるんじゃない？」

「本当ですか？　むぅ、心配ですね……」

　同級生に私生活の心配をされるとは、なんて情けない。

　最近気づいたけれど、咏はかなりの心しん配ぱい性しようだ。年の離はなれた妹がいるせいか、何かと私の世話を焼きたがる。……いや、だけど結花も似たようなものなので、もしかしたら本当に私の私生活が崩ほう壊かいしてるだけなのかもしれない。今のところ、確率は半々だ。

　咏は椎しい茸たけの煮に物ものを口に運んで咀そ嚼しやくしながら、じーっとこちらを見つめてくる。

　そんな彼女の視線を素知らぬ顔でやり過ごして、パックに刺ささったストローを吸った。

「あ、そうだ」

　咏の目がきらりと光る。どうせ碌ろくでもないことを思いついたに違いない。

　ベーコンのアスパラ巻きを箸はしでつまむと、私に向かって差し出してきた。

「はい、青。あーんしてください」

　ほらね。やっぱり碌でもない。おおかた、この前結花がやってたのを思い出して、自分も同じことをしてみたいとか思ったんだろう。

「いや、やらないから」

「ええー。花はな咲さきさんとはしてたじゃないですか」

「なんでそんなとこ見てんの……ていうか、そのときも断ったし」

　顔を背けるが、アスパラ巻きはしつこく眼前に食い下がってくる。

「このアスパラ巻き、自信作なんですよ。ほらほら、一口どうですか？」

「うっさい。いらないってば。こんな場所でそんなことしない」

　腕を押し退のけると、咏は諦あきらめたようにため息をついて、そのまま自分の口に放ほうり込んだ。

　意識しないように努めていたが、咏にこんなことをされてしまうと、流石さすがに周囲の視線が気になった。ただでさえ食堂は人が多いのに、あの夏目咏と一緒ということもあって、席の周りにはそこそこの人ひと集だかりができている。

　好こう奇きの目に晒されるストレスで、ストローの飲み口は歯形でいっぱいになっていた。

「はぁ……どこかにゆっくり食事ができる場所はないかなぁ……」

「部活とかやりますか？　申しん請せいすれば空き教室を使えますよ」

「やるわけないでしょ」

「ですよねー」

　耳じ目もくを集めている本人は、周囲の視線など意にも介かいしていないようだ。なおざりに返事をして、ミートボールと一緒に白米を口いっぱいに頬ほお張ばっている。

　咏は細いわりにかなりの健けん啖たん家かだ。そのスタイルの良い体のどこに栄養が詰つまっているのかは知らないが、美味おいしそうによく食べる。

　ストローを噛かみながら咏が食べ終わるのを待っていると、聞き慣れた声が人集りの中から聞こえてきた。

「わっ。なんでこんなに人がいるのかと思ったら、青だったんだ」

「あ、結花」

　声をかけてきたのは、中学からの友人でクラスの人気者、花咲結花だった。

　彼女が近づいてくるのを見て、咏の顔からスンッと表情が消える。

「夏目さんもこんにちは。最近二人、仲良いねぇ」

「どうも」

　久しぶりに聞いた、咏の冷たい声。

　結花なら別に突つき放す必要もないとは思うが、まあ私が口を挟はさむことでもない。

　塩対応にもめげないで、結花は笑顔で空いている席に腰を下ろした。

　こうやって自然と輪の中に交ざれるメンタルは、どこを探せば手に入るものなんだろう。

　結花が同席して咏が居心地悪そうにしていたので、私から率そつ先せんして話題を振る。

「どうしたの、結花。何か用？」

「えー、用がなくても声くらいかけさせてよぉ……まあ、でも今回はそう。この間話した、あの宿題ついて」

「……？　あ、あれか……」

　結花が一いつ瞬しゆんだけ咏の方に視線を向けてから、あの、の部分を若じやつ干かん強調してそう言った。

　先日聞いた、幽ゆう霊れいの被ひ害がいに遭あっている友人から相談を受けた、というやつか。声をかけてきたということは、何か進展があったのだろうか。

　咏は特に表情を変えず、黙もく々もくと白米を口に運んでいる。

　だが、彼女は私が霊れい能のう力りよく者しやであることも、この前結花から除じよ霊れいの件で打だ診しんを受けていたことも把は握あくしている。今のやり取りだけでも、感づくには充じゆう分ぶんだったはずだ。

「悪いんだけど、放課後にちょっとだけ時間もらえる？　わからない問題があるから教えてほしくて」

　結花はあくまで宿題のていで話を切り出してきた。

　気を遣つかわせてしまって申し訳ないが、おそらく咏は既すでに察しているだろう。

「わかった。帰りに声かける」

「ありがとう！　それじゃ、よろしくね」

　にこやかにお礼を言うと、結花はすぐ席を立った。

　あからさまに咏に歓かん迎げいされていないので、あまり長居するべきではないと思ったのか。

　こちらに小さく手を振ると、人混みを真っ二つに切り裂さいて悠ゆう々ゆうと食堂をあとにした。

「……というわけで、私はちょっと、放課後に用ができたから」

「はい、わかりました」

　咏が最後の一口の卵焼きを胃におさめて、満腹の余よ韻いんに浸ひたるように、深く息を吐いた。

　私も野菜ジュースを飲み干して、空になったパックをゴミ箱に放り込むと、咏と一緒に教室へ戻もどった。




「結花。ごめん、お待たせ」

　放課後、人もまばらになった教室を出て、廊下でスマホをいじって待っていた結花に声をかけた。結花の愛あい嬌きようたっぷりの顔がこちらを向く。

「青、付き合ってくれてありがとね！　それじゃあ行こっ……か……？」

　人好きのする明るい笑顔は、私とその背後に佇たたずむ咏の姿を見て、みるみるうちに萎しぼんでいった。

　気まずい空気の中、結花が困ったように苦笑いを浮うかべて口を開く。

「えーっと……夏目さん？　どうしたの？」

「……あのさ、結花。咏……じゃない。夏目さんも一緒じゃだめかな？」

「ええっ!?」

　咏が返事をするより先に、私からおそるおそる尋ねてみた。

　本当は一人で来るつもりだったのだけれど、放課後になるとすぐに咏が私の席にやってきて、当たり前みたいな顔をしてついてこようとするのだ。

　昼休みの「わかりました」は何だったのか。「ついてきて」とも「予定空けておいてね」とも、私は言った覚えはないのだが。

　幽霊に関することなのだから自分も一緒に行くと言って聞かず、いつまでも結花を待たせるわけにもいかないので、仕方なくここまで連れてきたというわけだ。

「えっと、一応友達に訊いてみるね。でも、その……青は大丈夫？」

「ああ、うん。大丈夫。咏は私のこと知ってるから」

「ええ!?　そうだったの!?」

　結花が口に手を当てて驚きよう愕がくする。

　ちょっと前まではずっと結花しか知らない秘密だったので、驚おどろくのも無理はない。

「ええー……青、早く言ってよぉ……ごめんね夏目さん。お昼休み、私感じ悪かったよね」

「いえ、気にしないでください」

　結花が両手を合わせて咏に謝罪する。別に結花のせいではないのだが、彼女からすれば咏に対して嘘うそをついていたようにも感じるのだろう。

　実際は私のために気を遣ってくれていただけなのだが……あれ、じゃあ悪いのは私か。申し訳ない。

「あっ、返信きた。……うん、夏目さんも一緒で大丈夫だって」

　結花がスマホを見ながら嬉しそうに言った。

　なんだかんだで、結花も咏と仲良くなるきっかけが欲ほしかったのかもしれない。結花の言葉に咏もほっとしていた。

「美術室で待っててもらってるから、行こっか！」

「なんで美術室なの？」

「私が美術部員だからだよ。今日は休みだけどねっ」

　スキップ一歩手前くらいの軽かろやかさで、結花が先を歩き出す。

　……結花が美術部員だったなんて知らなかった。まだ仮入部期間も終わってないのに、熱心なことだ。

　私と咏は、浮かれた足取りの結花の後ろを、横並びになってついていった。




　うちの学校の美術室はかなり広い。長机を二つくっつけたくらいのサイズの作業台が、教室の前と後ろに三つずつ、合計六つ置かれている。前後の作業台の間にはゆとりのある隙すき間まが空いていて、デッサンなどをするときは、そこにモデルを置ける作りになっていた。

　そんな作業台のうちの一つを、四人の女子生徒が囲んで座すわっている。

　私から見て、左側に咏。対面に結花。

　そして斜ななめ向かいに、ストロベリーブロンドの髪かみを輝かせる、背の小さな女子。肩かたの下あたりで二つに束ねられた長い髪は、まだあどけなさの残る小さな女の子のようだった。

「紹しよ介うかいするね。こちら、隣のクラスの桃もも屋や敷しき杏あん子ずちゃん。こっちの二人は、同じクラスの友達で、白しろ春はる青と、夏目咏さん。みんな、よろしくね」

　それぞれに手を差し向けて紹介してくれる結花。普ふ段だんからこういう橋はし渡わたし的なことをよくしているのか、随分と手慣れた様子だった。

　桃屋敷杏子さんか。モモとあんず。なんというか、外見も相まってすごく瑞みず々みずしさを感じる名前だ。

　軽く頭を下げると、桃屋敷さんは興きよう味み津しん々しんと言わんばかりに身を乗り出して、私の顔を無ぶ遠えん慮りよに熟視してきた。

「おー、あんたが青さん？　結花からよう話聞いとるよ。幽霊見えはる言うからどんな子かなぁ思うとったんやけど、なんやえらい可愛らしい子やなぁ」

　おっと、なんか思ってた感じと違ちがうぞ？

　もっと楚そ々そとした、いたいけな少女のような子かと思っていたのだけど、やたら早口で、こてこての関西芸人みたいな話し方だった。

　やっぱり人を見た目で判断してはいけないな。

「杏子ちゃん、高校入学に合わせて、今年の春にこっちに引っ越こして来たんだって」

「あ、ああ……そうなんだ」

　ぐいっと顔を突き出して私を見つめる彼女の視線の圧に、つい体を仰のけ反ぞらせてしまう。

「えっと……結花から聞いた話だと、桃屋敷さんから何か相談があるとか……？」

「杏子でかまへんよ。うちも青って呼ぶな。あんな、うち桃屋敷って名字むっちゃ嫌きらいやねん。無む駄だに画数多いし、可愛げもなくて、あんま人の呼び方って感じもせえへんやろ？　別に家に桃ももの木があるわけでもないのになぁ。ほんまけったいな名前やわ。青の名前はええよなぁ。白春って可愛らしいやろ。響ひびきも綺き麗れいで羨うらやましいわぁ」

　……すっごい喋るな、この女！

　口から先に生まれたというやつだろうか。息もつかせぬ怒ど涛とうのお喋りに、人付き合いの経験が乏とぼしい私の脳はショート寸前だ。

「ほいで、こっちの子はどないしたん？　なんやいきなり人増える言うからどんな子が来るんかなって思うててんけど、あんたも霊れい感かんあるん？」

　杏子が作業台の上に乗り出していた体を戻して、顎で咏を指し示す。

　咏は氷のように固まった笑顔を貼り付けて、身じろぎひとつせず傍ぼう観かん者しやに徹てつしていた。

「霊感があるわけではないんだけど……私の除霊を手伝ってくれる人、みたいな感じかな。オカルトとか、怪かい奇き現象とかにも詳くわしいから、頼たよりになると思うよ」

「ふーん……まあ冷やかしとかじゃないならええわ。よろしゅうな、夏目さん」

「はい、よろしくお願いします」

　咏がよそよそしく頭を下げる。

　杏子の興味はすぐに咏から外れたみたいで、また私に話題が回ってきた。結花のやつ、普段この子に何を吹ふき込んでるんだ。

「青は昔から霊感あるん？　結花が青に助けられた言うとったけど、いつから除霊とかできるようになった？　あ、安心してな。結花からは誰にも言わんよう口止めされてるから。せやけどもったいないなぁ。自じ慢まんしたったらええのに。やっぱこういうのって周りに言うたらあかんもんなん？」

「え、えーっと……」

　私の頭の回転より、杏子の口の回りの方が数段速い。私がなんて答えようか考えている間に、もう二つ先の話題に移っている。

「ねえ、杏子ちゃん。今日は相談があるんでしょ？　何があったのか気になるなぁ」

　見かねた結花が助け舟ぶねを出してくれた。

　アイコンタクトで謝辞を伝えると、あざと可愛いウインクを返される。

「あ、そやな！　ほな、詳しく話させてもらうな」

　杏子が咳せき払ばらいをして、ポケットからスマホを取り出した。

　何度か操作すると、一枚の写真を開いて作業台の上に置く。

「これ、うちの部屋なんやけどな。ちょっとこれ見て」

　杏子の言葉に、私と咏は顔を突き出してスマホを覗のぞき込んだ。

　可愛らしい、普ふ通つうの女の子の部屋……というには、その写真はいささか荒あれすぎていた。

　木製の棚たなやローテーブルには鋭するどい切れ目がつき、ピンク色のカーテンはボロボロに裂けている。服は散乱し、ノートの切れ端はしと思おぼしき紙切れがカーペットの上に散らばっていた。

「これは……ひどいですね」

「せやろ？　一応言うとくけど、うちがやったんやないで。うち、結構綺き麗れい好ずきやねん」

　咏の言葉に、杏子がスマホをしまいながら答える。

「杏子がやったんじゃないなら……この惨さん状じようはいったい何があったの？」

　尋ねると、杏子はちらっと美術室の扉とびらに視線を送る。

　誰も来ていないことを確かめてから、おもむろに口を開いた。

「あんな……〝ひとりかくれんぼ〟って知ってるか？」

「――もちろんですぅ！」

　杏子が発した言葉に、いきなり咏のテンションが爆ばく上あがりした。ぎょっとして隣を見ると、咏は両手の五指を重ね合わせて、高こう揚ようした顔で杏子を見つめている。こわぁ……。

　私の視線に気づいた咏が、何を勘かん違ちがいしたのか勝手にひとりかくれんぼについての解説をし始めた。別に「何それ？」という意図で見ていたわけではないのだが。

「ひとりかくれんぼ！　降こう霊れい術じゆつの一種ですね。もともとは関西や四国などでよく知られていたらしいのですが、インターネット……特に匿とく名めい掲けい示じ板ばんなどの普ふ及きゆうにより、爆ばく発はつ的てきに全国に広まった有名なオカルト話の一つです。既にひとりかくれんぼの名めい称しようが世に出て久しいですが、今でもたまに話題に上がる、人気な怪談噺のテーマでもありますね！」

　こっちの女も負けず劣おとらずよく喋るなあ、おい。

　立て板に水といった様子で話し続ける咏を見て、結花が目を見開いていた。

　教室で見せる、クールで近寄りがたい雰ふん囲い気きとのギャップがあまりに激しすぎたようで、どういうことかと私に視線を送ってくる。どうもこうも、咏は元からこういう変なやつだというだけだ。肩をすくめて結花からの追つい及きゆうの視線をやり過ごす。

「夏目さん言うたっけ？　あんた、ほんまにこういうの詳しいんやなぁ。びっくりしたわ」

「いえいえ。それで、ひとりかくれんぼがどうしたんですか？」

「ああ、そや。実はうちな、普段Ｍｙ Ｔｕｂｅって動画サイトで配信者やってんねん。このチャンネルなんやけど」

　再びポケットからスマホを取り出して、こちらに差し出してくる。

　スマホの画面には、黒いマスクをつけて楽しそうに雑談をしている杏子の姿があった。

「私もこのチャンネルの動画はよく見てて、それがきっかけで杏子ちゃんと知り合ったんだ。まさか本人がこんなに身近にいるなんて思わなかったから驚いちゃった」

「結花は最近ライブ配信にもよう来てくれてるな。あんま本名のアカウントでコメントとかせん方がええで」

「ええっ!?　ば、ばれてたの!?」

　結花が恥ずかしそうに両手で顔を覆おおった。何か見られるとまずいコメントでも残していたのだろうか。

「ほんでな。普段は雑談とかがメインなんやけど、たまには何かおもろいことやってみるかー思うて、企き画かくを募ぼ集しゆうしてん。その中にひとりかくれんぼがあって、おもろそうやからって実際にやってみたんよ。そしたらなんか……おかしなことが色々起こってな」

「……ちなみに、そのときの動画ってまだ残ってますか？」

「いや、なぜかアーカイブから消されてたわ。配信中にカメラが壊こわれて、ＰＣまで落ちてな。配信も途と中ちゆうで勝手に切れたし、動画の元データも残ってない。もしかしたら録画してた視し聴ちよう者しやがおるかもわからんけど、わざわざ連れん絡らくとって送ってもらうのもどうやろ思て」

　普段動画サイトなんて見ないし、あまりこういった話題には詳しくない。配信がどうとか、アーカイブがどうとか言われても、どういう意味なのかよくわからなかった。

　要は、ひとりかくれんぼという降霊術を試ためしていたら本当に幽霊に取り憑つかれて、怪奇現象が起きるようになったということか。

　雑談を続けるスマホ画面に目を落としながら、杏子に向かって問いかける。

「さっきの荒れた部屋は、その〝ひとりかくれんぼ〟ってやつのせいなの？」

「せやねん。配信した日から毎晩、うちが寝ねてる間にぬいぐるみが暴れてるみたいなんよ」

「ぬいぐるみ？」

　唐とう突とつに出てきた単語に首を傾かしげる。咏に視線を送ると、意図を察して説明してくれた。

「ひとりかくれんぼは、ぬいぐるみを使って行うんですよ。手順としては、まず手足があるぬいぐるみを用意して中の綿を取り出し、自分の爪つめと生米を入れます。裂け目めを赤い糸で縫ぬい付けたら、余った糸をぐるぐるとぬいぐるみに巻き付けていきます」

「あ、うちは髪の毛け入れたで。ネイルしたてやったから爪切るの嫌いややってん。見てこれ、可愛かわいいやろ」

「その後、ぬいぐるみに『最初の鬼おには夏目咏だから』というように、自分の名前で三回宣言をして、お風ふ呂ろ場ばの浴よく槽そうや風ふ呂ろ桶おけに水を張って沈しずめておきます」

　手を伸のばして爪を見せびらかしてくる杏子を無視して、咏が説明を続ける。結花が気を遣って「可愛いね」とフォローすると、杏子がドヤ顔で「せやろー？」と笑って、両手を顔の横に持ち上げ、がおーっと威い嚇かくするようなポーズを見せた。

　マイペースとマイペースのぶつかり合いだ。被害は空気を読めるやつが被こうむる。

「部屋に戻ったら明かりを消して、テレビの電源だけつけておきます。目を閉じて十秒数えたら、刃は物ものを持ってお風呂場に行き、『〇〇みーつけた』と言って、お腹なかに刃物を突き刺します。ああ、〇〇はぬいぐるみの名前ですね。なんでもいいので、最初に名前をつけておく必要があります」

「クレオパトラちゃんな。真っ黒いクマの子やで。赤い糸がよう似合っとったわ」

　裂いて、生米を詰めて、沈めて、突き刺して……なんでわざわざそんなことをするんだろう。一連の行動が完全にサイコパスにしか思えない。

　これを最初に発見した人は、いったい何を考えていたのだろうか。

「ぬいぐるみに刃物を刺したら、『次は〇〇が鬼』と宣言して、コップに塩水を用意し、半分を口に含ふくみ、もう半分を手に持って、部屋の中のどこかに隠かくれます。噂うわさだと、この隠れている間によく怪奇現象が起きるそうですが、決して塩水を吐はき出してはいけないと言われています。しばらく隠れたらお風呂場に戻り、ぬいぐるみにコップと口に入れた塩水をかけて、『私の勝ち』と三回宣言すれば終しゆう了りようとなります。他にも細かなルールはいくつかありますが、大まかな流れとしてはこんなところですね」

「おー、よう覚えとんなぁ。うちコメントで教えてもらいながらやないとできんかったわ」

　杏子がぱちぱちと拍はく手しゆを送る。

　配信にどれくらいの人が集まっていたのかは知らないけど、それは果たして〝ひとりかくれんぼ〟と言えるのだろうか。大勢で遊んでいるのと変わらないように思えてしまう。

「ひとりかくれんぼに使ったぬいぐるみは、最後には燃やさなければならないと言われていますが……夜な夜な暴れているとは、どういうことでしょう？」

　咏が顎に手を当てて、杏子に尋たずねた。なんだか私、全然役に立ててない気がする。

　しかしこの降霊術、ぬいぐるみは散々な目に遭ってるな。こんな儀ぎ式しきで降こう霊れいしてくれる幽霊なんて本当にいるのだろうか。もしいたら、そいつは多分めちゃくちゃいい人だ。

「それがな、ひとりかくれんぼの最後にぬいぐるみにとどめ刺さなあかんやろ？　配信が途中で切れて、焦あせって機材とか色々いじってたら、とどめ刺す前にぬいぐるみがどっかに消えてもうたんよ」

　とどめって……もう降霊術っていうか、ただの処しよ刑けいじゃないか。そんなの私でも逃にげる。

「捜したけど見つからんくて。しゃーないなって思うてたら、次の日の朝、部屋が荒らされててん。ぬいぐるみと一緒に、お腹に刺したハサミも無くなってたから、あ、これあいつの仕し業わざやなってピンときてんやんか。せやけど、うちが起きてる間は絶対出てこうへんねん。ほんま腹立つわぁ」
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　杏子が目尻を垂らして、大きな舌打ちをした。顔は可愛いのにガラが悪い。イラついているときの癖くせなのか、肩から前に垂らした髪の毛の束をくるくると指で弄もてあそんでいた。

「えーっと……よくわからないけど、降霊術ってことはそのぬいぐるみに幽霊が取り憑いちゃったんだよね？　つまり杏子からの相談としては、そのぬいぐるみを見つけて、除霊してほしいってことで大だい丈じよう夫ぶ？」

「除霊っていうか、しばきたいねん。ムカつくやろ、幽霊のくせしてぬいぐるみに入っていちびっとんの」

「う、うん……」

　まったく理解も共感もできなかったが、とりあえず頷いておいた。

　つまり……どうすればいいのだろう。すぐに祓はらってしまうのではなく、捕ほ獲かくして杏子の前に連れてくればいいんだろうか。なんとも面めん倒どうくさい依い頼らいだ。

「こっちはルールに則のつとって遊んどるだけやん。こっちの遊びに参加してくんならこっちのルールを守ってもらわなあかんやろ。なんでうちの部屋がボロボロにされなあかんねん」

「ま、まあまあ、杏子ちゃん。というわけなんだけど、青……お願いできるかなぁ？」

　髪の毛を指に巻き付ける杏子を、結花が宥なだめている。

　結花の「なんとかしてほしい」と訴うつたえかけるような困り顔を前に、断るのは難しい。

「うーん……すぐに解決できるかはわからないけど、とりあえず杏子の家に行かせてもらってもいいかな？」

「お、ええで！　なんなら今から来るか？」

　今からか。急ではあるものの、特に予定もないので私は問題ない。

　咏に確かく認にんの視線を向けると、目を閉じたまま静かに頷いた。

「うん、杏子さえよければ私たちは大丈夫」

「ほな案内するわ！　いやー、ほんま助かる。正直配信もできんようなってめっちゃ困っててん。おおきにな、青、夏目！」

　杏子が椅い子すから立ち上がって、学校指定の鞄をリュックサックのようにして背負った。

　私と咏もそれぞれ席を立つ。そのまま杏子を先頭に、電気を消して美術室をあとにした。

「……えっ!?　私には訊きいてくれないの!?」

　電気の消えた室内から、結花が鞄を抱えて飛び出してきた。

　……しまった、自然と付いて来るものだと思っていた。

　頬ほおを膨ふくらませる結花に謝あやまりつつ、四人で杏子の家に向かった。




　学校の最も寄より駅から電車で十五分。そこから歩いて、さらに五分。

　やがて辿たどり着いた杏子の家は、一階部分が大手コンビニチェーンの店てん舗ぽになっている、十二階建ての大きなマンションだった。ここで一人で生活してるって、そのふわふわした外見と相まって、本当のお姫ひめさまみたいだ。

　高校生には不ふ釣つり合いな高級マンション。庶しよ民みん派はの私も結花も、あわあわと建物を見上げている。咏は意外にもまったく動じていなかったが、そういえば父親の妖よう二じさんは有名人だったと言っていたので、相当良い家に住んでいた経験があるのかもしれない。

　厳重に施せ錠じようされた扉の鍵かぎを開けて、杏子の家にお邪じや魔まする。

「うわー、玄げん関かん広ーい！」

　部屋に入った瞬しゆん間かん、結花が感かん嘆たんの声を上げていた。

　中は広々とした２ＬＤＫ。玄関の先には綺麗な廊下が伸びていて、右側にトイレと洗面所、左側に洋室へ繋つながる扉がついている。突き当たりへ進むと、大きなダイニングキッチンと、左側に伸びる陽光の眩まぶしいリビング。リビングは洋室とも襖ふすまを隔へだてて繋がっている。そしてキッチンの右側にある扉の奥おくが、杏子の寝しん室しつになっていた。

　家具は華はなやかなユニコーンカラーで彩いろどられていて、そこに置かれた細かな飾かざり物にまで杏子のセンスと拘こだわりが感じられる。まさに杏子の理想が詰まった夢の部屋という感じだ。

「全然散らかってませんね？」

　後ろから私の両りよう肩かたに手を置いて、咏がにゅっと顔を伸ばしてきた。

「頑がん張ばって片付けたんよ。カーテンとかも取り替かえてなぁ。せやけど毎朝起きたら荒らされてるから、いい加減しんどいわ。あ、なんか適当に淹いれるから座っててー」

　杏子に促うながされて、リビングに設置された高級感満まん載さいのＬ字型ソファーに移動する。

　パステル調のカラフルなぬいぐるみが大量に居い座すわっていたので、その隙間にちょこんと相席させてもらった。見た目よりも固いタイプだったのか、あまり腰は沈まなかった。

「おお……青、なんだか異様に似合いますね……写真撮とっていいですか？」

「だめ。変なこと言ってないで、二人も早く座りなよ」

　背もたれに体を預けながら言うと、咏ががっくしと肩を落とした。

　そして私のすぐ右みぎ隣どなりに結花が、九十度回った左側の席に咏が座る。

「青、どう？　何か感じたりする？」

「いやー……私は幽霊が見えるってだけで、居場所とかを探知できるわけじゃないから。目の前に出てきてくれたら対処できるけど、隠れられてたらわかんないかな」

「そっかぁ……うーん、どうしようねぇ」

　結花と向き合って話していると、隣からぐいっ、と腕うでを引かれた。いつの間にか咏が私のすぐ真横に移動して、左ひだり腕うでを引っ張っている。どうしたんだろう。

「お待たせー……って、何を人ん家でいちゃついとるん？」

「いちゃついてないから」

　杏子が人数分の紅茶をトレーに載せて持ってきた。紅茶の良よし悪あしなどまるでわからないが、こんな家に置いてある茶葉だし、おそらく良いものなんだろう。

　ソファーにはまだ余よ裕ゆうがあったが、杏子は隣の洋室からゲーミングチェアを運んできて、それに腰こし掛かけた。どうやら洋室は配信部屋になっているらしい。

　家主を差し置いてソファーに座っているのは申し訳ないので立とうとすると、

「あかん！　この椅子にだけは誰だれも座らされへん！　青はそこ座っとき！」

　と言って無理やり元の場所に押おさえつけられてしまった。配信業に関わる機材に関しては、並々ならぬ思い入れがあるようだ。

　全員が腰を落ち着け、紅茶で一息ついたところで、杏子が本題を切り出した。

「ほんで、どないや？　青。なんかわかるか？　幽霊のアホ見つけられそう？」

　アホ呼ばわりされる幽霊を不ふ憫びんに思いつつ、さっき結花に言ったのと同じ言葉を伝える。

　杏子は肩かた透すかしを食ったように、気落ちした様子で項うな垂だれた。

「あの……ちょっと思ったんですけど」

　しらみ潰つぶしに探すしかないか……と考えていると、咏が小さく挙手をして口を開いた。

「家主である杏子さんが家中探しても見つからなかった以上、私たちで探しても見つかる可能性は低いと思うんです。ここはひとつ、罠わなを張ってみるというのはいかがでしょう？」

「罠？」

「はい。思いつきで申し訳ないんですけど、たとえばひとりかくれんぼで出てきた幽霊なら、もう一度ひとりかくれんぼをすればまた現れたりするかな、とか思いまして」

　咏の話を聞いて、二人がなるほど、と頷いている。

　よくわからないが、そういうものなんだろうか。不思議に思って咏に問いかける。

「ねえ咏。私よくわかってないんだけど、ひとりかくれんぼにはぬいぐるみが必要なんでしょ？　新しいぬいぐるみでかくれんぼを始めても、それに取り憑くのが同じ幽霊とは限らないんじゃない？　下手したら動く人形が二体に増えるだけかも」

「ああ、それもそうですね……では新しいぬいぐるみは使わずに、かくれんぼを再開するというのはどうですか？」

「再開って、今行ゆく方え不明のやつ……確か、クレオパトラと？」

「はい、そうです。もう一度部屋中に聞こえる声で『次の鬼はクレオパトラ』と宣言して、どこかに隠れてぬいぐるみが現れるのを待つんです。配信が途と絶だえた際に、かくれんぼを途中でやめてしまったからぬいぐるみが消えたんだとしたら、再開すれば探しにきてくれるかもしれません」

　ふむ、なるほど。今はひとりかくれんぼが中断されている状態で、また仕切り直せばルール通りに幽霊が現れるというわけか。なかなかかくれんぼが再開されないから、幽霊が怒おこって部屋をめちゃくちゃにしている……と考えるのは、流石に飛ひ躍やくしすぎかな。

　ひとまず、私には他に代案も思いつかないし、試してみる価値はありそうだ。

「私はやってみてもいいと思うんだけど、二人はどう？」

　咏と私のやり取りを黙だまって聞いていた二人にも確認してみる。

「うーん。私は杏子ちゃんがそれでいいなら、かな。危ない目に遭いそうならやめてもらいたいところだけど」

「うちもええで。前は変な終わり方して気持ち悪いと思うとったし、丁度ええわ。なんかあっても青がいてくれるなら問題ないやろ」

　杏子が指を鉄てつ砲ぽうの形にして私の顔に向け、撃うつ素そ振ぶりを見せながら言った。

「それでですね……できればかくれんぼをする役は、私にやらせてもらえたら嬉うれしいんですけど……」

「はあ？　それはあかんよ。あいつと決着つけるんはうちや。筋は通さんとな」

　咏がまたこわごわと挙手して発言するが、杏子にすげなく却きやつ下かされてしまった。

　幽霊が取り憑いたぬいぐるみを、自分の目で確認したくて堪たまらなかったらしい。あからさまに落らく胆たんしている。まさかとは思うが、自分がやってみたいからこの誘おびき出し作戦を提案したんじゃないだろうな……。

　どうせすぐには祓わず捕獲するのであれば、ふんじばったあとで咏に見せてやるのもいいかもしれない。それが怪かい談だんとして怖こわいかどうかはさておき。

「それじゃ、今夜はみんなでここに泊とまる感じかな。杏子ちゃん、大丈夫？」

「おー、ええよええよ。何もないけどゆっくりしてってやー」

　杏子が上じよう機き嫌げんに笑いながら、ゲーミングチェアをくるくると回して答える。

「あ、じゃあ私、一回帰って親に泊まりのこと伝えてきますね。ついでに着き替がえとかも持ってきます。青はどうします？」

　咏がいそいそしく立ち上がって、鞄かばんを拾いながら訊いてきた。彼かの女じよもお泊まり会というイベントにテンションが上がっているのか、口元が綻ほころんで頬が紅潮している。

　咏は家がお店を営んでいて、普段その手伝いをしているので、きっと休みを取るために色々確認が必要なのだろう。

「うーん……どうしよっかな」

「着替えとかはうちにあるもん好きに使ってええで。なんか必要な日用品があれば下のコンビニで揃そろえられるし」

「私は杏子ちゃんの服借りようかなぁ。家が遠いから戻ってくるの大変で」

「あー、じゃあ私もそうする。咏、またあとで」

　ソファーの背もたれに寄りかかりながら、ひらひらと咏に手を振ふる。

　咏は悔くやしそうに拳こぶしを震ふるわせると、くわっと目を見開いて駆かけ出していった。

「す、すぐに戻ってきますから！　待っててくださいねぇぇぇっ!!」

　ドップラー効果を起こして遠ざかっていく叫さけび声。結花と杏子が顔を見合わせる。

「えらいおもろい子やなぁ、夏目さん。別べつ嬪ぴんさんやし、怪談にも詳しくて、配信者やったら人気出そうやわ」

「私もびっくりだよー。夏目さん、教室だとすっごくクールでかっこいいんだよ。でも、私は今日の夏目さんも面おも白しろくて好きだなぁ」

　ちょっと本ほん性しようを見せただけで『面白い女』認にん定ていされてしまった、咏のポテンシャルの高さに戦せん慄りつを覚える。

　それから三人でしばらくお喋しやべりを楽しんだあと、晩ごはんの買い出しに行って、順番にお風ふ呂ろに入った。せっかくお湯を張ってもらったのに申し訳ないが、湯船に浸つかるのは苦手なのでシャワーだけいただく。お湯に浸かってのんびりしていると、たいてい何らかの幽霊が引き摺ずり込こもうと引っ張ってくるので気が休まらないのだ。

　咏が戻ってきたのは、既に晩ごはんも食べ終わり、ティータイムを楽しんでいた頃ころ。

　肩で息をしながら、滝たきのような汗あせを流して部屋に入ってきた咏の姿に、結花と杏子がお腹を抱かかえて笑う。

　登場だけでしっかり笑いをとる咏のことを、私は「こいつ流石だな」と思った。




　数多のオカルト的慣例に洩もれず、〝ひとりかくれんぼ〟も深夜に行う必要があるらしい。

〝丑うしの刻参り〟といい、そういう儀式めいたものはやけに夜を好む印象がある。昼間からわらわらと群むれ集っている幽霊たちを見慣れている私には、あまり理解できない感覚だった。別に昼でも夜でも、そこまで変わらないと思うのだが。

　とはいえ、郷に入っては郷に従えだ。万ばん全ぜんの状態でひとりかくれんぼを行うために、私たちは深夜まで仮か眠みんを取ることにした。

　全員が同時に眠ねむってしまうと、隙すきを見てぬいぐるみが暴れ出すかもしれない。なので二人ずつのペアに分かれ、交代で床とこに就つくことになった。

　いざというときにすぐ対応できるように、私のペアの相手は杏子だ。咏と結花は洋室に布ふ団とんを敷しいて、並んで寝ね息いきを立てている。開けっ放しにした襖の奥で、咏がもぞもぞと寝ね返がえりを打っていた。

　それをソファーの上からぼんやり眺ながめていたら、隣となりでスマホを弄いじっていた杏子が小声で話しかけてくる。

「やっぱり出てこんなぁ、クレオパトラのやつ。誰かの目があるとあかんのやろか」

「いきなりたくさん人が来て、緊きん張ちようしてるのかもね。人見知りなんじゃない？」

「ははっ、せやったら笑えるな。めっちゃ内うち弁べん慶けいやん」

　杏子が笑い声を上げると、洋室から「んんっ……」という、結花の艶なまめかしい寝ね言ごとが聞こえてきた。二人で顔を見合わせて、少し声のボリュームを落とす。

「……青もおおきにな。こんな時間まで付き合うてもろて。眠ないか？」

「私は夜型だから大丈夫。この中で規則正しい生活してるのなんて結花くらいじゃない？」

「いやぁ、結花も最近はかなり夜よ更ふかししとるで。うちがライブやる時間が遅おそいせいやねんけどな。いつも律りち儀ぎにリアタイしてくれんねん」

「リアタイ……」

　結花と杏子が仲良しなことは伝わってきたけれど、ライブとかリアタイとか、そういう文化のことは正直よくわからなかった。なので、曖あい昧まいに笑ってお茶を濁にごしておく。

「……あのさ。杏子はその、配信者……？　だっけ。なんでそれをやろうと思ったの？」

「ん？　どしたん急に」

「いや、ちょっと気になっただけ。答えたくなかったら全然いいんだけど」

　何気なく投げかけた質問だったが、杏子は思った以上に真面目に取り合ってくれた。

　ソファーの上で胡座あぐらをかいて、「んー……」と悩なやましげな声を漏もらす。それから考かんがえ込むように天てん井じようを仰あおぎ、少し間を置いて答えた。

「……うち、実家が大手の呉ご服ふく屋やさんなんやけど。家族みんな堅っ苦しくて、どうしても肌はだに合わんかってん。ほんで、早く自立して家出るために、どうやったらお金稼かせげるんやろって色々考えてな。そん中の活動の一つが配信業やったんや」

　昔を懐なつかしむように、杏子が虚こ空くうを見つめてふっと微笑ほほえんだ。

　眠ねむ気け覚ざましに用意していた紅茶で喉のどを湿しめらせて、また話を続ける。

「今は楽しいから続けとるだけやけどな。この部屋も親しん戚せきが持っとる物件やし、まだまだ自立からはほど遠いわ。せやけど……いつか、ほんまにこれを仕事にできたらええな」

「……そっか」

　笑って将来の展望を語る杏子が眩しくて、直視できずに目を逸そらしてしまった。

　――咏は怪談、結花は美術、そして杏子は配信者。みんな私と同じ年ねん齢れいなのに、立派に前を向いて自分の道を歩いている。私とは大おお違ちがいだ。

　彼女たちの背中が、いつまでも過去の失敗を引き摺って、うじうじとへこたれている私を責めているように思えてしまって、胸の奥がチクリと痛んだ。

「なんかごめん、軽い気持ちで訊いちゃって。まさかそんなしっかりした理由があるとは」

「別にかまへんで。ほな代わり言うたらあれやけど、うちからも訊いてええか？」

　杏子がそう言ってくれて少しほっとした。彼女だけにそんな個人的な話をさせるのは、なんとなく不公平な気がしていたから。

　首を傾かたむけながら「何？」と短く返す。

「昼にも訊いたけど、青ってなんで霊感のこと周りに隠してんの？　言うたったらええやん。うち幽ゆう霊れい見えますよーって。みんなびっくりすんで」

「あー……」

　これは、なんて答えるべきか……一言でまとめられることでもないので説明が難しい。

「いやな、結花からずっと話は聞いててん。周りと馴な染じめてへん親友がおるって。そんときは名前とか知らんかったんやけど、多分、これって青のことやろ？」

「ん……どうかな。結花、友達多いし」

「いーや、絶対青のことやって。あの子、心配しとったで。……なあ、なんで周りに言わへんの？　なんや気ぃとか遣つこうてるん？」

　結花め……本当に何を吹き込んでくれてるんだ。

　本人に色々と物申してやりたいところだけど、親友と言ってくれていた事実が嬉しくて、何もかも許してしまいそうになる。ずるい女だ、本当に。

　穏おだやかに寝息を立てている結花を一いち瞥べつして、ぼそぼそと答えた。

「……だって、普通じゃないでしょ。霊感があるなんて」

「ええやん。立派な特技やんか。幽霊が見えるやつなんてその辺におらんで？」

「――私は普通がよかったんだよ。気持ち悪いでしょ、人に見えないものが見えるとか」

　自分でも驚くほど冷たい声が出ていた。虚きよを衝つかれたように杏子が目を丸くしている。

　いけない……これじゃただの八つ当たりだ。私の過去に、杏子は一ミリも関係ない。

　空気を壊してしまったことが申し訳なくて、慌あわてて続きの言葉を探した。

「あー……あのね。ちょっと重い話になるんだけど」

　杏子は何も言わず、ただ静かに頷うなずいて、私の話に耳を傾けてくれている。

　それを見て、少しだけ気持ちが楽になった。聞いても面白い話ではないだろうけど……まあいいか、喋っちゃって。杏子だってあれだけ胸きよう襟きんを開いてくれたわけだし。

　一呼吸置いて、私も顔を伏ふせたまま語り出す。どうしようもない、過去の失敗の話を。

「……私、生まれつき霊感が強くてさ。そのせいで、家族を殺しかけたことがあるんだ」

　前置きがあったとはいえ、想像以上に重い語り出しだなぁ……と我ながら思った。

　これを聞かされる杏子は、果たしてどんな気分なんだろうか。質問したことを後こう悔かいしてないといいんだけど。

「子供の頃、まだ自分の霊れい能のう力りよくをちゃんと制せい御ぎよできてなかったときね。悪あく霊りように襲おそわれて死ぬかもしれないって状じよう況きようで、力が暴走して、一いつ緒しよにいた妹を巻き込んじゃったんだ。幸い一命はとりとめたんだけど……もう一緒にはいられなくなっちゃった」

　大切な妹を傷つけ、私も深い傷を負った。

　両親が私を妹から引き離はなして、家族の安全を図はかろうとしたのは、だから当たり前のことだった。家族にとって必要な措そ置ちだったのだ。あの家で、私だけは家族じゃなかった。

「私は霊能力者だったおばあちゃんの家に引き取られて。それからはもう、大変だったよ。二十四時間、寝ても覚めてもずーっと修しゆ行ぎよう。結局、九歳さいから十三歳までの五年間、一度も家から出られなかった。霊感なんてなければよかったのにって、毎日思ってたよ」

　だから、ずっとみんなが羨ましかった。

　ちゃんとした青春なんて、私は一度も送れなかったから。

　好きなものとか、夢中になれるものとか……そういうのを当たり前に持っているみんなが、堪らなく眩しくて、妬ねたましかった。

　そんなものを探してる余裕もないやつだって、世の中にはいるのだ。

「……だけど、結局両親は上手うまくいかなくなって。そのまま離り婚こんしちゃったらしくてね」

　妹は父と一緒に、どこか遠くへ行ってしまった。もう、私の手が届かないところへ。

　母は私をおばあちゃんに預けたまま、行方知れずになった。母が私のことをどう思っていたのかは、最後まで訊くことはできなかった。

「……私のせいで、家族がばらばらになっちゃったんだ。だからさ、霊感があるなんて、自慢げに言いふらすようなことじゃないんだよ」

　散々周りに迷めい惑わくをかけてきたくせに、どれだけ面の皮が厚ければ、そんなことができると言うのだろうか。むしろ、責められるべきことだ。生まれてきてごめんなさいと、家族に土下座でもして謝らなければならないことだ。

　何度もそうやって自分を責めてきた。それでは何も解決しないとわかっていながら、前を向く勇気も持てず、せめてこれ以上他人に迷惑をかけないようにと、殻からに閉じこもって生きてきた。そんな自分が本当に嫌になる。

　ぎりっ、と音が鳴るほど歯を食いしばっていると、隣から優やさしく声がかけられた。

「……そっか。ごめんな、つらい話させてもうて」

「あ……いや、私が勝手に話しただけだから」

　無理やり口角を上げて、杏子に顔を向けた。だけど私の拙つたない作り笑え顔がおでは、百ひやく戦せん錬れん磨まの配信者である彼女にはまったく通じていないようだった。

「確かに、そない簡単に打ち明けられるもんとちゃうな。ちょっと軽けい率そつやったわ。すまん」

「いや、杏子が謝ることじゃないってば」

　頭を下げてくる杏子に小さく手を振った。

　それから一いつ瞬しゆんだけ洋室を見やり、今度は本物の笑えみを浮うかべて口を開く。

「……それに、最近はちょっと救われてるんだよね。咏が筋金入りのオカルト好きでさ。こんな私のことを必要だって言ってくれるから」

　一応、怪談師を目指しているということは伏せてそう言った。

　彼女と一緒にいるときだけは、私も少しだけ、自分に価値があるのかもしれないと勘違いすることができる。青春のお裾すそ分わけがもらえるのだ。ありがたい話だった。

「……まあ、ただの自己満足かもしれないけど」

「――そんなわけあれへん！」

　自じ虐ぎやく的てきに言うと、杏子が勢いよく立ち上がって声を上げた。

　彼女は反射的に自分の口を押さえ、ぎくりと体を強こわ張ばらせる。ぎこちない動きで洋室の二人が起きてこないことを確認すると、またソファーに腰こしを落ち着けて話を続けた。

「……自己満足とか、そんなん絶対ないよ。うちだって今まさに助けてもうてるし、結花も青に助けられたんやろ？」

　結花の名前が耳に届いて、初めて彼女と会ったときのことを思い出した。

　ようやく自分の霊能力を制御できるようになって、学校へ復帰したばかりのあの頃。

　すっかり他人との関わり方を忘れてしまって、周囲に高い壁かべを築いていた私の世界に、無理やり足を踏ふみ入れてきたのが彼女だった。

「うちら三人とも、みんな青の霊れい感かんに助けられてんねん。青が自分のこと許せへんのは、うちにはどうしようもないけど……それに本気で助けられたやつもおるって、それだけはうちが保証しといたる」

　杏子が胸を張ってそう言い切った。

　なぜか妙みように自信満々で、その不ふ遜そんな態度に思わず笑ってしまう。

「ふふっ。なんでそんな偉えらそうなの……っ」

「うちくらいになると、理由なんかなくても自己肯こう定てい感爆ばく高やねん。青と比ひ較かくにならんほど結花に迷惑かけまくってるけど、全然気にしてへんしな」

「あははっ！　それは気にしなよっ」

　堪こらえ切れずに声を上げると、杏子はしてやったりといった顔でにんまり笑った。

「そんくらい開き直って、楽しんだったらええねん。一度きりの人生やねんから。そら色々あるやろうけど、平へい坦たんな道より険しい山道の方が、振り返ったときの景色は綺き麗れいやろ？」

「……わかんない。山とか登ったことないから」

「アホかぁー！　たとえや、たとえ！」

「……う～ん……杏子ちゃん、うるさぁーい……くぅ……」

　杏子が大声を上げたことで、とうとう結花が一瞬だけ目を覚まして、またすぐに寝ね落おちした。寝ぼけた結花の声が面白くて、杏子と二人で顔を寄せ合い、声を押し殺して笑った。

　――ああ、楽しいな。結花がいて、杏子がいて……そして咏がいてくれる。

　こんな時間が、ずっと続けばいいなと思った。それくらい、このお泊まり会は私にとって特別な一夜だった。




　草木も眠る丑うし三みつ時どき。

　窓の外は不気味に静まり返り、お互たがいの息いき遣づかいだけがやけに近くに聞こえていた。

　あれから少し仮眠をとったので、眠ねむ気け対策はばっちりだ。逆に寝ね起おきで頭があまり回っていないのが問題だが。冷たい水で顔を洗って脳を覚かく醒せいさせる。

「じゃあ杏子ちゃん。私たちは扉とびらの外で待ってるから。何かあったらすぐに呼んでね」

　結花が杏子の手を、心配そうに握にぎった。

「わかった、わかったって。青がおるんやから大丈夫やろ？　な？」

「それでも心配だもん……無理はしないでね」

　杏子がその手を振り払はらい、結花の頭をぽんぽん撫なでる。小さな女の子に慰なぐさめられているような構図で、なんだか微笑ましい。

「青、夏目。なんかあったらよろしゅう頼たのむで」

「了りよう解かい。……あ、そうだ。はいこれ、杏子に渡わたしとく」

「お？　なんやなんや？」

　小こ袋ぶくろを手て渡わたすと、杏子は爛らん々らんと目を輝かがやかせて包みのリボンを解く。

　中から取り出されたのは、真っ白いもふもふの毛に覆われた、シロクマのぬいぐるみ。

　コンビニでくじの景品としてもらえる、有名なアニメのグッズだった。

　さっき杏子が眠りに落ちたあと、飲み物を買いに行くと言って抜ぬけ出して、こっそり買ってきたものだ。下のコンビニに売っていてよかった。それなりにお金はかかったけど。

「ぬいぐるみ？　あれ、新しいぬいぐるみは使わへんのやなかった？」

「うん。それはまあ、お礼……というか、プレゼントみたいなものかな。クレオパトラがいなくなっちゃったから、その代わりというか。うん、なんか、そんな感じ」

「ええ、プレゼント!?　ほんまぁ!?　あかん、嬉しいわ。青、優しい子やなぁ。シロクマさんやん。めっちゃ可愛いなぁ。青そっくりの子ぉや。おおきにありがとうな！」

　杏子がシロクマのぬいぐるみを胸に抱だいて、飛び跳はねて喜んでくれる。

　どうやら杏子は元からぬいぐるみが好きだったみたいだ。これだけ喜んでもらえるなら、私もプレゼントした甲斐かいがある。

　……励はげましてもらったお礼、と素す直なおに伝えるのは、思ったよりハードルが高かった。

「……なんか青、妙に優しくないですか……？」

「気のせいだよ」

　隣からチクチクと感じる視線を無視して、部屋を出るために上着を羽織った。

　咏と結花を連れて、玄関へ伸びる廊ろう下かを歩く。

「あ、そや」

　思い出したように呟つぶやかれた杏子の言葉に、私を含めた三人が振り返る。

「結花、あんたうちのチャンネルの配信通知、オンにしとる？」

「えっ!?　き、急にどうしたの？　もちろんしてるけど……」

「ん。ほんならええわ。出ていき」

　いたずらっ子のようにニヤリと笑って、杏子がひらひらと手を振った。

　結花が頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべながら、玄関の外へ出ていく。私と咏も、その浮かんでは消えていく疑問符を追いかけて部屋の外へ出た。

　それから十分ほど外で待機していたが、まだ杏子からの連れん絡らくは来ない。かくれんぼを再開するタイミングで、私たちに開始の連絡をくれる手て筈はずとなっているのだが。

　もしかして、何かあったのだろうか。そんな不ふ吉きつな想像に駆られていると、結花のスマホから〝シュポッ〟という空気の抜けるような音が鳴った。

「……ええ!?　うそぉ!?」

　スマホの画面を見て、結花が大きな声を上げた。

　私と咏にも見えるように、スマホをこちらに掲かかげてくる。

　そこに映っていたのは、有名なＳＮＳのとある呟きだった。

　アカウントのアイコンは黒マスクをつけた杏子だ。呟かれた内容を読んでみる。




【ゲリラ配信告知】ひとりかくれんぼ、リベンジ！【あんずちゃんねる】




　タイトルと思おぼしきテキストの下には、おそらくＭｙ Ｔｕｂｅのリンクが貼はられている。

「これは……杏子さん、配信始めちゃいましたかね？」

「そうみたい！　もぉー、心配してるのに何やってるのあの子は！」

　結花が地じ団だん駄だを踏んで怒っていた。温おん厚こうな彼女がこんな風になるのはかなり珍めずらしい。

「……あの、配信してると何かまずいことでもあるの？」

「まずいと言いますか……何か不ふ慮りよの事故があったときに、それがそのまま配信に載のっちゃうんですよ。それに会話にも気をつけないといけませんし……とりあえず、住所や個人の特定に繋がるような情報は出さないように注意してください」

「……えっと、名前も出さない方がいい？」

「……いやっ……うーん……本当はよくないですが、突とつ発ぱつ的てきな状況ですし……フルネームでなければまだ……」

　ものすごく渋しぶい顔で悩み始めてしまった咏をよそに、結花はＭｙ Ｔｕｂｅのアプリを開いて杏子の生配信を再生する。

　オープニングらしき、短くてキレの良い曲が流れる。ちょうど始まったところのようだ。

　チャットと書かれた箇か所しよに、大量のコメントが流れていく。『久しぶり』とか『生きてたんだ』みたいな短文のコメントはなんとか読めるが、それ以上長くなると目が追いつかなくなってしまった。

　待機画面と書かれていた可愛かわいらしいイラストの画像が消えて、黒マスクをつけた杏子が姿を現す。

『やっほー。みんな久しぶりやなぁ。元気しとった？　あんずやで～』

　綺麗なネイルが塗ぬられた爪つめを顔の横に持ち上げて、がおーっと威い嚇かくするようなポーズを見せた。ああ……間ま違ちがいなくさっきまで話していた杏子そのものだ。

『おお、こんな時間のゲリラ配信やのにみんなよう来てくれてるやん。感心やわぁ。……ん？　久しぶりの配信嬉うれしい？　あはは、うちもみんなに会えて嬉しいで』

　爆ばく速そくで流れるコメントをちゃんと目で追いながら話しているのか。すごいな、杏子。

　私にはとても真似まねできそうにない芸当だ。

『あんな、今日めっちゃ良いことあってん。ほら、これ見て。シロクマさん。めっちゃ可愛いやろ？　これな、どうしたと思う？　……買った？　ぶぶー。違ちがいまーす』

　結花のスマホ画面には、見覚えのあるシロクマのぬいぐるみが映っていた。ついさっき、私がプレゼントしたものだ。まさかこんな形で再会するとは。

『実は今日な、新しく友達ができたんよ。めっちゃ可愛い子やねん。あんたらびっくりすんで。……ん？　アホか、紹しよう介かいなんかせえへんよ。うちの友達やもん。勝手に妄もう想そうしとき。……んでな、その子がさっき、これプレゼントしてくれてん。いやー、もうびっくりしたわ。泣きそうになったもん。あ、こんなことしてくれる子なんやぁ思て』

　まさかの流れで私の話になって、一瞬で顔が熱くなった。

　大勢が見ているインターネットの配信で、いったい何を言っているんだ、杏子は。

　インターネットって怖いんだぞ！　よく知らないけど！

「……なんか嬉しそうじゃありません？」

「……気のせいだよ」

　スマホから視線を上げると、咏が目を細めて私を見ていることに気がついて、勢いよく顔を背そむける。今咏に顔を見られるのは、なぜだか死ぬほど恥はずかしかった。

『ほんまええ子に知り合えて良かったわぁ。紹介してくれた友達にも感謝や、どうせ今も配信見てるやろうけどな。その知り合った子の友達も、めっちゃおもろいやつやったし……ってええねん、こんな話は。そろそろ本題いくでー』

　途と中ちゆうで結花がぎくりと固まって、スマホを落としそうになっていた。

　数回お手玉をして、なんとか両手でキャッチする。

『前回、ひとりかくれんぼの配信したやろ？　見れてない人は堪かん忍にんな、アーカイブ残ってへんねん。それでな、途中で配信切れたと思うんやけど、実はあのあとぬいぐるみが行方不明になったんよ。捜しても見つからんくて。しかもな、なんや部屋の中のものが勝手に壊こわれたりするようになってもうてん』

　コメントの速度が上がる。もはや文字を目で追うことは諦あきらめていた。

『そうそう、気づかんうちによ。ありえへんやろ？　せやからな、その新しく知り合った友達の子に相談してん。その子そういうのめっちゃ詳くわしいらしくてな。そしたら、前回中ちゆう途と半はん端ぱにかくれんぼが終わってもうたから、こないなったんやー言うてな。配信者としてのプライドもあるし、前回みたいな終わり方じゃ納なつ得とくいかへんから、こら幽霊と白黒つけたらなあかん思うて』

　こないなったんやー、とは別に言ってない。しかもそれを言ったのは咏だ。

　……まあ、配信のために敢あえてわかりやすく話してくれているんだろう。

『せやから、今日はひとりかくれんぼリベンジします！　みんな覚かく悟ごできてるか!?　日ひ和よってるやつぁいねえよなあ!?』

　コメントが爆速で流れ出した。なんだ。なんなんだ、この決起集会みたいなノリは。

　これじゃ全然ひとりかくれんぼじゃない。これはもう、戦争だ。

『ほな行くでぇ！　クレオパトラぁ！　かくれんぼ再開や！　次はお前が鬼おにやで、見つけられるもんなら見つけてみい！』

　大声で叫んで画面の外からコップを手に取ると、マスクをずらして塩水を口に含ふくんだ。

　――――次の瞬間、配信が途と切ぎれた。

　真っ暗なスマホ画面に、呆ぼう然ぜんとしている私たち三人の顔が反射している。

「……は？　え、何？　どういうこと？」

　これは、演出だろうか。それとも何らかのトラブルか。

　状況が飲のみ込めず、視線を二人の間で往復させる。

「……まずいです。何が起こったのかわかりませんが、助けに行かないと」

「杏子ちゃん！」

　咏の言葉に反応し、結花がスマホを投げ捨てて、扉の取手に手をかけた。しかし扉はまったく開かない。鍵は開いているはずなのに、ただガチャガチャと音を鳴らすだけだった。

「……そんな！　杏子ちゃん、杏子ちゃん！」

　結花が扉を叩たたきながら、悲痛な声を上げる。このままでは結花が怪け我がをしてしまうので、慌てて振り上げる腕を押さえつけた。

「落ち着いて、結花！　大だい丈じよう夫ぶだから！」

「青……！　青、お願い！　杏子ちゃんを助けてあげて……！」

　パニックになっている結花を抱きしめて、トントンと背中を叩く。

　ひっ、ひっ、という引きつったような結花の呼吸が、次し第だいに落ち着いてきた。

「……青、これ〝丑の刻参り〟のときと同じ感じがします。黒い靄もやが扉にかかっていて、中に入ることができません。もしかすると……」

　冷静に玄げん関かんの扉を調べていた咏が、私にそう言った。

　牛うし山やま神じん社じやが霊れい域いき化して、閉とじ込められたときと同じ状況に陥おちいっているようだ。

　もっとも、前回は内側で、今回は外側にいるという違いはあるが。

　私は結花の背中をさすりながら、横目で扉を覆おおっている漆しつ黒こくの靄を見る。

「……杏子の部屋が霊域化してるね。ここからじゃ中に入るのは無理かも。霊域になると、異界として完全に隔かく離りされちゃうから」

「……そんな……それじゃあ、杏子ちゃんは……」

　結花の目に、じわっと涙なみだが浮かぶ。体全体が恐きよう怖ふで震えていて、また呼吸が乱れてきた。

　そんな結花の頭にぽんと手を置いて、安心させるように彼女の潤うるんだ瞳ひとみを見つめる。

「大丈夫。絶対なんとかするから。任せといて」

　結花は私を見て、懸けん命めいに涙が零こぼれるのを堪えながら、ぶんぶんと何度も頷いた。

　その様子を確かく認にんして、こちらを見下ろしていた咏に声をかける。

「咏。あとお願いね。結花と一緒にここで待ってて」

「……えっ？　それはどういう……」

　咏の言葉が最後まで耳に届く前に、私は意識を手放した。

　最後に見たのは、こちらに向かって手を伸のばしてくる、咏の必死な姿だった。




「なんやこれ……また配信止まってもうてるやん。再起動しても直らんなぁ……」

　横に二つ並んだモニターの前で、杏子がかちゃかちゃとマウスを動かしている。

　背後から彼女を見つめる、黒い二つの目に気づいている様子はない。

「このタイミングで配信が切れたっちゅうことは、やっぱり幽霊の仕し業わざやんな？　この部屋のどっかにおんのか。こそこそしよって、ほんましょーもないわ」

　がたっ、と音を立てて、ゲーミングチェアから立ち上がる。

　既すでに塩水は飲み込んでしまっており、残りはコップに注がれた分のみとなっていた。

　杏子は扉を開けっぱなしにしていた防音室を出ると、注意深く周囲を観察する。

　動く物があればすぐにでも飛び掛かかる、野生動物のごとき覚悟の籠こもった眼をしていた。

　杏子が一歩前に進むと、電源を切っていたはずのモニターがいきなり『ザアァァァ！』と激しいノイズ音を立てながら砂すな嵐あらしの画面を映した。白と黒の点々が激しく明めい滅めつする。

　杏子はそれを冷たい目で一瞥すると、嘲あざけるように「はんっ」と鼻で笑った。

「スノーノイズはアナログ放送を受信するときに起きる現象や。デジタルに移行した今じゃ起こらんし、ましてや電波を受信してもいないただのモニターがそんなんなるかい。もうちょい勉強してから来いや、アホが」

　肩かたの前に垂らした髪かみの毛の束を弄りながら、早口で捲まくし立てる。眉み間けんに寄った皺しわと、目元に落ちる影かげが、可愛らしい顔にミスマッチだった。

　自然とそうはならないということは、取りも直さず怪かい奇き現象の可能性が高くなるというわけだが、杏子は微み塵じんも怖がる素振りを見せず、徹てつ底ていして周囲を睨にらみつけていた。

　防音室からさらに一歩進むと、今度はリビングの方で、ジャーッという水音が聞こえてきた。どうやらキッチンの蛇じや口ぐちから、勝手に水が流れ出したらしい。

「やめぇや！　水道代やって無料ただやないんやぞ！　しょーもないことすんなや！」

　もったいないことが嫌きらいなのだろうか。びっくりするほど杏子がぶちギレて、勢いよく洋室を飛び出し、蛇口を締しめに行った。

　ガサゴソとリビングを探し回る音が聞こえてくる。しばらくして、チッと舌打ちをしながら戻もどってくると、「どこおんねん、ほんま……」と苛いら立だたしげに呟いた。

　かなり気が立っているみたいだ。こんな状況なら無理もない。

　暗い室内をあちこち見て回るが、クレオパトラが現れる気配は欠片かけらもない。寝しん室しつを見に行った杏子が悪態をつきながら戻ってくる――途中で、派手な音を立ててひっくり返った。

「んなぁっ!?　いったぁ……ああ？　なんやねんこれ。紙ぃ……？」

　どうやら寝室を調べている間に、いつの間にかリビングに、細かく破られたノートの切れ端はしが大量にばら撒まかれていたらしい。

　それを気づかず踏んでしまった杏子が、盛せい大だいに滑すべってすっ転んだようだ。

「だぁああああああっ！　ふざっけんなや、あのくそクマァ！　完全に喧けん嘩か売っとんな、あいつ。ええ度胸しとるやんけ……絶対ぶちのめしたるからなぁ!!」

　雷らい鳴めいのごとき雄お叫たけびを上げて、不良顔負けの形相で啖たん呵かを切る。さっきまで制服を着て女子高生をやっていたとはとても思えない。

　杏子が煩わずらわしそうに足の裏にくっついた紙し片へんを剥はがすと、その裏には赤い文字でびっしりと、『ミツケタミツケタミツケタミツケタミツケタミツケタ』と書かれていた。

　よく見ると床に散らばった切れ端のすべてに、何かしらの呪のろいの言葉のようなものが、真っ赤な文字で隙すき間まなく書き込まれていた。

「……はっ。どれもこれも、語ご彙いが小学生以下やな。もうちょい気の利きいたこと言えんのか、おもんない」

　気き丈じように振る舞まっているのか、それとも本心から言っているのか。

　杏子は手に持った紙片を雑に投げ捨てると、八つ当たり気味に、足元に散らばった衣服を足でリビングの脇わきによける。しかしその衣服を二度見して、今日一番の悲鳴を上げた。

　カラフルな色合いのオーバーサイズのパーカーが、びりびりに切り刻まれていた。

「……ん？　なぁあああああああああああっ!!　この間買ったばっかのレアもんやん！　限定品やぞこれ！　やって良いことと悪いことがあるやろ！　正気かお前ぇ！」

　壁に寄せたパーカーの前に跪ひざまずいて、うがーっと頭を抱えて身をよじる。

　いくらしたのかはわからないが、レアものということは高級品に違いない。

　杏子はボロ布と化してしまったパーカーを大事そうに胸に抱いて、ぐぎぎぎと音が聞こえてくるほど歯を食いしばっている。

　――そのとき、杏子のすぐ真後ろ。Ｌ字型のソファーの中から、『ビリイィッ！』という布が裂さける音が響ひびいた。反射的に杏子が振り返る。

　ソファーの中からは、大型のハサミを手に持った黒いクマのぬいぐるみが、その紅あかい眼をぎらりと光らせて飛び出してきた。

「おわぁ!?　なんやねん!?」

　床に座すわり込んでいた杏子は、散乱した紙片に足を取られてすぐに反応できない。

　ソファーを切り裂いて登場したクレオパトラは、ハサミの刃は先さきを杏子の胸むな元もとに向けて、勢いよく飛びかかってきた。

「ちょお、待てやアホ！　だ、誰だれかぁ！」

　杏子が破れたパーカーを顔の前に突つき出して、咄とつ嗟さに目を瞑つぶった。

　その瞬しゆん間かん、私はやっと出番がきたかと動き出して、杏子とクレオパトラの間に割わり込む。

　そしてその真っ白な毛に覆われた腕うでで、クレオパトラの顔面を思いきり殴なぐり飛ばした。

「……ん？　は？」

　いつまで経たってもハサミの感かん触しよくがなく、違い和わ感かんを覚えた杏子が目を開く。

　杏子のまん丸の綺麗な瞳には、シロクマのぬいぐるみになって二足立ちしている私の姿が映っていた。白い体毛の奥おくに隠かくされた、黒いつぶらな二つの目が光る。

「……は、はあ？　シロクマさんやん。どないしてん、お前。なんで動いてるん？」

　杏子が腕を伸ばして、私の脇わき腹ばらを掴つかんで持ち上げてくる。急に視点が高くなって、本能的に恐怖を感じた。

「今お前が助けてくれたんか？　……あ、ちょお暴れんなや。なんやねん、もう」

　子供のように抱えられているのが恥ずかしくなって、ジタバタ抵てい抗こうして脱だつ出しゆつする。

　散らばった紙切れの中からまだ使えそうなものを見みつ繕くろうと、テーブルに置いてあったペンを持ってきて、筆談でメッセージを伝える。

『青だよ。今、外からこの部屋には入れなくなってるから、あらかじめ意識だけをこのぬいぐるみに移せるように準備しておいたの』

　ばっ！　と見せつけるように紙切れを掲げると、その内容に杏子が目を丸くした。

「へっ？　は？　青？　あんた青なん？　ほんま？」

　指をさして尋たずねてくる杏子に、大きな頷きを返す。頭が重すぎて、ちょっと下を向いただけで身体がぐらぐらと揺ゆれる。

「うっそぉ！　ちょお待って、めっちゃ可愛いんやけど！　普ふ段だんあんな仏ぶつ頂ちよう面づらやったのに、お人形さんになるとこんな愛らしくなるん!?　ちょ、写真撮とらせてえや！　写真！」

　なんだか知らないが、杏子が急におかしなテンションに突とつ入にゆうしてしまった。深夜だからだろうか。

　とりあえず手近な紙切れを引き寄せて、また文章を書く。

『こんなことしてる場合じゃないでしょ』

「うわぁ、字ぃ書けてるやん！　青、偉いなぁ！　賢かしこいなぁ！」

　おい。馬鹿にしてんのか、こいつ。

　なんで同級生にこんな子供扱あつかいをされないといけないんだ。隙あらば撫でようとしてくるんじゃない。

　ぽかぽかと杏子の膝ひざを叩いて、さらに紙に書き加える。

『これからクレオパトラを捕つかまえてくるから、少しだけ離れて待ってて』

「ああ、そやんな。あいつどうにかせんと。……そういや、青はなんでずっとぬいぐるみのフリしとったん？　もっと早う声かけてくれたら良かったのに」

『杏子が一人でいないと、クレオパトラが警けい戒かいして出てこないと思ったから』

「ん、なるほどな。確かにそやわ。卑ひ怯きようもんやからな、あいつ」

　かつてのご主人様に卑怯者呼ばわりされるクレオパトラ。もう名前も呼ばれなくなってしまっている。かわいそうに。

　悪いのはクレオパトラ本体ではなく、それに取り憑ついている幽霊なのだが……まあ、どっちでもいいか。やることは変わらないし。

　クレオパトラはどうやら、ソファーの中に隠れてずっと機会を窺うかがっていたようだ。ソファーの座面と背もたれの間の部分に切れ込こみを入れて、その中で息を潜ひそめていた。切れ込み部分にはクッションや他のぬいぐるみを置いて傷を隠し、生意気にもこちらを欺あざむこうとしていたらしい。

　お昼にこのソファーに座ったとき、見た目よりも固い印象だったのは、中に生米の詰つまったクレオパトラが入っていたからだったのか。……いや、こわっ。

　お尻しりをハサミで刺さされなくて良かった……と安あん堵どしていると、テーブルを挟はさんだ向かい側でクレオパトラがゆっくり起き上がって、こちらを睨みつけてきた。

「おっしゃ、やったれや青！　ボッコボコにしたれ！　手ぇ足りんくなったら言えや！　いつでも加勢したるからな！」

『いいから離れてて』

　血の気の多いセコンドを下がらせると、軽く膝と背中を曲げて、両りよう腕うでを顔の前に構える。

　クレオパトラが悠ゆう然ぜんと歩いて近付いてきた。両者の間に、緊きん迫ぱくした空気が流れる。

　ゆっくり、焦あせらずに……ジリジリと距きよ離りを縮めていく。お互いの間合いまで、あともう少し。

　私よりほんの一瞬早く、クレオパトラが仕し掛かけてきた。ハサミを大きく振ふりかぶって、私に突き刺さんと腕を振るう。

　しかし残念ながら、今の私はぬいぐるみだ。平時とは異なり、極ごく太ぶとでモコモコの両腕を自在に振るえる私にとって、ハサミなど致ち命めい傷しようにはなり得ない。

　冷静に右みぎ腕うでを差し出して、刺さったハサミの刃はを搦め捕ると、残った左ひだり腕うでで渾こん身しんのボディブローを放った。

　クレオパトラの体がぐらりとつんのめる。

　続けざまに、顔面目め掛がけてジャブ、ジャブ、ストレート。おまけにラリアットを食くらわせて、大おお外そと刈がりからのチョークスリーパー。反則などない、情け容よう赦しや無用のバーリトゥードだ。食うか食われるかの真しん剣けん勝負。全力で、思いつく限りの攻こう撃げきを繰くり広げる。

　一度距離をとって、ハサミを構えるクレオパトラと正対し、威嚇するように腕をぐるぐるふり回す。

　烈れつ火かのごとき執しゆう念ねんを深しん紅くの瞳にギラつかせ、こちらを睨みつける黒いクマのぬいぐるみ。一瞬でも油断をすればこっちがやられてしまいそうだ。

　動かないはずの喉のどが、ごくりと鳴る音が聞こえた気がした。緊きん張ちよう感が高まる。

　次の瞬間、緊張のピークに達した空気が弾はじけたように、両者が同時に駆かけ出した。腕を前に突き出して相手の体に掴みかかり、カーペットの上をごろごろと転がる。

　体勢を整えてマウントポジションを取ると、両腕で全力の乱打をお見み舞まいした。

　――ここが好機。一気にたたみかけてやる……！

「…………あかん。ぬいぐるみ同士が戯たわむれとる。なんや、癒いやされるわぁ……」

　ふと、杏子がほっこりした様子で呟いた。それを聞いて、昂たかぶっていた気持ちが一瞬で冷めて、なんだかすごく恥ずかしくなってしまった。

　何がバーリトゥードだ。ぬいぐるみ同士でぽふぽふやり合ってるだけだろ。馬鹿か私。
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　……早く終わらせよう。

　私は振り回していた腕を鎮しずめると、再度クレオパトラと距離をとる。

　そしてテーブルの横に置かれた紙かみ袋ぶくろから、咏が念のために持ってきていた赤い糸を取り出して、倒たおれたままのクレオパトラを手早く縛しばり上げていく。

　咏がまだ密ひそかにひとりかくれんぼの実行役を諦めてなくて助かった。しかし彼かの女じよは、もしチャンスがあれば人の家でも構わず降こう霊れい術じゆつを行うのだろうか。やっぱりイカれてる。

　赤い糸でギッチギチになるまで縛り上げて、クレオパトラの身動きが取れなくなったことを確認すると、杏子の方に向き直って手招きした。

『勝った』

「おー、見てたで。青、頑がん張ばってたなぁ。青が勝ってうちも鼻が高いわぁ。よーしよし」

『飼い主づらしないで』

　撫でようとしてくる手をかわして、ふんじばったクレオパトラを杏子の眼前に突き出した。クレオパトラは拘こう束そくから逃のがれようともがくが、仮にも私が霊れい力りよくをこめて巻きつけた糸だ。ぬいぐるみごときの力では外せない。

『どうぞご自由に』

　紙切れを突き出すと、持っていたペンをぽいっと床ゆかに捨てた。

　こうなってしまえば、祓はらうなりしばくなり、何をするにもこちらのものだ。

　これにて依い頼らい達成。ほっと息をつく。ぬいぐるみだけど。

「ふむ……おい、お前。言葉はわかるか？」

　杏子が暴れるクレオパトラの頭を掴んで、テーブルの上に乗せた。

　そして床に落ちているペンと私を抱かかえ上げ、ソファーの上に座る。ペンをテーブルに置いて、私を膝の上で抱きしめた。……ちょ、おい、離せ、やめろぉ！

「ほらほら、青。暴れんでな。ちょっと待っとって」

　なんで私が駄だ々だをこねてるみたいになってるんだ。なんとか脱出したかったが、両腕でがっちり抑おさえ込まれてしまい、しぶしぶ杏子の膝とお腹なかに体重を預けた。

　……屈くつ辱じよくだ。くそう。

「言葉わかるんやったらそれに書いてみ。お前なんでうちの部屋めちゃくちゃにしたんや」

　杏子はそう言いながら、クレオパトラの拘束を片かた腕うでだけ解く。もちろん暴れれば、またいつでも取り押おさえる準備はできている。

　クレオパトラはペンを掴むと、荒あら々あらしい字でメッセージを書いた。

『構ってもらいたかった』

　そこに書かれた文字を見て、杏子が神しん妙みような面おも持もちになる。

　もしかして、本当にただ一いつ緒しよに遊んでもらいたかっただけなんだろうか。

　杏子がかくれんぼを途中でやめてしまったから、どうにか続きを遊んでほしくて、寝ねてる間に悪戯いたずらをしていたとか。

「なんやお前……寂さびしかったんかい」

『ちゃんと塩水をかけるところまで、やってほしかった』

　ひとりかくれんぼの最後の手順は、コップと口に入れた塩水をぬいぐるみにかけ、『私の勝ち』と三回宣言することで終しゆう了りようとなる。

　……この子は最後まで一緒に、ひとりかくれんぼを遊びきりたかっただけだったんだ。

　そう考えると、あんなにボコボコにしてしまったのもなんだか申し訳なくなってくる。

「そうか……それはまあ、なんというか……悪かったな」

　杏子も少し反省したようで、口をもごもごさせて、気まずそうに謝罪した。

　無意識に腕に力が込もり、ぎゅっと抱き寄せられる。

「ほんなら今さらやけど……塩水かけて、終わりにするか？」

『ぜひ！』

　クレオパトラは、紙切れいっぱいに力強い文字を書いた。喜んでいるのが字じ面づらから伝わってくるようだ。

　杏子は「待っててな」と言って席を立つと、すぐにコップに僅わずかに残っている塩水を持って洋室から戻ってきた。

「堪忍な。口に入れてた水は飲んでもうたから、これだけやけど。我が慢まんしてな」

『それじゃあ意味がない！』

　しおらしく謝あやまる杏子だったが、縛られたクレオパトラが怒おこったようにどんどんとペンをテーブルに打ちつけた。やはりちゃんと定められた手順でないとだめなのだろうか。

「ええやん。同じ塩水やし、そんな変わらんて。な？」

『せめて口に含んでからかけてくれないと！　ご褒ほう美びにならない！』

「……は？　ご褒美？」

　紙に乱暴に書かれた文字を見て、杏子の顔色が変わった。目付きが鋭するどく吊つり上がる。

「おい、ご褒美ってなんやねん。なんで塩水がご褒美になんねん」

『女子高生の口から聖水をぶっかけてもらえるなんて、とんでもないご褒美でしょう』

　…………いや、こいつただのド変態じゃないか！

　なんでよりによってこんな幽ゆう霊れいが可愛いぬいぐるみに取り憑いてるんだ！

「……き……きっっっしょ！　何やねんこいつ！　悪あく霊りようか思たらただのドＭやんけ！」

　杏子が心底ドン引きした様子で、クレオパトラから距離をとる。

　防衛本能か、私を握る腕にますます力が入った。

『さっきのアオ様のご褒美は……大変よかった』

　うっわ、名前知られてる。最悪だ。ボコボコにして申し訳なかった、とか思っていたさっきまでの自責の念を返してもらいたい。

「青を変な目で見んなアホ！　何が『構ってもらいたかった』やねん！　そんなくだらん目的でうちの部屋あんな壊したんか!?」

『たくさん怒らせておけば、見つかったあとでめちゃくちゃにしてもらえると思って……』

「知らんわボケぇ！」

　杏子が青筋を立てて、怒いかりのままに声を荒あららげる。

　腕にさらに力が込められ、私の体はくの字に折り曲がっていた。お腹がペシャンコに潰つぶれている。生身だったら呼吸が止まっているところだ。

　クレオパトラが紅い眼を光らせて、じっとこちらを見つめている。視線が羨うらやましそうなのは気のせいだと思いたい。

「あかん、こいつほんまあかんわ。付き合いきれへん。青、こいつもう処分しよう」

『そんな！　どうして！』

　どうして、じゃないが。

　杏子の言葉に頷うなずいて、テーブルの上にぴょんと飛び乗った。一刻も早く祓ってしまおう。

　スッと腕を振り上げると、クレオパトラはびくりと体を震ふるわせて、私の腕を凝ぎよう視しする。

　…………うぅ。

　…………なんかやだなぁ…………。

　謎なぞの嫌けん悪お感を堪えつつ、腕に全力で霊力を込めて、クレオパトラの顔を思いっきり張り倒した。クマの体が勢いよく吹ふき飛んで、壁かべに叩きつけられ、力なくポトリと落ちる。

　手のひらに、魂たましいが抜けていく感覚があった。除じよ霊れいには成功したようだ。

　動かなくなったクマのぬいぐるみから視線を戻すと、テーブルの上に置かれた紙切れに、荒々しい字で『ありがとうございます！』と書かれていた。

　なんだか怖こわくなってしまい、震えながら逃にげ帰かえるように杏子の膝の上に戻る。

　……依頼は完かん遂すいできたものの、最高に達成感のない結末だった。




　それから私は自分の体で目を覚まし、私の体を大事に抱えていた咏と、今にも泣き出しそうな顔をしていた結花と一緒に、また部屋の中に戻った。

　除霊の顛てん末まつを伝えると、結花が幽霊に対してことのほか怒ってしまい、宥なだめるのが大変だった。ちなみに咏は魂の抜けたクマのぬいぐるみに興きよう味み津しん々しんで、持って帰れないか杏子に必死で交こう渉しようしていた。交渉の結果がどうだったのかは把は握あくしていない。

　その後みんなで部屋を片付けて、朝まで睡すい眠みんを取ってから、四人で学校に向かった。

　杏子は配信が途切れた経けい緯いを視し聴ちよう者しやに説明するため、登校中ずっとスマホを触さわっていた。

　大変そうだな、と他人事のように思いながら最さい後こう尾びを歩き、やがて学校に到とう着ちやくする。

　寝ね不ぶ足そくだったのか、それともあの変態のせいで精神的に疲つかれ切っていたのか。自分の席でぐったりと姿勢を崩くずすと、すぐに泥どろのように眠ねむってしまった。




　次の日の晩。

　咏からスリラー・キャットに呼び出された私は、いつもの裏路地を抜けて、地下への階段を下りていった。日本人形の間を通り、黒くろ塗ぬりの扉を開けると、聴きき慣なれた店内ＢＧＭ。

「いらっしゃい、白春さん」

「こんばんは、妖二さん。お邪じや魔まします」

　オーナーの妖二さんに挨あい拶さつを返すと、彼かれは私が何か言う前に、グラスにオレンジジュースを注いでくれた。すっかり私のお気に入りだと認にん識しきされてしまったらしい。子供っぽいかなとちょっと恥ずかしくなるが、このオレンジジュースの魅み力りよくには抗あらがえない。

　冷たい酸味で喉を潤うるおしながら咏が来るのを待っていると、不意に私の名前を呼ぶあどけない声が聞こえた。

「青ちゃん！　こんばんは！」

　店の奥から、イナを足元に従えたかなちゃんが小走りでやってきた。今日も可愛らしい無む邪じや気きな笑えみを浮うかべている。

「こんばんは、かなちゃん。今日もお手伝いしてて偉えらいね」

「えへへ～」

　優やさしく頭を撫なでると、気持ちよさそうに目を瞑って頬ほおを赤らめる。ほんと可愛い。

　かなちゃんを取られて嫉しつ妬としているのか、イナが「にゃ～ご」と鳴いて私の足を引っ掻かいてきた。

「こらぁ！　だめでしょイナ！　青ちゃん、ごめんね？」

「痛くないから大丈夫だよ。それより、咏はどうしてる？」

「あ、そうだった！　それを伝えなきゃと思ってたの。あのね、お姉ちゃんなら今――」

　かなちゃんが何か言い切る前に、バチン、と音がして、店内に暗くら闇やみが訪おとずれた。

　ヒュ～、ドロドロドロ。どんどん、どどどん。

　ホラーテイストのＢＧＭが消えて、代わりに聞き覚えのある効果音が鳴る。

　怪かい談だんライブが始まったということは、咏がその手伝いをしていたのか。タイミングの悪いときに来てしまったかな。

　などと思いながらも、また怪談が聴けるとあって正直わくわくしていた。

　バンッ！　と機械音が響いて、ステージにスポットライトが当たる。

「……えぇ!?」

　思わず声を上げてしまった。慌あわてて自分の口を押さえる。

　ステージでは、着物姿の咏が正座をして、背筋に芯しんの通った綺き麗れいな礼を披ひ露ろうしていた。

　カウンターの奥へ顔を向けると、仕事をしていた妖二さんが私の視線に気づいて、笑いながら肩をすくめる。とりあえず黙だまって見ていろ、ということだろうか。

　客席を左から右へ、ゆっくり視線を移してから、鷹おう揚ように口を開く。雰ふん囲い気きたっぷりの所作は一いつ端ぱしの怪談師そのものだ。

　……まさか、ついに見習いを卒業したのか。あの咏が。

「――皆みなさま、こんばんは。今こ宵よいもスリラー・キャットへお越こしいただき、誠まことにありがとうございます。怪談師の夏目咏と申します。どうぞよろしくお願いします」

　怪談師と名乗った。やっぱりそうなんだ。

　あれだけ残念な怪談しか話せなかった咏が、とうとう本物の怪談師に……。

　彼女の並々ならぬ憧しよう憬けいの念を知っている分、目め頭がしらも熱くなるというものだ。

「このお話はつい先日、私が学校の友人たちとお泊とまり会をしたときの出来事です。……突とつ然ぜんですが皆さま、〝ひとりかくれんぼ〟という言葉はご存じでしょうか？」

　……え？　それ話すの？　大丈夫……？

　一いち抹まつの不安を覚えつつ、それでもきっと咏ならやってくれると信じて居住まいを正す。

　心の中で盛大に声せい援えんを飛ばしながら、咏の怪談に聴き入った。




　そして数分後。私は深く項うな垂だれて、強きよう烈れつな羞しゆう恥ち心しんにぷるぷると体を震わせていた。

「――かけがえのない友を救うため、私の友人は正義のシロクマさんへと姿を変え、果か敢かんに黒い化け物へと襲おそいかかりました！　そのときの映像がこれです！」

　デデン、と効果音を鳴らして、咏が大型のタブレットを頭上に掲げる。その画面には、白いクマと黒いクマが一いつ生しよう懸けん命めいに取っ組み合う、キッズアニメのような動画が流れていた。

　テーブル席の方から、「わあ、可愛い」「微笑ほほえましいねぇ」などという声が聞こえてくる。

　顔から火が出そうだった。帰りたい。今すぐダッシュで帰りたい。

　キラキラした瞳で、食い入るように画面を見つめるかなちゃん。お願いだから、そんな目で見ないでほしい。あのシロクマ、もう高校生なんだ。

「――こうして正義のシロクマさんの活かつ躍やくにより、仁義なきクマ戦争は幕を閉じたのでした……以上です。ご清せい聴ちようありがとうございました」

　咏がすべてを出し尽つくしたような顔で、満足そうに礼をした。

　かなちゃんが立ち上がって、全力で拍はく手しゆを飛ばしている。クマ戦争にまさかのスタンディングオベーション。空前絶後の大盛り上がり。

　しかし残念ながら、受けたのは子供にだけだったようだ。怪談を肴さかなにお酒を楽しんでいた大人たちは皆、反応に困ってお互たがいに顔を見合わせていた。

　……どうかあのクマが私だってことが、誰にもバレませんように。

　そう心の底から願いながら、あとで咏を問い詰めてやらなければと心に誓ちかった。

　グラスの中で、溶とけた氷が『カラン』と切ない音を立てていた。









第三章　紐解かれた黒歴史







　咏うたに私の黒歴史を客前で暴ばく露ろされた翌日。

　私は昼休みに、咏と杏あん子ずを呼び出していた。人のいないところで話したかったので、結ゆい花かに頼たのんで美術室を貸してもらっている。

　前と同じ作業台を、また四人で囲んで座っていた。

「――なんであのときの動画があるの!?　いつの間に撮とった、杏子！」

　作業台を手のひらで叩いて、苦笑いを浮かべている杏子に詰め寄る。

「いや、ちゃうねん。別に撮るつもりはなかってんけど、偶ぐう然ぜん撮れてもうたんよ」

「はあ……？　どういうこと？」

　反省の色がまったく見えない杏子を睨みつけるも、彼女は飄ひよう々ひようとした態度を崩すことなく、落ち着いた口調で弁明し始めた。

「あんとき、配信が途中で切れたやろ？　せやけどカメラはまだ回ってて、ずっと録画状態になっとったんよ。リビングの襖ふすまを開けっぱなしにしてたから、たまたま青あおの頑張ってる姿が画角に入っててな。こらあかん、ちゃんと綺麗にしたらな思うて、あれこれ編集してたら、なんやえらい立派な動画ができ上がってなぁ」

「すぐに消せばいいでしょ！　なんでそんな余計なことしてるの！」

　荒あれ狂くるう感情に任せて、作業台をばんばん叩く。

　すぐに手のひらが痛くなって、涙なみだ目めになりながら袖そでの中に引っ込めた。

「……そしてもっと謎なんだけど、なんでその動画を咏が持ってるわけ!?」

「ひえっ!!」

　ぎろりと鋭い視線を向けると、咏がわざとらしく自分の頭を抱えて私に背を向けた。

　その華きや奢しやな背中にぺちっと一発お見舞いしてから、また杏子に向き直る。

「あれ、夏なつ目めから聞いてへん？　もともと最初にカメラがまだ生きてるのに気づいたんは夏目やってん。んで『その動画くれ！』ってしつこいから、編集して問題なかった部分のデータだけ送ったったんや」

「私に無断で何をやってるんだ、あんたらは！」

　こんなひどい裏取引は聞いたことがない。

　ぬいぐるみの姿でも、肖しよう像ぞう権けんくらいは主張したっていいはずだ。

「……はぁ。もういいから、二人ともさっさと消してくれる？　あんな動画がいつまでも残ってるなんて、屈辱以外の何物でもないから」

「何を言ってるんですか！　これを消すなんてとんでもない！　動画の削さく除じよに関しては、断固としてお断りさせていただく所存です」

「あ、うちもー。もったいないやん。せっかくあないに可愛かわいく撮れとんのに」

「――ふざっけんなー!!」

　息を揃そろえてきっぱり断ってきた二人に、抑え込んでいた怒りが爆ばく発はつした。

「スマホ寄よ越こせ！　消してやるから！」

「あっ、やめて！　やめてください！　削除の仕方もわからないくせに……！」

「それくらいわかるわーっ!!」

　さらっと機械音おん痴ちを煽あおられて、怒りの炎ほのおはさらに激しく燃え上がり、咏から強ごう引いんにスマホを奪うばい取ろうとする。その攻こう防ぼうを杏子がけらけら笑いながら見つめていた。

「まあ、ええやんか。どうせうちら以外にはアレが青だなんてわかりっこないんやから」

「……そういう問題じゃないでしょ」

　むすっとして言い返すと、結花が杏子の肩をつついて、慎つつましやかに口を挟んできた。

「あのー……私もその動画見てみたいなー、なんて」

「おっ、ええで。あとで送ったるな」

「結花ぁ！」

　最後の良心だと信じていた結花がまさかの裏切りを見せ、構図は三対一となった。

　杏子の傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりに振り回されて、椅い子すの上に崩れ落ち、作業台に身を投げ出す。

「大丈夫やって！　他に誰にも見せへんから。ここにいる面子メンツだけや」

　楽しそうに笑う杏子の声が頭の上から響いてくる。その約束が、目の前の怪談オタクによって既に破られているとも知らず。責めるように咏を見ると、サッと視線を逸そらされた。

　なんとも言えない気分のまま、体を起こす気力もなく、そのまま深くため息をつく。

「はぁー……わかった、もういいや。諦あきらめる。その代わり咏……次はないからね……？」

「わ、わかりました！　謝りますから、そんなに睨まないでくださいよぉ！」

　眦まなじりを吊り上げて軽く脅おどすと、咏は両腕を抱えてぶるりと身み震ぶるいを起こした。

　冷ひや汗あせを流す彼女に、杏子が問いかける。

「そもそも夏目は何であの動画が欲ほしかったん？　やっぱああいうのが好きやからか？」

「あー、えっと……そうですね、それもありますが……」

　咏の瞳がふらっと揺れて、一いつ瞬しゆんだけ私と視線が交こう錯さくする。それから何かを考かんがえ込んで、優しく下した唇くちびるを噛かみ締めた。不安そうな顔をして、慎しん重ちように言葉を選んでいるように見える。

　しばらく言い淀よどんでから、意を決したような硬い顔で告げた。

「――実は私、〝怪談師〟を目指しているんです。そのために色んな怪談を集めていて、あの動画もその一いつ環かんとして使いたかったんです」

「……えっ？　咏!?」

　少し遅おくれて、咏がとんでもない内容を告白していることに気がついた。

　いきなり赤せき裸ら々らに語っているが、彼女は過去のトラウマを引き摺ずって、このことを頑かたくなに隠し通そうとしていたはずだ。どうして突然この二人に打ち明けたのか。

「う、咏？　いいの？　その……」

「……はい、大だい丈じよう夫ぶです。最近、少し思うところがありまして」

　慌てて体を起こして尋ねると、咏は心配無用と言うように朗ほがらかに微笑んだ。

　そんな咏の事情など知る由もない対面の二人は、互いに顔を見合わせて、怪談師という言葉をじっくり咀そし嚼やくしている。幾いく分ぶんか後、結花が興奮した様子で感かん嘆たんの声を上げた。

「へぇー、怪談師！　すごーい！　格かつ好こいいね！　あっ、だから〝ひとりかくれんぼ〟のことにも詳くわしかったんだぁ！」

　なんの衒てらいもなく、心から他人を褒ほめちぎることができるのは、結花の最も優すぐれた長所なんじゃないかとたまに思う。私だったら途と中ちゆうで恥はずかしくなってしまいそうだ。

　結花の人に好かれる才能が遺い憾かんなく発揮され、咏との会話が自然と弾はずんでいた。

「じゃあ、青と仲良くなったのはその繋つながりで？」

「はい。青には、私の怪談収集を手伝ってもらってるんです。私一人だとなかなか幽霊に遭そう遇ぐうすることもできませんし、何より危ないですから」

「そうなんだぁ……もうっ。水くさいなぁ、青。教えてくれればよかったのに」

「実は私が口止めをお願いしていたんですよ。今回はお二人なら問題ないと思って私からお伝えしましたけど、もともと学校ではあまり広まってほしくないので」

「あー、そっかそっか。じゃあ私たちも他の子の前では言わないようにするね！」

「ありがとうございます。そうしてもらえると助かります」

　和なごやかな雰囲気のまま、すらすらとやり取りが進んでいく。

　同じ部屋で寝ね泊とまりしたことで、心の距離が縮まったのだろうか。あるいは部屋の外で待っている間、私の知らないところで何かがあったのか。

　ついこの間まであんなに他人行ぎよう儀ぎだったのに、いつの間にか随ずい分ぶんと仲を深めたものだ。

「といっても、これまでのように完全に秘密にしておくのは難しくなりそうですけどね。そろそろ活動の場を広げていきたいと思っていますので」

「……ああ、なるほどなぁ。それでうちにあんなこと訊きいてきたんか」

「はい。その節はお世話になりました」

　何か腑ふに落ちた様子で杏子がうんうん頷いて、それに咏が感謝の言葉を述べていた。

　なんの話かは知らないけれど、きっと二人の間で何かしらのやり取りがあったんだろう。

　……まあ、別にいいんだけど。私には関係ないことなんだろうけど。ほんと、別にどうだっていいんだけど…………なぜだかちょっとだけ、面おも白しろくなかった。

　……私にも言ってくれればよかったのに。裏で何を話していたのかな……。

　そんな風に考えてしまっている自分が信じられないほど気持ち悪くて、頭をぶんぶんと左右に振って雑念を追い払はらった。三人が不思議そうな顔をしてこちらを見てくる。

　見てんじゃねーよ、という顔で見つめ返してやると、タイミングよく昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

「あっ、もうこんな時間か。みんな、教室戻ろっか」

　結花の台詞せりふで、強制的に会話が打ち切られた。

　めいめい立ち上がって、空になったビニール袋ぶくろを片手に美術室をあとにする。

「あの……青、ちょっといいですか？」

　教室を目指してのろのろ歩いていると、前を歩く二人には聞こえないくらいの声量で、咏が後ろから声をかけてきた。遠えん慮りよがちに私の服の裾すそを引っ張っている。

「ん……なに？」

「放課後、少し付き合ってもらえませんか？　急で申し訳ないのですが、ちょっとお願いしたいことがありまして」

　気け怠だるげに振り返ると、いたって真面目な顔をした咏が、私の目を覗のぞき込んできた。

　意外な表情に少し言葉が詰まってしまい、無言のまま頷いておく。

「ありがとうございます。それではまた後ほど」

　咏は私の横を通り過ぎると、何ごとも無かったかのような澄すまし顔で前の二人に並んだ。

　……なんだろう。また何か、怪かい談だん絡がらみの厄やつ介かいごとだろうか。

　途と端たんに不ふ吉きつな予感が鎌かま首くびをもたげる。けれど不思議なもので、教室へ戻もどろうとする私の胸の裡うちからは、さっきまであったもやもやが綺麗さっぱり消えてしまっていた。




「――これからは『怪談師を目指していること』を表に出して、『怪談師・夏目咏』として正式に活動していきたいと思ってるんです」

　まだお客さんが一人もいない、営業時間前のスリラー・キャット。

　平時用の照明に照らされる店内で、ソファー席の対面に腰こしを下ろした咏が、覚かく悟ごを決めた顔でそう言った。

　咏の話を要約すると、「これまでは怪談師であることを隠して生活を送ってきたが、広く怪談を集めていくにはそれでは限界があるので、積極的に顔と名前を出して活動を行い、業界内での知名度を上げていきたい」ということだった。

「……そっか。だから昨日は、咏がライブをやってたんだ。いきなりステージに上がってたから、どうしたのかと思っちゃった」

「はい。お父さんに何度もお願いして、お客さんが少ないときだけですけど、私にも怪談ライブを任せてもらえることになったんです。まあ、昨日は大失敗してしまいましたが……まったく盛り上がってませんでしたし……」

「ま、まあまだ初日だからさ。最初から上手うまくできる人なんていないって」

「そうですよね……お父さんは最初にテレビに出たときから〝天才怪談師〟とか言われてたらしいですけど……」

　部屋の隅すみに遠い目を向けた咏が、ふふっ……と自じ虐ぎやく的てきに笑った。

　怪談師として生きる上で『夏目妖よう二じの娘むすめ』という肩かた書がきはあまりに重い。

　偉い大だいな先代を持つ者にのみ向けられる、本人の文脈を無視した周囲の勝手な期待が、咏にはいつだってついて回るのだ。その期待に実力が追いついていないことは、本人もこれ以上ないくらいに自覚しているようだった。

「……まあでも、失敗や批判を恐おそれて客前に立てないんじゃ、怪談師としてはお話になりませんからね。自分に才能がないのはとっくにわかってます。誰かに笑われるのも覚悟の上です。それでも、未熟な自分を恥じることなく活動していきたいんですよ」

　怪談への飽あくなき愛情が、その台詞からは伝わってきた。

　好きすぎて捨てられないもの。月並みだけど、それはある種の呪のろいのようだ。

　執しゆう着ちやくじみた愛情に自分でも呆あきれているのか、咏は困り顔で「てへへ」とはにかんでいた。

　――そんな可愛い顔で笑っているくせに、誰だれよりも頑がん強きような〝芯〟を持っている。それがやっぱり眩まぶしくて、羨ましかった。

「それでですね。杏子さんにＳＮＳアカウントの開設について相談したんです。公開設定のこととか、運用する際の注意点なんかについて」

「ああ、それで……確かに、杏子はそういうの得意そうだもんね」

　咏の声で我に返ると、すぐに頭を切り替かえてお昼の会話を思い出した。

　咏はどうやら、ＳＮＳを通じて怪かい奇き現象を実際に体験した人物などにコンタクトを取り、怪かい談だん噺ばなしを収集していくつもりのようだ。

　今日はお店の常連さんが、つい先日遭遇したばかりの恐きよう怖ふ体験を聞かせてくれるのだという。その聞き取り調査に、私も同席してもらえないかというのが咏の頼みだった。

「約束の時間までもう少しなんですけど……青さえよければ、このまま一緒にいてもらえませんか？」

「……まあ、特に予定もないし。私は大丈夫だけど」

　小首を傾かしげて可愛らしくおねだりしてくる咏の態度に、若じやつ干かん鼻につくあざとさと、それでも抗えない魔ま性しようを感じながら頷いた。ちょっと頼たよられるだけでこんなに嬉うれしいなんて、自分の単純さと扱いやすさに我ながら呆れてしまう。

　何がきっかけで咏が怪談師としての活動を本格化させたのか、私にはわからない。

　だけどそれだけ腹を据すえて、勇気を出して歩き始めたのなら、私なりにその背中を支えてあげたいと思った。私だけは、彼女の絶対の味方でありたかった。

　だから断るどころか、悩なやむという選せん択たく肢しすら浮かぶ前にその頼みを承しよう諾だくしていた。

「本当ですか？　急な話だったのでどうかなと思ったんですが、よかったです！　えへへ……ありがとうございます、青！」

　私の答えを聞いて、咏が嬉しそうに破顔する。そんな彼女のふやけた顔を見ていると、なぜかほっぺたを力いっぱい抓つねってやりたい気分になった。




　咏の宝物だという、妖二さんの若い頃ころの怪談が収録された秘蔵のカセットテープを二人で聴きながら、常連のお客さんを待つことしばらく。

　やがてやってきた人物は、細身のパンツスーツがよく似合う、長身の綺麗な女性だった。

「遅おそくなってごめんねー、咏ちゃん。大変お待たせしましたっ」

　ソファー席に浅く腰こし掛かけた女性が、申し訳なさそうに声をかけてくる。

　年ねん齢れいは……二十代半ばくらいだろうか。茶色に染めた髪かみの毛と、控ひかえめに揺ゆれるフープピアスが、垢あか抜ぬけた印象を与あたえている。余よ裕ゆうのある大人の女性、という感じだった。

「いえいえ、とんでもないです。平日なのにお時間をいただいてしまって、すみません。今日はわざわざありがとうございます、理り音おんさん」

「大丈夫だよ。普ふ段だんお店でサービスしてもらってるし、これくらいはね。それに……私も誰かに話したかったからさ」

　そんな会話をしながら、理音と呼ばれた女性が、まるで不ふ審しん者しやでも見るかのような目つきで私に視線を向けてくる。

　まあ……こっちの二人と違ちがって、私はスリラー・キャットとは本来無関係の人間だ。

　彼女の個人的な話に立ち入るのは些いささか図ずう々ずうしいというか、不自然な気がしないでもない。

　私は咏の隣となりの席――ソファーの対面にある、クッション性の丸いスツールに座すわって、二人のやり取りを置き物のような影かげの薄うすさで静観していた。

「理音さん。こちらは私のクラスメイトで、怪談噺の収集に協力してもらっている、白しろ春はる青さんです。すごく優ゆう秀しゆうな霊れい能のう力りよく者しやなんですよ」

「霊能力者……？　ふーん……」

　理音さんとやらの目が、訝いぶかしむように細められた。

　確かにそれだけ聞いたら胡う散さん臭くさく感じる人もいるだろう。この程度の視線は慣れたものなので、今さらなんとも思わない。彼女は咏と親しい様子だったから、人のいい友人が悪い同級生に騙だまされている、とか疑っているのかもしれない。

　私は別に気にしないけど、咏はそうでもなかったようで、にっこり微笑んでフォローを入れてくれた。

「大丈夫ですよ、理音さん。実際に除霊するところをこの目で見てますし、お父さんとも知り合いですから」

「あ、妖二さんのお墨すみ付つき？　なら大丈夫そうだね、ごめんごめん。咏ちゃんって怪談のことになると、ちょっと変なとこあるからさー」

「わかります。すぐ周りが見えなくなるので困ってます」

「ねー。わたしはそういうところもいいなって思うけど……」

　理音さんの言葉に間かん髪はつ入いれずに頷くと、そのやり取りを聞いていた咏が「むうぅ！」と拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「心外ですね。変ではなく熱心と言ってください。……それで、理音さん。そろそろお話の方、聞かせていただいていいですか？」

「おっけー。それじゃ青ちゃんも聞いてくれてることだし、張り切って喋しやべっちゃうね」

　軽い調子でそう言って、理音さんがこちらにウインクを飛ばしてくる。

　初対面の大人にそんなフレンドリーな接し方をされても、どう反応すればいいのかわからない。なので、「へへっ」と乾かわいた愛あい想そ笑わらいを返しておいた。

　隣で咏が、ごそごそとポケットをまさぐっている。どうしたんだろうと思っていたら、いきなりボイスレコーダーを取り出して、ごとりとテーブルの上に置いた。

　ぎょっとして咏の顔を見るが、特に変わった様子はない。当たり前の顔をして録音ボタンを押し、理音さんも何も言わずにそれを受け入れていた。どうやら二人の間で、会話を録音することは既すでに合意が取れていたらしい。

　初めての経験に、「これが怪談噺の取材なのか……」と場ば違ちがいな感動を覚える。

「じゃあ、話すね」

　理音さんの言葉に、咏が首しゆ肯こうで返す。理音さんはウーロン茶で口を湿しめらすと、目を瞑つぶり記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せながら、ゆっくりと語り始めた。

「――この前……四月の中なか頃ごろだったかな。いい天気だったから、ハイキングがてら一人でお花見に行ったんだよね。二人とも〝戌いぬ亥い山やま〟って知ってる？　桜の名所として有名な、標高百四十メートルくらいの低い山なんだけど」

「市内の観光スポットですね。戌亥山公園として江え戸ど末期に整備が始まって以来、景勝地や地元の人たちの憩いこいの場として親しまれています。ちなみに……いくつもの曰いわくが残り、幽霊の目もく撃げき談だんも枚挙に暇いとまがない、界かい隈わいでは有名な心しん霊れいスポットでもあります」

「げっ、やっぱりそうなんだ。私それ知らなくてさー。普ふ通つうに景色とか見ながら歩いてたら、なんか不思議なことが起こったんだよね」

「ほうほう。不思議なことですか」

　打てば響ひびくように心霊スポットという情報が返ってきて、理音さんが嫌いやそうな顔をした。

　そんな彼かの女じよと相反して、咏の方は憎にくらしいほど楽しそうだった。自分も知ってる身近な心霊スポットが舞ぶ台たいとあって、テンションが上がっているに違いない。

「整備されてると言っても、やっぱり山だからさ。鳥とか、虫の鳴き声が結構すごいわけ。それに車通りもあるから、普段はそれなりに賑にぎやかなんだけど……急に、なんの音も聞こえなくなったの。時間が止まったみたいに、ピタッて音が止やんだんだ」

　そのときのことを思い出したのか、理音さんがごくりと喉のどを鳴らした。

　山の中で突然そんなことになったら、確かに平静を保つのは難しいだろう。

「いきなり空気が変わって、不気味な雰囲気に怖くなってきて。なぜだかわからないんだけど、『やばいっ！』って思ったの。『このままここに居ちゃだめだ!!』って。それで、すぐ山を下りようと思って走り出したんだけど……上の方から、追いかけてきたんだよね」

「お、追いかけてきた？　何がですか……？」

「男の人。最初は普通の人だと思って安心したんだ。怖い雰囲気は消えてなかったけど、一人でいるよりはマシだと思ったから。だけど近づいてくるにつれて、なんだか走り方が変だなってことに気がついて……」

　理音さんがぎゅっと目を閉じて、顔を青くしながら続けた。

「顔が判別できるくらいまで近くに来て、ようやくわかったの。その人……目がなかったんだよ。眼球が取れてて、そこから血が流れてて……前が見えないのか、左右にふらふら揺れながら、こっちに走ってくるの」

　揺り起こされた恐怖に声を震わせて、理音さんが語る。

　そんな彼女を見つめながら、咏がニヤけるのを必死に堪こらえていた。人の恐怖体験を聞いて興奮する変態……一応自制はしてるみたいだから、まあギリセーフだろうか。

「そんなの見ちゃったら、とても冷静じゃいられなくてさ。しかも奥おくの方に、まだ何人か人ひと影かげが見えたんだよ。もう何も考えられなくなって、必死になって逃げたんだ。気づいたら山を下りて、街中まで戻ってて……いつの間にか、怖い雰囲気もなくなってたの」

「……その男の人は、どんな感じの人でした？　年齢とか、服装とか……」

「あー……ごめんね、咏ちゃん。記憶が朧おぼろげで、そこまで詳しくは覚えてないんだけど。多分、私より少し年上ってくらいのお兄さんだったかな。服装は……血で濡ぬれてたことは覚えてるんだけど、それ以外はあんまり……」

「覚えてないのもそれはそれでリアルな体験談ですから、問題ありませんよ。服装を訊いたのは、後日その幽霊に会いに行くときのため……ごほん、ごほん。なんでもないです」

「いや、無理無理。誤ご魔ま化かせてない」

　咏があまりにわざとらしく話を逸らすので、つい横から突つっ込こんでしまった。

　実際に恐怖を味わって、今もなおこれだけ怯おびえている本人に対して『その怪談、ちょっと現地で回収してきます』とか言うのは流石さすがに憚はばかられるのだろうか。その辺りのモラルはまだかろうじて残っているらしい。

「あはは。咏ちゃん、相変わらずだねー。止めはしないけど、あんまり妖二さんに心配かけちゃだめだよ？」

「大丈夫ですよ！　頼りになる相棒が一いつ緒しよですから！」

　ねっ？　と言ってこちらに笑いかけてくる咏を、「はいはい」と素っ気なくあしらった。

　そんな風に素す直なおに言われると、むず痒がゆくて返答に困ってしまう。

「次のお休みの予定が決まりましたね。桜の季節には少し遅いかもしれませんが、二人でお花見と洒落しやれ込こみましょう！」

「咏の場合、花より幽ゆう霊れいでしょ……」

「なんですか、その風ふ情ぜいに溢あふれた言葉。かっこいいじゃないですか」

「うわぁ、変な感性」

　こんなことを言ってるやつに、桜を愛めでる資格はあるのだろうか。

　呆れて首を振ふる私を尻しり目めに、咏はうきうきしながらスケジュール帳を取り出すと、空いている日付に『戌亥山！』と書き込んで丸をする。

　それを見て、私も少しだけ口角が上がる。私にとっても初めてのお花見だ。色々言ったけれど、なんだかんだで楽しみにしてしまっているのだった。

　……そんな私たちを、理音さんが微笑ましそうに見つめていることに気がついたのは、それからすぐのことだった……。




　幸運なことに、待ちに待った休日は雲ひとつない快晴で幕を開けた。

　強すぎも弱すぎもしない、実に心ここ地ち好よい春風が前まえ髪がみを躍おどらせる。

　駅前のベンチに座り、荘そう厳ごんな鼓つづみ門を背景に写真を撮とる観光客たちをぼんやり眺ながめながら、咏が来るのを待っていた。

　噴ふん水すいで囲まれた水時計の数字が変化していく様子を楽しんでいると、その向こう側から咏が駆かけ寄ってくるのが見えた。どうやら電車は使わず、ここまで歩いて来たらしい。

「こんにちは、青！　お待たせしました！」

「ん、おはよ」

　春を擬ぎ人じん化かしたらこうなるのかというくらい、元気いっぱいの笑え顔がおで挨拶してくる。

　今日の咏は、一目でアウトドア用とわかる動きやすそうな格好をしていた。

　スパッツとハーフパンツに、涼すずしそうなカットソーを合わせて、上からＵＶカット用のパーカーを着き込こんでいる。髪の毛は二つ結びにして肩の前に垂らし、日差し除けにグレーのバケットハットを被かぶっていた。

　何が入っているのか、大きなリュックサックまで背負っている。このまま本格的な登山ができてしまいそうな重装備だった。

「戌亥山まではバスも出てますけど、そこまで遠くもありませんし、せっかくですから歩いて行きましょうか。途中で寄りたい場所もありますし」

「了りよう解かい。じゃあ行こっか」

　挨拶もそこそこに、ベンチから立ち上がって咏の隣に並ぶ。

　駅に背を向けて、人混みの中を肩かたを寄せ合い歩き出した。

「ちょっと早いですけど、ついでにどこかでお昼を食べて行きましょう。奢おごりますよ」

「え、いいよ。自分で出すから」

「遠慮しないでください。実は青と出かけてくると伝えたら、お父さんからお小こ遣づかいをもらったんです。付き合ってもらってるんだから、ちゃんとお礼をしなさいって」

「ええっ……なんか申し訳ないなぁ」

　流石は妖二さんと言うべきか。社会経験が豊富なだけあって、しっかりした人だ。

　大したこともしていないのに、そんな厚こう遇ぐうを受けてしまっていいのだろうか……。

「お世話になってるのはこちらですから、青が気を遣つかう必要はありませんよ。何か食べたいものはありますか？」

「うーん……咏に任せるよ」

「了解です。おすすめのお店があるので、案内しますね」

　お魚が美味おいしいんですよ！　と頬を緩ゆるませて語る咏の右側を歩きながら、空を見上げて深く息を吸った。風に乗って、微かすかに咏の香りが漂ただよってくる。

　今はまだ周りにたくさん人がいるけれど、これから私たちは、幽霊に会うために心霊スポットへ足を運ぶのだ。果たしてこの中の何人が、生しよう涯がいで一度でも、私たちと同じことをしてみようと考えるだろう。

　咏と一緒にいると、普通じゃないことがまるで誇ほこらしいことのように思えてしまう瞬しゆん間かんがあって困る。

　……それにしても、人が多いな。人混みは嫌きらいだ。早く二人になりたい。

　そんな私の呟つぶやきは、真っ青な春の空に揺蕩たゆたい溶けていった。




　川沿いにある町家風の料りよう亭ていで、大盛りの海かい鮮せん丼どんをたらふく味わったあと。

　慣れた足取りで街を歩く咏に連れられて、観光スポットとして有名な茶屋街の入り口にやってきた。

　あまりの観光客の多さにげんなりしてしまう。休日なのも相まって、歩くのもままならないほどの混雑具合だった。

「……えー……ここ通るの？」

「そこまで露ろ骨こつに嫌そうな顔をされると、通りたくても通れないですよ……安心してください。一本通りを外れれば、ある程度は歩きやすくなりますから」

　そう言って、咏が人混みの中から抜ぬけ出し、細い裏路地に入っていく。

　その後ろをおっかなびっくりついて行くと、人気のない薄うす暗ぐらい道に出た。外国人の観光客が何人か写真を撮っているくらいで、先ほどまでの喧けん騒そうが嘘うそのようだった。

「ここからちょっと足を延のばすだけで、戌亥山も回れるし、色んなお店に行けるんです。だけど皆さん、たいてい突き当たりまで来ると引き返してしまうんですよねぇ……時間の都合もあるんでしょうけど、もったいない話です」

「わざわざ心霊スポットを巡めぐろうとする方が少数派でしょ」

「心霊スポットじゃなくても、一見の価値はある場所だと思いますよ？　……と、ここですね」

　きょろきょろと周囲を見回しながら歩いていた咏が、一つの建物を見て立ち止まった。

　普通の家屋が立ち並ぶ通りの中に、ぽつんと小さなお寺があった。

　お堂のような小屋の中で、赤い衣ころもを纏まとったたくさんのお地蔵さまが祀まつられている。真ん中に七体の大きな地蔵が並び、その周りを大量の小さな地蔵が取り囲んでいた。

「……途中で寄りたい場所って、ここのこと？」

「はい。戌亥山に伝わる曰くの一つに関連する建物なんです」

　そう言って、お寺の前に建てられた大きな石せき碑ひに歩み寄る。

　よく見ると、それは立派なお墓だった。昔の人の名前が七つ、横並びに彫ほられている。

「数ある心霊スポットの中でも、戌亥山は『幽霊が集まる霊れい山ざん』として知られています。近年でも多くの目撃談が寄せられているのですが……その理由として、昔から今日に至るまでの歴史の中で、多くの曰くが積み上げられてきた場所だからではないかと私は考えています。そのうちの一つが、この〝七しち穀こく地じ蔵ぞう〟と呼ばれるお地蔵さまです」

　咏がお墓の前に座り込み、静かに黙もく祷とうを捧ささげた。彼女の瞼まぶたが開かれるのを待ってから、どんな話が出てきてもいいように、心の準備をして尋たずねる。

「……どんな曰くがあるの？　まだ山に入ってもないけど」

　私が話しかけると、咏は膝ひざを折ったまま、目を伏ふせて語り出した。

「――江戸時代、城下を見下ろす位置にあった戌亥山は、地理的な理由から禁足地として藩はんに立ち入りを禁じられていました。しかし自然災害による米の不作を受けて、およそ二千人の農民が山に登り、買い占しめられていた米の開放を求めて叫さけんだんです。その声は城まで届き、結果として貯蔵されていた御お蔵くら米は放出されましたが、首しゆ謀ぼう者しやとされた七名が拘こう束そくされ、命を落としました」

「じゃあ……ここに彫られてるのが、その七人の名前ってこと？」

「その通りです。彼かれらを供く養ようするため、後世にはこうして立派なお堂も建てられました。戌亥山に登る前に、所縁ゆかりの地であるこの場所にお参りしておきたかったんです」

　咏はそう言って念入りに手を合わせると、晴れやかな顔で立ち上がった。

「これが戌亥山に伝わる一つ目の曰くです。それじゃ、登っていきましょうか！」

「一つ目って、こんな話がまだ他にもあるのか……先行き不安だなぁ……」

「まだまだ序の口です！　この山のポテンシャルはこんなもんじゃないですよー！」

　変な台詞を口走りながら、咏が長い階段を駆け上っていく。

〝九く音おん坂ざか〟と書かれた看板を横目に見ながら、私もその後に続いた。

　しばらく上っていると、階段が左に折れ曲がった。木立で覆おおわれたトンネルを抜けて、さらに先へと続いている。

　そして少し広くなった踊り場ばの部分に、木組みの祠ほこらのようなものが置いてあり、その中にもいくつかの地蔵が祀られていた。

「……なんか、多いね。お地蔵さま」

「山の中ですからね。古くから山と祠はセットですし、街中より頻ひん繁ぱんに見かけても不思議ではないでしょう」

「ふーん。そういうものか」

　咏との他た愛あいない会話を楽しみながら、頂上を目指してさらに足を進める。

　しばらく道なりに登っていると、次し第だいに緑が増えてきた。山らしい勾こう配ばいの急な坂道に、私も咏も少しずつ息が弾み始める。

「ふう……低いとはいえ、結構ちゃんと山道なんだね」

「登るルートによってはそうですね。だけどちゃんと整備された公道も通っていますし、少し遠回りにはなりますが、歩きやすい道路もありますよ」

「え、そうなんだ。……ああ、そういえば公園として整備されたとか言ってたっけ」

「はい。今日はせっかくなので、山の中を進んでいますが……もし青がつらいようなら、そちらから登っていきますか？」

「いや、これくらいなら大丈夫。……んん？　『せっかくなので』ってどういう意味？」

　咏にそんな、山中の散策を楽しむほど自然を愛する一面があっただろうか。そういえば今日の服装もやけに気合いが入っているけれど……。

　健全で健康的な趣しゆ味みが、オカルト大好きで、どちらかと言えばインドア派なはずの彼女のイメージと結び付かなかった。

　問いただすと、咏はゆっくり息を整えてから口を開く。

「いつの時代でも、山に纏まつわる怪かい談だんって本当に多いんですよ。やっぱり私たちが住んでいる世界とは一線を画した、特とく殊しゆな環かん境きようだからですかね。昔から畏おそれられたり、神聖なものとして崇あがめられたりしてきたわけですから」

　周囲の景色に視線を走らせながら、楽しそうに語る。

　先ほどまでの喧騒から切り離はなされたこの場所は、確かに私たちが普段暮らしている空間とはどこか違う世界にも感じられた。

「なので、せっかくなら何か不思議なことが起こったり、恐ろしい怪かい異いにでも遭遇しないかなと思って、できるだけ人の手が入っていない道を選んでみたんです」

　なるほど、それでこんな格好をしていたわけか。

　しかしなんというか、相変わらずそっち方面の危機感が欠けつ如じよしてるな、この女……。

「……いつも思うんだけど、咏ってよく今まで何ごともなく生きてこられたよね……」

「私だって一人だったらそんな危ないことしませんよ！　今日は青がいるからです！」

　どうやら一応、咏の中でもその辺りの線引きはしっかりしているらしい。ほんとかよ。

　いまいち信用ならないけど、そこまで頼りにされてるなら、しっかり守ってあげないと。

「まあでも、山道を歩き慣れていないとなかなか大変ですよね。もう少し進んだところに〝花はな菖しよう蒲ぶ苑えん〟という開けた場所がありますから、そこまで頑がん張ばりましょう」

　そう言ってまた階段を上り始めた咏のあとに続いて、懸けん命めいに足を動かすことしばらく。

　階段を上り切った先に蛇だ行こうした公道が現れ、その向こう側に広々とした庭園が見えた。

　二人で道路を渡わたり、〝戌亥山花菖蒲苑〟と書かれた看板の前で立ち止まる。苑えんの概がい要ようと簡易的な地図が記された看板に目を通しつつ、深呼吸をして乱れた息を整えた。

　看板の情報によれば、どうやらここが最も映はえる時期は花はな菖しよう蒲ぶが満開になる六月の中ちゆう旬じゆんから下げ旬じゆんにかけてのようだ。どうせなら見み頃ごろな時期に来たかったけど、まあ仕方ない。

「何か書かれてますか？」

「わっ、ちょっ……」

　看板に書かれた文章を目で追っていたら、後ろから咏が忍しのび寄り、私の背中にもたれ掛かかってきた。咏の両りよう腕うでが私の肩の上を通り、胸の前で交差される。

　咏の重みと柔やわらかさを背中に感じながら、ふと自分が汗ばんでいることを思い出して、恥ずかしさに身をよじった。

「普通に苑の歴史とか、花の種類とかだよっ。それよりこんな場所で引っ付かないで」

「えー、他に誰もいないしいいじゃないですか。青は周りを気にしすぎですよ」

「うっさい。いいから離れて……！」

　無理やり腕うでを引き剥はがすと、咏は残念そうに私の背中から離れ、隣へと移動した。

　一緒に看板の文字を読んでいると、咏は「ふむ」と一息ついて、周囲の景観に視線を向ける。庭園の奥の方を見やり、静かな声で語り出した。

「看板には書かれてませんでしたが、実はこの場所にも、とある曰くが残ってるんですよ」

「ええ、また……？　今度は何？」

　少し登ってきただけで、また別の曰くがあるのか……咏の言う通り、ここは怪談の舞台として語られても何も不思議ではない、不ふ穏おんな由ゆい緒しよを多分に秘ひめた山なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、淡たん々たんと語られる内容に耳を傾かたむける。

「ここの一角には、戌亥山の開かい拓たく期に建てられた織物工場があったそうなんです。開拓が中止になったことで空き家となっていましたが、そこへ宗教的な弾だん圧あつを受けたかつての人々が幽ゆう閉へいされ、一時は牢ろう獄ごくとして利用されていたとか……」

　咏の口から告げられた曰くの内容があまりに重すぎて、いきなり重力が二倍になったような気がした。咏の手元にはいつものスケジュール帳が開かれ、大きく『織屋跡あと』と書かれた下に、ぎっしりと詳しよう細さいな情報が走り書きされている。

　ただ知識が増えただけなのに、一瞬でまったく知らない場所にワープしてきたような錯さつ覚かくを覚えて、背筋がぞくぞくと粟あわ立だった。

「……この山って、本当にそういう、物ぶつ騒そうな話が多いんだね……」

「そうですね。とはいえ、どんな場所でも歴史を紐ひも解とけば、語るのも憚られるような凄せい惨さんな出来事は起きているものです。ここにはそんな歴史が見えやすい形で多く残っていて、だからこそ人々はこの地を畏れ、心霊スポットと化していったんだと思います」

　怪奇現象を観測するのも、それを怪談として語るのも、結局は同じ人間だ。

　誰もが潜せん在ざい的てきに恐きよう怖ふ心しんや畏い怖ふの念を抱いだく場所で、理り屈くつでは説明のつかないことが起きれば、それが過去の出来事と結びつけられるのはきっと自然なことなのだろう。

　心霊スポットとは、そういった営みの中で生まれる、ある意味で極きわめて人間的な概がい念ねんなのかもしれない。

「そろそろ行きましょうか。青、しっかり休めましたか？」

「あ……うん、大丈夫。行こっか」

　顔を上げると、咏が私の体調を窺うかがうように、じっとこちらを見下ろしていた。

　充じゆう分ぶんに疲つかれは取れていたので頷うなずくと、咏はにっこりと微笑ほほえんで、看板の対面側に顔を向ける。視線の先には、石造りの巨きよ大だいな鳥居と、その奥へ続く長い階段があった。

「このまま山を迂う回かいして、歩きやすい公道を進むのもいいですけど……せっかくですから、階段の方から行きましょうか。戌亥山三社というお社があるので、そこでお参りしながら登っていきましょう」

　その提案に従って二人で苔こけの生えた鳥居を潜くぐり、幅はば広ひろい階段を横並びで上っていった。

　階段は途中で左に曲がり、そこから一気に山の中へと入っていく。道の左右には様々な碑ひ文ぶんや珍めずらしい池などが見えて、神社まで飽きずに上り切ることができた。

　袖そで口ぐちで汗あせを拭ぬぐいながら、戌亥神社、愛宕あたご神社、豊国神社の順に参拝を済ませていく。

　戌亥山三社と銘めい打うたれたそれらは、いずれも風格のある厳げん粛しゆくなお社だった。

　熱心にお参りする咏を見み倣ならって、私も二人の安全を願い、深々と頭を下げて回る。

　お参りが済んだら神社の裏手にある細い山道へと進み、豊国橋という赤い橋を渡って、やがて迂回してきた公道に合流した。そこから頂上を目指して、さらに山を登っていく。

　咏の話ではここまで戌亥山線というバスが通っているそうなので、帰りはそれに乗って下山することにした。

　しばらく公道に沿って山を登りながら、時折咏の案内で道を逸それて山の中に入っていき、戌亥山に伝わる曰くの説明を受ける。

　過去の徒と刑けい場跡、戦争による戦死者を祀る石碑、激しい弾圧を受けた殉じゆん教きよう者しやの碑ひなど、聞くたびに心が締しめ付けられるようなつらい歴史の数々が語られて、体力以上に精神面がごりごりと削けずられていった。

　そんなハードな行軍にもめげず、必死に足を動かしていると、咏に肩を叩たたかれる。

「この先に〝すずめあん〟という素す敵てきなカフェがあります。理音さんが幽霊を目もく撃げきした現場に行く前に、そこで少し休きゆう憩けいしていきませんか？」

「ん、いいね。足もちょっと疲れてきたし」

　肩で息をしながらそう返すと、咏は心配そうに私の顔を覗き込んでから、ややペースを落としてまた歩き出した。

　歩ほ幅はばを合わせてゆっくり山を登っていくと、言葉通り〝すずめあん〟と書かれたオレンジ色の看板が見えてきた。デフォルメされた可愛かわいい雀すずめのイラストが描かかれている。

　既にかなり山頂に近づいていて、深い山の中だというのに、店内はお客さんでいっぱいだった。地元民に人気の隠かくれ家がカフェというやつだろうか。

　残念ながら席が空いていなかったので、テイクアウトでソフトクリームを二つ購こう入にゆうして、咏の案内で近くの〝見晴らしの丘おか〟と呼ばれる高台へ移動する。

　歩いて一分もかからずに、市内を一望できる小こ洒じや落れた広場に到とう着ちやくした。

「――うわー！　すごいですね、青！　絶景ですよ！」

「うん、綺き麗れいだね。んんー……はぁ……風が気持ちいい」

　興奮して頬ほおを紅潮させた咏が、ぴょんぴょんと飛び跳はねながら私の肩を揺らした。

　私も圧巻の光景に目を奪うばわれ、少しの間瞬まばたきをするのも忘れてしまう。

「おっと、ソフトクリームが溶とけてしまいますね。そこのベンチに座って食べましょうか」

「あ、やば。もう、ちょっと溶けてる」

　緊きん急きゆう措そ置ち的に指についたクリームを舐なめて、二人並んでベンチに腰を下ろす。

　コーンの部分に添そえられた木べらのようなスプーンで、一口分ずつ上品に掬すくう咏の横で、私はソフトクリームの頭から豪ごう快かいにかぶり付いた。

　唇の端はしを白く染めながら、濃のう厚こうな甘あまみと鼻に抜ける牛乳の香りをこれでもかというほど味わい尽つくす。芝しば生ふの上にクリームが垂れて、手がべとべとになってしまった。

「はい、どうぞ」

　私が食べ終わったタイミングで、すかさず咏がウェットティッシュを差し出してくれた。普段ＢＡＲで働いているだけあって、なんとも気の利きくことだ。

　汚よごれた口と手を入念に拭き取って、一息ついた。

「ありがと」

「いえいえ。それにしても、この景色を眺めながら食べるソフトクリームは最高ですね。疲れた体に染しみ渡ります」

「そうだね。ほんと、晴れてよかったよ」

　うっすらと汗の滲にじんだ肌はだを、山に吹ふく爽さわやかな風が撫なでていく。

　あまりにも心ここ地ちよすぎて、ここが心霊スポットだということを忘れてしまいそうだった。

「日が出てるからかなぁ……ここはなんか、陰いん気きな感じが全然しないよね」

　周りを見てみると、ちらほら他の登山客の姿もあった。転落防止の手すりの前で写真を撮ったり、市内の歴史や伝統文化が記された看板を眺めたりしている。

　みんなゆっくり羽を伸ばしていて、もし幽霊が出てきても平然と挨あい拶さつしそうな長閑のどかさだ。

「ふふふ。物足りないといった顔ですね？」

「いや、そういうわけじゃないけど」

「大だい丈じよう夫ぶです、わかってますよ。みなまで言わないでください」

「違うっつってんでしょ」

　訳知り顔でうんうん頷いてくる咏にイラッとしながら、顎あごをしゃくって続きを促うながす。

　咏は懐ふところからスケジュール帳を取り出すと、長ったらしいメモを確かく認にんして言った。

「しばらく休んだら、いよいよ理音さんが幽霊を見たという場所に向かいましょうか」

「……ちなみに、そこにも何か歴史的な曰くがあるわけ？」

「と言いますか……普通に有名な心霊スポットなんです。ネットで調べれば、いくらでもそういう噂うわさが出てきますよ。ほら、こんな感じです」

　そう言って、咏が箇か条じよう書がきにした恐怖体験の一覧を見せてくれた。それぞれの末まつ尾びに出典元のサイト名などが記き載さいされているのが、なんとも几き帳ちよう面めんな彼女らしい。

　理音さんの『目が無い幽霊に追いかけられた』という体験談の他にも、『不気味な呻うめき声が聞こえた』とか『見えない何かにぶつかった』など、様々な口コミがまとめられていた。

「んー……やっぱり幽霊の目撃談が多いけど、いまいち一いつ貫かん性せいがないね？」

「そうなんです。各人が見たという幽霊の特とく徴ちようもばらばらで、『これだ！』という共通点がないんですよね。件数は多いですけど、どうにも実態が掴つかみづらい場所でして」

　咏が口元を指先で隠しながら、「うーん」と頭を悩ませる。ややあって、パタンとスケジュール帳を閉じると、開き直ったような明るい声で言った。

「まあ、実際に現場に行けばわかりますよね！　百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずと言いますし！」

　既に幽霊と遭そう遇ぐうしたときのことでも考えているのか、その表情には一いつ片ぺんの曇くもりもなく、大好きなアイドルに会いに行く熱ねつ烈れつなファンのような張り切り具合だった。

「楽しそうだなぁ……ただでさえ山の中で気が抜けないんだから、あんまり無む茶ちやなことはしないでよ？」

「もちろん、ちゃんと注意して行動しますよ。なんと言っても安全が第一ですからね！」

「心がけだけは立派なんだけどなぁ……」

　どうせ幽霊を見つけたら、今言ったことなんて忘れてまた暴走するに決まってる。人の信用とは日ひ頃ごろの行いの積み重ねなのだ。

　危なっかしい彼女に万が一のことがないように、私も気を張って護衛役を務めなければ。

　そんな決意を胸に秘め、このあと確実に訪おとずれるであろう咏の暴走に備えてしっかり英気を養っておく。

　戌亥山の新しん鮮せんな空気で肺を膨ふくらませると、それを燃料にでもしたのか、使命感のようなものがお腹なかの奥でメラメラと燃え上がった。




　休息を挟はさんですっかり元気になった私たちは、理音さんが幽霊に遭遇した現場を目指して移動を開始した。見晴らしの丘を出て、そのまま公道を五分ほど上っていく。

　公道には途と中ちゆうでいくつかの分かれ道があって、展望台や文筆家の碑文など、それぞれに見どころがあるようだった。

　そのうちの一つ、右手側に分ぶん岐きした道の先で、下方向へと続く質実な階段があった。

　盛り上がった地面がくり抜かれてトンネル状になっており、頭上には橋がかかっている。階段はそのこぢんまりとしたトンネルの股また下したを通って、さらに奥へ続いていた。どうやらこのトンネルを抜けた先に、幽霊の目撃談が絶えない、噂の心霊スポットがあるらしい。

　軽かろやかな足取りで進む咏の案内に従って、階段を下っていき、二人でトンネルを潜る。やがて見えたトンネルの向こう側には、目を見張るような一大パノラマが広がっていた。

「――見てください、青！　ここが戌亥山でも屈くつ指しの絶景ポイント〝花か木ぼく苑えん〟ですよ！　そしてその奥に見えるのが、理音さんが幽霊に追いかけられたという〝桜の森〟です！」

　咏が得意げな顔をしながら、両手を開いて眼下の光景を指し示した。

　トンネルを抜けて階段を下りると、そこには視界いっぱいに、段々畑のような形で大量のツツジの花が咲さき誇っていた。さらにその奥には、既に散り際ではあるものの、幾いく本もの桜の木が植えられている。

　盆ぼん地ち状に窪くぼんだ雄ゆう大だいな山腹の中に、赤と緑とピンクが溶けたように混ざり合っていて、絵画の世界に飛び込んだような鮮せん烈れつな衝しよう撃げきを受けた。

　幽霊がどうとか、余計な枕まくら詞ことばがついていなければ、もっと素直に感動できただろう。

「……これはちょっと、すごい光景だね」

「そうですね……私が幽霊だったら、理音さんを追いかけている最中でも、ここで一いつ瞬しゆん立ち止まるかもしれません」

「『待て～……うおっ綺麗！』みたいな？　そんな幽霊いないでしょ」

　怪談として話すとき、幽霊が一緒になって景色に見み惚とれてる描びよう写しやなんてあったら、正直興きよう醒ざめだ。というか、そもそも目がなくて前が見えないんじゃなかったか。

「理音さんは〝桜の森〟の散策中に幽霊と遭遇したそうです。なので私たちも、一いつ旦たん下の広場まで下りてみましょう」

　公道からここまで続く階段は、私たちが立っている崖がけ際ぎわの踊り場で左右に分かれていた。山の急きゆう斜しや面めんに沿うように盆地をぐるりと迂回して、花木苑奥おくに見える広場まで延びている。

　途中でベンチなどの休めそうなスペースもあるにはあるが、一度下りたら戻もどってくるのはかなりの気合いが必要そうだった。

「手すりは崖側にしかないんですね……うーん。それでは、まずは右側の階段から下りて行って、左側の階段で上ってきましょうか」

「あ、待って待って。ごめん、下りる前にちょっといい？」

　腕まくりをして歩き出そうとする咏の服の裾すそを引っ張って、強ごう引いんに引き止めた。

　不思議そうな顔で「はい？」と振り返る咏に、花木苑のツツジを見下ろしながら尋ねる。

「ここを下りていった先が、いわゆる心霊スポットなんだよね？」

「ええ、そう言われてますね。正確には戌亥山全体が心霊スポットで、その中でも特にオカルト的な現象が多発している場所の一つ、という感じですが。それがどうかしました？」

　咏の調べてきたことが事実なら、ここから先はいつ幽霊が出てきてもおかしくない危険な場所ということになる。それなら、やっぱり今のうちに備えておいた方が良さそうだ。

「あのね、咏。幽霊を探す前に提案があるんだけど」

「はい？　提案ですか？」

　きょとんとした顔で首を傾かしげる咏に、手を差し出しながら告げる。

「悪いんだけどさ――――血、飲ませてくれない？」

　……その提案を受けて、一瞬にして空気が凍こおりつき、咏の唇くちびるの端がひくっと引き攣つった。

　かなりの間を置いてから、気まずそうに目を逸らして答えてくる。

「あ……その……青ってそういう趣味ですか……？　お世話になってますし、あまり痛くしないのであれば、日頃のお礼ということで少しくらいなら構いませんが……」

「……はあっ!?　ち、違ちがう！　そんな趣味ないから！」

　とんでもない汲くみ取り方をされてしまって、大おお慌あわてで否定した。

　どんな斜ななめ上の解かい釈しやくだ。私にそんな趣味があるわけないだろう。というか、仮にあってもこんな場面でいきなり要求するわけないだろ。なんだこいつ。

「え？　違うんですか？」

「違うよ！　怪談収集をする上で、咏の安全のために必要だからってこと！」

　このままでは不ふ名めい誉よな性せい癖へきが与あたえられそうだったので、私の考えを詳くわしく説明する。

　簡単に言えば、呪じゆ術じゆつを用いて『私を咏の身代わり人形にしてはどうか』という提案だ。

　牛うし山やま神じん社じやでの言動や、杏子の家でひとりかくれんぼをやりたがっていた件で、咏が怪かい奇き現象に遭あうと危険を顧かえりみず突っ走ってしまう性格だということは嫌というほどわかった。

　このまま無策で怪談収集を続けていたら、いつか取り返しのつかない事故が起きるかもしれない。なので、どうにか身代わりを作れないかと考えたのである。

　藁わら人形と、杏子の爪つめが入ったぬいぐるみが動き回るのを見て思い出した。そういえば、ヒトガタの紙みたいなやつを形代にして、身代わりにする呪術があったよなー、と。

　そう思って試ためしてみたら、一応上手うまくはいったのだが、すぐに壊こわれてしまったのだ。

　持久性や耐たい久きゆう性せいに難があって、幽霊と見るや炎ほのおの中でも突っ込んでいく咏の身代わりにするには少しばかり心こころ許もとない。

　そこで思いついたのが、私自身が身代わりになればいい、という案だった。

　我ながら、これは画期的な発明だと思う。ほぼ無敵の防ぼう御ぎよ力りよくを誇る私が身代わりになることで、咏を守る最強の鎧よろいが完成するのだ。

　という感じのことを、私は断じて変態ではないんだという主張を交えて説明すると、咏が恥はずかしそうに顔を赤くして怒おこってきた。

「ま、紛まぎらわしい言い方しないでくださいよぉ！　わ、私はてっきり……青がそういう、嗜し虐ぎやく趣しゆ味み的てきなものに目覚めたのかと……！」

　言葉の最後の方は、口の中で何かもにょもにょ言っててよく聞こえなかった。というか聞こえなかったことにした。

「それで、どう？　私はいい案だと思うんだけど」

「……それ、青には危険はないんですか？」

「私は強いからね。むしろ暴走した咏のあとを追って、物理的な事故に遭う方が怖こわいかな」

　だから、せめて有事の際に落ち着いて行動できるよう、最低限の備えはしておいてもらった方がありがたい。特に今回は山という、不ふ慮りよの事故が起きやすい場所なわけだし。

　そんな私の意図をようやく正確に汲み取った咏は、私を身代わりにするという手法に抵てい抗こうがあるようではあったが、やがて不承不承に頷いた。

「……まあ、それで青が楽になるのであれば。それでは、私は何をすればいいんですか？」

「だから、血ぃちょうだい」

「そ、そんな簡単に言われましても。血なんてどうしたら……」

「……？　適当に指とか噛かみ千切ってさ。なんか漫まん画がとかでよくあるでしょ？」

「できるわけないでしょう!?」

　私が人差し指の腹を見せながら言ったら、咏が予想外に抵抗の姿勢を見せた。

　あれ？　おかしいな。杏子の家で、そんなシーンが描かれた漫画を読んだはずなのだが。

「あれは漫画っ！　フィクションですから！　現実に指を噛んで血を流すって、そこそこハードル高いですからねっ!?」

「わ、わかったよ。ごめんって……じゃあ、えーっと。どうしようかな」

「はぁ……血ってどれくらい必要なんですか？」

「あ、数すう滴てきあればいいんだけど」

「それなら、ピンがありますから……ちょっと待ってください」

　呆あきれた様子でそう言って、咏がリュックサックにつけていた缶かんバッジを取り外す。

　裏にあった安全ピンを綺麗に拭き取り、左手の人差し指に軽く突き刺さした。

　つぅ……と、咏の白くて長い指を、真っ赤な血が滴したたり落ちてくる。

「はい、どうぞ」

「え……あ、う、うん。えっと、じゃあ失礼します」

「へっ？　ちょっ……！」

　どうぞと言われて指を差し出されたので、つい流されるままにその手を掴んで、こちらに引き寄せてしまった。そのままかぷりと咏の指を咥くわえて、口の中で傷口を舐める。

　咏の左ひだり腕うでに力が込められ、石化したように固くなった。上うわ目め遣づかいで様子を窺ってみると、信じられないくらいに顔を赤く染めて、あわあわとこちらを凝ぎよう視ししていた。

　……見ているだけで、こっちまで恥ずかしくなってくるほどの狼ろう狽ばいぶりだ。

「――じ、自分の指につけてから舐め取るとかじゃ、だめだったんですかっ!?」

「あ、ほっか……おぇん」

「ひぁう!!」

　どうやら指を差し出された意図を勘かん違ちがいしてしまったらしい。噛みついたまま謝あやまると、口の中で咏の指先がびくんと跳ねた。

　やがて充分に血を摂せつ取しゆして口を離すと、咏は赤くなった自分の指先をまじまじと見つめていた。そして私にその姿を見られていることに気がついて、慌あわてて腕ごと背中に隠す。

「～～～本当に、青は！　青はもう、本当にっ！」

「何言ってるかわかんないよ……それより、次は髪かみの毛ちょうだい」

　まともに喋しやべれていない咏を軽くあしらって、もう一つの必要なアイテムを要求した。

　……必死で平静を装よそおってはいるけれど、私だって恥ずかしいのだ。だけど安全のために必要なことなんだから、ちょっとは我が慢まんしてもらいたい。

　咏は潤うるんだ瞳ひとみをこちらに向けながら、髪の毛を数本切り取って、私に差し出してきた。

「髪の毛なんて何に使うんですか？」

「ん……面めん倒どうだけど、肌はだ身み離はなさず身につけておく必要があるからさ。腕に結んでくれる？」

　そう頼たのんでみると、咏は何も言わず、私の左手首に自身の髪の毛を巻き付けてくれた。

　黒く細い線が、禍まが々まがしいブレスレットのように私の腕を縛しばり上げていく。

「ありがと。じゃあ、ちょっと手、貸して」
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「こっ、今度は何をするんですかっ!?」

「そんなに警けい戒かいしないでよ……効果を試すだけだから」

　さっき傷をつけた指に触ふれながら、軽く霊れい力りよくを流してみる。

　自分の霊力が咏の体を通って、またこちらに返ってきているのを確認した。どうやら問題なく身代わりとして機能しているらしい。

「ん、おっけー。これで咏が幽ゆう霊れいに襲おそわれても、私が無事なうちは耐たえられるはずだよ。まあ効果はそのうち消えちゃうし、襲われる場所にもよるだろうけど……多分、この山を下りるまでなら大丈夫でしょ」

　時間経過で効果は薄うすれてしまうから、その場合はまた血を摂取し直さなければならない。だけど日暮れくらいまでなら充分に保つだろうから、おそらく補ほ充じゆうの必要はないだろう。

「効果時間があるんですね。それに……襲われる場所も関係があるんですか」

「そ。だからまあ、完かん璧ぺきな身代わりってわけじゃないからさ。できるだけ私の隣となりから離れないようにね。襲われないに越こしたことはないから」

　私が『身代わり』という言葉を使うと、咏は渋しぶい顔をして控ひかえめに頷いた。

　咏が受けた攻こう撃げきが全部私の方に来るのだから、彼かの女じよの気が収まらないのも理解はできる。別に私はなんの痛つう痒ようも感じないので、まったく問題はないのだが。

　この繋つながりが、少しでも彼女の暴走を抑おさえる鎖くさりになればいいなと思った。まあ、どうせ無理だろうけど。こいつは幽霊を見れば他のことを全部忘れて暴走するという確信がある。

　どうにか咏の安全を守れるよう、必死に考えた結果がこれだった。

　ちょっとやりすぎだったかもな……いや、でも命には代えられないしな……。

　内心でそんなことを考えつつ、表情には出さないよう注意して怪談収集に意識を戻す。

「じゃ、気を取り直して。今度こそ行こっか」

「……っ！　はい！　幽霊探し、ですね！」

　私の言葉に咏が嬉うれしそうに笑うと、前を向いて階段を下り始める。

　その背中を、私も慎しん重ちような足取りで追いかけていった。




「それにしてもいい道ですねぇ……幽霊が出てきてくれたら、もっと素敵なんですけど」

　階段の折り返しに差し掛かったところで、咏が気持ち良さそうに呟いた。

　心しん霊れいスポットと考えるとやや緊きん張ちよう感に欠ける台詞せりふだが、その言葉の前半部分には誰だれもが共感するだろう。

　ツツジの花に囲まれたこの道は、日々の生活で荒あれた心を優やさしく癒いやしてくれる。戌亥山でも指折りの景勝地として、地元の人たちから愛されているのも納なつ得とくだった。

　……だとしたら、そこに幽霊の存在は絶対に蛇だ足そくのような気がするけれど。怪談師を目指す彼女にはそうでもないらしい。

「本当に花より幽霊だったね。もうちょっと純じゆん粋すいに景色を楽しんだらいいのに」

「いえいえ、充分楽しんでますよ。それとこれとは別の話で、花を愛めでるのと同じくらい、幽霊のことも見てみたいんです！」

「幽霊もそんな期待を向けられたら登場しづらいでしょ……」

　花道を颯さつ爽そうと駆かけ下りてくる幽霊を想像して笑いそうになっていると、目の前を歩いていた咏がはたと立ち止まった。きょろきょろと辺りを見回して、自身の腕を摩さすっている。

「どうしたの？　虫にでも刺された？」

　やはり自然の中だけあって、ここまでハチや蚊かなどの姿はそれなりにあった。

　それに刺されたのかと心配して後ろから声をかけると、咏の肩かたが勢いよく跳ね上がった。彼女はびくびくしながら、ぎこちない動きでこちらを振ふり返る。

　――ひどく怯おびえたその顔を見て、ようやく何か異常が起こっているのだと理解した。

「あ、青……青は感じませんか？　この重たい空気……」

　ガチガチと歯を鳴らしながら咏が問いかけてくる。

　しかし残念ながら、私には何も感じ取ることができなかった。こういうときばかりは、耐たい性せいが強すぎるのも考えものだ。

「たっ……多分これ、理音さんが話していた現象です……もしかしてと疑ってはいましたけど、おそらく霊れい域いきに入っちゃったんじゃないでしょうか……？」

　歯の根も合わないような状態なのに、咏は冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきしていた。油断していた自分が恥ずかしくなる。

　霊れい能のう力りよく者しやとしてのスイッチを入れて、周囲を警戒した。いつ何が襲ってきても、咏のことだけは必ず守ってみせると気を引き締め直す。

「……そういえば、さっきまでたまに聞こえてた車の音が無くなってるね。というか……生き物の気配すらしなくない？　虫の声一つ聞こえなくなってるんだけど」

「それどころか、葉ずれの音もしませんよ……風が止やんでるんでしょうか」

　道の脇わきから突つき出ていた枝葉の先を摘つまんで、咏が告げる。癒しの空間だったツツジの庭が、いきなり完全な無音、無風の世界へと変へん貌ぼうして、その異様さに冷ひや汗が流れた。

「理音さんのお話の通りなら、これから目のない幽霊に追いかけられるらしいですが……」

　そう話す咏の口元は、僅わずかに綻ほころんで見えた。咏の場合、怖がって震ふるえているのか、興奮して震えているのかわかりづらいから厄やつ介かいだ。

　霊域に突とつ入にゆうして本能的に恐きよう怖ふを感じているはずなのに、どうしてそれを喜べるのだろう。

　恐怖を楽しめるという性質は、もしかしたら怪談師に必要な才能の一つなのかもしれない。私にはちっとも理解できないけれど。その二つの感情って両立できるものだっけ。

「幽霊に会いたいと口にした途と端たん、その機会が訪れるなんて……どこかで会話を聞かれていたんでしょうか？」

「だとしたらサービス精神旺おう盛せいな幽霊だな……ご要望にお応えして、って感じじゃん」

「あるいは、ただの偶ぐう然ぜんか……いずれにしても、もうどこから幽霊が現れてもおかしくは…………えっ？」

　咏からの返事が、途中で尻しりすぼみになって消えていった。と思ったら、急に目を丸くして素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　不思議に思って顔を上げると、咏が階段の上の方――最初に私たちが花木苑を見下ろしていた、踊おどり場の辺りを見つめていた。彼女の視線を辿たどると、そこに数人の人ひと影かげが見えた。

「……あ、青！　あれって……そうですよね!?」

「どうだろ……普ふ通つうの人のようにも見えるけど……」

　しばらくそのまま観察していると、人影は二手に分かれてぞろぞろと階段を下りてきた。

　私たちの方にも何人か歩いてくる。その顔が血に塗まみれているのが遠目に見えてしまい、おっと、と少し身構える。

「咏、どうする？　やっつけちゃって大丈夫なやつ？」

「……とりあえず、理音さんの体験談を再現してみましょうか。追いかけて来るんだから素す直なおに逃にげましょう」

「ん、了りよう解かい。こんな狭せまい場所だと危ないしね」

　咏の言葉に従って、少しペースを上げて花木苑を下りていく。

　斜しや面めんが急だからかジグザグに歩かされるので、見た目よりもかなり距きよ離りがあった。石や段差に躓つまずいて転んでしまわないように、足元に注意しながら階段を駆け下りる。

　やがて最下段の広場まで下りると、そこには屋根付きの立派な東あず屋まやが建っていた。

　東屋の壁かべに触れながら、仄ほのかに息を切らせた咏が、それでも流りゆう暢ちように語る。

「この東屋や、少し先にある駐ちゆう車しや場じようでも、怪奇現象の噂が多いんです。目もく撃げき談だんの他にも、壁に何かがぶつかってきたとか、見えない何かが車を叩いてきたとか……もしかすると、すべて上から追いかけてくるあの幽霊たちの仕し業わざなのかもしれませんね」

「ふーん……だとしたら迷めい惑わくな話だね。……嫌きらいなタイプだな、そういうの」

　罪のない人に迷惑をかけたり、不条理に襲ってくる幽霊は皆みな等しく私の敵だ。

　今のところ、私たちが何か実害を被こうむったわけではないけれど……もし襲いかかってくるようなら、それ相応の目に遭わせてやらないと。

「あ、青……顔が怖いですよ……？」

「そんなことないよ。ほら、笑ってるでしょ」

「その笑え顔がおが怖いんです……」

　失礼な。ちょっと幽霊を殲せん滅めつするために、戦せん闘とう態勢に入っただけではないか。

「それで、どうするの？　まだ逃げる？　理音さんはこのまま下山したらしいけど」

「……それだと怪談がここで終わってしまうので、試しに幽霊と対たい峙じしてみましょうか。彼かれらの目的はわかりませんが、もしも荒あら事ごとになったら……お願いできますか？」

「了解。あいつら、ぶっ飛ばせばいいわけね」

「あ、いえ……守ってくださいという意味で言ったんですが……」

　ああ、そういうこと。まあどうせ襲ってきたら、自分たちの身を守るためにこちらも手を出さざるを得ないので、同じことだろう。

　東屋の壁を背にした咏の前に立って、階段を下りてくる幽霊たちを迎むかえる準備をする。

　その場で神経を尖とがらせて、幽霊たちを睨にらみつけることしばらく。

　目前まで迫せまって来たことで、ようやくその集団の異様さを視し認にんできた。

　――幽霊たちはみんな、どこか体の一部を失っていた。それは目だったり、耳だったり、腕だったり、下した顎あごだったり、髪の毛だったり……。あ、違う。最後の人はお腹から血が流れてるから、内臓系かな。失礼しました。

　我先にと押おし合いながら、団子になってこちらに迫ってくる。その顔にはなぜか怯えの色が見えて、必死に何かから逃げるような姿には不思議と親近感が湧わいてしまった。

「……まあ、でも……襲ってくるなら容よう赦しやしないけど」

　腕に霊力を込こめて、固く拳こぶしを握にぎり締める。

　階段を下りてきた幽霊たちは、揉もみくちゃになりながら、広場で一度速度を落とす。

　――そして私たちには目もくれず、あっという間に下の方へ走っていってしまった。

「……え？」

　てっきり襲ってくるものと思って身構えていたので、想定外の事態に頭が追いつかない。間ま抜ぬけな声を漏もらして、その場で茫ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　振り上げた拳の落としどころが見つからないまま、去っていく幽霊たちの背中を眺ながめる。

「そ、そんなぁ!?　ああ、待って！　待ってくださーい！」

「あっ、ちょ、待て！　あんたが待て！」

　走り去っていく幽霊たちを追いかけて、咏が後ろから飛び出して、私を置いて駆け出していこうとする。ぎりぎりのところでその襟えり首くびを掴んで、なんとか暴走しようとする咏のことを引き止めた。

「……行ってしまいました……うう、どうして……あんなにたくさんいたのに……」

　小さくなっていく幽霊の背中を眺めながら、咏が悲しそうに呟つぶやく。

　なぜか悪いことをしたような気分になるけれど、勝手に動かれるといざというときに守れなくなってしまうので、私の判断は間ま違ちがってないと思う。

　幽霊に対して無力なくせに一人で飛び出していくなんて、本当に危なっかしいやつだ。

「ここで待ってれば戻ってきてくれるでしょうか……『お体どうされたんですか？』とか、色々訊きいてみたかったんですけど……」

「悪あく趣しゆ味みだからやめなよ……仮に答えてもらえたとして、それ怪かい談だんでどう語るの……？」

　幽霊にインタビューしてみたんです、とかお客さんに言うんだろうか。なんだその怪談。答えをランキング形式で発表でもするのか。

　名な残ごり惜おしそうに遠くを見つめる咏の襟首を引っ張って、ひとまず東屋のベンチまで連れていく。大人しく座すわってくれたので、私もその隣に腰こしを下ろした。

　意い気き消しよう沈ちんしている彼女を尻しり目めに、先ほどの幽霊たちの様子を思い出して口を開く。

「なんかさぁ……さっきの幽霊たち、すごく怖がってなかった？」

「怖がってた……？　青が脅おどかしたからですか？」

「別に脅かしてないよ……そうじゃなくて、何かから必死に逃げてきた感じというか……もしかしたら、上の方に幽霊たちが怖がる何かがあるんじゃない？　もしくは〝いる〟か」

「――ああっ！」

　私の所感を話すと、咏が何かを思い出したように大きく声を上げた。

「ど、どうしたの？」

「……この上にあるものについて、心当たりがあります。幽霊たちが何を怖がっていたのか、確かめに行きましょう」

「心当たりって……？」

「――戌亥山に伝わる、最も有名な曰いわくです」

　咏が神しん妙みような顔をして、じっと私を見つめる。

　本当に曰くの尽きない山だ……と半ば感心すらしながら、咏の言葉に頷いてみせた。




　途中で何度か休憩を挟みながら、咏と一いつ緒しよにもう一度、花木苑の階段を上る。

　そのまま公道に戻って、上を目指して歩くことしばらく。ついには山頂を越えたのか、とうとう下り坂に突入した道路を進んでいると、山側の斜面に細い階段が現れた。

　注意して見ていないと見落としてしまいそうなほど、木々の枝葉に隠れて目立たない、古びた階段だった。その前に立てられた白い柱状の看板の前で、咏が立ち止まる。

「ここが戌亥山で最も有名な心霊スポット、〝銀ぎん華か大だい学がく医い学がく部ぶ解かい剖ぼう体たい墓ぼ地ち〟の入り口です」

　咏の昏くらく沈しずんだ声が、日が傾かたむいてきた戌亥山に不気味に響ひびく。

　そういえば、霊域でも太陽の光は変わらず届くようだ。西日に照らされる階段はどこか神秘的というか、退たい廃はい的てきな空気を放っていた。

「ここは足場が悪いので、気をつけてついて来てくださいね」

　頭にかかる藪やぶをしゃがんで避よけながら、咏が声をかけてくる。彼女は私よりも背が高いので、かなり歩きづらそうだった。

　体を傾けて草木から逃のがれつつ、私も古びた階段を上っていく。

　最初こそ足場が細くて歩きづらかったものの、入り口を抜ぬけたら左側に道が膨らんでいて、それなりに通りやすくなった。それでも、夜にここを歩きたいとは思えないけれど。

　太い木の根が隆りゆう起きした厳いかめしい地面を乗り越えて、さらに奥おくへと進んでいく。

　一分もかからずに階段を上り切り、茂しげみを抜けた先の山道は、三方向に分岐していた。

「こちらです」

　私がどっちに進めばいいのか見比べていると、咏が迷うことなく先導してくれた。

　左の道を進んだ先で〝戌亥山公園創設記き念ねん碑ひ〟と刻まれた石せき碑ひが藪の中に鎮ちん座ざしている。その石碑の前で右に曲がり、階段を数段下りて行った先に、お目当ての墓地はあった。

　藪で隠された階段を抜けた先、鬱うつ蒼そうとした深い山の奥に、ぽっかりと秘密基地のような空間が広がっていた。

「……思ったより広いんだね……体育館くらいはある？」

「そうですね。山の中でこれだけの空間を切り拓ひらくのは、大変な労力だったことでしょう……ああ、これが慰い霊れい碑ひですね」

　階段を下りてすぐ左側に、大量の石碑が並んでいた。

　六つ横並びになった碑の後ろに列を成して、ずらっと等とう間かん隔かくに四角い石碑が続いている。そしてそれらの碑の前に〝解かい剖ぼう屍し體たい之の塚つか〟と刻まれた墓標が建てられていた。

　その墓標の前で咏が立ち止まり、神妙な顔つきで語り出す。

「この石碑には、これまで大学に献けん体たいをされ、医学の発展に貢こう献けんされてきた方々の名前が記されています。とても尊く、おいそれとは真似まねできない素す晴ばらしい行いだと思います」

　そこで一度言葉を切ると、咏は「ですが……」と呟いて、言いづらそうに眉まゆを顰ひそめる。

　一つの石碑に幾いく人にん分もの名前が刻まれていて、それがいくつも並んでいるのだ。どうしても迫はく力りよくというか、息を呑のむ威い圧あつ感のようなものは感じてしまう。

　その圧を全身で受け止めながら、咏が苦々しい顔で続けた。

「……一方で『解剖された人たちの幽霊が出る』という噂があるのも事実です。山の中という場所のせいか、あるいは〝戌亥山〟という場所の特性なのか……あるときから、心霊スポットとしての側面が生まれてしまいました。……私も見方によってはその一人であることが心苦しいのですが、今でも面おも白しろ半分で足を踏ふみ入れる方がたまにいるようで……」

　そこまで話してから、咏はリュックを背中から下ろしてファスナーを開ける。

　そして中から、白い花弁が両手いっぱいに咲き誇ほこる、優美な花束を取り出した。

　墓標の前で膝ひざを折り、慎つつましくも美しいその花束を、備え付けの花立てに丁てい寧ねいに供える。そして両手を合わせると、粛しゆく然ぜんと黙もく祷とうを捧ささげた。

　……怪談師である以上、こういった曰くの残る場所を自分の目で見て回るのは、避けては通れない重要な仕事の一つだ。このひとときの積み重ねが、怪談師としての彼女を作り上げているのだから。

　だからこそ、咏は咏なりに、その場所の歴史や人々の想おもいと真しん摯しに向き合い、自分の中で噛み砕くだいては怪談に昇しよう華かさせているのだろう。

　そう考えると、咏の祈いのりが神聖な儀ぎ式しきのように見えて、口を挟むことができなかった。

　私も後ろで黙祷を捧げていると、やがて祈りを終えた咏が立ち上がってこちらを向く。

「お待たせしました！　ここに幽霊たちが恐おそれる何かがあるのか、調べてみましょう」

　からっと笑う咏につられて、私も小さく笑って頷うなずく。

　咏の右側に立ち、周囲を警戒しながら墓地周辺の探たん索さくを開始した。

「なんか、お墓が一箇か所しよに纏まとまってないというか……あちこちに散らばってる感じだね」

「そうですね……どのような経けい緯いで今の配置になったのか、気になるところです」

　広い空間の中に、ぽつぽつとお墓が点在していた。

　孤こ立りつしているものもあれば、三々五々、いくつかのまとまりになって置かれている場所もある。捉とらえどころのない配置に、二人揃そろって首を傾げていた。

　先へ進むと、左側にある藪の裏に、何か大きな影かげが見えた。反対側に回り込んで、その全ぜん貌ぼうを確認する。

「……わっ、ここはまた壮そう観かんな……」

　思わず俗ぞくっぽい感想を漏らしてしまったけれど、それくらいすごい光景だった。

　たとえるなら、墓石と地蔵のピラミッド……だろうか。緩ゆるやかな坂道に、いくつもの小こ振ぶりな墓石が隣とぴったりくっついて、大量に並べられている。上に行くほど墓石の間かん隔かくが狭くなって、正面から見るとまるでピラミッドのような三角形を描えがいていた。

　そしてその大量のお墓を見守るように、いくつかの地蔵が正面を向いて立っている。

　苔こけの乗った墓石と、風雨に晒さらされ擦すり減ったお地蔵さまは、そのまま古い日本の映画に出てきてもおかしくないような、懐かい旧きゆうの情を刺し激げきする独特の雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「……青、あれ見てください」

　咏が私の隣で、ピラミッドの端はしの部分を指差しながら声を上げる。指し示す先に視線を向けてみると、苔むして、首が落ちた地蔵が置かれていた。

「台風のときとかに割れたのかな……？　山の中だし」

「どうでしょう……でも、あそこだけ何か異様じゃありませんか？」

　眉まゆ根ねを寄せてその地蔵を見つめる咏。私もよく観察してみると、その奥にさらに二体、首の落ちた地蔵があった。

　頭の部分は地面に落ちて、粉々に砕けている。さらによく見てみると、こちらを向いた大小様々な地蔵がお墓の陰かげに隠かくれて立っており、そのどれもが無む惨ざんに頭を落としていた。

「何これ……誰かの悪戯いたずら？」

「それならいいんですけど……いや、絶対に良くはないんですけど、そうじゃなくて……なんだか、あの地蔵たちにずっと見られてるような気がするんです……」

　咏が青い顔をして、震えながら私の服を摘んできた。改めて首のない地蔵をじっと観察してみるが、普通の石でできた、何の変へん哲てつもない地蔵にしか見えない。

「うーん……ごめん、私にはわかんないかも。結構きつい？」

「そうですね……この墓石群を見ていたら、ちょっと気持ち悪くなってきたかもです……」

「えっ、それはまずいね。急いでここから離はなれよう」

　咏の背中に左手を回して支えながら、墓地から出ていこうとする。

　ちゃっかり写真だけは撮とっていく咏に苦笑いしつつ、ゆっくり階段を上って先ほど見た〝戌亥山公園創設記念碑〟の前まで戻ってきた。

「このまま公道まで出ちゃおうか。歩けそう？」

「はい……身体に異変があるわけではないので、霊域に長時間留とどまり過ぎたのか……もしくは単純に疲つかれが出たんだと思います。すみません……」

「謝ることじゃないよ。咏、今日はずっと頑がん張ばってたもんね。お疲れさま」

　一緒に分かれ道まで戻り、公道へ繋がる階段を下っていく。咏の体調に配はい慮りよして、今度は私が前に立った。慎重に一歩目を踏み出し、咏を支えるために振り返る。そして――

　――――咏の後ろに並んだ大量の地蔵を見て、全身に鳥とり肌はだが立った。

「咏っ!!」

　反射的に叫さけんで、咏の体を抱だき寄せていた。咏が驚おどろいた顔で硬こう直ちよくし、私に体重を預ける。

　それを胸の中で受け止めながら、階段から転げ落ちないように、懸けん命めいに足に力を込めた。全ぜん霊れいの力で踏ん張って、どうにか転落するのは避けられた。余よ裕ゆうを持って受け止められない、不ふ甲が斐いない自分に歯は噛がみする。

「咏、下がって」

　前後を入れ替かわるように咏を背中で庇かばい、目の前に並ぶ大量の地蔵と対峙した。階段のせいで私の立ち位置が低くなっているので、ちょうど私の目線の高さに地蔵の顔がある。

　表情が読めない石の顔を睨みながら、小さく恨うらみ言を吐はく。

「びっくりさせやがって……ストーカー？　悪趣味だな……」

　私に暴言を吐かれても、地蔵はぴくりとも表情を動かさない。見事な鉄仮面……いや、〝石仮面〟ぶりだ。なんの反応も返ってこないけれど、目を離したらまたいつの間にか近づかれていそうで、なかなか動くことができなかった。

　その状態のまま、睨み合うことしばらく……一向に状況が動かないので、私から地蔵に近づいて、そのうちの一つを拾い上げてみた。

「重っ……！」

　石の塊かたまりは、小さいくせにかなりの重量を持っていた。私の腕わん力りよくではいつまでも抱かかえていられず、すぐに地面に落としてしまう。自分の非力さを恨めしく思った。

「あ、青……？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あー、うん……なんというか……普通の石だね、これ」

　持ってみた感想、普通の石の塊。それで終わり。

　何か変なものが取り憑ついているとか、これ自体が幽霊とか、そういうわけじゃなさそうだった。いや、だけど、じゃあなんで勝手に動いてたんだ？　こいつら。

「い、一応訊きますけど、二人がかりなら一体くらい持って帰れそうです？」

「無理でしょ。咏は体調悪いし、私も見ての通りだし。というか普通に泥どろ棒ぼうだから、それ」

　……やっぱり怪奇現象が絡からむと、咏の倫りん理り観かんは途端にぶっ壊れるんだな。目を離すと、そのうち法を犯おかして捕つかまってしまいそうだ。気をつけて見張っておかないと。

　非力な女二人では、このめちゃくちゃ重い石の塊を家まで運ぶなんて絶対不可能だ。もしできたとしても犯罪の片棒を担かつぎたくはないし、そもそもこんなもの持ち帰りたくない。

「……まあ、特に害がないんだったら放っといて大丈夫でしょ。それより、早く戻ろ」

　咏の体調を心配してそう言うと、咏はまだ諦あきらめきれない様子で何枚か写真を撮ってから、名残惜しそうに別れを告げて階段を下りていった。

　地蔵が追いかけてこないか、ときどき振り返って確かく認にんしながら、私もそのあとを追う。

「……あ、あれ？」

　二人で公道に戻ると同時に、咏が自分の体を見下ろして不思議そうに声を上げた。

「どうしたの？　何か異変があった？」

「いえ……むしろ、体調が良くなってます。体はだるいですけど、なんとなく嫌いやな感じがなくなりました」

　肩をぐるぐる回しながら、咏が体の調子を確かめている。確かに言葉通り、少し顔色も良くなっているような気がした。

　どういうことだろうと二人で顔を見合わせていると、下の方から車が数台走って来るのが見えた。慌てて道の端に寄って、車が通れるスペースを空ける。

　気づけば遠くの方で、鳥の鳴き声のようなものも響いていた。少し離れた藪の中には、小動物の気配が漂ただよっている。山全体が、本来の生命力を取り戻していた。

「……いつの間にか、霊域から出ちゃってます？」

「みたいだね……」

　どうやら、霊域探たん索さくは思いがけないタイミングで終わりを迎えたらしかった。

　予想外の結末に咏が心底不満そうにしていたけれど、ある意味ちょうどよかったのかもしれない。咏が目をつけていた曰く付きのポイントはすべて回れたみたいだし、これ以上長居していたら、咏の体調がどんどん悪化してしまう。

　スマホを確認すると、そろそろ最終便のバスが来る時間でもあった。

「幽霊には逃げられるし、お地蔵さまは持って帰れないし……なんだか、消化不良です！」

「まあ……また来ればいいじゃん。今度は違う季節にさ」

「……むぅ。そのときは青も一緒にですからね！　ちゃんと付き合ってもらいますよ！」

「いいけど、次も地蔵は持って帰らせないからね。運ぶ用の袋ふくろとか持ってこないでよ？」

　冗じよう談だんめかしてそう言うと、咏が『なぜバレた!?』と声を上げそうな顔で狼狽うろたえていた。

　こみ上げる呆れ笑いを噛み殺しながら、近くの停留所まで二人並んで歩いた。




　――と、ここで終わっていれば『それなりにいい休日でした』という締しめの文で明日を迎えられたのだろうけれど。

　残念ながら、現実はそう甘あまくない。軽々に心霊スポットなんてものに足を踏み入れて、無事に一日を終えられるほど、世の中は単純にできていないのだ。

　呪のろいというものは、確かに存在している。

　私も咏も、しっかり呪われていた。その証しよう拠こが、今、目の前にある。

「おお～よしよし！　あらあら～悪い子ですね～！　ついてきちゃったんですねぇ～！」

　スリラー・キャットの店先で、咏が地面に座り込んで、一体の地蔵に頬ほお擦ずりをしていた。

　その醜しゆう態たいを放心状態で眺めながら……私はしばらく停止していた思考を再起動させて、いったい何がどうなっているのか、状況を整理する。

　私たちは戌亥山からバスに乗って、お店近くの停留所まで帰ってきた。それから家に帰る前に、二人で軽い打ち上げでもしようかと、お店に寄っていくことになったのだ。

　そこに、どうして地蔵がいる……？　咏がこっそり持って帰ってきた……わけがない、とも言い切れないのがちょっと悲しいけれど、流石さすがに今回は無実だろう。

　……じゃあ、こいつはいったいなんなんだ。何が目的でわざわざお店まで付いてきた？

　ぐるぐると頭を働かせていると、咏がおもむろに立ち上がって、地蔵を店の中に招き入れようとしていた。

「……いい加減目を覚ませぇぇぇ！」

「あいたぁー!!　ち、ちょっと青、何をするんですか!?」

　背後から咏の頭に手刀を叩たたき落としてやると、涙なみだ目めになった咏がこちらを振り返る。

　そんな危機感のない彼女を半目で睨みつけながら、「こんなことしてる場合じゃないでしょ！」と説教して、悠ゆう然ぜんと佇たたずむ地蔵を指差した。

「これ！　地蔵！　どう考えてもおかしいよね!?　遊んでる場合じゃないよね!?」

「わ、わかってますけど……こんなサプライズを受けたら、どうしたって喜んじゃうじゃないですか……」

「サプライズのつもりで来てくれたわけじゃないと思うけどなぁ!?」

　わざわざこんな女にサプライズをするために、山を下りてきたりしないだろう。

　この地蔵の目的はわからないけれど、完全に取り憑く相手を間違えてる気がする。

「とにかく早く状況を確認して、これからどうするのか決めよう。このままじゃ私も帰るに帰れないよ」

「そ、それはそうですね。では……ひとまず一度、お店に入りますか」

　そう言って、咏がキーケースからお店の鍵かぎを取り出し、扉とびらを開ける。

　中には誰もいないのか、照明がついていなかった。暗い店内に二人で足を踏み入れる。

「ちょっと待ってくださいねー」

　咏が少し歩いて、照明のスイッチを入れに行き――灯あかりがついた瞬しゆん間かん、総毛立つような恐怖に襲われた。

「――なっ、なんでお店が地蔵で埋め尽くされてるの!?」

　店内の至るところから、大小様々な地蔵が、その目をはっきり見開いて集団でこちらを見つめていた。

　一体一体に命が宿り、自らの意思で私たちを認にん識しきしているように見える。

　初めて見る地蔵の瞳は、黒こく鉛えんで真っ黒に塗ぬり潰つぶしたような、吸すい込まれそうになるほどの闇やみの穴だった。感情が読み取れない、不気味な瞳どう孔こうが大量にこちらに向けられている。

　この光景の薄うす気き味み悪わるさには、さしもの咏も意表を突かれたようで、「びゅーりほー」などというわけのわからない言葉を呟きながら固く拳を握り締めていた。もちろん無視した。

「あー……どうしよ。完全に呪われちゃったよね、これ」

「そうみたいですねぇ……」

「なんかちょっと嬉しそうなのが腹立つんだけど……ん？」

　こんな状況は初めてなので、どうしたものかと頭を抱えていると、外から誰かが階段を下りてくる足音が聞こえてきた。咏もそれに気づいたようで、私に視線を送ってくる。頷きを返して、警戒するように咏の前に立った。

　足音が扉の前で立ち止まる。少しの静せい寂じやくを置いて、黒くろ塗ぬりの扉がゆっくりと開かれ――

「こんばんはー……きゃあああああああっ!!　なっ、何これぇ!?」

　隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは、この前戌亥山の話を聴きかせてくれた理音さんだった。

　店内の惨さん状じように驚き、そのまま顔を引っ込めて出て行ってしまう。

「あ、ちょ、理音さん！」「ぷぎゃっ」

　慌てて追いかけるが、私が扉の外へ出たときには、理音さんはもう階段を上がってどこかに消えてしまっていた。ビルの周辺を捜してみても、その姿はどこにも見当たらない。

　私のせいじゃないとは思うけれど、なんだか悪いことをしたような気分になる。

「怖こわがらせちゃったか……まあ、そりゃ怖いよな、あれは……ん？」

　お店まで戻もどろうと踵きびすを返してから、少し先に手て提さげ袋が落ちていることに気がついた。

　理音さんが落としていった物だろうか……と思って拾い上げる。すると中から、粉々に砕けた地蔵の顔が出てきた。驚いて、手提げ袋ごと落としてしまいそうになる。

「……これ、もしかして理音さんも地蔵の被ひ害がいに……？　って、うわっ!?　何あれ!?」

　理音さんの置き土産みやげに嫌な予感を覚えながら顔を上げると、いつも電柱の陰からこちらを覗いていたはずの、三メートルほどの血ち塗まみれの女が消えていた。そして代わりに巨きよ大だいな地蔵がそこに立ち、黒い目を見開いてこちらを睨みつけていた。

　ガチッ、ビキッ、という鈍にぶい音を鳴らして、地蔵がひび割れていく。やがて体が砕けて、頭だけが地面にごとりと落ち、そのまま私の足元までごろごろと転がってきた。

「……意味わかんない……ほんと、どういうことなの……？」

　地蔵たちが何をしたいのか、皆かい目もく見当がつかない。

　あの巨大な女はいったいどうなったんだ？　デカ地蔵にやられたのか？

　疑問だらけのまま、まずはお店をなんとかしないと妖二さんに怒おこられてしまうと思い、急いで咏のところに戻った。

　全然気づかなかったけれど、さっきお店の中で、咏は地蔵に足を引っ掛かけて転んでしまったらしい。涙目になりながらおでこを押さえている。

　恥はずかしそうにしながらそそくさと立ち上がって、私に問いかけてきた。

「理音さん、どうでした？　間に合いましたか？」

「いや。でも、これを置いていったよ。多分だけど、理音さんも同じような目に遭あってるんじゃないかな」

　手提げ袋を見せながら言うと、咏が「ふむ」と考かんがえ込むように顎あごに手を当てた。

　そんな咏を邪じや魔まするようで申し訳ないが、急ぎということで一つ提案させてもらう。

「ねえ、咏。とりあえず、お店の中だけでも片付けない？　いくら怪談ＢＡＲとはいえ、これじゃ営業できないでしょ。妖二さんに申し訳ないよ」

「ああ、それなら大丈夫ですよ。今日はお父さん、出張で家を空けてますから。今夜はお店もお休みです」

「あ、そうなんだ……それなら良かった。出張から帰って来るまで猶ゆう予よはあるのか」

　今すぐ大きな問題になることはなさそうだと一安心して、ほっと胸を撫なで下ろす。

　それからふと思い出して、店内の様子を窺うかがいながら言った。

「――ああ、だからさっきから、かなちゃんも見当たらなかったんだ。妖二さんについていったんだね」

「…………は…………？」

　私がかなちゃんの名前を出した瞬間、咏の表情が凍こおりついた。

　顔面が蒼そう白はくに染まり、信じられないものを見たような顔で私のことを凝ぎよう視ししている。

　咏にそんな視線を向けられたことなどなかったので、一いつ瞬しゆんで頭が真っ白になった。

　どうしてそんな目で見られるのかがわからず、心臓がバクバクと早はや鐘がねを打ち始める。

「……え？　な、何？　私、何か変なこと言った？」

　あたふたしながら尋たずねると、咏は生気の感じられない顔を悲痛に歪ゆがめ、唇くちびるの端をひくひくと震わせる。

　ややあって、そのまま泣き出してしまいそうなほどの掠かすれ声で告げた。




「――かなはもう、死んでます。二年前の夏……私が殺しました」
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「…………は？」

　言葉の意味がよくわからず、空気の抜けるような情けない音が、私の口からこぼれた。

　……もう、死んでる？　かなちゃんが？　しかも、咏うたが殺した……？

　いきなりそんなことを言われても、すんなり受け入れられるわけがない。

　だって、あんなに普通に話していたのに。初めてこのお店に来たときから、かなちゃんはずっとここにいた。いつだってイナと一緒に、楽しそうにお店の中で笑っていたのだ。

　この間だって、戌いぬ亥い山やまでの恐怖体験を語る理り音おんさんの話を、静かに聴いていたはずだ。咏とは反対側の、私の隣となりの席に座って。

　それなのに、そのかなちゃんが既すでに亡なくなっている？　それも二年も前に……？

「じゃあ……私がずっと話してたかなちゃんは……実は幽ゆう霊れいだったってこと……？」

　初めてかなちゃんと話したカウンター席に視線を向けて、そう呟いた。

　確かに、かなちゃんが確実に生きていたと証明するのは難しい。

　私は子供の頃ころから強い霊れい感かんがあって、普通の人間を見るのと同じように、それらを認識していた。

　大たい抵ていはどこかしらに違い和わ感かんがあるので幽霊だとすぐにわかるのだが、人間とまったく同じ姿だった場合、私にはそれがどちらなのか判別がつかない。そのせいで、人間のふりをして近づいてくる幽霊によく騙だまされて、家族にたくさん迷惑をかけてきた。

　だけどまさか、かなちゃんが幽霊だったなんて……。あれだけ日常に溶とけ込んでいたのに、私以外には見えていなかったということか。

　そこまで考えて、ここ最近の記き憶おくを端からひっくり返し、私はようやく自分の鈍どん感かんさに気がついた。

　確か咏はお母さんについて『私が小学校に上がってすぐ、妹の出産のときに、医い療りよう事故で息を引き取りました』と話していた。

　今の咏は十五歳さいの高校一年生。小学校に上がってすぐなら、かなちゃんの出産は九年前の出来事のはず。つまり、今年かなちゃんが七歳というのはありえない。

　――かなちゃんの年ねん齢れいは、亡くなったその瞬間から、止まってしまっているのだ。

「……い、いや……でも……だって、かなちゃんは……」

　それでも、どうしてもわからないことがある。咏の言ったことが本当なら、どうしてかなちゃんはあんなにも咏を慕したっていられたのだろう。

　自分を――――殺したという相手を。

「う、咏……？　さっきのって、どういう……」

　こわごわと問いかけた自分の声が、あまりにも不自然に上うわ擦ずっているのが耳について、最後まで喋しやべり切ることができなかった。

　自分でも驚くほど、動どう揺ようが身体に出てしまっていた。

　かなちゃんが幽霊だったことへの衝しよう撃げきもあるけど、それ以上に……『自分の妹を殺した』なんて、咏がそんな恐ろしい発言をしたことが、とても信じられなかったから。

　そんなの、額面通りに受け取れるはずがない。長い付き合いとは言えないかもしれないけれど、咏がそんなことができる人間ではないことくらい、いくら私にだってわかる。

　だから、さっきのはきっと何かの間違いだ。

　咏も気が動転していて、物ぶつ騒そうな言い間違いをしただけなんだ。そうだよね、咏……？

「ねえ、咏。さっきの……私が殺しました、って……」

「…………それ、は…………」

　私の言葉に、咏は何かを語ろうとして言い淀よどみ、そのまま黙だまり込んでしまった。

　目を伏ふせて固く口をつぐみ、青白い顔でわなわなと唇を震ふるわせている。

　……どうしよう。訊いてしまっていいのだろうか、本当に。

　二人の間に何があったのかはわからないけれど、果たしてこれは私なんかが踏み込んでいい問題なのか。これ以上、余計な口を挟はさまない方がいいんじゃないか。

　そうやって、また私が勝手に線引きをして、一歩引いてしまいそうになったとき。

「…………かなは…………私が、まだ中学生だった頃…………」

　顔色を悪くした咏が、私をまっすぐに見み据すえて口を開こうとした。しかし――――

「……えっ」

　バキッ、ベキッ……と、店中から骨が砕けるような豪ごう快かいなラップ音が響き渡わたり始めた。

　咏がまた口を閉じて、私と顔を見合わせる。不ふ穏おんな気配を察知して咏の側に寄り添そい、何が起きてもいいように霊れい力りよくを全開にして身構えた――その瞬間。

　お店を埋め尽くしていた大量の地蔵たちが、内側から弾はじけ飛ぶように、次々と破は裂れつして砕け散っていった。

「――きゃああああっ！」

　破は片へんが肌はだを掠め、壁にぶつかり派手な音を鳴らす。それに身の危険を感じた咏が、頭を抱えてうずくまり、甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　慌あわてて丸くなった咏の前に立ち、飛んでくる石の礫つぶてを叩き落としていく。地蔵の破片は私の身体にぶつかると、一瞬で朽くちて細かい粒りゆう子しに変わり、お店の床ゆかに積もっていった。

　一通り地蔵の破裂が収まり、店内に静寂が戻ったところで、振ふり返って咏に声をかける。

「だ、大丈夫!?　咏、怪け我がはない？」

「は、はい……すみません、驚いただけです……青あおは大丈夫でしたか？」

「私も問題ないよ。ごめん、やっぱりこいつら普ふ通つうの石じゃなかったみたい……んん？」

　戌亥山での自分の見立てが甘かったことを悔くやんでいると、足元に、顔が割れて半分になった地蔵の首が落ちていることに気がついた。その顔は黒い渦うずのような目を私に向けると、ニィィィと弓なりに歪め、そのままボロボロと崩くずれていった。

　こちらを嘲あざ笑わらうような意地の悪い顔が、先ほど外で見た巨大な地蔵の表情と重なる。

　――次の瞬間、脳のう裏りに雷かみなりが落ちたような衝撃が走った。

「……こいつのせいだ……」

　無意識のうちに小さく呟いていた。咏が訝いぶかしむように、眉をひそめて私を見上げる。

　朽ち果てて砂山と化した地蔵の残ざん骸がいに指を這はわせ、纏まらない思考を整理していく。

「最初から、こいつの狙ねらいは私たちじゃなくて、かなちゃんだった……？　いや、違ちがう。私たちの周りにいる幽霊だったのか……？」

　戌亥山の『幽霊が集まる霊れい山ざん』という特性。

　絶えない幽霊の目もく撃げき談だんと『解剖された人たちの幽霊が出る』という噂うわさ。

　やけに多かった道中の地蔵。〝銀ぎん華か大だい学がく医い学がく部ぶ解かい剖ぼう体たい墓ぼ地ち〟に並ぶ首のない地蔵たち。

　いつの間にかいなくなっていた、かなちゃんと外の巨大な女。そして代わりに置かれていた、砕けてしまったこの地蔵。

　私たちには目もくれず、一心不乱に何かから逃にげていた、体の一部を失った幽霊たち。

　断だん片ぺん的てきな記憶を少しずつ繋つなぎ合わせていくと、私の中に一つの仮説が組み上がった。

「……『幽霊が集まる山』なんじゃなくて、意図的に集められてたんだ。失った体を奪うばい返そうとする、解剖された幽霊たちの想いを汲くんだ、この地蔵によって」

　まだ周囲に残っていた細かい石の破片が、まるでその役目を終えたように、さらさらと崩れ落ちていった。それを見つめながら、咏が暗く沈んだ声で問いかけてくる。

「……ど、どういうことですか……？」

「つまり、私たちは撒まき餌えだったと言うか……私たちに取り憑いたこいつらが、私たちの周りにいる幽霊を戌亥山に攫さらっていったんだよ。それで、失った体を取り戻すために襲おそってるんだと思う。花か木ぼく苑えんにいた、何かに怯おびえて逃げていった幽霊たちは、きっとこいつの被ひ害がい者しやだったんだ」

　供く養ようされている解剖体の魂たましいを弔とむらうために、無関係の幽霊を連れ去っては体を求めて襲っている。私たちはそれに利用されただけで、標的そのものではない。

　だから無事にお店に帰ることはできたけど、その代だい償しようとしてかなちゃんが連れていかれてしまったのではないか。それが私が出した結論だった。

　あの山は幽霊が自然と集まる、幽霊にとってのパワースポット的な場所などではなく、この地蔵たちの狩かり場ばなのだ。戌亥山に餌えさを閉とじ込こめて、じわじわと追い詰つめていくための。

　……いや、ちょっと待て。だとしたら……っ！

「――かっ、かなが幽霊なら、襲われてしまいます！　急いで助けに行かないと！」

　私がそこに思い至るよりも早く、喉のどが裂さけるほどの金切り声で咏が叫んだ。

　反射的にお店を飛び出していこうとする咏の手を掴つかんで、慌てて引き止める。

「落ち着いて、咏！　夜の山は危ないから！　私だけで行ってくるから、咏は……っ」

「――かながっ！　たった一人の妹が連れて行かれてしまったんですよ!?　じっとしていられるわけないじゃないですか……っ!!」

　こんなにも感情を剥むき出しにして泣き叫ぶ咏は、これまで見たことがなかった。

　咏の気持ちが痛いほど伝わってくるだけに、強く反対することもできない。私だって逆の立場なら、たとえ縛しばられていたとしても、這ってでも助けに行こうとするだろう。

「お願いです、青！　私も連れていってください！　お願いします……っ！」

　咏が私の肩かたを掴んで、縋すがり付くように頼たのみ込んでくる。

　――どうする？　この場合、どうするのが正しい選せん択たくなんだ？

　一緒に連れていくか、それともここに置いて行くのか。

　普通に考えれば、何が起こるかわからない夜の山になど連れていくべきではない。特に今回は牛うし山やま神じん社じやのときと違って、かなちゃんを助けなければならないという縛りまである。

　昼間は標的が幽霊だったこともあって何事もなく山を下りることができたけれど、次も無事に帰れる保証なんてどこにもないのだ。もしかしたら、今度は私たちも本気で襲われるかもしれない。咏を連れていくのが危険だなんて言うまでもないことだ。

　……だけど、今の状態の咏を一人でお店に残していっていいのか……？

　わからない……どっちが正しい判断なのか。私はここでどうするべきなのか。

「青っ！　青、お願いです……！　どうか、私も一緒に……！」

　ポロポロと涙なみだをこぼしながら頭を下げてくる咏に、激しく心が揺ゆさぶられる。

　痛ましいほどに必死なその姿を見て、私は――――




「――約束してよ。絶対私の隣から離れないでね。いい？」

　結局、咏の頼みを断ることなどできるわけがなかった。

　そもそもお店に置いていったって、どうせ一人で勝手に戌亥山に向かうに決まってる。だったら最初から一いつ緒しよにいた方がまだ安全だ。

　私が念を押おして確認すると、咏は赤く腫はれた瞼まぶたにクッと力を込めて頷いた。

　――咏の同行を了りよう承しようし、タクシーで戌亥山に向かうことを決めてから、一時間ほど。

　戌亥山の中腹にある駐ちゆう車しや場じように到とう着ちやくした頃には、もうすっかり夜の帳とばりが下りていた。

　急きゆう拵ごしらえではあるものの、懐かい中ちゆう電灯など、夜の闇に備えて最低限の装備も持ってきた。

　かなちゃんが襲われてしまう前に、一刻も早く助けに行かないと。

　そう思って歩き出そうとしたところで、後ろから咏に「青っ」と呼び止められた。

「……あとで、ちゃんとお話します。かなのことも、私自身のことも、全部……だからどうか……かなのこと、よろしくお願いします」

　覚かく悟ごを決めた顔でそう言って、咏が頭を下げてくる。

　お店で地蔵に会話を遮さえぎられてから、咏の精神が心配でここまで訊きけずにいたけれど……どうやら咏の方もずっと気にしていたらしい。悩なやんだ末に、打ち明けると決めたようだ。

　二人の間に何があったのか……気にはなるけど、今は一いつ旦たんそのことは忘れて、かなちゃんの救出に集中しよう。咏とはそのあと気が済むまで話せばいい。

　そのためにも、まずはかなちゃんを見つけて、三人で無事にお店に帰らないと。

　顔を上げた咏に「任せて」と力強く返事をして、一緒に夜の戌亥山を登り始めた。

「ちょっと遠回りにはなるけど、夜に足場の悪い山の中を進むのは危険だし、逆に時間がかかるから、公道の方を歩いていこう」

　私の提案に、咏は「わかりました」と簡素な相あい槌づちだけを返して、素す直なおに従ってくれた。

　それ以上無む駄だ口ぐちを叩くことなく、私の左側にぴったりくっついて歩いてくれている。

　これなら何かあっても守りやすそうだ。既にタクシーの中で、身代わりになるための血の摂せつ取しゆも済ませていた。運転手のおじさんにはすごい目で見られてしまったけど、背に腹はかえられない。

　咏を傷つけることなく守り抜ぬいた上で、かなちゃんのことも助け出してみせる。

　まず向かうべきは、昼に見た解かい剖ぼう体墓地だ。そこにいなければまた花木苑を下りて、桜の森を捜さがしてみよう。

　戌亥山の土を全部掘ほり起こしてでも、絶対にかなちゃんを見つけてやる。

　そう決意を固めていると、隣で咏が「ううっ……」と苦しそうな呻うめき声を上げた。

「……あ、青……霊れい域いきに入ったみたいです……っ」

　きたか……夜の影えい響きようなのか、昼間よりも随ずい分ぶんと早い段階で霊域化したみたいだ。

　昼に来たときより咏がつらそうな顔をしていた。夜になってパワーアップでもしたのか、霊域化した今の戌亥山は、耐たい性せいのない咏にはかなり応こたえるようだった。

　それでも歩くペースを落とさない咏と共に、私も必死に足を動かして山を登っていく。

　暗くら闇やみの世界を、懐中電灯の光が照らし出す。この揺れ動く円に視界のすべてを任せるには、あまりに心細い小ささだった。

　やがて光の先に、荒こう廃はいした建物のようなものが見えてきた。昼間には普通の民家だったはずのそれは、霊域化の影響なのか、ただの朽ち果てた廃はい墟きよへと変へん貌ぼうしていた。

　懐中電灯の光で、建物の外観を照らす。

「うっ――――っ!!」

　割れた窓の奥おくから、大量の地蔵がこちらを見つめているのに気がついて、危あやうく叫んでしまいそうになった。ただでさえ目が開かれた地蔵の顔は気味が悪いのに、あれだけぎっしり並んでいると、どう我が慢まんしても恐きよう怖ふ心しんを掻かき立てられてしまう。

　悪意の籠こもった視線を向けてくるそいつらを、まとめてぶん殴なぐってやりたくなる。

　しかし残念ながら、今は寄り道なんてしている暇ひまはない。明かりを廃墟から外してまた正面を照らす。すると心なしか、さっきよりも視界が白みがかっているような気がした。

「なんだろ……霧きり……？」

　それは、ひんやりとした冷気と面めん妖ような存在感を放つ、奇き怪かいな霧だった。

　突とつ如じよとして現れたその霧は、次し第だいに濃のう度どを増して私の体を包み込んでいく。冷気が肌に触ふれると、薄うすい膜まくに覆おおわれたような不快な重さとなって、私の体力を奪っていった。

　公道を進んでいくにつれ、視界を遮る霧はますます濃こくなっていく。やがて懐中電灯の光が乱反射して、ついには数メートル先すらまともに見ることができなくなった。

「ああ、もう……なんでこんなときに霧なんか……っ」

　時間に追われている今の状じよう況きようも相まって、少しずつ気持ちに余裕がなくなっていく。

　くそっ、こんなところで足を止めてる場合じゃないのに。急がないとかなちゃんが……。

　焦しよう燥そう感に駆かられながら、懐中電灯を左右に振って周囲の道みち幅はばを確認していると、隣からトントンと肩を叩かれた。

「どうしたの、咏？　何か見つけた？」

　足を止めて、道の先を見ながら返事をする。しかし、咏からはなんの声も返ってこない。

「…………咏？」

　嫌な予感がして、隣に視線を向ける。

　――そしてすぐに、全身から血の気が引いていった。

「……う、咏っ！　咏、どこ!?」

　さっきまですぐ側にいたはずの咏の姿が、どこにも見当たらなかった。

　いつ逸はぐれたのかもわからない。忽こつ然ぜんと、私の隣から姿を消してしまっていたのだ。

「咏！　聞こえたら返事して！　側にいる!?」

　来た道を引き返しながら、大きく声を張り上げる。しかしいくら戻っても咏の姿は見つからないし、返事が聞こえてくる気配もない。

　こんな夜の山の中で――気づけば私は、一人になっていた。

　……やばい。やばい、やばい、やばい、やばい、やばい！　やばい！　やばいッ!!

　これでかなちゃんだけじゃなくて、咏のことも捜さないといけなくなった。

　霧のせいでどっちが前かも碌ろくにわからないのに、この広い戌亥山のどこかにいる二人を、どうにかして見つけ出さなければならない。それも地蔵に襲われるよりも先に。

　……そんなの、ほとんど不可能じゃないか……？

　一人になった途と端たん、急激に心細くなった。猛もう烈れつな不安に襲われて、心が押し潰されそうになる。咏の存在にどれだけ支えてもらっていたのか、そこでようやく自覚した。

「――ああ、もう！　ふざけんなよ……！　何やってんだよ、私……っ！」

　判断を間ま違ちがえた。やっぱり咏をこんな場所に連れてくるべきではなかったのだ。

　自分なら咏を守れると自うぬ惚ぼれていたのか。それとも一人になるのが怖くて、ただ一緒にいたかっただけなのか。どっちかは知らないが、どちらにしても最悪の判断ミスだ。

　あのとき心を鬼おににして、咏をお店に置いてこられなかったことを、死ぬほど後こう悔かいした。

　これでもし二人の身に何かあれば、私はもう、いよいよ自分のことを許せそうにない。

　早く……早く二人を見つけないと……！

　泣きそうになりながら、夜の山道をがむしゃらに走り出す。

　懐中電灯がカチカチと明めい滅めつし、視界の中で黒と白が激しく切り替わる。それでも足を止めることなく、とにかく上を目指して走った。そこに行けば、咏がいてくれると信じて。

　何度も躓つまずいて転んだし、前が見えないせいで木にもぶつかった。明るくなった瞬間、目の前に現れた地蔵に足を取られて激しく転てん倒とうしたときは、本気で殺意を覚えた。

　ふらふらになりながら、二人を捜してひたすら山の中を彷徨さまよう。

　体中が痛くて、それ以上に寂さびしくて……もう、心が折れてしまいそうだった。

　……それでも、絶対に足を止めるわけにはいかない。私が立ち止まったら、その分だけ咏とかなちゃんに危険が迫せまるのだ。

　私の身体なんて、別にどうなったって構わない。どこか壊こわれたところで、そんなの今さら何だと言うのか。二人さえ守ることができるなら、どれだけ傷ついたって構うものか。

　だから、止まるな。動け。動け。動け……！

「咏！　咏ぁ！　……くそ、咏、どこ行ったんだよ……！」

　約束しただろ。私の隣から離はなれないって。何やってるんだよ。

　独りにしないでよ。私を誘さそったのは咏なのに、なんで一緒にいてくれないんだよ。

　一人で怪かい談だん収集なんてしたって、私は何も楽しくなんかないんだよ……！

「咏っ……咏ぁ！　……くっ……なんでっ」

　出せるだけの声を張り上げて、何度も名前を叫びながら、山を駆け上がっていく。

　しかしどれだけ名前を呼んでも返事はなく、私の頼たよりない声だけが山間に反はん響きようしていた。

　自分の声以外には何も耳に届かない、不気味な静寂と暗闇の中をひたすら走り続けていると、まるで世界から一人だけ弾はじき出されたような孤こ独どく感があった。

　やがて懐中電灯の光が点灯し、明るくなった視界の先――深い霧の中に、小こ柄がらな人ひと影かげが現れる。人影は数歩ほどよろよろと歩いたあと、その場で力なく倒たおれ込んだ。

「――かなちゃんっ!?」

　もしかしたら、かなちゃんが上から逃げてきたのかもしれない。そう思い、急いでその小さな人影に走り寄る。道みち端ばたで横たわっている子供の顔を覗き込んで――吐き気けがした。

「……ぁ……嘘うそ…………紅あか里り……？」

　そこに倒れていたのは、私の妹――――紅里だった。

　ただし、それは私の記憶の中にだけ残る、子供の頃の姿。霊れい能のう力りよくが暴走して、紅里を巻き込んでしまったときの、私のどうしようもない失敗の記憶。

　当時の姿をそのままに、ご丁てい寧ねいに細かく刻まれた傷きず痕あとまで完かん璧ぺきに再現して、私のトラウマを鮮せん明めいに蘇よみがえらせる。

　その場に釘くぎ付づけになって動けずにいると、紅里らしきその人型のものがずるずると地面を這いずって、こちらに近づいてきた。

『いいいいいたい　いたいよ　おねぇちゃん　たすけて　た　す　け　てよぉぉおっ!!』

　紅里は血に塗まみれた小さな手を必死でこちらに伸のばして、私の足首を掴もうとしてくる。

　しかし私に触れる寸前、『イヤアアあアァああぁああァアああアァァ』と奇き声せいを発して、霧に紛まぎれて消えていった。

「……うっ……おえぇっ……!!」

　紅里の体から流れる血と、落ち窪くぼんだ穴のような目を見てしまって、耐たえ切れずその場に嘔おう吐とする。吐と瀉しや物ぶつに塗れた地面の先には、ひび割れた小さな地蔵が横たわっていた。

　心臓がばくばくと脈打ち、貧ひん血けつのときのように視界が狭せばまってくる。

　いつもどんな風に呼吸をしていたかわからなくなって、その場で膝ひざをついた。

「これ……こいつらの攻こう撃げきか……？　くっそ……最悪……」

　悪あく趣しゆ味みすぎる仕打ちだ。人の過去の傷を勝手に覗いて、あまつさえ目の前で見せつけるなんて。頬ほおを冷たい汗あせが流れ落ちて、暗い亀き裂れつの刻まれた地面に吸い込まれていった。

　ふう、ふうと息を整え、震える足になんとか力を込めて立ち上がる。足元がふわふわして立っている実感がないけれど、それでも無理やり足を動かすと、体はちゃんと前に進んでくれた。

　しばらく歩いた先で、また霧の中に人影が現れる。

「……今度は何……？」

　舌打ちをしながら近づいて行くと、そこには病院で眠ねむっている紅里と、その横に座すわって涙を流す母親の姿があった。

「……お……お母さん……？」

　私が呟つぶやくと、母親の顔がこちらを向いた。

　……ああ、しまった……声なんて出すべきじゃなかった。無視して通り過ぎれば良かったのだ。そうすれば、わざわざ傷口を抉えぐられることもなかっただろうに。

　母親と目が合うと、私はもう、縫ぬい付けられたようにその場から動けなくなっていた。

『……あんたのせいよ……青……』

　声までそっくりに再現されて、母が私の名前を呼ぶ。

『あんたのせいで、紅里は……あんたがまともに産まれてくれてさえいれば……!!』

　そこまで聞いて耐えられなくなった私は、耳を塞ふさぐことすらできないまま、弱々しく地面にしゃがみ込んでそれを視界から追い出した。

　だけど母がどんな顔で私を見ていたかなんて、わざわざ見なくても充じゆう分ぶんに知っていた。

　忘れられるわけがない。毎晩眠る前に、頭の中で幾いく度どとなく繰くり返されている光景なのだから。こんなもの、わざわざ見せられなくたって、目を瞑つぶればいくらでも再生できる。

　しばらくして瞼を開けると、そこに母の姿はなく、二体の地蔵が倒れているだけだった。

「………………二人を……捜さないと…………」

　倒れている地蔵を無視して、さらに先へと進んでいく。しかし数分も経たたないうちに、また懐中電灯が明滅し始める。暗転から切り替かわると、そこには子供時代の私がいた。

　池のほとりに一人で座り、ぐずぐずと泣きべそをかいている。

　これは……小学生の頃、学校行事で参加した遠足のときの記憶かな。この頃にはもう、家族にも見放され、友達は一人もいなくなり、周りからは化け物扱あつかいをされていた。

　自分の霊能力が大だい嫌きらいになって、どうしてこんな風に生まれてしまったんだろうと泣くことしかできなかったときの、弱くて情けない自分の姿だ。

　池の中から、するすると青白い手が伸びてきた。みっともなく泣いている私は、それに気づくこともできない。がしっと体を掴まれて、池の中に引き摺ずり込まれてしまった。

　溺おぼれないように抵てい抗こうしながら、助けを求めて声を上げる。

「たすけて！　先生！　誰だれか！　誰か、たずっヴぅぶ――」

　客観的に子供の頃の自分の姿を見ていたはずなのに、気づけば溺れているのは、今の私自身になっていた。水の中から必死になって助けを求め、誰かが引き上げてくれないかと死しに物もの狂ぐるいで手を伸ばす。

　……だけど、誰もその手を掴んではくれなかった。クラスメイトが、先生が、それまで友達だった子まで……その場にいる全員が、私のことを冷めた目で見つめていた。

『またやってるよ……』

　そんな声が耳に届く。心の中の何か大切なものが、ぽきりと折れる音が聞こえた。

　子供の私は、その冷たい視線を受け止めながら、抵抗をやめて水の底に沈しずんでいく。

　深く、深く……ごぼごぼと泡あわを吐はきながら、暗い池の底に背中がついて――

　――目を開けると、また霧の中にぽつんと突つっ立っていた。

　私を取り囲むように、大量の地蔵が円を描えがいてこちらを見つめている。彼かれらに向かって、私は無意識のうちに左手を差し出していた。

　誰にも掴んでもらえなかった私の手が、闇の中で虚しく震えている。そこに絡みついた数本の黒い髪の毛が視界に入って、私はまた歩き出した。

「………咏…………今、行くからね………………」

　鉛のように重くなった足を引き摺りながら、牛歩のごとき足取りで坂道を上っていく。

　周囲の景色が、だんだんと見覚えのあるものに変わってきた。お昼に歩いた解剖体墓地のすぐ近くまで来ている。目的の場所まで、もう少しだった。

　ふらふらと左右に揺れながら歩いていると、また深い霧に包まれた。

　そのまま歩き続けていると、幼い頃の私が母親に手を引かれて歩いている光景が見えた。

　ああ……この日のことは、今でもよく覚えている。

　学校から苦情が入って、父と母が大おお喧げん嘩かをして、とうとう一緒にいられなくなって――

　限界を迎むかえた母が、私の手を引きながら階段を上っていく。記憶の中の二人のあとを、私も黙ってついていった。この先に何があるのかを知っていながら。

　やがて辿たどり着いたのは、祖母の家の門前――母が私を捨てた場所だった。

　子供の私を投げるように祖母の家の敷しき地ち内ないに放ほうり込むと、母はそのまま背中を向けて、どこかへ去っていってしまう。

　子供の私は泣きながら何かを叫さけんでいるようだけれど、その声は聞こえてこなかった。このときの私は、いったい母に何を言ったんだっけ。何を期待していたんだっけ。

　私の声は誰にも届かず、そのまま独りの夜が来る。

　私はその日、自分が誰からも愛されることのない、無価値な人間だったことを知った。

「…………わかってる……そんなの、私が一番わかってるよ…………」

　私に愛される価値なんてない。当たり前だ。大切な妹を傷つけて、家族のことをばらばらに引き裂くような人間が、いったい誰に愛されるというのだろう。

　わかってる。誰に責められずとも、私が一番私のことを嫌きらいだし、一番責め続けてる。自分が無価値な人間であることもちゃんと理解していた。だけど愛されたかった。

　この期に及およんで、人の温ぬくもりを求めてしまう。なんて身みの程ほど知しらずで、欲深いことか！

　――霧が晴れると、いつの間にか解剖体墓地のすぐ手前まで辿り着いていた。

　階段を下りて墓地の中に入っていく。暗い墓地の中央に、こちらに背中を向けて立っている女性の姿が見えた。懐なつかしい、抱だきついて甘あまえたくなるその後ろ姿を視界に捉とらえて、それがかつての母の背中であることを思い出した。

　吸い寄せられるように、ふらふらと母親の下へ歩み寄っていく。

　気づけば私の周りを、大量の地蔵が取り囲んでいた。右も左も、足の踏ふみ場ばがないほどの地蔵が墓地の中を埋め尽くし、母親までの道を作っている。

　数メートル手前まで近づくと、母親が振り返ろうとする気配があって足を止めた。

　まだ優やさしかった頃の、大好きだったあの頃の母が私を見つめ、艶えん美びに微笑ほほえんで告げる。

『――随分と元気そうね、青。あなたのせいで、私は愛する家族を失ったのに』

「……わかってるよ。全部私のせいだ。そんなの、わかってるってば……」

『わかってる？　本当に？　あなたがいなければ、紅里が傷つくこともなかったのよ？』

「……そうだね。私が紅里を傷つけたんだ。ほんと、最低だよね」

『ああ、本当に忌いま々いましい。つくづく思うわ。あなたなんて産むべきじゃなかったって』

「…………うん。まともに生まれてこれなくて、ごめんなさい」

『――誰もあなたのことなんて愛さない。ここで、独りで死ぬのがお似合いよ』

「…………はは。そっか……そうだよね……」

　懐かしい母の声で、容よう赦しや無なく浴びせられる罵ば詈り雑ぞう言ごんの数々。

　これがこの地蔵たちの攻撃で、母の姿はこいつらが勝手に作り上げた虚きよ像ぞうであることは、私だって理解していた。こいつらの言葉に耳を貸す価値なんて一つもない。

　だけど……もし本当に、母が心の底からそう思っていたんだとしたら。

　私のことを本気で憎にくく思っていて、この世に生まれてくるべきではなかったと……頼むから死んでくれと、今もなお願っているのだとしたら。

　……私には、それを否定することができなかった。否定するための材料を、自分の中に持ち合わせていなかった。




『　――　自分が　悪い　ト思ウなら　どウ　か　ここデ　ェ　　死ん　で　　？　　』

『　　　最後　　ニ　　私　　ノ役　　ニ立　　テ　　　　』

『　　―　ツミ　　ヲ　　ツグナ　　エ　―――　？　？　　―ヲ　？　シ？　ネ　　』

『　　カ　　＄　？　エ？　ハヤ　　セ？　　？？　　ク　　カラ？　ダ＃ァ？アア　』

『　　　　　　　　ェ　　　　　　　ァ　　　　ァア　　　ァ　　　　　――――――




　……もう、母の言葉ですら無くなっていた。

　周りの地蔵たちがざわざわと騒さわぎ出し、低いのか高いのかもわからない、何十人分もの声が混ざり合った気持ち悪い音の塊かたまりとなって、寄って集たかって私の脳を侵おかしていく。

　糾きゆう弾だんされているような気分になりながら、彼らの得体の知れない怒いかりの嵐あらしを一身に受け止める。次第に、自分には抵抗する資格なんてないのではないかと思えてきてしまった。

　……ここで死ねば、本当に罪を償つぐなうことができるのだろうか。

　私のどうしようもない過あやまちを清算し、この罪悪感から逃のがれることができるのだろうか。

　暗くなっていく視界の中、一歩こちらに歩み寄った母親が、甘く優しい声こわ音ねで囁ささやいた。

『――ねえ、青？　これからはずっと一緒にいましょう？　あなたがこのまま私と一緒にいてくれるなら――死んデくれるなら――残りの二人は無事にお家に帰してあげる――』

　咏とかなちゃんが、二人で無事に家に帰れる……ああ、それならいいか。最さい期ごに二人の役に立てるなら。

　これで私はもう、完全にお役御ご免めんというわけだ。

　小さく頷うなずいて、今度は私の方から母親に歩み寄った。

　体を覆う霊力を可能な限り薄くしながら、最期にこれまでの人生を振り返る。

　碌でもない人生だったけど……死ぬ前にちょっとだけ、楽しい思い出ができたかな。

　そう考えると、案外悪くなかった。出来損ないの私には勿もつ体たい無ないくらいの終わり方だ。

　母親が目の前まで迫り、私の頬に手を添える。

　にこりと優しく笑って――いきなり、私の全身を喰くらい尽つくすような巨きよ大だいな口が開いて、視界が赤で塗ぬり潰つぶされた。

　ゴツゴツと尖とがった石器のような犬歯が、頭上から振り下ろされる。

　ああ……これで終わりか……。

　短い間だったけど、今までありがとう、咏。私、本当に楽しかった。

　咏に出会えて、一緒に怪談収集ができて、本当に――――




「――――青のぉっ!!　大馬鹿やろおおおおおぉぉぉ!!」




　真夜中の墓地に、激情を乗せた怒ど鳴なり声が響ひびき渡った。

　鼓こ膜まくが破れるほどの声量に、びくりと体が硬こう直ちよくする。そんな私の体に、横からドンッ！　と強い衝撃が走った。不意を突かれて、たまらず地面に体を打ち付ける。

　倒れた私の目に飛び込んできたもの――それは、私の代わりに大口の中に吸すい込まれていく、咏の後ろ姿だった。




◆◆◆




　私――夏なつ目め咏が、まだ中学生だった頃。

　三年間という限られた時間。うるう年を数えても、たった千と九十六日。

　数字に換かん算さんしたときの飾かざり気のなさとは裏腹に、この時期の三年間にはありとあらゆる『ごちゃごちゃ』が詰め込まれている。必要なものも、そうじゃないものも。

　少なくとも私にとって、人生のどん底を味わうには充分すぎる長さだった。




　いじめが激しくなって、ついに学校に通えなくなった、中学二年生の夏。

　夏休みの間にこっちに引っ越こしてきた私は、この世の不幸を全部経験したみたいな顔をして、誰にも心を開けなくなっていた。

　そんな私に文句一つ言わず、いつも側で支え続けてくれた父と妹。大切な二人の家族。

　せっかくできた友達と離れるなんて悲しかっただろうに、かなは常に私を心配して、一緒にいようとしてくれていた。

　色んな人から馬鹿にされて、怪談師を目指すことが苦痛になっていた私を、懸けん命めいに励はげましてくれた優しい妹。

　……それなのに。

　私はあの子のお姉ちゃんなのに、ずっと自分のことばっかりで。

　あの頃の私は、そんな優しさすら煩わずらわしく感じてしまって……『一人にしてくれ』と、突き放はなすようなことを言ってしまったのだ。まだ幼い妹に向かって。

　本当に、いくら悔やんでも悔やみきれない。

　私の言葉を真に受けたかなは、いつの間にか飼かい猫ねこであるイナと共に家を空けていた。

　慣れない土地で、まだ小学校に上がったばかりなのに、一人当あて所どなく彷徨って……。

　病院から事故に遭あったという連れん絡らくを受けたのは、それからすぐのことだった。

　――だから、あの二人の死は私のせいだ。

　私の心無い一言が、かなとイナの未来を奪ったのだ。

　どんなに謝あやまりたくても、もう一生償うことのできない、私の失敗。私の罪。

　一度取り返しのつかない失敗をした人間は、その失敗をどう許せばいいのだろう？

　ふとした瞬しゆん間かんに心を蝕むしばむ後悔や罪悪感は、どうすれば消えてくれるのだろう。

　部屋に籠って、ずっと考えていた。

　考えて……考えて、考えて、考えて、考えて。独りでずー……っと考えて。

　結局、許せるわけがない、という結論しか出てこなかった。

　抱かかえて生きていくしかないのだ。それがどんなにつらくても。たまに思い出して、泣いてしまう夜があっても。

　昨日の自分を嫌けん悪おし、今日の自分を許せず、明日に希望が持てなくても。

　自分で瘡かさ蓋ぶたを剥はがしてしまう以上、この傷口が塞がる日など、きっともう来ないのだから。

　私は自分を許さない。

　それなら、そんな自分の過去も全部受け入れて、許さないまま生きていくしかない。

　そうやって自分への怒りすら、足を動かすためのエネルギーに変えて歩いてみた。

　いつまでも立ち止まっていては、それこそ怪談師になる夢を応おう援えんしてくれていたかなに顔向けできないと思ったから。

　何度転んでも立ち上がって、走って走って、走り続けて……エンジンが故障しているとわかっていても、立ち止まることすら許さないでいると、意外と早く限界がきた。

　怪談師というゴールは見えているのに、そこに至るための道がまったく見つからなくて、やがて足も動かなくなってしまって。

　途と方ほうに暮れていた日々の中で、突とつ然ぜん出会ったのだ。私の――『運命の人』に。




　初めて青を見たときは、小動物みたいな子だな、と思った。

　ちっちゃい体を一いつ生しよう懸けん命めい隠かくして、何かに怯えているみたいに、いつも周囲の顔色を窺うかがっている。気づけばそんな彼かの女じよのことを、自然と目で追いかけるようになっていた。

　彼女が霊れい感かんを持っていると知ったときは、飛び上がりそうなほど喜んだものだ。

　もちろん怪談師としての私も歓かん喜きしていたけれど、それ以上に――

『これで話すきっかけができた！』なんて、よこしまなことを考えてしまう自分もどこかにはいて。そんな下心が勘かん付づかれないように、最初はとにかく、怪談を話題の主しゆ軸じくに据すえて話をした。

　あくまで怪談師としての依い頼らいであって、打算的な協力関係の提案ですよ？　みたいな。

　だけど、そんな薄っぺらな企たくらみは、すぐに青に引き剥がされてしまった。

　仕方なかったのだ。ただの打算で接していると装よそおうには、青はちょっと可愛かわいすぎたし、いい子すぎた。

　どんどん青に夢中になって、学校でも一緒にいるようになって……もう、青がいない人生が思い出せなくなった。私の青春は、青一色に染まってしまった。

　一緒に怪談を追いかける日々が、どうしようもなく楽しくて……。

　青は私を〝行き過ぎた怪談オタク〟とか思っているかもしれないけれど、私がこんなに怪談を楽しめているのは、隣となりに青がいてくれるからだ。きっと青は、それを知らない。

　……まあ、青の周りの人間関係に嫉しつ妬とすることもあったけれど。そこはそれ、年とし頃ごろの女の子ですし？　たまに驚おどろくほど鈍どん感かんな面を見せる青も悪いので、お互たがいさまということで。

　とにかく青に出会って、私の人生は一気に華はなやぎ、色づいていったのだ。

　過去の失敗を許せたわけではない。自分を責めて、自己嫌悪に陥おちいる瞬間は今でもある。だけど青が一緒に歩いてくれるから、そんな人生もそれほど悪くないと思うことができた。

　――だから、青が心に抱えている問題も、どうにか軽くしてあげたかった。

　杏あん子ずさんの家で仮か眠みんを取っていたあの夜。慣れない枕まくらになかなか寝ね付つけないでいたら、青たちの会話が聞こえてきてしまったのだ。

　青が自分の霊感を好きになれない理由。

　どうしても自分を許せずにいる、過去の失敗のこと。

　青が、私と同じ傷を抱えていることを知った。そんなところまで運命のように思えてしまって、ますます青のことが好きになったときは、自分で自分が怖こわくなったけれど。

　自分の許し方は、私にはまだわからない。だけど今の楽しさと、これからへの期待なら、青にたくさん教えてもらった。その温かさを、少しでも青に返してあげたいと思う。

『怪談師を目指していること』を公表して、正式に活動していこうと決めたのはそのためだった。

　怪談師を目指したことで、私は家族を傷つけた。そんな私でも、隣に青さえいてくれるなら、また笑って夢を追いかけることができるのだ。

　……青は、どうですか？　自分の霊感を、笑って受け入れることができそうですか？

　心の中で、いつもそう問いかける。

　私と過ごす日々が、青にとってかけがえのないものになってくれると嬉うれしい。私にとっての青と同じくらいに。

　いつか青の後悔を塗り潰してしまうほど、楽しい毎日が訪おとずれますように。

　そんな願いを込めて、私は〝怪談師〟を名乗り始めた。




　夜の戌亥山で、深い霧に包まれながら、青と逸れてしまった瞬間。

『青を捜さないと！』という一心で、私はがむしゃらに走り出していた。

　私がかなを見つけたところで、この異常な空間で守ってあげられるとは到とう底てい思えない。

　無力な私ではかなを救えない。かなを助けるためには、悔くやしいが青の力が必要なのだ。

「青……かな……っ！　今行きますねっ！」

　空気の澱よどんだ夜の戌亥山を、青を捜して全速力で走った。

　途と中ちゆうで何度も転んだし、ガードレールに足をぶつけて青あざができた。

　それでも立ち止まらずに、上を目指して走った。そこに行けば、私を捜しているはずの青と合流できると信じて。

　道の脇わきに、たくさんの子供の姿があった。子供は私を見て、口々に何かを叫んでいる。ああ……昔どこかで聞いたような、懐かしい悪口の数々。

　これぞ待ち望んでいた怪かい奇き現象だけれど……無視っ！　今は二人の捜そう索さくが最優先！

　自分のトラウマなんて嫌いやというほど夢に見た。今さら足を止めるほどのものでもない。

　それより青だ。青が上で待ってる。早く青に会わないと！

　妖よう二じの娘むすめのくせに怪談師の才能がないと、暴言を吐いてくる大人たち……無視っ！

　相談に乗ってくれるフリをして、セクハラ紛まがいの言動をしてくる先生……無視っ！

　ストーカー、いじめの主犯たち、かなに暴言を吐く自分自身の醜みにくい姿……無視っ！

　無視！　無視！　無視！　全部無視だ！　私を止めたければ青を出せっ!!

　息を弾はずませながら、戌亥山の頂上を目指してひたすら走り続ける。

　やがて辿り着いた階段を上り、解剖体墓地に足を踏み入れ――あっさり自分の命を捨てようとしている青を見て、激しい怒りが沸わいた。

　――私がこんなに会いたがっているのに！

　青は私に再会することなく、人生終わらせちゃっていいんですか!?

　ふざっっっけんな!!

「――――青のぉっ!!　大馬鹿やろおおおおおぉぉぉ!!」

　私の渾こん身しんのタックルで、人より体重の軽い青を思いきり吹ふき飛ばしてやった。

　ざまあみろ。ふんだ。




◆◆◆




「――咏！　咏っ!!　しっかりして！」

　私を庇かばったせいで幽ゆう霊れいに襲おそわれて、地面に倒れ伏ふしてしまった咏を、やっとの思いで抱え上げる。

　…………脈は、ある。息もしている。意識もかろうじて残っていた。

　私を身代わり人形化する呪じゆ術じゆつを施ほどこしていたことが功を奏したらしい。咏の体の大部分は無事で、命に別状はないようだった。

　それでも……ああ……だめだ。やっぱり、右みぎ腕うでだけはだめだった。

　どこまでも不完全で、見み窄すぼらしい私の体……右腕がない私では、完全に咏の身代わりになることはできなかったのだ。

　咏の右腕には黒いアザが浮うき出ていて、一目で霊れい障しようを受けていることがわかる。

　絶対に咏のことだけは守ろうと決めていたのに。

　常に咏の右側に立って、必死になって彼女の盾たて役を務めてきたのに。

　どうして咏が私を庇うんだ。これじゃ本ほん末まつ転てん倒とうもいいところではないか。

「咏っ！　痛い……？　ごめん、ごめんね……！」

　咏の右腕を摩さすりながら、守り切れずに傷つけてしまったことを繰り返し謝罪する。

　本当に、私は出来損そこないだ。
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　利きき腕うでがなくて日常生活もままならず、人の足ばかり引っ張るくせに、霊感なんていらないものは持っていて、なのに大切な人一人守ることができない。

　何ならできるんだ、私は。役立たずにもほどがあるだろう。

「ごめんね……咏……ごめん……本当にっ」

「――ってぇぇええええい!!」

「いったぁ！　……はあっ!?　ちょ、何すんの!?」

　意い識しき朦もう朧ろうとしていたはずの咏が、私にだき抱えられたまま、無事に残っていた左手で手刀を叩たたき込こんできた。

　いつぞやのお返しだ、というくらい、強きよう烈れつな勢いが乗っていた気がする。

　私が目を白黒させていると、咏が大量の汗を流しながら、それでも明朗な声で叫んだ。

「青のお馬鹿！　あんなの幽霊の罠わなに決まってるでしょう!?　何をあっさり騙だまされてるんですか！」

「えっ……う、咏……いつから見て……」

「そんなに見てないですけど、なんとなくわかりますよ！　私がどれだけ青のことを見てきたと思ってるんですか！」

　そんなの知らないよ、と言い返したかったけれど、咏の迫はく力りよくに押おされて何も言うことができなかった。それくらい、激しい怒りが咏の胸に燃もえ盛さかっていた。

「勝手に死のうとしないでくださいよ！　青がいなくなったら、残された私はどうすればいいんですか!?　青にとって、私はその程度の存在だったんですか!?」

「そ、その程度って……どういう……」

「――私と過ごす毎日は、そんな簡単に捨ててしまえるほどつまらないものでしたか!?」

　懸命に声を荒あららげる咏の顔を見て、頭をガツンと殴られた気がした。

　咏は、泣いていた。悲しそうに。ひどく傷ついたように。私に傷つけられたように。

「ねえ、青……過去ってそんなに大事ですか？　これから先のすべてを捨てても構わないと思えるほど？　残される私のことなんて、もうどうだっていいんですか？」

　責めるように投げられる咏の言葉を、黙だまって受け止める。

　途と切ぎれ途切れの小さな声だったけれど、どんな言葉よりも深く、私の胸に沁しみ渡わたった。

「……私との約束はどうなるんですか……？　言ってくれたじゃないですか……これからも怪談収集に付き合ってくれるって……そんな約束、青にとってはどうでもいいことだったんですか……？」

　咏の左手が私の頬に優しく添そえられる。手のひらから、咏の高い体温が伝わってきた。包み込むように、私の心に刺ささっていた氷の棘とげを溶とかしていく。

「青が霊感のせいでご家族のことを傷つけて、そんな自分を許せないでいることはわかりました。その気持ちはお察しします。本当に、つらいですよね……」

　咏がそれを知っていることに驚きつつ、それでも静かに、彼女の声に耳を傾かたむける。

　私を叱しつ咤たするように、力強い眼を輝かがやかせてきっぱりと言った。

「だけど……ここであの幽霊に殺されても、償えることなんて何一つありません。ただ食い物にされて、それで終わりです。誰も救われることはありません」

「……そんなの、わかってるけど……」

　私が死んだところで、ただの自己満足でしかないことは充分にわかってる。

　それは罪悪感からの逃とう避ひであって、それで何かが許されるわけではない。そんなこと、本当は嫌と言うほど理解していた。だけど……それならどうすればいいんだ。

　何をすれば、私はみんなみたいに、前を向くことができる……？

「……私は……霊感のせいで、みんなを傷つけて……」

「――それが、青のすべてですか？　本当に？」

　私の言い訳がましい言葉を遮さえぎって、咏が声を重ねてきた。

　伏ふせていた顔を上げると、赤みを帯びた綺き麗れいな瞳ひとみが、まっすぐこちらに向けられていた。

「お願いですから、ちょっとは私のことも見てください。こんなに青のことを必要としている人が、目の前にいるじゃないですか」

　そう語る咏の心境を表すように、添えられていた左手に力が込もり、顔を背そむけることができなくなった。潤うるんだ瞳と視線が重なり合う。

　咏は苦しそうに汗を流したまま、へにゃりと笑って言った。

「……もっと、私を見てください。他に目移りなんてできないくらい、私だけを見つめていてください」

　……咏の言葉が、私の凍こおりついた心を優しく解きほぐしていく。

　頬に添えられた、咏の左手が濡ぬれていた。それで、自分が嗚お咽えつを漏もらして泣いていることに気がついた。

　仄ほのかに微笑んで、私の目元を指先で優しく掬すくい取ってから、咏が続ける。

「青の霊感が、私には必要です。過去には失敗も後悔もあるかもしれませんが、これから先の未来にはなんと私がいるんです。それでも、捨ててしまって構わないと思いますか？　私と過ごす毎日に……私と送る青春に、価値なんてないと思いますか？」

　――咏の言葉は、足あし下もとも見えない夜の闇やみの中で、燦さん然ぜんと光ひかり輝く灯とも火しびのようだった。

　その光は暗い視界に怯おびえていた私の手を優しく引いて、前へ前へと引っ張ってくれる。

　こちらを見つめる咏の瞳が、私への惜おしみない愛情を、これ以上ないほどわかりやすく伝えてくれていた。

「霊感も含ふくめた青の全部が……そんな青と過ごす毎日が、私は大好きです。その霊感で、どうか私のことを救ってください。ね、青？」

「…………うん、わかった」

　私が頷くと、咏はふっと微笑んで、私の頬に添えていた手を離していった。

　咏の体温が遠ざかっていくのを名な残ごり惜おしく思いながら、私も咏の背中から手を離して、丁寧にその場に座らせる。

「差し当たって、まずはこの状じよう況きようをどうにかできますか？　いよいよとんでもないことになっちゃってますけど……」

「……ん、任せといて。私、霊感強いから」

　スンと鼻水を啜すすってから、まだ湿しめり気の残る声で冗じよう談だん混じりに返してやった。

　いつの間にか、私たちは墓地ではなく、深い霧きりの中に閉とじ込められていた。

　周辺の景色が遮られ、意地でも逃さないという地蔵の強い意志を感じる。周りを取り囲んでいた地蔵たちは、粉々に砕くだけて砂さ塵じんとなって舞まい上がり、今や霧の一部と化していた。

　少し離れた場所で唯ゆい一いつ形を保っていた、母親の姿をした幽霊――さっき咏を助けるときに無意識で吹き飛ばしていたそいつが、ぶわっと空中に浮かび上がって、ガスでも入れられているみたいに急速に膨ふくらんでいく。

　丸く膨れながら周囲の砂すな嵐あらしを吸収していき、体積を増やしながらも濃のう密みつな気配を凝ぎよう縮しゆくさせ、やがて一体の巨大な地蔵の顔になった。

　黒く落ち窪んだ闇のような目玉と、頬まで裂さけた禍まが々まがしい口元は、とても死者を悼いたみ弔とむらうためのものとは思えない。長い歴史のどこでこれだけ歪ゆがんでしまったのかはわからないけれど、それはもう、魑ち魅み魍もう魎りようの類としか思えなかった。

『　　ア　オ　……　　イデ　――　コッ　？　ヂ　　オ　？？　イデェ　　……　　』

　どこから発されているのかもわからない不気味な声で、私の名前が囁かれる。

　悪いけど、先約があるのだ。お前なんて見ている暇ひまはない。

「――かかってきなよ、石頭。散々お世話になったお礼、してあげる」

　巨大な地蔵に向かって盛せい大だいに啖たん呵かを切り、中指を突き立ててやった。

　私のことを弄もてあそび、咏のことも傷つけ、かなちゃんにすら手を出した。思い出したら腹が立ってきたな。これはもう、万ばん死しに値する重罪だ。

　巨きよ頭とう地蔵はゲゲゲと口を大きく歪めると、周囲に舞い上がっている砂塵を吸い込んで、頭から数本の触しよく手しゆのようなものを生やした。

　触手はぶるんぶるんと激しく振ふるわれて、威い嚇かくするように私の眼前を通り過ぎていく。

「……ドレッドヘア……？」

「ぶふっ」

　咏の場ば違ちがいな呟きが聞こえて、耐え切れずに噴ふき出してしまった。

　言われて改めて見てみると、もうそうとしか思えない。

　せっかく咏の怪談が様になるように、格好良く除じよ霊れいしてやろうと思っていたのに。なんてことしてくれるんだ、咏のやつ。

　ドレッドヘア！　地蔵が……！

　うっかり声を上げて笑ってしまいそうになった。

　唇くちびるを噛かみ締しめてどうにか真しん剣けんな顔をキープしながら、怒りの感情がやや強くなった気がする巨頭地蔵と対たい峙じする。

　巨頭地蔵は砂塵でできた触手を振り乱して、猛もう然ぜんとこちらに襲いかかってきた。

「あ、青！　来ますよっ！」

「来るねぇ。はは、薙なぎ払はらってやろう」

　後ろから届く咏の緊きん迫ぱくした声を、涼すずやかな気持ちで受け止めた。

　なんだか、すごく体が軽い。頭がすっきりしていて、とてもいい気分だった。

　ふわふわと飛んでいけそうな全能感に身を委ね、迫せまり来る触手を次々と払い落とす。

　蚊かでも払うような動作でペチンと叩いてやると、触手はそのままただの砂すな埃ぼこりとなって、地蔵から切り離はなされて消えていった。

『――ゲオ　ぉ　　ぉ　？　ぉ　ゴ　オォゴぉゴおおゴおォォオオオオッ!!』

　ガクガクと顎あごを上下に揺ゆらす地蔵が、獣けもののようなけたたましい咆ほう哮こうを上げる。

　すべての触手が私の体に振り下ろされて――そのどれもが、私の体に触ふれると同時に、砂塵になって儚はかなく散っていく。

　丸ハゲになっ……無防備な姿になった地蔵は、狼狽うろたえるように空中をゆらゆら彷徨さまよっていた。私から距きよ離りを取ろうとしているのか、左右に揺れながら少しずつ後退していく。

　そんな地蔵を追い詰つめるように、一歩、また一歩と近づいていった。

　当たり前だけど、私が着ている服はすっかり砂埃に塗まみれていた。お気に入りのプリントＴシャツが台無しにされたことに憤いきどおりを感じ、地蔵に向かって吠ほえる。

「――さっさとかなちゃんを返せ！　この石頭野や郎ろうっ！」

　左ひだり腕うでにありったけの霊れい力りよくと、ついでに怒りと、溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんなんかも詰め込んで、地蔵の顔面をぶん殴なぐった。石を殴ったはずなのに、ぐしゃっと何かが潰れる音がして、巨大な地蔵の頭がホームランボールのように吹っ飛んでいった。

　バリバリバリッ！　と、何重にも重なった紙が一気に破れるような豪ごう快かいな音が霧の中に響き渡り、世界が割れて、美しい夜空が私の視界に飛び込んできた。

『　――　アァ　オッ　ヂャ…………ッ　ダッ……ジ　ン　……デ　ネ　……　　ぇ　』

　巨頭地蔵は霧の壁かべを突き破やぶり、破は砕さいされた霊域と共に浄じよう化かするように消えていった。

　周囲を取り囲んでいた霧の壁も、それに追つい随ずいするように風に流されて消えていく。

　あとには街灯の光に照らされる、私と咏だけが残っていた。

「……終わったんですか……？」

　後ろから、咏がこわごわと声をかけてくる。

　そんな彼女に向き直り――咏の後ろの四角いベンチで横になって、穏おだやかに眠っているかなちゃんの姿を発見して、私はようやくすべてが片付いたことを悟さとった。

　かなちゃんの隣にはイナも行ぎよう儀ぎ良く座すわっていた。眠ねむりこける主人の様子を心配そうに覗のぞき込んでいる。

　ああ……二人とも、無事でよかった。やっと肩かたの荷が下りた気分だ。

　深く息を吐き出しながら、咏に笑え顔がおを向けて答える。

「……終わったよ。全部。かなちゃんも無事だったみたい」

　そう言うと、咏の顔が少しずつ綻ほころんでいって、やがてふにゃふにゃと力の抜ぬけた笑顔を見せた。私もどっと肩の力が抜けて、二人で空いているベンチに腰こしを下ろす。

　私たちはいつの間にか、どこかはわからないけど、お洒落しやれにライトアップされた庭園のような場所に移動していた。さっきまで墓地にいたはずなのに、不思議な話だ。

「……ねえ、咏。ここどこかわかる？」

「えっと……ああ、戌亥山の中腹にある〝眺ちよう望ぼうの里さと〟ですね。お昼は戌亥山三社の方から登ったので来られませんでしたけど、ここも市内の絶景が拝める人気のスポットですよ」

「へえ……なんか、綺麗なところだね。芝しば生ふとか、東あず屋まやとか。ちゃんと手入れされてて新しい感じがするし。沿道もライトアップされてて、リゾートホテルみたい」

「それは、まあ……あれですからね」

「あれ……？」

　恥はずかしそうに、もじもじと指を合わせる咏の様子に首を傾かしげる。

　顔を赤くして、目線を斜ななめ上に向けながら、咏が告げた。

「……まだ数年前にできたばかりの、でっ、デートスポット、ですから……」

「あ、ふーん……そう」

　……別にそんなの、普ふ通つうにさらっと言えばいいのに……咏が殊こと更さら照れながら言ってくるものだから、私も気き恥はずかしくなって、素っ気ない返事をしてしまった。

　確かに夜景が信じられないくらい綺麗だし、雰ふん囲い気きも良くて、カップルがわらわらと集まってきそうな気配はあるけども。

　これは不ふ可か抗こう力りよくだ。怪かい談だん収集していたらたまたまここに出ただけであって、別にお互い他意はない。そのはずだ。だから普通にしてればいい。

　必死で自分に言い聞かせていると、咏がすうぅと息を吸って、空気を変えるように私に話しかけてきた。

「あの、青。かなはそこにいるんですか？」

「え……あ、うん。そこのベンチで気持ちよさそうに寝ねてるよ。ちなみにイナも一いつ緒しよ」

「イナも！　それはそれは……早くお父さんにも教えてあげたいですね」

　霊域を出てしまったからか、咏にはかなちゃんたちの姿はもう見えていないようだった。

　それでも咏は慈じ愛あいに満ちた表情で、私が指差した先を見つめて満足そうに笑っていた。

「青。改めて、本当にありがとうございました。かなのこと、助けてくれて」

「え……いや、そんな。そりゃあ助けるでしょ。私だって友達になったんだし」

「むっ。そうですか、知らないところで抜け駆がけですか……流石さすがは私の妹です」

「いや、意味わかんない……何を張り合ってるの……」

　呆あきれて言うと、咏はふふっと微笑んでから、小さくあくびをした。

　それから深く息を吐はいて「……それにしても疲つかれましたね」と呟つぶやく。その言葉に、心の底から同意した。

「かなちゃんが起きたら、お店に帰ろっか。お店にある地蔵の残ざん骸がいも掃そう除じしないとだし」

「そうですね。あー、足が痛いです……よく『棒のようになる』とか言いますけど、極限はそんなもんじゃないですね。爆ばく弾だんですよ、爆弾」

「どゆこと？」

「もうちょっと刺し激げきしたら、ボンッ！　といきます」

「えー……危ないな。あんまり近寄らないでね」

「嫌です。青もろとも消し飛びます」

「絶望的じゃん……」

　二人でくだらない会話を楽しみながら、眼前に広がる夜景と星空のコラボを堪たん能のうする。

　山の清せい涼りような空気で肺を洗せん浄じようしていると、ふと先ほどの咏の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

「……そういえば、咏さぁ。私と杏子の会話、盗ぬすみ聞きしてたでしょ？」

「あうっ……！　ば、ばれちゃいましたか……」

「そりゃね。別に怒おこってないけど」

　私の過去のあれこれは杏子にしか伝えていない。杏子が勝手に話したとは思えないから、きっと咏はあの晩、狸たぬ寝きね入いりでもしていたのだろう。

　それを伝えると、咏はばつが悪そうに「あちゃ～……」と額を押さえていた。

　そんな咏を見ながら、あの日の杏子との会話を思い出す。

　私はずっと、みんなが羨うらやましかった。好きなことに全力で打ち込んでいる姿が、青春を謳おう歌かしているその背中が、堪たまらなく眩まぶしかったから。

　どうすれば私も、みんなのような青春が送れるのだろう？

　長いこと悩なやんでいたけれど、答えはずっと目の前にあったのだ。自分で視界を覆おおい隠かくして、見えないふりをしていただけだった。

　霊感のせいで迷めい惑わくをかけてきたくせに、その霊感を利用して青春を得るなんて許されるのか。そんな罪悪感が、私の目を曇くもらせていた。

　その迷いを晴らしてくれたのが、今隣に座っている、怪談師の少女だった。

　馬鹿みたいな顔をして、天を仰あおいでいる咏を見ながら思う。

　好きすぎて捨てられないもの。それはまるで、呪のろいのようだ。

「……私、咏に呪われたのかもね」

「いきなりなんですか!?　めちゃくちゃ人聞き悪いんですけど！」

　私の渾身の決め台詞ぜりふは、どうやらうまく伝わらなかったらしい。まあ、当たり前だけど。

　不思議そうにしている咏に「なんでもないよ」と返して、また夜景の中に意識を投げた。

　遠くで点灯する建物の灯あかりをぼんやり眺ながめていたら、咏が一ひと際きわ大きなビルを指差して、楽しそうに声を上げる。

「青、あれ、県庁舎ですよ」

「ふーん……おっきいね」

「実はあそこも心しん霊れいスポットなんです。今度一緒に行きましょうね！」

「えっ、県庁が!?　心霊スポットって街中にそんな普通にあるものなの!?」

「あるんですねぇ、これが。皆みなさん意識されていないだけで、結構身近にたくさんあるんですよ」

　咏がニヤリと笑って、湧わき立つ好こう奇き心しんに目を輝かせる。

「どれだけ巡めぐっても尽きませんよ。まだ私たちの知らない怪談が、この夜景の中にいくらでも眠っているんです。そう考えると、わくわくしてきませんか？」

「あんなひどい目に遭ったのに、さっきの今でよくそんなこと言えるね……」

「どんなに大変な出来事も、恐きよう怖ふした経験も、全部をネタに昇しよう華かできる。それが怪談収集の醍だい醐ご味みですから」

　戯おどけるようにそう言って、咏の瞳が私を捕つかまえる。恒こう星せいのような、逃れられない引力と眩まばゆい輝きを放つ瞳。

　見つめ合ったまま……しばしの静せい寂じやく。

　互いの視線が密に絡からみ合い、宙に溶けていった瞬間――咏が「青」と私の名前を呼んだ。

「……これからも、私の怪談収集に付き合ってくれますか？」

　まだ黒いアザが残る咏の右手が、私の左手に重ねられた。

　じんわりと伝わってくる咏の熱に、私もだんだん浮かされていく。

　手のひらを上に向けて、咏の手をぎゅっと握にぎり締める。

　そして、言った。

「――咏と一緒ならどこへでも。その代わり……咏にしかできない、とっておきの怪談。私にたくさん聴きかせてね」
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エピローグ







　あの夜から少し日を空けた、翌週の学校にて。

　私はいつも通りこくこくと船を漕こぎながら、四時間目の授業が終わるのを待っていた。

　どれだけ特異な体験をしてきても、日常に帰れば私はただの高校生だ。授業はいつも通りに行われるし、相変わらず三角比のことはよくわからない。

　授業の終わりを告げるチャイムが鳴ったことで、ようやく退たい屈くつな時間から解放される。

「――じゃ、日直はこのあと職員室までプリント取りに来るように。午後から使うから」

　ぶっきらぼうな口調でそう言って、先生が教室から出て行った。昼休みに入ったことで、教室は一気に騒さわがしくなる。

　……あ、やば。日直って私のことじゃん。

　もしかして、私が寝てたから怒らせちゃったのかな。

　うわぁ、最悪。プリントを取りに来いなんて普ふ段だんは言わないし、絶対お説教されるな、これ。いや、まあ私が悪いんだけど。

　仕方ない、怒られに行くか……と席を立ったところで、前の席の女子生徒が心配そうにこちらを見ているのに気がついた。中ちゆう途と半はん端ぱに腰を浮かせた姿勢のまま、体が硬こう直ちよくする。

　目の前で動きを止めた私に、女子生徒は少し悩んでから、おずおずと声をかけてきた。

「……あ、あの、白しろ春はるさん。もしよかったら、私も一緒に行こうか？」

　女子生徒の目が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ私の右腕に向けられる。それから慌あわてて私の顔を見て、気き遣づかうように優やさしく笑いかけてきた。

　今までなら人に迷惑をかけたくなくて、絶対に断っていただろうけど……なんとなく、頼たよってみてもいいんじゃないかと思ってしまった。

　緊きん張ちようして震ふるえる声をどうにか誤ご魔ま化かしながら、ぐっとお腹なかに力を入れて答える。

「あー……えっと……じゃあ、お願いします」

「――う、うん！　行こっか！」

　私が頭を下げると、女子生徒は嬉しそうに立ち上がって、私の隣に並んで歩き出した。

　……なんだ。人に助けてもらうのって、こんなに簡単なことだったのか。

　臆おく病びような私が勝手に怯えて、高い壁を作っていただけで、意外と世間は私に優しかった。そりゃ味方ばかりではないかもしれないけど、素す直なおに頼れば助けてくれる人だっている。

　他人の視線を怖がって、すべてをシャットアウトしていたから気づけなかっただけで、私を優しい目で見てくれていた人は実はたくさんいたのだ。

　二人で職員室に行くと、先生は驚いたような顔で私たちのことを見つめ、私と女子生徒に半分ずつプリントを渡してきた。ちょっとだけお小言ももらったけれど、二人で行ったことが幸いしてか、すぐに教室に戻もどることができた。

「……ありがと、付き合ってくれて」

　教きよう卓たくにプリントを置きながら、女子生徒にお礼を伝える。彼女は両手を胸の前で激しく振りながら、「全然大だい丈じよう夫ぶだよ、これくらい！」と愛あい想そよく返してくれた。

　それから教室の掛かけ時ど計けいを一いち瞥べつして、また私に声をかけてくる。

「あ、あのさ、白春さん。もしよかったらお昼ご飯、私たちと一緒に食べない？」

「――だめですよ？」

「きゃああっ！　え、なっ、夏なつ目めさん!?」

　いつの間にか私の真後ろに立っていた咏うたが、私と女子生徒の会話に割って入ってきた。

　いきなり現れた咏に驚いて、女子生徒が短い悲鳴を上げる。

　私の心の壁を無理やり踏ふみ越こえて、内側から壊こわしてくれた咏だったけれど……なんか、そのまま番犬みたいに住み着いてしまったな。感謝はしてるけど、厄やつ介かいなものに取り憑つかれてしまった気分でもある。

　不ふ審しん者しやじみた咏のフォローをするように、女子生徒に向けて口を開いた。

「ごめん、今日は隣のクラスの子に『相談がある』って呼び出されてるんだ」

「あ……そ、そうなんだ。ううん、気にしないで！　こちらこそ急にごめんね！」

　女子生徒は申し訳なさそうにそう言って、自分の席に戻っていこうとする。その背中に、後ろから声をかけた。

「もし嫌じゃなかったら、また今度一緒に食べよ」

「――うん！　いつでも誘さそってね！　夏目さんも！」

　彼女はそう言うと、私たちにひらひらと手を振って、他の友達たちと合流し教室を出て行く。私は高鳴る心臓の音を聴きながらその後ろ姿を見送って、深く息を吐き出した。

　はぁ、緊張したぁ。私、変なこと言わなかったかな。最後のは余計じゃなかったかな。

　体を弛し緩かんさせながら脳内で一人反省会をしていると、咏がにゅっと目の前に顔を突つき出して、両手で私のほっぺたを摘つまんできた。

「……早く行きましょうか。杏あん子ずさんたち、もう待ってるかもしれませんよ」

「う、うん……なんか怒ってる？」

「なんでですか？」

　いや、知らないけど……。

　ぷりぷりと頬ほおを膨らませる咏に手を引かれて、私も教室をあとにした。




　美術室まで移動してきた私たちは、まだ結ゆい花かと杏子が部屋にいないことを確かく認にんすると、先に昼食を摂とることにした。

　今日のお昼は咏の手作りだ。最近、咏が私の分も一緒に作ってくれるようになったので、ありがたくいただいている。

「……うーん。杏子さん、遅おそいですねえ」

　食事を始めてしばらく経たつが、私たちをいきなり呼び出してきた張本人は、一向に姿を現さない。結花もまだ来ていないところを見ると、もしかしたら二人でどこかに出かけているのかもしれない。

「お昼でも買いに行ってるんじゃない？　まあのんびり待とう」

「それもそうですね。はい、どうぞ」

「ん……あむ」

　遅ち刻こくしている二人のことは頭の隅すみに追いやって、咏が箸はしに挟はさんで持ち上げていたハンバーグを口で迎むかえにいく。噛みしめると、お肉と醤しよう油ゆだれの味が口いっぱいに広がった。

　水を一口飲んで舌をリセットすると、今度は里さと芋いもの煮に物ものが口の中に入れられた。うわ、美味おいしいな、これ。とろける食感がたまらない。

　ここ数日、咏がお弁当を作ってくれるときは、なぜか彼かの女じよに食べさせてもらうのが日課になっていた。

　――私には右腕がない。昔幽霊に襲われて、肩から先を失ってしまった。

　利き腕ではない左手ではお箸が上手うまく使えない。そのため、咏が親鳥のごとく食べ物を運んでくれるのを待つようになった。

　別にスプーンかフォークでもあれば普通に食べられるのだが、咏がどうしてもと言って聞かないので、作ってもらってる手前、仕方なく彼女の希望通りにさせてやっている。

　これまでなら絶対に拒きよ否ひしていただろうけど……最近は自分の苦手なことを誰だれかに助けてもらうのも、悪くないのかなと思っている。もちろん、これは二人のとき限定だけど。

　何がそんなにお気きに召めしたのか、咏は嬉しそうにおかずを摘んで次々と私の口に放ほうり込んでくる。最初は美味しかったものの、これだけ食べさせられると結構キツくなってきた。

　口いっぱいに頬ほお張ばって、もぐもぐと咀そ嚼しやくしていると、お箸を握る咏の右手に黒いアザが浮き出ているのが見えた。口の中のものを飲のみ込んでから、咏の袖そで口ぐちに触れて話しかける。

「……ん。アザ、結局残っちゃったんだね……ごめん、せっかく綺麗な手だったのに」

「――そうなんですよ！　めちゃくちゃ格好良くないですか!?　これで私も怪談師っぽくなりましたかね!?」

「あ、そういう感じ？」

　私との温度差が凄すごすぎて、思いきり面食らってしまった。

　せっかくしんみりした空気で謝あやまったのに、それを一瞬で霧む散さんさせられてしまう。私の謝罪はいったい何だったのか。

　どうやら咏は、このアザを何かの勲くん章しようとでも思っているらしい。

「このアザ、すごいんですよ！　もう、これが右腕に出てから調子が良くって！　霊れい的てきなものに敏びん感かんになったのか、たまに『あそこ幽霊がいるなー』ってわかることがあるんです！」

「……それ、調子悪いんじゃない？　本当に大丈夫なやつ……？」

　私が咏の頭と体調を心配しながら尋たずねると、彼女は浮かれた様子で「もちろんですよ！」と返してきた。

　ああ……咏が一番持ってはいけない能力に目覚めてしまった。

　私がいないとき、自分から危険なものに首を突っ込んでいかないように、よく言い聞かせておかないと……。

　複雑な気分でそんなことを考えていると、咏は少しだけ声のトーンを落として言った。

「……お店にいるとき、かなが私の右手に触れてきてくれて……ああ、そこにいるんだなってわかるんです。それが、すごく嬉うれしくて……だから怪け我がの功名ではあるんですけど、結果的にはこうなって良かったなって、本気で思ってるんです」

　……そんなことを言われたら、私としても何も言えなくなってしまうではないか。

　――あの日、戌いぬ亥い山やまから帰るタクシーの中で、咏の過去の話を聞かせてもらった。

　お店に着いてから、咏はかなちゃんに、これまでずっと一人で抱かかえ込んできた罪悪感を吐と露ろし、何度も何度も謝罪していた。

　そして私が代弁することで、かなちゃんの言葉を咏に伝えることもできた。

　まとめると、咏はかなちゃんに『お姉ちゃんのせいじゃないのに落ち込みすぎだ』とたくさん叱しかられていた。かなちゃんがどんな顔で咏のことを怒っていたのかは、咏には内ない緒しよにしておいた。

　思わず私ももらい泣きしてしまいそうになったけど……とにかく、二人がもう一度ちゃんと話すことができて、本当に良かったと思う。

　泣き腫はらした顔で、心が軽くなった、気持ちがすっきりしたと二人からお礼を言われたとき――私は生まれて初めて『霊れい感かんを持っていて良かった』と心から思うことができた。

　そんな二人を繋つなぐ接点になるなら、咏の右手に残る霊障も、確かに悪いことばかりではないのかもしれない。

　……悪用さえ、しなければ……。

　絶対するだろうなぁ、という嫌いやな確信を抱いだきながらお弁当を食べ終わり、しばらく二人で他た愛あいのない談だん笑しようをしていると、ようやく扉とびらの外に人の気配が現れた。

「二人ともお待たせ！　ごめんね、待たせちゃって……って、もう食べてる！」

「ええ……あんたら、ちょっとは待とうとか思わんかったん？」

　結花が自分のお弁当を胸に掲かかげながら美術室に入ってきた。その後ろを、コンビニ袋ぶくろを持った杏子がついてくる。

「え……だってお腹空いてたし」

「遅かったですし」

　すっかり満腹になった私たちの向かいの席に、不満げな顔の二人が腰を下ろした。

　文句を言いながらそれぞれの昼食を広げている。

「それで杏子。今日はどうしたの？　随ずい分ぶんと急な呼び出しだったけど」

　ぱんぱんに膨らんだコンビニ袋を漁あさっている杏子に、なぜ呼び出されたのか尋ねてみた。

　杏子はスティック型のパンを口に咥くわえて、「んー」と何か考かんがえ込むような素そ振ぶりを見せる。

「あー……あんな。ちょっと相談があったんやけど……その前にこれ見てや。あんたら、これってどこまで把は握あくしてるん？」

　杏子が自分のスマホを取り出し、作業台の上を滑すべらせて、私たちの前に置いた。

　覗き込んで見てみると、そこには何らかの記事のようなものが表示されていて、大量の文章が書き連ねてあった。面めん倒どうくさかったので、読むのは咏に任せてスッと身を引く。

　目を細めて記事の内容を熟読していた咏が、少しずつその目を見開いていき、表情には次し第だいに焦あせりの色が浮かんできた。

「こっ、これ……理り音おんさんのノートです……えっと、ブログみたいなものなんですけど、それに私たちのことが書かれてます……」

「ふーん……それ、何かまずいの？」

「……今回の戌亥山の一件が纏まとめられてますね……事件の顛てん末まつと、私のことと……それから名前は伏せられていますが、『咏ちゃんの相棒のとある霊れい能のう力りよく者しやさんに助けてもらった』と書かれています。多分、私が怪談師として正式に活動していくとお伝えしていたので、宣伝のために記事を書いてくれたんだと思いますけど……」

　はあ、なるほど。確かに助けたというか、ついでに理音さんの様子を見に行って、もう問題ないことを確認はしたけれど。

　そんなことまで書いて咏の宣伝をしてくれるなんて、なんとも律りち儀ぎなことだ。

「青あお、ピンときてないみたいですけど……このノート、かなり人気の記事になっちゃってますよ。お父さんの名前と、実際の地蔵の写真などが載のってるせいだと思いますが……」

「へー、すごいじゃん。宣伝になって良かったね。理音さんにもお礼言っとかないと」

「そうじゃなくて……！　これ、私たちの身近な人は、調べたら青のことまでわかっちゃいますよ！　私はいいですけど、青は霊感があるって周りに隠してるんでしょう？」

「えっ」

　察しが悪い私に痺しびれを切らせて、咏が一から十まで説明してくれたことで、ようやく今の状況を正しく理解した。みんな、私を心配してくれていたのか。

　私だけがそのことに気づかないで、呑のん気きな顔をしていたなんて……うう、恥ずかしいな。

　改めてスマホの記事に視線を向けて、これからのことをよく考えてみる。

　……霊感のことが世間にバレる、か……。

　まったく予想していなかった展開だけれど、不思議となんの不安も焦りも感じなかった。

　どうしてだろう……と考えてみてからすぐに、こちらを心配そうに見つめる三人の顔にピントが重なり、ぼやけていた視界がクリアな輪りん郭かくを帯びた。

　……ああ、そうか。

　考えてみれば簡単なことだった。全部、目の前にいる三人のおかげだ。

　気づけば、自然と笑えみがこぼれていた。

「ふふっ。まあ、別にいいよ、もう」

「……えっ？　い、いいんですか？」

　咏がぱちくりと目を瞬またたかせて、意外そうに声を上げる。その問いに、私は大きく頷うなずいた。

　今ならよくわかる。一緒に怪談収集をしていく中で、咏が私に何を伝えたかったのか。結花や杏子が、どれだけ私のことを心配してくれていたのか。

　私には、幸せな居場所がある。霊感があると知っても、たとえ迷惑をかけてしまうことがあっても、丸ごと受け入れてくれる友達がいる。

　私の霊感には特別な〝価値〟があると……そう言ってくれる、優しい友達がいるのだ。

　そんな三人の助けになれるなら――私もほんの少しだけ、自分の霊感を前向きに受け入れてみてもいいのかもしれない。

「うん。私も隠しごとなんかしないで、胸を張ってみんなと付き合っていきたいから」

　晴れやかな気分でそう伝えると、咏と結花が嬉しそうに破顔する。

　――そして杏子だけが、なぜかニヤリと妖あやしくほくそ笑んだ。

「おっし。ほんなら、本題やねんけどな」

「な、何？　なんか怖こわいんだけど……何を企たくらんでるの？」

「そんなエグい話とちゃうて。ほら、これやこれ」

　杏子が内ポケットから、くしゃくしゃに丸まった紙クズを取り出して、作業台の上にポイッと放り投げた。咏と二人で顔を見合わせ、丸まった紙を広げていく。

「……怪談研究部？」

　広げたプリントを手に持った咏が、内容を読み込こんで、眉まゆを顰ひそめながら訝いぶかしげに呟く。

　部活動登録申しん請せい書しよと書かれたプリントに、結花の可愛かわいらしい文字が記き載さいされていた。

「ゆ、結花……何これ？」

「えっと、杏子ちゃんに誘われてね。四人で新しい部活を作ろうってことになったの」

「それが……怪談研究部？」

「うん。部長は私がやるから、下のところに二人の名前を書いておいてね！」

　にこにこ笑いながら、ボールペンを胸ポケットから引き抜いて渡わたしてくれる。

　いやいや、そんな予定調和みたいに言われても。怪談研究部とはいったい……？

　あれこれ想像を膨らませていると、杏子が新しいパンの袋を開けながら説明してきた。

「その記事がきっかけで、夏目妖よう二じの娘むすめ……〝夏目咏〟って怪談師の名前は、世間にはそれなりに知れ渡った。これはチャンスや。今活動を始めれば、この話題性は追い風になる」

　杏子の瞳ひとみがぎらりと光った。その迫はく力りよくある双そう眸ぼうに、私も咏もいくらか気け圧おされる。

「そこで提案なんやけどな。うちら四人の部活と、その活動を発信する動画チャンネルを作らへんか？　これから夏目が怪談師として食っていくには、現代に合わせた戦略が絶対必要になってくる。うちらなら、それができると思う。うちな、誰かのプロデュースとかしてみたかってん」

　早口で捲まくし立てられて、ちゃんと意味を理解するのに時間がかかった。

　私があたふたしている間に、咏が話を進める。

「怪談研究って……具体的にどんな活動をする予定なんですか？」

「まだそこまで詳くわしく考えとらんけど、怪談収集しにいく様子を撮さつ影えいして動画にしたり、それを基にした怪談をライブ配信したりって感じやな。うちは聴いたことないけど、夏目は怪かい談だん上手うまくなりたいんやろ？　『成長していく姿を見せる』っていうコンセプトなら、需じゆ要ようも企き画かくも作れる。そこでファンを増やしつつ、知名度を上げていく。実力はあとからついてくるやろ」

　なんだか難しい話になってきて、私が口を挟む隙すきが見つからない。

　結花は事前にすべて知らされているのか、余よ裕ゆうのある顔で二人の様子を見守っていた。どうやら話についていけてないのは、この場で私だけのようだ。

　潔いさぎよく理解を諦あきらめて、二人のやり取りを静観する。

「うーん……怪談師として、怪談のクオリティだけで勝負しないのは、なんというかずるいような……」

「怪談もひとつのエンタメやし、そもそも人に見られないと実力なんて一生つかへんで。下手くそでもなんでも人前に出て、世間に評価してもらうことで芸は磨みがかれていくんや。本気で腕うでを上げたいなら、まずは表に出んとな」

「そ、そうですかね……？　確かに実力不足は痛感していたところではありますが……」

　杏子が人差し指を突き出して、滑なめらかに舌を回す。

　流りゆう暢ちように吐き出される彼女の言葉の波に呑のまれ、咏が見事に言いくるめられていた。

「でも、そんなにたくさんの人に見てもらえるものなんですか？　私の怪談で……」

「さあ？　そこは運もあるから何とも言えんけど、結構いい線いくとは思うで。というかもうそこそこ人は集まっとるしな。ま、別にだめでも死ぬわけちゃうし。なんでもやってみて損はないやろ」

　投げやりにそう言いながら、杏子は大ぶりなソーセージパンにかぶりついた。

　唇の端はしについたケチャップをぺろりと舐なめとり、さらに続ける。

「夏目がメインで出演して、うちがＳＮＳ運用と、企画、演出、動画編集なんかもやる。怪談収集でなんかあったら青が解決してくれるし、結花はまあ……癒いやしや」

「ちょっとぉ！」

　あんまりな扱あつかいに、結花が抗こう議ぎの声を上げる。

　というか、何かあったら私が解決って……そんな丸投げされても、霊れい関係ならなんでもかんでも解決できるというわけではないのだが。

　こちらの懸け念ねんなどお構いなしに、杏子は自信満々にふんぞり返って、呑気にソーセージを頬張っている。本当に、行動力の権ごん化げみたいな子だ。

　……怪談研究部か……ちょっと前の私なら、考えられなかっただろうな。自分が誰かと一緒に部活を始めることになるなんて。

　プリントを覗き込もうと身を寄せると、肩の先が柔やわらかな二にの腕に触れた。

　隣となりを見ると、じっとこちらを見つめる咏の顔。

「どうしますか、青？」

　首を傾げて尋ねてくるが、その表情はどことなく楽しげで、期待に胸を弾はずませている様子だった。きっと私の顔も似たようなものなんだろう。

　躍おどり出す胸の鼓こ動どうに突き動かされ、不器用な左手でペンを握る。

　杏子が雑に扱ったせいで、プリントは皺しわだらけになってしまっていた。

　くしゃくしゃになったプリントに名前を書きながら、私は答える。

「いいじゃん、楽しそう。まさに青春って感じじゃない？」












あとがき







　初めまして、石川扇と申します。

　本作『私の怪談師はポンコツ可愛い　怪談収集はデートに含まれますか？』で作家デビューさせていただいたポンコツ作家です。私は別に可愛くはないです。すみません。




　この度は本書をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　数多のエンタメが溢れ、タイパという概念が世間に浸透して久しい昨今、限られた余暇時間を本作に費やしていただいたこと、感謝の念に堪えません。

　今回のお話は『怪談・百合・青春』などいくつかの要素によって構成されていますが、読者の皆様におかれましては、果たしてどの言葉に食指が動いたのでしょうか。一応どの入り口から入っても楽しめるように全力を尽くしたつもりではいるのですが……。

　本作をお読みいただいて、皆様の心に僅かでも残せたものがあれば、これに勝る喜びはありません。




　ところで、本作では実在する心霊スポットや地名をモデルにしたストーリーがいくつか描かれています。

　そこに登場する曰くや噂、体験談などもモデルとして使用させていただいていますが、諸般の事情により見聞きした情報そのままではなく、著者の想像や解釈等を加えた上で、ライトノベルという枠の中に落とし込んでいます。

　したがって本作に登場するそれらは全て著者の創作であり、実際に存在している場所や語られている情報との直接的な繋がりはありません。

　また作品内で語られた心霊スポット等の情報の中で、不備や不適切な表現などがあれば、その責任は全て著者に帰属するものとします。

　……念のため予防線を張らせてもらいましたが、もしかしたら「そんなのわかってんよ」と思われてしまうかもしれません。

　ですが作品内で『実話怪談』という分野について述べており、おまけに実在する場所をモデルにしておきながら、何も言及しないのは些か不誠実かと思い、僭越ながら触れさせていただきました。




　どことは言いませんが、心霊スポットを巡らなくても良い街であることは間違いないと思うので、もしよければ遊びに来てください。

　帰る頃に背中に何が憑いていても、著者は責任を負えませんが……。







　以下、謝辞とさせていただきます。




　唯一無二の美麗なイラストで本作を彩っていただいた、ｋｏｄａｍａｚｏｎ様。

　カバーイラストを初めて見た時の感動は筆舌に尽くし難く、二人の間に流れる華やかな空気感や可愛らしい表情に心を奪われて、一日中ニヤニヤが止まりませんでした。

　本作は何というか、イラストとして表現するのに非常に難しい制約があり、自分で書いておきながら申し訳なさを感じていたのですが、そんな私の懸念など吹き飛ばしてしまうほどの素晴らしい仕上がりを見て、クリエイターとしてただただ感服いたしました。

　常に想像を上回る出来栄えのイラストが届くので、チェックをするのが楽しみで仕方ありませんでした。

　担当編集のＳ様。本作の出版にあたり大変お世話になりました。というか現在進行形でお世話になりまくっております。今後ともよろしくお願いいたします。

　また第４回ＨＪ小説大賞中期において、数ある作品の中から本作を選出してくださったＨＪ文庫編集部の皆様。見つけていただき誠にありがとうございます。

　そのほか、デザイナー様や校正様をはじめ、本作の出版に携わっていただいた全ての方に厚く御礼申し上げます。




　そして何より、こんなあとがきの末文まで余すことなく読んでくださった読者の皆様。どれだけ謝意を伝えても足りる気がしません。本当に、ありがとうございます。

　大変ありがたいことに、既に二巻の制作も決定しております。

　彼女たちの成長を、温かい目で見守っていただけますと幸いです。




　それでは、二巻でもまたよろしくお願いいたします。












電子書籍版特典ショートストーリー『ふたりの交換夢日記』







「……んん～？　ふむふむ……ふ～ん、ほうほう……なるほど、なるほど……」

　………………。

　…………。

　……。







「――青っ！　交換日記、始めませんか？」

「……はぁ？」

　とある日の朝。

　うつらうつらと眠気に誘われ、あくびを噛み殺しながら教室へ足を踏み入れた白春青に、やたら上機嫌な女子生徒、夏目咏が声をかけた。

　目の下に薄い隈をこしらえた咏は、浮かれた足取りで青の下に駆け寄ってくる。勢いそのままに、ぐいっと顔を寄せてくる咏の圧力に押され、青は体を大きく仰反らせていた。

　困惑と呆れを半分ずつ滲ませた声で、青が返事をする。半開きになったその口元には、返す言葉に迷っている青の心情がありありと浮き出ていた。

　その反応を見て我に返ったのか、咏は慌てて姿勢を正すと、咳払いを一つ挟んで会話を仕切り直す。

「んん、失礼しました。まずは挨拶からですね。おはようございます、青」

「……おはよ。で、何？　交換日記？」

「はい！　お互いに日記を書いて交換し合うんです！」

　その簡潔すぎる説明に、青は「それはわかるけど」と呟いて、眉間に深く皺を寄せた。

　別に交換日記の意味がわからなかったから、あんな低い声を返したわけではない。「いきなり何事だ？」という驚きと、「高校生にもなって？」という至極まっとうな抗議の念が、声帯筋の震えに表れてしまっただけだ。

　とはいえ、青が咏の本性を知ってから、もうすぐ一ヶ月が経過する。怪談やオカルトにまつわる話になると、周りが見えずに暴走してしまう彼女の度を超えたオタクっぷりにも、そろそろ慣れてきた頃合いだった。

　机の左側にあるフックに鞄を掛けながら、咏に向かって尋ねる。

「今度は何に影響されたの？　その感じだと、どうせまた物騒な話なんだろうけど」

「おっ。流石、わかってますね。もちろんただの日記を交換するわけではありませんよ。青は『夢日記』ってご存じですか？」

「……知らないけど」

　椅子に腰を下ろして、視線と眉の動きで続きを促す。

　咏は青の机の前に回り込むと、水を得た魚のように、つらつらと説明を始めた。

「朝起きたときに、その日見た夢の内容を日記に記しておくんです。人間の脳は夢を忘れるようにできているのですが、夢日記を書き続けていると脳の機能が麻痺していって、次第に覚えている範囲が増えていくそうなんです。すると不思議なもので、だんだん夢と現実の区別がつかなくなって、幻覚が見え始めたり、精神に悪影響が出たりして、最終的には心神喪失に至ってしまう場合もあるのだとか……青、一緒にやってみませんか？」

「やるかぁ！」

　きらきらと瞳を輝かせ、可愛らしくおねだりしてくる咏に、青が激しい非難の声を上げる。

　まさか断られるとは思っていなかったのか、咏は意外そうに目を丸くして、青の呆れ返った顔を覗き込んでいた。

「よく普通に誘えたね!?　今の話のあとで！」

「い、いえ、違うんです！　ちょっと説明を間違えました！　最後まで聞いてください！」

「説明ぃ……？」

　青はまだ納得がいっていないような、むすっとした顔で口を閉ざす。

　慌てた様子で弁明する咏を見上げながら、机の上で頬杖をついて、言い訳じみた彼女の言葉に再度耳を傾ける。

「別に夢日記を試した人、全員が精神に異常をきたしたわけではないんです。そんな噂をネットの怪談動画や掲示板などでいくつか見かけたので、試しにやってみませんか、という程度のことで。もし何か悪い影響が出てきたら、すぐに中断すればいいだけですから！」

「……咏が途中で素直にやめるとは思えないんだけど……」

「約束します！　絶対危ないことはしないです！　何かあればすぐにやめますし、ちゃんと安全にも配慮しますから！　ね、お願いします、青！　ねっ!?」

「ちょっ、顔近いから……はぁ。あーもう、仕方ないなぁ。わかった、やるよ……」

　あまりの押しの強さに根負けした青が渋々頷くと、咏は嬉しそうに目を細めて、「ありがとうございます！」と頭を下げる。そんな咏のつむじを見つめながら、青は小さく嘆息を漏らした。

「……というか、なんで私まで日記を書くの？　夢の要素はわかったけど、わざわざ交換する必要はなくない？」

「そこはまあ、一人より二人でやる方が楽しそうですし。それに青が普段どんな夢を見てるのか、興味ありますから」

「何それ……意外と安易な理由だなぁ……覚えてないけど、そんな楽しい夢見てないよ、多分」

「それは明日のお楽しみにしておきましょう。もしかしたら自分でも驚くような、とんでもない夢を見ているかもしれませんよ？　ちゃんと正直に書いてきてくださいね！」

　そう言って、咏が薄い水色のノートを差し出す。青が「はいはい」と言いながら受け取ると、表紙には咏の上品な筆跡で『交換夢日記　１冊目』と書かれていた。

　いったい何日続けるつもりなんだ……と呆れながら、青はそのノートを鞄の中にしまった。







　……。

　…………。

　………………。

　次の日の早朝。

　咏がいつも通りの時間に登校してくると、既に教室の中には青の姿があった。

　普段なら始業時間ぎりぎりに現れる青の眠たげな顔を思い出し、珍しいこともあるものだと不思議に思いながら、窓際に佇んで外を眺めている華奢な背中に声をかける。

「青、おはようございます。珍しいですね、私より早く学校にいるなんて」

「……ああ、咏……おはよ……」

　そう言って振り返った青の顔は、咏が見たこともないほどやつれてしまっていた。

　目は真っ赤に充血し、瞼がぷっくらと腫れている。顔色も普段より青白く、何だか全体的に生気が感じられなかった。

「あ、青!?　どうしたんですか!?」

「……昨日、最悪な夢を見たんだよ……それで夜中に目が覚めちゃって、それから一睡もできなくてさ……」

「さ、最悪な夢ですか……？」

〝夢〟という単語を聞いて、咏は昨日から始まった交換夢日記の件を思い出す。

　自分が軽率に提案したせいで、青がこんな状態になってしまったのだとすれば、申し訳ないという言葉では到底済まされない。

　罪悪感で胸をいっぱいにしながら、今にも泣き出しそうな顔をした青の側に駆け寄る。

　足下に視線を落とす青の顔を覗き込んで、「大丈夫ですか……？」と声をかけた。

　すると――

「……咏はさ……私のこと、嫌い？」

「……はい？」

　予想外の返答に、咏の口から調子の外れた声が漏れる。

　小さな子供のように、不安そうにこちらを見つめてくる青の瞳が、咏の頭をさらに混乱させた。

「……夢の中でさ……咏が私に言うんだよ。代わりの霊能力者を見つけたから、私はもういらないって……もう、青のことなんか知らないって……」

「え……ええっ？」

「ひどいよね……私を誘ったのは咏なのに、そんな簡単に捨てるなんてさ……」

「す、捨てるわけないじゃないですかっ！　私の相棒は青だけですよ！」

　深く俯いて、途切れ途切れに言葉を紡ぐ青に向かって、咏が声を張り上げる。

　咏の言葉は嘘偽りなど一切ない、心の底からの本音だった。

　しかし。

「……本当に？」

　暗く濁った瞳の中に、うるうると涙の雫をため込みながら、青が咏の方へ歩み寄ってくる。

　そして咏の胸元に左手を添えて、困惑した彼女の顔を見上げながら言った。

「じゃあ、咏は私のこと……好き？」

「えっ……そ、それはその、もちろん……」

　青のストレートな問いかけに、咏は恥ずかしさで口籠もってしまう。

　しかし青の左手は、咏が中途半端な答えで逃げることを許さなかった。咏の右頬に手が添えられて、視線を逸らせないようにぐっと力が込もる。

「……ちゃんと聞かせてよ。私は、咏の何なんだっけ？」

「そ、それは、だから……あ、青は私の、運命の――――」

　咏がそこまで言うと、青の口元が安心したようにふっと綻んだ。

　窓の外から、ピッ、ピッ、という笛の音が聞こえてくる。きっと運動部が朝練でもしているのだろう。

　その笛の音に合わせて、咏の心臓がバクバクと鼓動を速めていく。

「咏……目、閉じて」

　咏の耳元で、青がボソッと囁いた。

　その低い声に背筋がぞくぞくと震え、咏は言われるままに固く目を閉じる。

　暗闇の中で、青の顔が近づいてくる気配がした。

　心臓の音がうるさい。ピッ、ピッ、という笛の音も速度を増していく。

「……あ、青……ちょっと……っ」

「咏……私、咏のこと――――」

　緊張感に耐え切れず口を開こうとした瞬間、青の前髪が咏の鼻先に触れた。暗闇のせいで、肌の感覚がやけに鋭敏になっている気がする。

　青の息遣いが、すぐ目の前で聞こえなくなった。咏も覚悟を決めて息を止める。

「――――っ」

　暗闇の中、青の熱と、匂いと、柔らかさだけが、咏の脳を支配して――――




　――――ピピピピピピピッ、という目覚まし時計の音で、ようやく目を覚ました。

　アラームを止め、ベッドの上で上半身を起こし……ボサボサに乱れた髪の毛で隠れた顔をさらに両手で覆い隠して、咏は羞恥に悶えながら吠えた。




「――わっ……私は……っ！　私は、何ていう夢を――――っ!!」

　………………。

　…………。

　……。







「おはよ、咏」

　いつものように始業時間ぎりぎりに登校してきた青が、机に突っ伏している咏に声をかけた。青の手には水色のノートが挟まっており、ひらひらと前後に振られている。

「……おはようございます……」

「……え、何？　なんかテンション低くない？」

「いえ……ちょっと自分を戒める必要性を感じていただけです……」

「朝から何があったんだ……」

　青から声をかけられて、咏がのっそりと顔を上げる。

　心なしか、その顔には妙に赤みが差している気がした。

　昨日との落差に首を捻りながらも、まあ咏の情緒不安定は今に始まったことではないかと結論づけて、青は自らのノートを差し出す。

「はい、これ。一応日記、書いてきたよ」

「……大変勝手ではありますが、交換夢日記は本日をもって終了とさせていただきます。長らくのご愛顧、誠にありがとうございました」

「早っ！　本当に勝手すぎない!?」

　一度も交換することなく終了してしまった交換日記を掲げながら、青は運営にクレームを入れる。

　咏は青からの不満の声を聞きながら、震える声で「仕方なかったんです……」と呟いた。

「私だって続けたかったですけど、嘘を書くわけにもいかないですし……かといって夢の内容を正直に、赤裸々に、包み隠さずに綴れるほど、私の精神は強くないんです……」

　顔を真っ赤に染め上げて語る咏の様子を見て、青は「どんな夢を見たらそうなるの？」と尋ねたい衝動をすんでのところで呑み込んだ。

　ここまで弱りきった顔を見せる彼女をさらに虐められるほど、青の性根は捻れていなかった。

「もー……せっかく恥ずかしいのを我慢して書いてきたのに」

「……恥ずかしい？　青も恥ずかしい夢を見たんですか？」

　落胆して肩を落とす青の言葉を聞いて、咏の顔から羞恥心が抜け、むくむくと下世話な好奇心が浮かび上がってくる。

「な、何……別にいいじゃん。ただの夢なんだし……誰にも迷惑かけてないし」

「――見せてください！」

「はぁ!?　ちょっと、自由すぎるでしょ！」

　青が無防備に差し出していたノートを奪い取って、鮮やかな手際で表紙を捲る。

　果たしてそこには何が隠されているのか、咏は目を輝かせて最初のページに書かれた数行の文章に視線を落とす。そこには――――




　ハンバーグを十個食べた。

　からあげは十五個も食べた。

　明日は卵焼きが食べたい。




「――何ですか、この小学生みたいな日記は！」

　咏はノートを机の上に叩きつけ、恥ずかしそうに顔を赤くしている青に視線の矛先を向けた。

「だ、だって、最近咏がお弁当作ってくれるから……あれ、美味しいんだもん」

「それは嬉しいですけど！　卵焼きも作ってきましたけどぉ！」

「え、ほんと？」

　お弁当の献立が希望通りだったことに、青がふわりと頬を緩ませる。

　子供のようにあどけないその無垢な表情を見て、咏はどこかへ追いやっていた羞恥心にまた責め立てられることになった。

「もー！　青も私と同じような夢を見たのかと思ったのに！」

「……もう訊いちゃうけど、咏はどんな夢を見たわけ？」

　結局誘惑に負けた青が、話の流れに任せて尋ねる。

　咏は一瞬で湯気が上がるほど顔を赤くして、潤んだ瞳を青に向け叫んだ。

「絶っ…………対に！　秘密ですっ！！！」
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